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　　　はじめに




　こんにちは、この本の著者である伊藤和幸です。

　本書を手にとっていただき、ありがとうございます。




　この本は『ダブルクロス・リプレイ・エクソダス』シリーズの第三巻目にあたります。

　そのため、第一巻『悲しきランナウェイ』、第二巻『愛しきプレシャスタイム』の内容を踏まえて書かれている場面がありますので、第一巻と第二巻を読んでから本書をご覧いただくことを推奨いたします。




　さて、ここからは初めての方のために少々説明を。

　本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、将棋やトランプ、麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれる司会進行役のもと、他の参加者（プレイヤー）は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進行していきます。

　イメージとしては仲間同士、即興で楽しむ演劇のような感じでしょうか。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧルール『ＤＸ２』の舞台は現代にごく近い未来。

　つまり我々が住む世界とほぼ同じです。

　ただ、一見変わりないこの世界の裏側には、一般人の知らない秘密があります。

　それはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスの存在。この謎のウィルスは発症者に超常能力を与え、オーヴァードと呼ばれる存在に変異させてしまいます。

『ＤＸ２』のプレイヤーはこのオーヴァードとなり、超常能力を持つが故に、世界の裏側で誰にも知られない戦いを繰り広げることになります。




　そして、そんなＴＲＰＧを実際に遊んだ風景を読み物として書き起こしたものが本書、リプレイと呼ばれるものになります。




　さて、ここまで説明してきましたが、そろそろ本編に参りましょう。

　百聞は一見にしかず。

　本書を通して、ＴＲＰＧの空気を感じていただければ幸いです。

　よろしければ、最後までおつき合いください。







　　　前巻までのあらすじ




　悪の組織ファントムセルにより、Ｘナンバーズと呼ばれるオーヴァードに改造された少年、諏訪原真也すわばら・しんやと四人の仲間───エミリア、アイヴィ、ガブリエル、ピクシーはＵＧＮの保護下に入り、保護施設のひとつである加か賀がの宮みや学がく園えんでつかの間の平穏を手に入れた。

　しかし、仮初めの日常はわずか一ヶ月で崩壊した。新たなＸナンバーズ───Ｘ１０が、社会科見学のために学園初等部の生徒たちを乗せて出発したバスを、バスジャックしたのである。しかし、真也たちは無事に子どもたちを救出、Ｘ１０の撃退に成功した。

　だがその直後、ついに姿を現した諸悪の根元、マスターファントムから、今までの事件がすべて、真也を成長させるために仕組まれていたことが告げられる。

　自分が原因で誰かが傷つくことを恐れた真也は何も言わずに仲間のもとを去り、そんな彼を仲間たちは追った。エミリアたちは途中でピクシーを失うも、真也の母である友恵と合流。真也を救う可能性があることを教えられた彼らは、再び共に歩むことを決意した。

　しかし、それをよしとしないマスターファントムが彼らに襲いかかった。激戦の末、からくもマスターファントムを撃退するも、その代償として真也がジャーム化してしまう。暴走した彼は姿を消し、残されたエミリアたちは深い悲しみに沈むのであった。
















　10 years ago ......




　イタリアのとある街での出来事。

　通りの端に、妙齢の女性が街頭占いの店を開いていた。

　店といっても、あるのは簡素なテーブルとその上に置かれたタロットだけ。




　女占い師の隣にはひとりの少女が立っている。

　年の頃は四～五歳ほど。鮮やかな金の髪が目を引く占い師の娘であった。

　目の前で母が操るタロットカードを、少女がきらきらした瞳で見つめている。

　占い師の母は、娘にとって憧れだった。

　大きくなったらママみたいな占い師になる───それが少女の夢だった。




　憧れの母がタロットをテーブルに並べ、決められた手順でめくっていく。

　今、占っているのが自分の運勢であるがゆえに、少女は熱心に母の動きを目で追っていた。

　やがて、すべてのタロットが開示され、運命が導き出される。




「ママ、あたしの運命ってどうなってる？」

　好奇心いっぱいの声で訊いてくる娘に、母親は一瞬だが困ったような表情を浮かべた。

　だが、すぐに穏和な笑みを浮かべると優しく言葉を紡ぎ出す。




「とても大きな困難に見舞われると出たわ」

「こんなん……？　たいへんな目にあうってこと？」

「そうね……。でも、どんな時でも諦めなければ道は開けるとも出てるの」

「そっか……。わかった！　あたし、どんなときでも絶対にあきらめないから！」




　元気よく宣言する娘に、母親は微笑んだ。




「いい子ね、エミリア……」




　頭を撫でる母の優しい手に、少女───エミリアがくすぐったそうに笑う。

　そして、それから十年の歳月が経ち、現在……。





Last episode of "Double Cross exodus"

───start









　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた……。




　その日、俺おれ、伊藤和幸いとう・かずゆきはぼんやりと青空を眺ながめながら考えていました。

　題材はエクソダス第三巻かん、第五話のシナリオについてです。

『エクソダス』シリーズは本巻で完結。

　ＰＣ全員でファントムセルと決着をつけ、日にち常じようへの帰き還かんを描えがく予定でしたが、残念ながらそれは叶かなわなくなってしまいました。

　マスターファントムとの激闘の末、真也がジャーム化してしまったからです……。

　あの結末には、プレイヤーだけでなく、ＧＭの自分もまた衝撃を受けました。




　この後の展開をどうしたものか……。

　正直、途方にくれました。パッと思いついたのはジャーム化した真也と残されたＰＣとの対決という展開でした。

　ですが、ただそれだけでは面白くありません。少なくとも、ＰＣがポジティブに動ける要素を何か盛り込みたいところです。

　とはいえ、ルール的にジャーム化した存そん在ざいを救う方法は存在しません。しかも、真也は〝飢餓〟の衝動により、ＰＣを狙っているという状況。

　しかし、じゃあ悲ひ劇げき的な終わりにしようと安易に結論を出したくはありません。

　今こそ、俺のＧＭとしての力量が試ためされるとき！

　ルールブックからサプリメント、リプレイと、『ＤＸ２』に関かかわるすべての書しよ籍せきを読みあさり、ＧＭとしてプレイヤーに『エクソダス』シリーズのプレイヤーをして良かったと思ってもらうべく、シナリオを考える日々。

　そして瞬またたく間に時間は過すぎていき……。

　セッション当日───Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室には、ＧＭである俺と、四人のプレイヤーが揃そろっていました。

　さて、それではそろそろ、今回のリプレイに参加する面々をご紹しよう介かいいたしましょう。




▼藤ふじ澤さわさなえ（以下、藤澤）

　クリエイター集しゆう団だんグループＳＮＥ所しよ属ぞくのライター。ドラゴンマガジンに連れん載さいしていた『ソード・ワールド[image: ]リプレイ　たのだん』のプレイヤー兼けん著ちよ者しやと言えば、ご存ぞんじの方も多いのではないでしょうか。

　ほがらかな笑え顔がおと、ノリのいい性せい格かくでセッションを引っぱる生きつ粋すいのムードメーカー。だが、そんな藤澤さんも前回の衝撃の結末から、今回のセッションには困こん惑わく気味の様子。

　そんな彼女がどんなロールプレイを見せてくれるかは……本ほん編ぺんでお楽しみ下さい。

　本書ではＸナンバーズの元気少女、エミリア・ラウラを担たん当とうしています。

　藤澤さなえの執しつ筆ぴつする『ソード・ワールド[image: ]リプレイ　たのだん②』絶ぜつ賛さん発売中です。




▼しのとうこ（以下、しの）

『ダブルクロス』シリーズのメインイラストレーター。プライベートでは、積せつ極きよく的にさまざまなゲームを遊び、楽しむゲーマーでもあります。実戦形式で身に付けた知ち識しきや経けい験けんが仲間を助けることもしばしば。

　本シリーズでは優すぐれたピアノの演えん奏そう技ぎ術じゆつを持つがゆえに、Ｘナンバーズに改造された女の子、アイヴィ・ノールズを担当しています。




▼鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』（エンターブレイン刊）などのゲームデザイナー。その立場ゆえにみんなから〝社長〟と呼よばれています。

　本シリーズでは元軍人にして、Ｘナンバーズに改造されて死の淵ふちより蘇よみがえった男、ガブリエル・ガルシアを担当しています。




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）

　言わずと知れた『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。そして、数多くのＴＲＰＧリプレイを執筆している偉い大だいなる先せん達だつです。

〝クレバー矢野〟〝王子〟〝薔薇ばら〟、さまざまなふたつ名を持ついじられ役だったのが、最近ではレベルアップして、相手をいじってもすごいオールラウンダーに。

　本シリーズではＸナンバーズの最新型として改かい造ぞうされた高校生、諏す訪わ原ばら真也を担当していたのですが、前巻でまさかのジャーム化。そんな彼が今回、どのような役やく所どころになるかは……本編にてご確認ください。

　矢野俊策が執筆したノベル『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）、絶賛発売中です。




　以上、四名のプレイヤーとＧＭの俺、伊藤和幸を交えてお送りする『エクソダス』。

　最終巻となる本書、最後までおつき合いいただけると幸いです。

　それでは、リプレイ本編をお楽しみください！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：みなさん、おはようございます。それでは今より、『エクソダス』第五話の収しゆう録ろくを開始します。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：というわけで前回、真しん也やジャーム化という衝撃の結末だったわけですが……。

藤澤：うう、真也……。

矢野：あと一歩だったんだけどな……。

しの：あと３％は悔しかったですね。

鈴吹：ダイスの怖こわさってやつだな……。

藤澤：やっぱり……真也は倒すしかないんですか？

しの：助けられるなら助けたいですけど……。

一同：…………。

鈴吹：……まあ、とりあえず現状を確認しようか。今回はどんな感じで始まるんだ？

ＧＭ：時間は進んで、前回から一ヶ月後になります。ジャーム化して行方ゆくえ不明になった真也を捜さがすところから物語は始まりますよ。

しの：なるほど。ちなみに矢野さんは、今回どうするんですか？　真也さんはジャーム化しちゃったわけですけど。

ＧＭ：いやー、正直俺も途方に暮れたんですが……。

矢野：俺がＧＭの補佐として真也だけを扱うとか、いろいろ考えてたみたいだよね。

ＧＭ：そうなんですよ。矢野さん抜きで三人プレイヤーでやるというアイデアもあったんですが、せっかくなんで四人で最終回をしたいじゃないですか。

藤澤：そうですよね～。

ＧＭ：なので、矢野さんには新キャラクターで続投してもらうことにしました。

一同：おおー。

矢野：というわけで、今回もプレイヤーとしてここにいるわけですよ（笑）。

しの：なるほど（笑）。

ＧＭ：あと、真也が抜ぬけてチームの戦力バランスが崩くずれてしまいましたが……。

しの：真也さん、チームの火力の要でしたからね～。

ＧＭ：ええ。なので、救済策を用意させてもらいました。

藤澤：おっ、どんな方法を？

ＧＭ：『ＤＸ２』の最新ソースブック『ハートレスメモリー』で追加された新ルール、リビルドルールの適用ですね。必要ならば、ＰＣのデータを組み換えてもらって構いません。

一同：おおっ！

鈴吹：いいね。なら、俺はリビルドしようかな。ちなみに矢野君は新キャラ、どんな感じでいくつもり？

矢野：一いち応おう、支し援えん系けいにしようかと思ってます。

鈴吹：それなら火力系にシフトするのがいいか？

しの：ガブリエルだと、再さい改かい造ぞうとかで何かいけそうな気もしますしね（笑）。

鈴吹：いや、やっぱり最初から装そう備びされていたんだよ（笑）。

ＧＭ：そこ、こだわりますね（笑）。あと今回は、リビルドルールの他にもうひとつ、『ハートレスメモリー』で追加された新ルールを使用してセッションをしますよ。

しの：……もしかして〝Ｓロイス〟ですか？

ＧＭ：ご明察。みなさんのレコードシートに新たな項こう目もくが追加されていますよね？

藤澤：えっ？　あっ、本当だ！　ロイスのところにＳロイスって項目がある。

ＧＭ：さて、レコードシートに新たに追加されたこのＳロイスですが、これは───。




　Ｓロイス───スペリオルロイスの略りやくで、ＰＣが取得しているロイスの中から、任意のタイミングで、最も大切なロイスを設せつ定ていする新しいルールです。

　このＳロイスを使うことで、取得経験点が増えたり、通常とは違う、特殊なタイタスの効果を使用することができるようになります。




ＧＭ：……というルールなのです。

藤澤：はー、つまり普ふ通つうのロイスよりすごいロイスということですね！（笑）

ＧＭ：その通り！（笑）ちなみに。Ｓロイス化はいつでも可能です。ただ、たとえばエミリアとかが、真也に対して熱いロールプレイをしたあとで、Ｓロイス宣言すると盛もり上がるかもしれません。

藤澤：なるほど！

ＧＭ：では、新しいルールについて説明もしたところで、みなさんに配るハンドアウトの方を読み上げさせてもらいます。




▼エミリア・ラウラ用ハンドアウト

ロイス：諏訪原真也　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：慕ぼ情じよう／ネガティブ：悔かい悟ご

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　真也がジャーム化して姿すがたを消してから一ヶ月の時がたった。

　ひどく長く感じる一ヶ月の間、脳のう裏りに浮うかぶのは真也と共に過すごした日々だった。だが、あの時、みんなで幸せになろうとした約束は果たされることはもうないのだ。

　そんな沈しずむ気持ちに追い打ちをかけるように、キミが真也と対たい峙じする時がついに訪おとずれようとしていた。




藤澤：ううっ、最初にハンドアウト読まれるのって緊張しますね。こ、心の準備が！

しの：今までは先に真也さんがいて、その間に心を落ち着けてたんですね（笑）。

藤澤：そうなんですよ！　ああっ、どうしていないの真也～（笑）。

矢野：いや、その……本当にすみません（一同爆笑）。




　ペコペコ謝る、矢野さん。




鈴吹：しかし、エミリアのロイスは、やっぱり真也が来たか。

藤澤：予想はしてましたけど……今までで一番重いハンドアウトですね。

しの：確かに。

藤澤：……う～、でもどうしたらいいですかね？　今日はどんなロールプレイをしたらいいか、ずっと悩なやんでて……。

ＧＭ：なるほど……。個人的には、エミリアはこの一ヶ月、かなりへこんで過ごしてきたんじゃないかと思うんですが。

しの：真也さんとエミリアさんは一番仲がよかったですからね。

藤澤：そうですね……。最初は部屋にこもって、思いっきりへこんでて、何かのきっかけで一気にポジティブに「真也を助けるよ！」って動き出す感じとかどうですか？

ＧＭ：それで大丈夫だと思いますよ。自分のヒロイン力を信じて！（笑）

藤澤：は、はい！　がんばります！（笑）




▼アイヴィ・ノールズ用ハンドアウト

ロイス：諏訪原真也　　　推奨感情　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　真也のジャーム化から一ヶ月。

　キミはＵＧＮの集めた映えい像ぞうの中に、変わり果てた真也を見た。

　怪かい物ぶつのように変へん貌ぼうした肉体。獣けもののように咆ほう哮こうし、理り性せいを感じさせない行動。真也の姿をしていても、それはもはや別の何かだった。

　暴ぼう走そうする真也を止めるには、彼を倒たおすしかないのだろうか……。




しの：これはなかなかショッキングな内ない容ようですね……。

矢野：まあ、ジャーム化しちゃったからなぁ。

ＧＭ：そうですね。そこは真也が変わったのだと、はっきり認にん識しきしてもらおうと思って、まずはハンドアウトから内容をきつめにさせてもらいました。

鈴吹：やっぱりジャーム化しちゃうと、元には戻もどらないものなのか？

しの：うーん、システム的には無理なんですよね～。

ＧＭ：でもそこは、だからダメだ、だと面おも白しろくないじゃないですか。

しの：じゃあ、助けられるんですか？

ＧＭ：ふっふっふっ……そこはやってのお楽しみです！

矢野：意味深な発言だな（笑）。しかし、真也はこの一ヶ月の間、何をしてたんだろう？

ＧＭ：ファントムセルに襲しゆう撃げきされて撃げき退たいしたり、ＵＧＮに追つい跡せきされて、それを振ふり切ったり、日本各地を逃にげ回まわってる感じですね。詳くわしくはオープニングで説明します。

しの：了解しました。




▼ガブリエル・ガルシア用ハンドアウト

ロイス：諏訪原友とも恵え　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：憐れん憫びん

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　諏訪原友恵は、真也がジャーム化したあの日から、ＵＧＮの研究室に入り浸びたっていた。

　そして、一ヶ月後……。

　現げん状じよう説明のために呼よび出された会議室で、キミは久ひさ方かたぶりに友恵に会った。

　彼女は諦あきらめることなく、真也を救う可か能のう性せいを探さがし続けているようだ。

　何か成果があればよいのだが。




鈴吹：俺おれは真也のお母さんか。しかし、一ヶ月もの間、研究室に入り浸りとはまた……。

しの：子こ供どもへの愛がなせる業わざというところでしょうか。

ＧＭ：そうですね。この一ヶ月、友恵は真也を救う方法を求めて、ＵＧＮの研究室に入り浸ってます。その集中力は、周囲の人間が近ちか寄よりがたいほどです。

鈴吹：そんな友恵さんと久々に会うと……。真也に関していい話が聞けるのかね？

ＧＭ：彼女もこの一ヶ月でエミリアの対抗種やジャーム化についての研究を進めてますから。詳しくは本ほん編ぺんをお楽しみにということで。

鈴吹：分かった。ちなみに俺たちの方はどうしてるんだ？

ＧＭ：ＵＧＮ日本支し部ぶで保ほ護ごされてると思ってください。ＵＧＮがみなさんの護ご衛えいと、真也の情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしてくれてます。




▼矢野俊策用ハンドアウト

ロイス：諏訪原昌まさ喜き　　　推奨感情　ポジティブ：尽じん力りよく／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　キミはＸナンバーズに連つらなる存そん在ざいだ。

　現げん在ざい、諏訪原昌喜と行動を共にし、ファントムセルと戦っている。

　だが、戦いの最中、昌喜の息子むすこである真也がジャーム化したとの連れん絡らくが入った。

　キミは昌喜と共に、真也を追うべく活動を開始した。




藤澤：おおっ、矢野さんの新キャラもＸナンバーズ関連なんですね。

ＧＭ：ええ。矢野さんとも相談しまして、やはりＸナンバーズと関係があった方がいいだろうということで、Ｘナンバーズの亜あ種しゆのような立ち位置になっております。

矢野：一応、ファントムセルじゃなくて、諏訪原夫婦、というか友恵に造られたやつにしようと思ってるよ。

鈴吹：友恵のお手製なのか！　まあ、元はＸ島所属の研究者だし、確かにできそうだが（笑）。

矢野：ええ（笑）。あっ、そうだ。ＧＭ、成長はどうしようか？

ＧＭ：（にこりと微笑み）『ＤＸ２』の経けい験けん点てんは、矢野さん持ってますよね？

矢野：そりゃ持ってるけど……。

ＧＭ：一いち応おう、ＰＣの中で一番低い人が経験点18点消費なんで、その範はん囲いで経験点を消費してキャラを作ってもらえますか？（笑）

矢野：はいはい（笑）。じゃあ、それで行こう。

藤澤：ロイスが真也パパ……ちなみにどんな人なんですか？

ＧＭ：髪かみはばっさりと切っていて、無ぶ精しよう髭ひげを生やしてますね。体格は結構いいです。少年っぽい笑顔が魅力のナイスミドルですよ。

矢野：ナイスミドルなんだ（笑）。

ＧＭ：普ふ段だんは穏おだやかな性せい格かくですが、今はファントムセルとの戦いに身を置いているので、鋭するどい戦士としての顔が表に出てます。服ふく装そうは戦せん闘とう服ふくを着こんで、ごついブーツをはいてます。

しの：ふむふむ（メモメモ）。

鈴吹：ガブリエルと面めん識しきはないんだよな？

ＧＭ：ないですね。顔合わせをする前に、彼が脱だつ走そうしてしまいましたから。

鈴吹：了りよう解かい。しかし、そうなると十八年前、ガブリエルのＸ島での知り合いって、アマガとベルトルトになるんだよな……（笑）。

矢野：愛の人とゲヒャゲヒャ笑う人ですか（笑）。

鈴吹：つらい……本当につらい日々だったんだよ……（一同爆笑）。





＊　　　＊　　　＊






矢野：前回はアイヴィ以外は自じ律りつ判はん定てい三倍振ぶりだったし、ＰＣの成長はアイヴィだけか。

しの：ですね。とりあえず《ライトスピード》でも取りましょうか？

矢野：これ以上、侵しん蝕しよく率りつ負ふ担たんを上げるつもりですか!?（笑）

鈴吹：しのさん、今日はやる気満々だよ（笑）。

ＧＭ：ちなみにリビルドする方はいますか？

鈴吹：俺がするよ。エフェクトリビルドで、能力値や技能はいじらないで、エフェクトの取り直しだけさせてもらうことにした。

ＧＭ：了解しました。あと、矢野さんは新ＰＣの作成をお願いしますね。

矢野：おうさ。




　ルールブックやサプリメントを開き、キャラクターの成長と作成を行なっていく一同。

　そして、一時間後。その作業は無事に終了したのであった。




ＧＭ：みなさん、成長等が完了したようですね。それでは報告をお願いします。

一同：はーい！







グループＳＮＥ　『ソードワールド[image: ]』を始め、数多くのＴＲＰＧのデザイン・製作を行なってきたクリエイター集団。アナログゲーム製作だけでなく、小説執筆や海外出版物の翻訳なども行なっている。

ドラゴンマガジン　富士見書房が隔月刊行するライトノベル雑誌。富士見ファンタジア文庫の母体雑誌でもある。

リビルドルール　再構築という意味が示すとおり、キャラクターのデータを組み直すためのルール。『ハートレスメモリー』には四種類のリビルドルールが掲載されている。

アマガ　『悲しきランナウェイ』で登場したＸ島最高責任者の老人。人体実験を〝愛〟と表現する変人。

ベルトルト　『悲しきランナウェイ』に登場したＸナンバーズ。破壊衝動に忠実で外道な男。

《ライトスピード》　超高速で二回連続攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。
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▼エミリア・ラウラ　～藤澤さなえ

ＧＭ：それでまずはエミリアから成長の報告をお願いします。

藤澤（以下、エミリア）：エミリア・ラウラだよ。成長はなし。経けい験けん点てんは１点残しで。……うーん、これだけじゃ味気ないよね。何か言うことないかな？

ＧＭ：じゃあ、今回のセッションに対する意い気き込ごみなんぞを表明してもらえますか？

エミリア：意気込みか～……。うん、それなら、やっぱり真也を助けるかな！

鈴吹：やっぱりそれだよな。だけど、ジャーム化したのを助けられるのか？

矢野：そこはＧＭがいろいろ考えてるみたいですよ。

ＧＭ：ふっふっふっ（[image: ]意味深な笑み）。

エミリア：あとは……二巻かんも改めて読み返していろいろ考えてみたけど……。やっぱり、へこんでるところから始めるのが自然かなって思うんだけどどうかな？

しの：いいと思いますよ。

鈴吹：そうなると、まず俺たちがやるべきことはエミリアを立ち直らせるってところか。

エミリア：お手数おかけしますが、そうしてもらえると助かります！

しの：分かりました。がんばりますよ～。




▼アイヴィ・ノールズ　～しのとうこ

しの（以下、アイヴィ）：では、次は私ですね。アイヴィ・ノールズです。ユーリのロイスを固定化して、《ミスディレクション》を２レベルにしました。

ＧＭ：真也がいなくなった分、範はん囲い攻こう撃げきへの対たい処しよ方法を充じゆう実じつさせましたか。

エミリア：ちなみに今回にかける意気込みは？（笑）

アイヴィ：意気込み……自じ律りつ判はん定ていで帰ってくる、ですかね！（笑）

ＧＭ：なるほど、それは重要ですね（笑）。

アイヴィ：実じつ際さいのところ、どうしていいのか分からないのはエミリアさんと同じなんですよ。ただ、彼女のことはすごい心配してると思うので、支ささえてあげたいと思ってます。

エミリア：あたしのお姉さんみたいな存そん在ざいだもんね（笑）。

アイヴィ：はい、年齢は私の方が下ですけど、お姉さんっぽいです（一同笑）。

鈴吹：結局、そこは最後まで変わらなかったな。

アイヴィ：ですね～。ちなみに真也さんのことについては、まだショックは抜けきってないですけど、ある程てい度どは持ち直してます。何とかいい方向に行くように、がんばりますよ！




▼ガブリエル・ガルシア　～鈴吹太郎

鈴吹（以下、ガブリエル）：ガブリエル・ガルシアだ。真也が抜ぬけた穴あなを埋うめるために、エフェクトリビルドを行なって攻撃と防ぼう御ぎよ、支し援えんと浅く広かった能力を攻撃特化に直した。

ＧＭ：なるほど。真也が担になってた攻撃役を代行する形ですか。

ガブリエル：そんな感じだな。ただ、《砂すなの結界》と《砂さ塵じんの城じよう壁へき》は残してあるから、いざというときは仲間を守れるようにもしてある。

ＧＭ：最さい低てい限げんの防御能力は残したと。

ガブリエル：そういうことだ。ちなみにその結果、《フルインストール》や《クリスタライズ》とか、みんなの能力を集めた感じの構こう成せいになっちまった（笑）。

アイヴィ：もともとシンドロームかぶってましたからねえ（笑）。

ガブリエル：そこは旧型演出のために狙ってやったからな（笑）。だが、今日から俺はひと味違うぜ。言うなれば、ガブリエル２ツーってやつだ！

一同：ガブリエル２!?（爆笑）

ガブリエル：今日の意気込みは「攻撃するぜ！」だな。というわけで、がんがん攻めて行くぞ。

アイヴィ：おお、頼もしいですね（笑）。




▼グレムリン　～矢野俊策

ＧＭ：では、矢野さん。新キャラということで、ＰＣの自じ己こ紹しよう介かいからお願いします。

矢野（以下、グレムリン）：名前はグレムリン。ＧＭとも相談して、諏訪原夫ふ妻さいがＸ島から逃にげた後、友恵が製造したロボットという設せつ定ていにしたよ。

エミリア：へ～、真也ママのお手製なんだ！

アイヴィ：あれ、友恵さんってＸ島ではクローンの研究してたんですよね。

ＧＭ：ええ。その成果としてＸ０１───真也の父親である昌喜を生み出してます。

アイヴィ：ですよね。遺伝子畑の人だと思ってたんですが、ロボットも造れるんですか？

ＧＭ：造れるみたいですね（笑）。

ガブリエル：クローンも作れて、ロボットも造れてって……友恵さんの専門分野はいったいなんなんだ？（笑）

ＧＭ：きっと、オールラウンダーなんですよ（笑）。

ガブリエル：おいおい、いくらなんでもスーパー研究者すぎだろ！（一同爆笑）

ガブリエル：００……Ｘナンバーズの番外って感じか？

グレムリン：うん、そんなイメージだね。最近までまともに動くことはなかったんだけど、一ヶ月ほど前から動くようになって、昌喜と一いつ緒しよに行動してる。

エミリア：なんで急に動き出したの？

グレムリン：前回で消しよう滅めつしたピクシーが、プログラムの一部を諏訪原夫妻に預あずけてたという設定にしたよ。それを基き本ほんフレームに組み込んだら動けるようになったということで。

ガブリエル：おおっ、そうきたか！

グレムリン：外見はピクシーがそのままロボットになったような感じ。ゴブリンみたいな西洋系妖精をデフォルメしたマスコットみたいな容姿をしていて、体長は四十～五十センチぐらいと小さいね。ロボットなんで、それらしいパーツとして耳がセンサーになってたり、頭部に情報処理の際のディスプレイとして使用できるバイザーが取り付けられてたりするよ。

アイヴィ：ふむふむ（メモメモ）。

グレムリン：性せい格かくもピクシーに似にてるかな。ひょうきんで、ちょっと格かつ好こうつけ。あと、現げん実じつ世界に対して好こう奇き心しん旺おう盛せいで、たまに突とつ飛ぴな行動を取ったりもする（笑）。

アイヴィ：なるほど（笑）。ピクシーの兄弟みたいな感じですかね？

グレムリン：ああ、そんな感じ（笑）。シンドロームはブラックドッグ／オルクス。ロボなので、ワークスは〝ロボット市民〟。Ｄロイスは人造生命を取ったよ。

アイヴィ：あれ？　それ、どちらもザ・トゥーフェイス・オブ・トゥモローステージ専せん用ようのワークスとＤロイスでは？




　───ザ・トゥーフェイス・オブ・トゥモロー（以下、ＴＦＴ）。

　未来の地球、宇宙に浮かぶスペースコロニー〝アルバトロス〟を舞台に、イーターと呼ばれる怪物との戦いを描く際に使用される、ＳＦをモチーフにしたステージ。

〝ロボット市民〟は、人間と同様に扱われる自律思考が可能なロボットを表わすＴＦＴステージ用のワークスなのである。




ＧＭ：新キャラの相談をしてる際、ロボットにしようという話は出てまして。ただ、それをデータ的に再現するにはＴＦＴの〝ロボット市民〟が必要なので、許可させてもらいました。

ガブリエル：俺も最初にＰＤＷを陽炎かげろうの戦場ステージのデータから選ばせてもらってるし、いいんじゃないか（笑）。

グレムリン：能力は支援系。ピクシーがＰＣだったらってイメージで作ってあるよ。

ガブリエル：あいつ、攻こう撃げき能力なさそうだったもんな～。

グレムリン：問題は侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超こえるまで、能力が発はつ揮きされないことかな（笑）。

エミリア：えっ、なんで？

グレムリン：主力のエフェクトが侵蝕率制限のあるものばかりなんだ（笑）。その代わり侵蝕率さえ確かく保ほできれば、《解かい放ほうの雷いかずち》でみんなのダメージを上げたり、《束そく縛ばくの領りよう域いき》で敵てきの妨ぼう害がいしたり、いろいろな形でフォローできるよ。

ＧＭ：これはまた、いかにも厄やつ介かいそうな（笑）。

グレムリン：あとＨＰを大きく伸のばしてみた。なんとびっくり最大43点（笑）。

一同：43点!?

ガブリエル：そこまであると、敵の攻撃にも一回ぐらい素すで耐たえられそうだな。

グレムリン：リアクティブアーマーも取ってるし、カバーリングして耐えられれば、みんなのタイタス消費を抑おさえられるんじゃないかと期待してやってみたよ。

アイヴィ：は～、なるほど。それにしてもＨＰ43点はすごいですね（笑）。

グレムリン：ふふふ。とまあ、こんな感じかな？　みんなよろしくね。

ＧＭ：というわけで、新ＰＣグレムリンでした。ちなみに他の方々とは途と中ちゆうで合流する形になるのでよろしくお願いします。

グレムリン：了りよう解かい。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、次にＰＣ間ロイスを結びましょうか。エミリア[image: ]アイヴィ[image: ]ガブリエル[image: ]グレムリン[image: ]エミリアの順番で。

ガブリエル：グレムリンへのロイスは、初対面の時に感じるイメージでいいのか？

ＧＭ：それでお願いします。では、まず最初はエミリアからアイヴィへ。

エミリア：ポジティブ〝友ゆう情じよう〟で相変わらず仲がいいですけど、ネガティブ〝厭いや気け〟で。いろいろ心配してもらってるけど、今は放っておいてと考えちゃってるかな。

アイヴィ：はーい。じゃあ、私からガブリエルへ。……ガブリエル２も砂すなっぽい？（笑）

ガブリエル：砂っぽいな。そこは変わってない（笑）。

アイヴィ：じゃあ、ポジティブ〝信しん頼らい〟、ネガティブ〝不ふ快かい感〟で変わらずですね。相変わらず信頼してますけど、やっぱり砂っぽいのはつらいな～と（笑）。

ガブリエル：了解。じゃあ、俺からグレムリンだな。とりあえずダイスを振ふるか。ポジティブは……〝慈愛〟、ネガティブは〝敵てき愾がい心しん〟か……。ピクシーに似てるので仲良くしようとしてるけど、お前はロボットで、俺おれはサイボーグ！　負けないぜみたいな感じかな？（笑）

グレムリン：どんな勝負ですか！（笑）　次はボクからエミリアへ。こっちもダイスで決めるよ。72は……〝親近感〟。

エミリア：もとがピクシーらしいし、初めて会った気がしないとか？

グレムリン：うん、それでいいと思う。ネガティブは〝憐れん憫びん〟にしよう。いろいろと大変そうだしね。きっと、微び妙みようにピクシーの記き憶おくが残ってて、そういうのが分かるんだ。

ＧＭ：都合のいいところだけ、記憶が残ってると（笑）。では、ＰＣ間ロイスも結び終わりましたので、オープニングに参りましょう！　みなさん改めて、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！







ユーリ　『愛しきプレシャスタイム』に登場したユーリ・アンスランのこと。優れたバイオリンの腕を持つ少年で、アイヴィと親睦を深めていた。

《ミスディレクション》　光で幻影を生み出すことで、攻撃対象を誤認させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《砂の結界》　砂を操り、対象をかばうモルフェウスのエフェクト。

《砂塵の城壁》　膨大な量の砂で攻撃を完全に防ぐ、砂使い専用のエフェクト。

《フルインストール》　神経速度を上昇させて身体能力を向上させる、ブラックドッグのエフェクト。

《クリスタライズ》　敵を結晶化させて砕く、モルフェウスのエフェクト。

ロボット市民　自律判断が可能なロボットであることを表わすワークス。

人造生命　生成過程で、人工的に生命力を強化された存在であることを表わすＤロイス。

ＰＤＷ　パーソナル・ディフェンス・ウェポンの略。短機関銃の取り回しとアサルトライフルの威力を持つ銃。

《解放の雷》　電撃で肉体を活性化させ、潜在能力を解放する、ブラックドッグのエフェクト。

《束縛の領域》　敵の攻撃を妨害する領域を展開する、オルクスのエフェクト。

リアクティブアーマー　衝撃を受けると爆発することで、受けた衝撃を相殺する防具。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆変わり果てた友


Scene Player ──── アイヴィ・ノールズ






　ＵＧＮ日本支し部ぶ。その通路を、アイヴィはガブリエルと共に歩いていた。

　真也ジャーム化から一ヶ月。集まった情じよう報ほうを伝えたいと、霧谷雄吾きりたに・ゆうごに呼よばれたのだ。

　この先で待ち受けるのは、希望か、それとも絶ぜつ望ぼうか……。




ＧＭ：では、オープニング最初はアイヴィのシーンから。舞ぶ台たいはＵＧＮ日本支部。現げん状じよう報ほう告こくのため、霧谷から会議室に来るように呼よび出しを受けたところだと思ってください。

アイヴィ：はーい。侵しん蝕しよく率りつ上げますよ。……２、なかなかよい出だしですね。

ＧＭ：グレムリン以外は登場でいこうと思ったのですが、エミリアは真也のジャーム化のショックから抜ぬけ出せてないんでしたよね？

エミリア：そうだね……。たぶん、前回から部屋に引きこもってるんじゃないかな。

グレムリン：なんだか天の岩戸状じよう態たいになってそうだね。

ＧＭ：なので、ガブリエルだけ一いつ緒しよに登場してもらえますか。やはり、霧谷から呼び出されたということで。

ガブリエル：それは別に構かまわないが、エミリアはどうするんだ？

ＧＭ：そちらは別べつ途と、オープニングを演えん出しゆつさせてもらいます。

ガブリエル：了りよう解かいだ。それじゃあ、俺だけ登場だな。侵蝕率は……うおっ、いきなり10も上がりやがった！　初しよっぱなからダイス目が走ってるぜ。

アイヴィ：なんだか毎回、オープニングで侵蝕率が９とか10を出す人がいますよね（笑）。

エミリア：主にあたしがね！（一同笑）

ＧＭ：（虚うつろな瞳ひとみで）いや～、出目が高いのが普ふ通つうですよ。俺もよく出しますし。

アイヴィ：そんな遠くを見つめながら、しみじみ語らなくても（笑）。

ＧＭ：ともあれ、アイヴィとガブリエルは、一緒に会議室へ向かっているところですよ。

ガブリエル：了解だ。アイヴィと話しながら歩いてるぜ。……あれから一ヶ月か。何か新しい情報が入ってればいいけどな……。

アイヴィ：そうですね。エミリアさんも部屋に閉とじこもって出てきませんし、何か進しん展てんがあるといいんですけど……。

ＧＭ：では、エミリアと事じ件けんについて話しながらあなたたちが歩いていると、会議室の前でばったりと友恵と会います。実に一ヶ月ぶりの再さい会かいになります。

ガブリエル：おっ。

アイヴィ：一ヶ月ぶりって……前の事件から全然会ってなかったんですか？

ＧＭ：ええ。彼女は真也を助ける方法を探さがして、ＵＧＮの研究室に入り浸びたっていたので。

ガブリエル：なるほどな。どんな様子だ？

ＧＭ：かなり憔しよう悴すいしています。顔色も優すぐれませんし、疲ひ労ろうしているのが目に見えて分かる。白はく衣い姿すがたをしていて、どうやら研究室から直ちよく接せつこちらに来たようですね。

ガブリエル：一いち応おう、遠えん慮りよしつつ声はかけよう。……久ひさしぶりだな、友恵さんよ。

ＧＭ：「ええ、久しぶりね……ガブリエル……」友恵は暗い表ひよう情じよう、沈しずんだ声で答えます。

ガブリエル：まいったね……。慰なぐさめる言葉もないぜ。

アイヴィ：なら、私がいきます。……大だい丈じよう夫ぶですか。顔色が悪いですよ？

ＧＭ：アイヴィの気き遣づかいに、友恵は弱々しく微笑ほほえみ。「ありがとう、アイヴィさん。大丈夫、倒たおれたりはしません。真也を助けるまでは、倒れるわけにはいかないですから」

ガブリエル：真也を助けるのをあきらめちゃいねえんだな。母親として実の息子むすこ───真也を見み捨すてることなんざできないだろうし、当然か。

アイヴィ：それなら、私たちもです。真也さんは仲間なんですから！

ガブリエル：ああ、そうだな……。

ＧＭ：話が一いち段だん落らくしたところで、彼女はふたりに訊ききますよ。「あなたたちも、霧谷さんに呼ばれて？」

アイヴィ：はい。この一ヶ月で分かったことを伝えたいと言われました。

ＧＭ：「そうですか……私もその件けんで呼ばれたんです。じゃあ、行きましょうか」そう告げて、彼女は会議室に入っていく。

ガブリエル：友恵さんの後に続いて、アイヴィと一緒に部屋に入るぜ。

ＧＭ：中では霧谷が待っています。「みなさん、よく来てくれました。真也さんがいなくなってから一ヶ月。こちらが集めた情報をお話ししようと思いまして」そう言いながら、椅い子すに座すわるように勧すすめてくる。

アイヴィ：じゃあ、みんなで適てき当とうな席に座りましょう。

ＧＭ：すると霧谷は早さつ速そく、現げん状じようの説明を始めます。「まず、真也さんの行方ゆくえですが、現げん在ざいは残念ながらつかめていません」何度か捕ほ捉そくはしていますが、その度たびに追つい跡せきチームが撃げき退たいされているため、行方をつかみ切れていないという感じです。

アイヴィ：なるほど……。

ＧＭ：「一応、捕捉した時の戦せん闘とう記録が回かい収しゆうできていますが、ご覧らんになりますか？」

ガブリエル：見せてくれ。今の真也の状態が分かるなら見ておきたい。

ＧＭ：「分かりました……」霧谷は重い声こわ音ねで言うと同時、モニターが操そう作さされて映えい像ぞうが浮うかび上がる。そこに映うつったのは───。




　それは鬱うつ蒼そうとした森の中で、ＵＧＮエージェントと戦う真也の映像だった。

　漆しつ黒こくの外がい装そうに覆おおわれた身体からだ。両りよう腕うでと胸むねに展てん開かいされた歯車。

　瞳どう孔こうの細くなった金色の瞳ひとみと、鬼き神しんの如ごとき形相。

　仲間を思う優やさしい真也ではなく、一匹ぴきの獣がそこにいた。




ＧＭ：暴ぼう走そう状じよう態たいの真也は、彼を捕ほ獲かくしようとするエージェントを次々となぎ倒たおしていく。

ガブリエル：（厳きびしい声音で）真也の奴やつ、心の枷かせが外れたせいか、恐おそろしい強さを発はつ揮きするようになってやがるな……。

ＧＭ：たしかに彼の戦闘能のう力りよくは、明らかに一ヶ月前より上がっています。さらに、真也から十メートルほど離はなれた場所にいるエージェントが、真也に攻こう撃げきをしかけようとした瞬しゆん間かん、真也が拳こぶしを振ふるいます。すると、重力波がエージェントを一気に押おし潰つぶす！

アイヴィ：今の遠えん距きよ離り攻撃ですか!?　そんな能力持ってなかったのに！

ＧＭ：「真也さんのオーヴァードとしての能力は、この一ヶ月で大きく上じよう昇しようしています。そして、今も恐らく……」戦闘記録を見ながら、霧谷は自身の予よ測そくを語ります。

ガブリエル：時間をおけばおくほどやばいってことか……。

ＧＭ：その通り。というわけで、ＵＧＮとしては、真也を危き険けん人物として認にん識しきし、相そう応おうの対たい処しよをせざるをえない、というのが現状ですね。

エミリア：それって……まさか真也を処理するってこと？

ＧＭ：捕ほ縛ばくして拘こう束そくするなど、可か能のうならば穏おん便びんに済すませたいと思ってはいますが、最悪の場合は処理もやむなし───ＵＧＮ日本支し部ぶの支部長としての、霧谷の判はん断だんです。

エミリア：そんな……。

ＧＭ：霧谷の言葉に重い沈ちん黙もくが部屋に降おりる。

アイヴィ：うう……。そういえば友恵さんは大だい丈じよう夫ぶですか？　真也さんのショッキングな姿すがたを見ましたし、心配そうに様子をうかがいますけど。

ＧＭ：友恵は変わり果てた息子の姿に憔悴しているようにも、何もできない自分に歯は嚙がみしているようにも見えます。ただ、目は決して逸そらさず、現げん実じつを受け止めています。

ガブリエル：気き丈じようなことだな。よし、重苦しい沈黙を払はらって言うぞ。……要は真也が手が付けられなくなる前に、何とかすればいいんだろ？　ＵＧＮの集めた情報から、真也の行動パターンは分かったりするか？

ＧＭ：出現が確かく認にんされた場所はランダムですが、段だん々だんとＵＧＮ日本支部の方に近づいてきているのが分かりますね。

アイヴィ：あたしたちのことを捜さがしてるんでしょうか？

ガブリエル：たぶんな。ＧＭ、もうひとつ質しつ問もんだ。ファントムセルの動きは？　前回、マスターファントムを倒したよな。あれで、活動停止したのか？

ＧＭ：組そ織しき的な乱みだれは感知されていません。ファントムセルは現在も、明確な指し揮き、もしくは行動指し針しんをもとに行動していると思われます。

アイヴィ：たとえば、真也さんを捕獲しようとしてるとか？

ＧＭ：それもありますね。ＵＧＮのエージェントが何度か交戦しています。真也を捕獲しようとして、返り討うちにされたと思われるＦＨエージェントも確認されています。

ガブリエル：ちっ、親玉を倒して、少しは組織的に乱れるかと思ったんだがな……。

ＧＭ：現状の確認を終えると、霧谷がガブリエルとアイヴィに訊く。「遅おそかれ早かれ、真也さんとは本ほん格かく的に戦闘を行なうことになるでしょう。その時、あなた方はどうしますか？」

ガブリエル：俺たちの真也に対するスタンスか……。

アイヴィ：私は……やっぱり助けたいです……。

ガブリエル：一応、大人としてこいつは言っておこう。……だが、これ以上、真也が被害を生み出す前に止めなくちゃならないなら、それも俺たちの役目なんじゃないか？

アイヴィ：それは……。

ＧＭ：霧谷としては、今後、真也を巡めぐる騒そう動どうに対して、彼と仲間だったみなさんがどう動くつもりか、確認しておきたいというところでしょう。

アイヴィ：モニターに映うつるジャーム化した真也さんを見ながら。……私は何とかして、真也さんを元に戻もどす方法を探したいです……。エミリアさんも、同じ思いだと思います。

エミリア：うん、真也には元に戻って欲ほしい……。

ガブリエル：ただ、そのためにどうしたらいいか分からない……か？

アイヴィ：（こくりと頷うなずき）私にできることは、ないんでしょうか……。

ガブリエル：さて、どうだろうな？　心の中で、Ｘ島で見たジャームたちを思い出して、しかめっ面つらになる。あそこじゃ、ジャーム化した奴は失敗作として、みんな処分対象だったしな。

アイヴィ：……そういえば、友恵さんは今、真也さんを助ける研究をしてるんですよね？

ＧＭ：ええ、この一ヶ月は研究室にこもりっきりで。引きこもる前にエミリアからもらった血液サンプルによる対抗種の研究を中心に、レネゲイド関連の研究をしているようですね。

アイヴィ：真也さんを助ける手がかりとか見つけてたりは……。

ＧＭ：友恵は神しん妙みような表ひよう情じようで考え込こんだまま沈黙しています。少なくとも、この場で何か意見を出すつもりはないようです。

アイヴィ：そうですか……。

ＧＭ：会議室に再ふたたび沈黙が降りますが、それを破って霧谷が告げます。「遅かれ早かれ、真也さんと対たい峙じする時が来るでしょう。その時どうするか、考えておいてください」




　霧谷の言葉を受け止めながら、三人は席から立ち上がり、会議室を後にした。





＊　　　＊　　　＊






　会議室を出た後も、三人は沈黙したままだった。

　ひどく重苦しい静せい寂じやくの中、最初に口を開いたのは───。




ガブリエル：ＧＭ、友恵さんと少し話がしたいんだが構かまわないか？

ＧＭ：いいですよ。友恵もおふたりに用事がありますしね。

アイヴィ：おや？　何でしょうか？

ＧＭ：まあ、まずはガブリエルの方からどうぞ。

ガブリエル：ＯＫ。会議室を出たところで友恵さんに話し掛かける。……すまなかった。

ＧＭ：突とつ然ぜんの謝しや罪ざいに友恵が驚おどろきます。

ガブリエル：真也は俺おれたちの仲間だ。なのに、俺たちは彼を助けられなかった。謝罪したところで、あんたの気が晴れるとは思わんが……本当にすまなかった。

アイヴィ：ガブリエル……。

ＧＭ：真しん摯しに謝罪するガブリエルに、友恵は悲しげに微笑ほほえみ。「真也がジャーム化したのは、あなたのせいじゃありません」すべての原げん因いんはマスターファントムにあるのだと、彼女は自身に言い聞かせるように告げます。

ガブリエル：ちっ、俺じゃなぐさめることもできねえか。

アイヴィ：（友恵へ）……あの、私たちにできることがあったら言ってください。

ＧＭ：アイヴィの言葉に、友恵は神妙な表情になる。「そうですね……。あとで研究室の方に来てもらえますか。真也を助ける方法についてお話ししたいことが───」

アイヴィ：真也さんを助ける方法があるんですかっ!?

ＧＭ：驚おどろくアイヴィに友恵は、静かにと唇くちびるに指を立ててジェスチャーする。

ガブリエル：なんだ、他人には聞かれたくないような話なのか？

ＧＭ：「すみません、今はこれ以上は……」どうも内ない密みつに話をしたいみたいですね。

ガブリエル：ふむ……。ちなみに、エミリアもいた方がいいのか？

ＧＭ：「はい。あなた方三人に関係するお話ですので……」そう言うと、友恵は研究室に来て欲ほしい時じ刻こくを教えて、去っていきます。

アイヴィ：……真也さんを助けられるかもしれないんでしょうか？

ガブリエル：さてな。こいつばかりは、さすがに話を聞いてみないと何とも言えん……。

アイヴィ：エミリアさん、部屋から出てきてくれますかね？

ガブリエル：とりあえず話はしてみるさ。一いつ緒しよに行くか？

アイヴィ：はい！

ＧＭ：では、ふたりがエミリアの部屋へ向かったところでシーンを切ります。







◆Opening 02◆戦いの跡あと


Scene Player ──── グレムリン






　夜の闇やみに沈しずむ鬱うつ蒼そうとした森のぽっかりと開けた場所に、グレムリンは昌喜と共にいた。

　空を見上げれば満月。いわゆる風ふ情ぜいのある風景なのだろうとグレムリンは考える。

　もっとも、地面に視し線せんを移うつせば、そこには破は壊かいされたロボットの残ざん骸がいやなぎ倒たおされた木々が転がっており、情じよう緒ちよ溢あふれる風景を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいているのだが……。




ＧＭ：次はグレムリンのオープニングになります。

グレムリン：ほいほい。侵しん蝕しよく率りつは３点上がったよ。ちょっと微び妙みようかな。

エミリア：えっ、なんで？　低くていいじゃん。

グレムリン：普ふ通つうならね。でも、ボクは侵蝕率[image: ]％を超こえないと支し援えんできないからさ。実は早めに上がった方がいいんだ。

アイヴィ：そういうことですか（笑）。

ガブリエル：そういえば、キャラクター紹しよう介かいの時も、[image: ]％超えるまではカバーリングぐらいしかできないって言ってたな（笑）。

グレムリン：うん（笑）。さてさて、それでボクは昌喜と行動を共にしてるみたいだけど、今はどんな状じよう況きようなのかな？

ＧＭ：では、描びよう写しやをさせてもらいましょう。あなたは昌喜と一緒に、某ぼう山さん中ちゆうに生おい茂しげる森の中へとやってきたところになります。

グレムリン：じゃあ、ボクは昌喜の肩かたに乗ってることにしよう。

ＧＭ：昌喜ととある森を訪おとずれたグレムリン。目の前には巨きよ大だいなクレーターが穿うがたれており、周囲にはファントムセルのものと思われる、ロボット兵士たちの残ざん骸がいが転がっています。

グレムリン：真也とファントムセルの交戦跡ってところかな？

ＧＭ：その通り。ロボット兵士はすべて破壊されていて、投入された数ははっきりとは分かりませんが、数十体は下らないでしょう。

グレムリン：周囲を見み渡わたしながら言うよ。……これはまた、派は手でにやったもんだね。

ＧＭ：グレムリンの言葉を受けて、昌喜は厳きびしい表情で周囲を注意深く観察し始めます。真也に繫つながる痕こん跡せきを探さがしているようですね。

グレムリン：じゃあ、昌喜が調ちよう査さしている間、ボクは近くの木から葉っぱをぶちぶちちぎったり、それをしげしげ眺ながめたり、かじったりしてよう（笑）。

ＧＭ：……はい？（笑）

エミリア：なんで葉っぱをかじるのさ？（笑）

アイヴィ：というか、挙きよ動どう不ふ審しんですよー！（笑）

ガブリエル：こいつはさすがに……俺にも予想できない行動だったぜ（笑）。

グレムリン：いやいや、これには理由があるんだ。ボクはまだ稼か働どうしたばかりだから、見るもの触ふれるものが珍めずらしくて、ついつい動いちゃうんだよ（笑）。

一同：ああ～（[image: ]納なつ得とく）。

グレムリン：そういうわけで、たまに突とつ拍ぴよう子しもない行動を取るかもしれないけど、まあ気にしないでくれ（笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。あなたが木の葉にカジカジとかじりついてると。「何をしてるんだ、グレムリン？」と、昌喜が怪け訝げんそうに問いかけてきます。

[image: ]

グレムリン：はっとして。……ごめんごめん。直接触れるという行こう為いは、ボクにとって珍めずらしい体験でね。こんな機会が得られるとは思ってなかったから、つい。

アイヴィ：なんだか、物言いが微妙にピクシーっぽい感じがしますよ～。

ガブリエル：確たしかに。記き憶おくの一部を受け継ついでるんだったっけか？

グレムリン：うん、不ふ鮮せん明めいなイメージとして残ってる。基き本ほんフレームがピクシーだからね。ただ、性せい格かくが似にてるだけで、ピクシーそのものではないんだけどさ。

アイヴィ：ピクシーを知ってる人間が見ると「ピクシーなのかな？」って思うぐらい？

グレムリン：うん、それぐらいには似てる。とまあ、ボクの話はこれぐらいにしておこう。昌喜に訊きくよ。……どうだい、息子むすこ……真也に繫つながりそうなものは見つかりそうかい？

ＧＭ：無言で昌喜は首を横に振ふる。見つかるのは無む惨ざんに破壊されたロボット兵士だけです。

グレムリン：そいつは残念だ。ちなみにこういう場所に来るのは、ここが最初なのかな？　アイヴィのオープニングだと、何度か戦せん闘とうがあったみたいだけど。

ＧＭ：そうですね。ここに来る前にも二～三箇か所しよほど巡めぐっているということで。ただ、そこでも真也に繫がるヒントは得られていません。

グレムリン：やれやれと肩をすくめながら昌喜に訊くよ。……こんなところを今まで何箇所も回ってきたけれど、いったいどうするつもりなんだい？

ＧＭ：「息子を……真也を助ける」強い意い志しを込こめて、彼はきっぱりと言い切ります。

グレムリン：友恵と同様、父親として息子を助ける決意は固いわけか。ちなみに、真也を助ける方法を昌喜は見つけてるのかな？

ＧＭ：いえ、見つけてはいません。友恵がどうも何かをつかんだっぽい、ぐらいですね。

グレムリン：なら、昌喜に突つっ込みを入れよう。……助けるってどうやって？　ジャーム化した人間が戻もどってきた例はないんだろ？

ＧＭ：「確かに、お前の言う通り、ジャーム化した人間が元に戻った例はない」

グレムリン：恐おそる恐る問いかける。……助けるって……まさか、自分の息子だから、責せき任にんを取って自分の手でっていうんじゃないよね？

ＧＭ：それにははっきりと首を横に振りますよ。「それは絶ぜつ対たいにありえない。ジャーム化から戻った例がないとしても、私にあきらめるという選せん択たく肢しはないよ」

グレムリン：でも、方ほう策さくが立たないんじゃ……。

ＧＭ：（遮るように）「グレムリン……私は父親として駄だ目めな人間だ。Ｘ島を脱だつ走そうして真也を授さずかって、それから息子を守ってきたつもりだった」

一同：…………。

ＧＭ：「だが、真也はファントムセルに連れ去られ、ジャーム化するほど追い詰つめられていたというのに、結局何もしてやることができなかった。その上、息子を手にかけようなどと考えてしまったら、もはや私は人間ではいられなくなってしまう……」

グレムリン：ふむ……。

ＧＭ：「私は真也を救う。たとえ、不ふ可か能のうだと言われても、そんなことは問題じゃないんだ。友恵も同じ思いのはずだ」

グレムリン：……そうか。まあ、昌喜がそう言うならボクも付き合うよ。ボクが存そん在ざいしてられるのは昌喜と友恵、そして基本フレームをくれたピクシーって奴やつのおかげだから。にっと笑みで言おう。

ＧＭ：「ありがとう、グレムリン」昌喜も穏おだやかに微笑ほほえみを返します。

グレムリン：さて、そうと決まればなるべく早めに真也を見つけ出さないとね。……ＧＭ、真也の居い場ば所しよを調べられるかな？　必要なら判はん定ていもするけど。

ＧＭ：いいですよ。ちなみに判定なしでＯＫです。

グレムリン：じゃあ、今までの真也の出現ポイントから、居場所を推すい測そくしよう。

ＧＭ：グレムリンの電子頭ず脳のうが情じよう報ほうを整理し、真也の移い動どう経けい路ろを算出、目的地が割わり出だされます。どうやら彼は、ＵＧＮ日本支し部ぶに向かっているようですね。

グレムリン：エミリアたちを狙ねらってるっぽいもんな。……ちなみに、ＵＧＮ日本支部にみんながいるのは、ボクらは知っててもいいのかな？

ＧＭ：構かまいません。友恵とは連れん絡らくを取ってるでしょうし、彼女からエミリアたちが一いつ緒しよにいることも聞いているということで。

グレムリン：なら、昌喜にそこも含ふくめて伝える。……昌喜、ＵＧＮ日本支部だ。あそこに真也の仲間がいるだろ？　たぶん、真也は彼らのもとへ向かってるんだと思う。

ＧＭ：「そうか……。真也は彼らを求めているんだな」と、昌喜はぽそりとつぶやく。

グレムリン：たぶんね……。肩かたに乗ったまま、昌喜が全速力で走っても振ふり落とされないよう、彼のコートの襟えりにぎゅっと摑つかまって。……それじゃあ行こうか、昌喜。

ＧＭ：グレムリンの言葉に昌喜はこくりと頷き、風のような速さでその場から駆かけ出します。では、ＵＧＮ日本支部へ向かったところでシーンを切ります。







◆Opening 03◆奈な落らくの底


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　ＵＧＮ日本支部、エミリアに割わり当てられた部屋。

　夜だというのに灯あかりもつけず、彼女はベッドの上で膝ひざを抱かかえてうずくまっている。

　どれぐらいの時間をこうして過すごしてきただろう。ひどく時間感覚が曖あい昧まいだ。

　エミリアは真也がジャーム化したことへの罪ざい悪あく感から、いまだに抜ぬけ出せずにいた。




ＧＭ：では最後はエミリアのオープニングですね。プリプレイで聞いた感じだと、いまだに真也ジャーム化から立ち直れていないとのことでしたが。

エミリア：絶ぜつ賛さん引きこもり中だよ～。

ＧＭ：では、舞台はＵＧＮ日本支部にある一室で、時間帯は夜。暗くなったのに灯りもつけていない真っ暗な室内に、エミリアはひとりでいます。

エミリア：この一ヶ月、いろいろと考えすぎて、「真也がジャームになっちゃったのも自分のせいだ」って思ってるよ。自分と関かかわった人はみんな不幸になるんだって。

ガブリエル：……そういえば、エミリアの大切な人は、今までの事じ件けんの中でほとんど倒たおれてるんだよな。マークにニーラム、それに真也も加わるとは思ってなかったが……。

アイヴィ：そう思い込んじゃうのも仕方ないかもしれませんね……。

エミリア：なので、誰だれにも会いたくないし、「あたしがいなくなれば……」って、思ってるんだけど……でもそれ以上動く元気もなくて、ベッドの上でただじっとしてる。

ＧＭ：では、酷ひどい倦けん怠たい感の中、罪悪感に苛さいなまれながらも、身体からだは眠ねむりを求めてくる。微睡まどろみに落ちていくエミリア。というところで、少し回想が入りますよ。





＊　　　＊　　　＊






　微睡みの中、エミリアは夢ゆめを見る。

　まだ、仲間全員に平へい穏おんな日常が戻もどると思っていた、過か去この日々を。




ＧＭ：というわけで、時は遡さかのぼって二ヶ月とちょっと前。みなさんが、加か賀がの宮みや学園に転入することになる少し前になります。

エミリア：ああ、いろんな支部をたらい回しにされてた時？（笑）

ＧＭ：ええ。というわけで、せっかくなので、矢野さん、真也をやってもらえますか。

グレムリン[image: ]真也：いいよ～。それで、どんな状じよう況きようなの？

ＧＭ：みなさんの身み柄がらを隠かくすため各かく支し部ぶを巡めぐる中、とある支部での出来事です。場所はその支部内にある談話室。支部所属のチルドレンの少年と話してるところだと思ってください。

エミリア：オッケー。ちなみに相手はどんな子なのかな？

ＧＭ：：ざんばらに切られた黒髪、やる気のなさそうな雰囲気を漂わせた日本人の少年ですね。

アイヴィ：んん……？

エミリア：どうしたの、アイヴィ？

アイヴィ：いえ、ちょっと……（笑）。あっ、続けてください。

ＧＭ：彼はＵＧチルドレンとして日本各地を任務で巡っていまして、少し似た境遇のあなたたちに興味を持ったのか、話し掛けてきたようです。ちなみに名前は高崎隼人たかさき・はやと。

一同：隼人かよ！（笑）




　高崎隼人───『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズで主役を務めたキャラクターのひとり。ＵＧチルドレンなのに、任務に対してやる気がないという変わり者。しかし、決めるときはしっかり決める少年でもあった。




アイヴィ：もしかしてと思ったら、やっぱり（笑）。

エミリア：隼人って『オリジン』シリーズの主役だったＰＣだよね？

真也：うん。しかし、ずいぶんと懐なつかしいキャラを引っぱりだしてきたなぁ（笑）。

ＧＭ：せっかくの最さい終しゆう巻かんですし、ちょっとサプライズを入れようかなと。歴代リプレイＰＣにＮＰＣとして登場してもらいました（笑）。

アイヴィ：なるほど（笑）。

ＧＭ：さて、軽く自己紹介を終えて、あなたたちの境遇を聞いた隼人は、少し興味が湧いたのかぽつりとつぶやく。「ふーん、あんたらもいろんなところをたらい回しにされてんのか」

エミリア：あんたらもって……隼人もいろんなところを巡り歩いてるの？

ＧＭ：「んっ？　まあ任務でな」彼は気だるそうに答えます。

エミリア：じゃあ、もしかして日本のことに詳しかったりする？　もしそうなら、いろいろ話が訊きたいな～（笑）。

ＧＭ：エミリアが好奇心に瞳を輝かせて隼人を見つめていると、彼の背後にひとりの少女が現れて仁王立ちします。「隼人、支部長に呼よばれているのに何してるのよ？」

アイヴィ：おっ？

ＧＭ：その少女は隼人と知り合いのようです。セミショートの黒髪に、意志の強さが見て取れる黒い瞳。動作もきびきびしていて、気だるそうな隼人とは正反対の凛々しさがあります。

アイヴィ：あの～、それってもしかして……（笑）。

ＧＭ：隼人が気だるそうに振り返っていいますよ。「いちいち、目くじら立てるなよ、椿つばき」

アイヴィ：やっぱり───っ！（笑）




　玉たま野の椿───『オリジン』シリーズで主役を務めた、もうひとりのＰＣ。日常を守るために使命感と誇りを持って任務をこなすＵＧチルドレンで、隼人とコンビを組んでさまざまな事件を解決してきた歴戦の戦士でもある。




エミリア：椿って、しのさんが『オリジン』でプレイヤーをやったキャラですよね？

アイヴィ：そうです。うわー、なつかし～！（笑）

真也：まあ、隼人が出たなら椿も出るよな～。

ＧＭ：よくコンビを組むふたりですからね（笑）。ところで、しのさんせっかくなので、椿をやってもらえませんか？

アイヴィ[image: ]椿：はーい、いいですよ（笑）。じゃあ、隼人をたしなめたところから行きますね。そこで初めて真也とエミリアに気づいて、隼人に訊くよ。「その子たちは？」

ＧＭ：「新入りだよ。こいつらもいろんな支部を渡ってるっていうから、ちょっと興味が湧いて話を聞かせてもらおうとしてたところさ」

椿：「そういえば初めて見る顔だね。あたしは玉野椿、よろしくね」礼儀正しく挨拶するよ。

真也：諏訪原真也だ。

エミリア：エミリア・ラウラだよ！

椿：「真也くんにエミリアさんだね」にこりと笑いかけよう。

エミリア：じゃあ、あたしも笑え顔がおを返して。……よろしくお願いします！

ＧＭ：笑顔を交かわし合う女子組。なんだかもう友達っぽいですね（笑）。

真也：確たしかに、あっという間に馴な染じんだね（笑）。ちなみに隼人はどうしてるの？

ＧＭ：とりあえず、女子組の話が一いち段だん落らくしたところで、真也たちについて話を聞いてきます。先ほども言いましたが、彼も日本各地を巡っているので、共感するところがあるみたいです。「しかし、あんたらも災難だな。支部をたらい回しにされるなんてよ」

真也：一いち応おう、Ｘナンバーズのこととか隠かくして最さい低てい限げんの話をするよ。べらべら説明するわけにもいかないし。……まあ、いろいろあってね（エミリアをちらりと見る）。

エミリア：う、うん。いろいろあるんだよ！　話しちゃいけないこととか！




　いきなり何を言いますか。




真也：エ、エミリア、それじゃ隠せないだろっ!?（一同爆笑）

エミリア：ご、ごめーん！（笑）

ガブリエル：何だか、このまま話してるといろいろばれそうなんだが（笑）。

ＧＭ：そこは大だい丈じよう夫ぶ。隼人も非ひ日にち常じようの世界での生活が長いですし、あえて突つっ込こんで訊きいてきたりはしませんから（笑）。

椿：あたしも同じく突っ込みませんよ。「まあ、この世界に生きてれば、隠しておきたいことのひとつやふたつぐらいはあるよね？」（笑）

エミリア：はい、そうなんです！　ああ～、このふたりいい人たちだよ！（笑）

真也：あ～……いや、まあいいけどな（笑）。




　ちょっとしたハプニングつきのファーストコンタクト。

　ただ年とし頃ごろも近く、男女のコンビという共通点もあってか、彼らはすぐに馴染んだ。

　真也とエミリア、隼人と椿。それぞれの他た愛あいもない話で盛もり上がっていく。




ＧＭ：……話が一段落したところで、隼人が言います。「しかし、あんたら仲いいよな。俺なんか、椿とよく喧けん嘩かするんだけど、うまくやるコツとかあるのか？」

椿：「本人を目の前にそういうこと言わないの！」（笑）

真也：こっちから見れば、そっちが喧嘩するほど仲がよい状じよう態たいなんだけどなぁ（笑）。今までくぐり抜ぬけてきた死線を思い起こしながら答えるよ。……仲間だから、かな。

ＧＭ：「仲間だから……か」




　真也の言葉に込められた想おもいに、隼人と椿の口元に笑えみが浮うかぶ。




ＧＭ：「そうか……。なら、その絆きずなを大事にしろよ。俺たちの生きる世界はどうしようもなく暗いけど、仲間がいれば案外何とかなるもんだ」ちらりと椿の方を見る。

椿：「そうだね。いざという時、ひとりじゃ何もできなくても、一緒に戦ってくれる仲間がいればできることもあるからね」穏おだやかに微笑ほほえむ。

エミリア：……あの～、隼人と椿に質しつ問もんしたいんだけどいいかな？

椿：「なに？　あたしたちに答えられることなら答えるけど……」

エミリア：おふたりって、もしかして付き合ってるんですか！（笑）

ＧＭ＆椿：「「はぁ!?」」（一同爆笑）

椿：「そんなわけないじゃない！」（笑）

ＧＭ：隼人も素すっ頓とん狂きような顔になり。「俺と椿がっ!?　くくっ……笑える冗じよう談だんだな！　あははははっ！」豪ごう快かいに笑い出す。

椿：「あたしと隼人はあくまで任務上のパートナー。付き合うとかそういう関係じゃないよ」

エミリア：あれ、違ちがうの？　あっ、でもあたし、占うらないが得意だから、恋れん愛あい相談ならいつでもしてね！　嬉うれしそうにタロットを取り出す（笑）。

ＧＭ：「おいおい、勘かん弁べんしてくれ……」とげんなりした顔で椿を見る隼人。

椿：そこまで言われたら、むっとした顔になって隼人を睨にらむかな（笑）。

ガブリエル：ふむ。しかし、なんつーか……。

ＧＭ：ん？　どうしました？

ガブリエル：いや、みんな若わかいよな～って思ってな（一同爆笑）。

ＧＭ：まあ、大人はガブリエルだけですからね（笑）。さて、そんなこんなで、四人で話し込んでましたが隼人と椿が、支部長室に行く時間が迫せまってきますよ。

椿：じゃあ、先に立ち上がって。「いけない！　隼人、支部長室に行かないと！」

ＧＭ：「そうだったな」と隼人も立ち上がる。そして真也とエミリアを見て。「長話に付き合わせて悪かったな。あんたらもいろいろとあると思うけど、負けずに頑がん張ばれよ」

椿：「じゃあ、またね」




　そう言ってふたりは去り……同時にエミリアの夢ゆめも終わりを告げた───。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：……目を覚ますと、暗い部屋の中に、エミリアはひとりでいる。夢の中で一いつ緒しよにいた真也は、もう隣となりにはいない。

エミリア：ぽつりとつぶやくよ。……仲間の絆……大切にしろって言われてたのに……割われちゃったよ、隼人、椿……。

一同：…………。

ＧＭ：しんと静まり返った部屋の中、ひとり孤こ独どくで居い続つづけるエミリア。

エミリア：真也……寂さびしいよ……。膝ひざを抱かかえて、泣き出しちゃうかな……。

ＧＭ：だが、その静せい寂じやくは突とつ如じよやぶられます。

エミリア：えっ？

ＧＭ：不意に支部の下層で大きな爆ばく音おんが鳴り響ひびき、ＵＧＮ日本支し部ぶが大きく揺ゆれる！

エミリア：と、とりあえず、ふらふらと開けっ放しの窓まどに行って、外を見てみる。

ＧＭ：すると、ＵＧＮ日本支部の壁かべが破は壊かいされ、そこから爆ばく煙えんがもうもうと噴ふき上がっているのが見えます。どうやら、何者かが建物の中に強ごう引いんに突入してきたらしい。

ガブリエル：となると、日本支部内で緊きん急きゆう警けい報ほうが鳴り始めて、周囲が急に慌あわただしくなりはじめたりするんだな。

ＧＭ：その通り。エージェントたちが侵しん入にゆう者しや出しゆつ現げんの報ほうを受けて、防ぼう衛えいのために動き出します。そして、エミリアの室内に取り付けられている通信機がコールを鳴らす。

エミリア：（すごく悩なやんで）…………ごめん、それには出られない！

一同：な、なにー!?

エミリア：今の絶ぜつ望ぼうした気持ちだと出る気力もない感じがする……。三回くらい鳴ったら出る……？　いや……。

ＧＭ：では、強きよう制せい的に回線が繫つながれますよ。通信機の小型モニターに霧谷の姿すがたが映うつし出されます。「エミリアさん、エミリアさん！　いるのでしょう？　返事をしてください！　緊急事じ態たいです！　真也さんが───」

エミリア：その先を聞きたくないので、耳を塞ふさぐ！　もう危あぶないって分かってるけど、罪ざい悪あく感でその場から動けなくて、怖こわいのもあるけど、真也になら殺されてもいいかなって思い始めていちゃって……。

アイヴィ：え、エミリアさん……！

ＧＭ：な、なんという熱演！　分かりました。では、必死の霧谷の呼よびかけも虚むなしく、エミリアの答えが返ってくることはなく───。




　真也が来た……。

　その事実が恐きよう怖ふと罪悪感となって、エミリアの心を圧あつ迫ぱくする。

　破は壊かいされていくＵＧＮ日本支部の中で───。




　エミリアは、ただ自分の世界に閉とじこもることしかできずにいた。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆残ざん酷こくな再さい会かい


Scene Player ──── ガブリエル・ガルシア






　警けい報ほう鳴り響ひびくＵＧＮ日本支し部ぶの通路を、ガブリエルは全力で走っていた。

　向かう先はエミリアの部屋。この緊きん急きゆう時じ、霧谷の呼よびかけにすらも反はん応のうはないとのこと。

　───多少、強ごう引いんにでもあいつを連れ出さないとならんな。

　厳きびしい表ひよう情じようを浮うかべると、ガブリエルはさらに足を速めた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ。シーンプレイヤーはガブリエル。ＵＧＮ日本支部が襲しゆう撃げきを受けて緊急警報が鳴り響く中、エミリアの部屋に向かっている最中になります。

アイヴィ：じゃあ、私も登場しますね。

ガブリエル：んじゃまあ、俺おれはアイヴィを肩かたに担かついで、エミリアの部屋へと走ってるぜ。

ＧＭ：了りよう解かい。エミリアの部屋へ向かう途と中ちゆう、あなたたちは下か層そうに向かうエージェントと何度も行き交かう。さらに下層から爆ばく音おんや怒ど号ごう、悲鳴などが聞こえてき始めます。

アイヴィ：戦いの場が近づいてきてる？

ガブリエル：こりゃ、いよいよやばそうだ。エミリアのところへ急ぐぜ。

ＧＭ：では、数分後、あなたたちは無事にエミリアの部屋の前にたどり着きます。人が支部下層に集まってることもあり、周囲はしんっと静まり返っています。

ガブリエル：エミリア！　いるんだろう！　ガンガンとドアを荒あら々あらしくノックする！

アイヴィ：エミリアさん、返事をしてくださーい！

エミリア：じゃあ、そこで登場するね。ただ、返事はしないと思う。

ガブリエル：そうだよな～。とはいえ、のんびりしてる余裕はなさそうだしな……。

ＧＭ：ええ。そうこうしている間にも、下層の戦闘音は近づいてきており、さらにズズンと一ひと際きわ大きな爆音が響き渡わたる。

ガブリエル：多少強引だが仕方ない。……アイヴィ、ドアから離はなれてろ！　ぶち破やぶるぞ！

アイヴィ：わ、分かりました！　慌あわてて、その場から飛び退のきます。

ガブリエル：その直後、思いっきりドアを蹴けり飛ばす！

ＧＭ：ガブリエルの力強い蹴りに、ドアは蝶ちよう番つがいが壊こわれて床ゆかに倒たおれます。そして、灯あかりのついていない真っ暗な部屋が目の前に広がります。

アイヴィ：部屋に飛び込こんで、エミリアさんを捜さがしますよ。

エミリア：でも、部屋を見渡しても、あたしはどこにもいないんだよ。

アイヴィ：あ、あれっ!?　ど、どこに行ったんですか？

エミリア：部屋にクローゼットがあって、その扉とびらの端はしから毛布がはみ出てるの（笑）。

ガブリエル：おいおい、見つけてくださいと言わんばかりだな（笑）。

グレムリン：バレバレすぎる（笑）。

エミリア：ほら、あたしってやっぱり、ちょっと抜けてるところがあるからさ（笑）。それで、見つけてもらえるかな？

アイヴィ：そういうことでしたら、物音がしたと思って振ふり向いて、クローゼットからはみ出ているのを見つけましょう。……あの、ガブリエル、あそこに毛布が（笑）。

ガブリエル：んん？　なんで毛布があんなところからはみ出てんだ？（笑）

エミリア：そうすると、ガブリエルの言葉にするする毛布が中に入っていく（一同爆笑）。

アイヴィ：その端をがしっとつかんで引っぱります！（笑）

ＧＭ：アイヴィが強引に毛布を引っぱると、その拍ひよう子しにクローゼットが開いて、中に隠れていたエミリアの姿すがたがあらわになりますね（笑）。

ガブリエル：エミリア、行くぞ。クローゼットで縮ちぢこまってる彼女に手を差し伸のべる。

エミリア：いやいやと首を横に振ふりながら。……近づかないで！　あたしに触さわるとみんな死んじゃうんだよ！

アイヴィ：えっ!?

ガブリエル：さすがにその発言は驚くな。……そんなことを考えていたのか。

エミリア：だって、マークだってニーラムだって、……真也だって。あたしのせいで……！

ガブリエル：……大だい丈じよう夫ぶだ。俺もアイヴィも死んだりしない。だから、そこから出てこい。

エミリア：でも、でも……！

アイヴィ：エミリアさん……。オロオロとガブリエルとエミリアさんを見渡します。

ＧＭ：では、そうして三人が話していると、ガブリエルの携けい帯たいが着信を告げますよ。ちなみに着信相手は霧谷ですね。

ガブリエル：即そつ行こうで出るぜ。……霧谷さん、この非ひ常じよう時じに何の用だ？

ＧＭ：霧谷は焦しよう燥そう感の募つのる声で言う。「エミリアさんと連れん絡らくが取れないのです。そちらの方でなんとかコンタクトを取れませんか？」

ガブリエル：エミリアなら今、ちょうど俺たちの目の前にいるよ。アイヴィも一いつ緒しよだ。

ＧＭ：ガブリエルの返答に、彼はほっと一息つき。「分かりました。では、みなさんで屋上を目指してください。脱だつ出しゆつ用のヘリを待機させてあります」

ガブリエル：ここは退ひけってことか……。

アイヴィ：真也さんを助ける方法はあるみたいですけど、まだ友恵さんから話を聞けてませんし……。そういえば、彼女は無事なんでしょうか？

ＧＭ：それには霧谷が答えますよ。「安心してください。研究員をはじめとした非戦闘員は、緊急時用のセーフハウスへ避難させているところです。あと三十分で避難は完了しますよ」

ガブリエル：となれば、ここは防ぼう戦せんするより一度撤てつ退たいするのが良りよう策さくか……。

アイヴィ：ですね。ちなみに霧谷さんたちはどうするんですか？

ＧＭ：すでに日本支部の機き能のうの多くが破は壊かいされているため、みなさんが逃げる時間を稼かせげるだけ稼いだら、彼らも撤退します。

ガブリエル：なら、一いつ刻こくも早く俺たちが逃げるのが一番か。ちなみに脱出に判定は必要か？

ＧＭ：ＵＧＮの脱出までは基本的に演出で処理しますので、判定はしなくていいです。

ガブリエル：分かった。なら嫌いや々いやするエミリアを毛布ごと右みぎ肩かたに、アイヴィを左ひだり脇わきに抱える。……さあ、屋上に行くぞ！

エミリア：手をじたばたとさせて。ガブリエル離はなして！　あたしに触さわったらダメだってば！

ガブリエル：強引に走り出してアイヴィに言うぜ。……エミリアの説得を頼たのむ！（笑）

アイヴィ：ええっ!?（笑）　あの……エミリアさん、とりあえず落ち着いてください！

エミリア：いや───っ！

アイヴィ：即答で拒きよ否ひですと～!?　お願いですから、落ち着いて～！（笑）

エミリア：やだ～！（一同爆笑）




　ふたり共、落ち着いてください。




グレムリン：シリアスなシーンのはずなのに、この奇き妙みような騒そう々ぞうしさは何だろう（笑）。

ガブリエル：とにかく、騒さわぐふたりを抱えながら全速力で屋上へ向かうぜ！

ＧＭ：少女とはいえ、人間ふたりを抱えているとは思えない速さで走る、ガブリエル。だが、通路を駆かけ抜ぬけていると、突とつ如じよ、背はい後ごで爆ばく発はつが起こる！

ガブリエル：うおっ!?

アイヴィ：な、なんですか!?

ＧＭ：振ふり返れば、コンクリート製せいの床に大おお穴あなが開いているのが見えます。そして、そこから飛び出してくる異い形ぎようの人ひと影かげ。それは───。




　白い髪かみに獣けもののごとき金色の瞳ひとみを持つ少年。身体は鋭えい角かく的てきな漆しつ黒こくの外がい装そうで覆おおわれ、両りよう腕うでと胸むねには禍まが々まがしい歯車が見える。そう彼は───。




エミリア：……し、真也！

ＧＭ：その通り。変わり果てた真也は、穴から飛び出すと、みなさんから五メートルほど先に着地し、獣の瞳で睨にらみつけてきます。まるで時が止まったかのように、周囲が静せい寂じやくに包まれ、真也の荒あらい呼こ吸きゆう音おんだけが妙みように耳に響ひびいてきます。

ガブリエル：エミリアを肩から下ろしてやる。……エミリア、真也だ。

エミリア：うん……。自分の足で立って、真也を真っ直ぐに見つめるよ。

ＧＭ：エミリアの視線の先。変わり果てた真也は、ズシャリと重い足音を響かせながら、ゆっくりとみなさんの方へと近づいてきます。

エミリア：あたしも真也に近づいていくよ。

アイヴィ：え、エミリアさん、危あぶないですよ！

エミリア：ごめん、アイヴィ。彼と話をさせて欲ほしいの……。

アイヴィ：で、でも……。ちらりとガブリエルの方を見ます。

ガブリエル：止めたいが、エミリアの心しん情じようも分かるしな……。すぐに動けるように身構えながら、ふたりを見守るぞ。

エミリア：ありがとう。じゃあ、真也に歩み寄よりながら呼よびかける。……真也、あたしだよ。エミリアだよ。分かる……？

一同：……（固かた唾ずを吞のんで、エミリアを見守っている）。

ＧＭ：その呼びかけに、真也は無言のまま、ゆっくりとエミリアへ向かって歩き出します。彼が歩を進めるごとに、ズシャ、ズシャと重い足音が鳴る。

エミリア：ごめん……ごめんね、真也……。あたしのせいだよね？

ＧＭ：問いかけへの答えはありません。ただ、ゆっくりとふたりの距きよ離りが縮ちぢまっていく。

エミリア：あたしのこと殺しにきたの？　……いいよ、真也になら、あたし……！

アイヴィ：エミリアさん……！

ＧＭ：エミリアが死を覚かく悟ごした直後、真也の口から獣の咆ほう哮こうが上がります。そして、強きよう烈れつな飢き餓が感に目を血走らせながら、大きく跳ちよう躍やくして一気に襲おそいかかる！

エミリア：逃にげずに静かに目を閉とじて、真也の攻こう撃げきを受け入れようとするよ。

ガブリエル：飛び出してエミリアをかばうぞ！　エミリアの身体を抱かかえ込こんで、義ぎ手しゆで真也の拳こぶしを受け止める！

ＧＭ：真也の変形した拳とガブリエルの義手がぶつかりあい、甲かん高だかい金属音が響き渡ります。そして、エミリアを抱えるガブリエルの身体が、吹ふき飛とばされる！

ガブリエル：吹っ飛びながら、アイヴィを引っつかむ！

アイヴィ：わわわっ!?

ガブリエル：ふたりを抱えたまま着地して、床を数メートルほど滑すべったところで止まる。そして、そのまま即行でこの場から逃げ出すぞ！

エミリア：ガブリエル、離して！　あたしのことは放っておいて！

ガブリエル：そんなわけにいくか！

ＧＭ：逃げるガブリエルを真也が追いかけます。しかしその直後、真也を妨ぼう害がいするように無数の隔かく壁へきが通路に落ちていく！

アイヴィ：な、なにがっ!?

ＧＭ：真也が隔壁を破壊しようと殴なぐる音が響く中、支部内のスピーカーを通して霧谷の声が聞こえてきます。「みなさん、今のうちに屋上へ！」

ガブリエル：助かったぜ、霧谷さん。よし、今のうちに屋上へ急ぐぞ！

ＧＭ：では、みなさんが屋上へ向かったところでシーンを切ります。





＊　　　＊　　　＊






エミリア：（素すになって）うう～、今のシーン、なんかいろいろわがまま言っちゃって、すいませんでした！　逃げる場面なのに拒きよ否ひしちゃったりして！

ＧＭ：いやいや、むしろ俺的には「藤澤さん、なんという熱ねつ演えん！」という感じでしたよ（笑）。

ガブリエル：ああ、俺も思った（笑）。

グレムリン：毎回思うんだけど、藤澤さんロールプレイうまいよね～。

アイヴィ：本当に。真也さんに語りかけるところとか、ドキドキしちゃいました（笑）。

エミリア：きょ、恐きよう縮しゆくです！（笑）

ＧＭ：さて、真也から逃げてもまだ、ＵＧＮ日本支部から脱出できたわけではありません。次のシーンに行きましょう。







◆Middle 02◆亡ぼう霊れいの再さい来らい


Scene Player ──── アイヴィ・ノールズ






　崩ほう壊かいしていくＵＧＮ日本支部から脱出するため、屋上を目指すアイヴィたち。

　だが、そんな彼女たちの前に立ちはだかる影かげが───。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはアイヴィ。グレムリン以外は登場してください。真也から逃にげたあと、屋上へ向かう途と中ちゆうになります。

アイヴィ：分かりました。

ＧＭ：ちなみにこのシーンで、ＰＣ全員が合流することを想定してますので、グレムリンも登場してもらえると助かります。

グレムリン：了りよう解かい。タイミングを見計らって登場させてもらうよ。

ガブリエル：アイヴィとエミリアを担かつぎながら次々と階かい段だんを上っていくぜ。真也に追いつかれたらやばいからな。全速力だ。

ＧＭ：では、屋上まであと数階というところで、前方の通路で爆ばく発はつが起きて、壁かべが破は壊かいされます！　通路を爆煙が満たし、壁に開いた穴あなから人影がゆっくりと出しゆつ現げんします。

アイヴィ：うっ、真也さんに追いつかれた？

ＧＭ：人影はあなたたちの方へ近づいてきながら、地を這はうような低い声音で話し掛けてきますよ。「ここにいたのか、捜さがしたぞ……」

アイヴィ：真也さんじゃない？　いったい誰だれですか？

ＧＭ：ちなみに、みなさんはその声に聞き覚えがある。ひどく心をざわつかせる、地を這うような低い声は、一ヶ月前の悲ひ劇げきの時に聞いたものなのですから。

エミリア：えっ、噓うそ……それって……。

ＧＭ：爆煙が薄うすれて姿を現あらわしたのは、白はく髪はつに金色の瞳を持つ、酷こく薄はくな笑みを浮うかべた男。

ガブリエル：おいおい、まさか……。

ＧＭ：そう、マスターファントムです！

一同：なっ……なに──────っ!?

エミリア：な、なんで生きてるの!?

ガブリエル：あいつは前回、真也が倒したはずだろ！

アイヴィ：そうですよ！　彼のせいで真也さんは……！

ＧＭ：ですが、目の前には奴が、一ヶ月前と寸すん分ぶん違たがわぬ姿で立ちはだかっているのが事実です。真也襲しゆう撃げきに合わせて、支部内に侵しん入にゆうしてきたようですね。

アイヴィ：もうびっくりして呆ぼう然ぜんとしますよ。……な、何であなたが!?

ＧＭ：「死んだと思っていたか？　お前たちと違い、私にとって肉体の滅ほろびは自身の消しよう滅めつには繫つながらんのだ」彼はさらりと答えます。

アイヴィ：肉体が死んでも、死なない？

ガブリエル：まるで幽ゆう霊れいだな……。

ＧＭ：だからこその、マスターファントムという名です。驚おどろくみなさんを前に、マスターファントムは淡たん々たんと語り出す。「０９のジャーム化でＸナンバーズ計画にはさらなる修しゆう正せいが必要になった。そして、そのためにはお前たちの力が必要だ。確かく保ほさせてもらうぞ」

アイヴィ：（しばし悩なやんで）……今はヘリでの脱出が最さい優ゆう先せん。ガブリエルから降おりて、風を操あやつってマスターファントムを牽けん制せい、道を切り開こうと試みます！　判はん定ていは───。

ＧＭ：必要ないです。アイヴィの意い志しに応こたえ、吹ふき荒あれる風。それはマスターファントムの全身をあっさりと切り裂さき、彼はどしゃりと床ゆかに倒たおれます。

アイヴィ：……あ、あれ？

グレムリン：何だ？　今の一いち撃げきで倒れちゃったのか？

ＧＭ：（にやりと笑い）確たしかに彼は倒れました。だが、まだ終わりではないですよ。

エミリア：どういうこと？

ＧＭ：みなさんが呆然としていると、右側にある通路のひとつから、再ふたたび彼の声が聞こえてくるんです。「さすがに一ヶ月程てい度どの調整では、能のう力りよく的な期待はできんか」

ガブリエル：ぎくりとして声のした方を見るが……。

ＧＭ：するとガブリエルの視し線せんの先に、新たなマスターファントムがいます。

アイヴィ：な、なんですと～!?

ＧＭ：それどころか右側の通路から、左側の通路から、通路の奥おくから、次々とマスターファントムが現れますよ。その数は、目視できるだけでも数十体は下らない！

一同：す、数十体!?

[image: ]

ガブリエル：ちょ、ちょっと待て！　いったい何が起こってんだ、これは!?

ＧＭ：驚くみなさんの前で、彼らは次々と口を開く。「言っただろう」「私には肉体の死は大した問題ではないと」「最強の調整を施ほどこした個こ体たいは破壊されたが、そこは数で補おぎなうことにさせてもらった」彼らはマスターファントムのクローンです。

アイヴィ：だ、だからって数十体とか……多すぎでしょう!?（笑）

ＧＭ：その代わり、単体での能力は大したことがないんですよ。彼らはエキストラですし。

エミリア：あっ、そうなんだ（笑）。

ＧＭ：そうなんです（笑）。さて、数十体のマスターファントムのうちの一体が告げます。「お前たちは私の予想を超こえた。認みとめねばなるまい。お前たちが計画の歯車であると同時に最大の障しよう害がいでもあることを。ゆえに、もはや手しゆ段だんは問わぬ！」

ガブリエル：やる気満々だな。なら、ＰＤＷを展てん開かいしてとっさに攻撃を───。

ＧＭ：（遮さえぎるように）ガブリエルが動こうとした瞬しゆん間かん、マスターファントムのひとりが一いつ喝かつします。「動くな！」そしてその直後、みなさんは強きよう制せい力りよくのある衝しよう動どうに襲おそわれます！

エミリア：えっ、衝動発生スイッチとか押おしてないじゃんっ!?

ＧＭ：だが、現げん実じつとして、みなさんの中で衝動は膨ふくれあがっていく。さあ、衝動判定をしてください。今回は目標値がちょっと高くて、９でお願いします。

ガブリエル：マジか！　ただでさえ衝動判定は苦手なのに……。おっ、クリティカルした！　達成値13で成功だぜ！

アイヴィ：こちらも余よ裕ゆうで成功です！

エミリア：あたしも【精せい神しん】は高いし、大丈夫……って、達成値８で失敗!?

グレムリン：ありゃ、ギリギリ１点足りなかったか。

エミリア：あう～。まあ、失敗しちゃったものは仕方ない。気を取り直して、衝動判定分の侵蝕率を上げよう……10点上昇したよ。

ＧＭ：他のみなさんも衝動判定分の侵蝕率は上げましたね？　では、マスターファントムの一喝により、エミリアは身体の自由を奪われます。ですが、アイヴィとガブリエルは抵抗に成功、マスターファントムが感嘆する。「ほう、〝ファントムコード〟による命令に抗うか」

アイヴィ：〝ファントムコード〟？　それが強制力のある衝動を起こしてる元凶なんですか？

ＧＭ：それについて彼らはそれ以上語ろうとせず、みなさんを捕獲しようと集まり始めます。

ガブリエル：……ＧＭ、ちなみにエミリアを担いで逃げるのは可能か？

ＧＭ：可能です。全員失敗してたら一網打尽でしたけど、ガブリエルとアイヴィ、ふたりが抵抗できてますしね。

ガブリエル：なら、動かなくなったエミリアを担いだまま、ＰＤＷを撃うちまくってマスターファントムの群むれを突とつ破ぱしようと突つっ込こむ！

アイヴィ：私も風と光で攻撃しながら後に続きます！

ＧＭ：了りよう解かい。ふたりの攻撃によってなぎ倒たおされていく、マスターファントムたち。だが、次々と新手が現れ、思うように進むことができない。

ガブリエル：ちっ、きりがねえ！　弾だん丸がんをばらまきながら、思わず毒づくぜ。

ＧＭ：切せつ迫ぱくした状況は、さらに悪化していきますよ。みなさんが戦っていると背はい後ごで、突とつ如じよ、爆音が響ひびき渡わたります！

アイヴィ：こ、今度は何ですか!?

ＧＭ：振り返れば、床のコンクリートに大穴が開いて、そこから真也が飛び出してくるのが見えます。隔かく壁へきを突破して追いついたようですね。

エミリア：……し、真也！

ＧＭ：真也の登場にマスターファントムが舌した打うちします。「０９か……。奴やつが来る前に、０２、０５、０８を確かく保ほしたかったが、厄やつ介かいなことになってきたな」

ガブリエル：おいおい、そいつは俺おれたちのセリフだぜ。前にはマスターファントム、後ろには暴ぼう走そうする真也。前門の狼おおかみ、後門の虎とらってやつだ。

ＧＭ：真也の出現で状況は膠こう着ちやくします。静せい寂じやくに包まれた空間の中、みなさんの呼こ吸きゆう音おんだけが妙みように耳に響ひびいてくる。

アイヴィ：ちょっとしたきっかけで緊きん張ちようが一気に爆ばく発はつしそうですね。マスターファントムはどうしてますか？

ＧＭ：下手に動くと真也の標的にされると判はん断だんしたのか、様子見に回っています。

アイヴィ：ううっ……。これはなかなかきつい状況ですよ。

グレムリン：……よし！　ＧＭ、ここで登場させてくれ！

ＧＭ：分かりました。侵しん蝕しよく率りつは上げておいてください。

グレムリン：了解。ＵＧＮ日本支部のセキュリティに侵しん入にゆうして、霧谷がやったように緊急時用の隔壁を落として真也を足止めしていいかい？

ＧＭ：ならば、〈機械操作〉判定をしてください。目標値は８で。

グレムリン：マシンナーズアデプトでダイスも増やせるし、それぐらいなら楽勝だよ。……うん、達成値９で成功した！

ＧＭ：お見事。真也の拳がエミリアを捉える寸前、隔壁が突然落ちて真也の動きを封じます！　ちなみに、マスターファントムへの対処も先ほどの判定に含めて構いません。

グレムリン：ＯＫ。なら、隔壁を落とした直後に叫さけぶ。……昌喜、吹ふっ飛ばせ！

ガブリエル：親父おやじが攻撃するのか!?（笑）

グレムリン：だって、ボクには戦闘能力がないんだもの！　だからマスターファントムの方は昌喜に任せる演出で頼むよ！（一同爆笑）

ＧＭ：分かりました（笑）。グレムリンの声と同時に、マスターファントムの群れを、その後方から放たれた漆黒の稲いな妻ずまが一直線に貫つらぬき、屋上への道が切り開かれます！

エミリア：いきなりすぎて状じよう況きようについて行けなくなって、のろのろと後ろを振ふり返る。

ＧＭ：稲妻による破壊はやがて収まり、肩に小さなロボを乗せた男だん性せいが立っているのが見えるようになります。グレムリンと昌喜ですね。

グレムリン：昌喜の肩に乗ったままみんなに、にっと笑いかけて。……危ないところだったね。危き機き一いつ髪ぱつってヤツだ。

アイヴィ：グレムリンの姿すがたを見た瞬しゆん間かん、叫びますよ。……えっ、ピクシー!?

エミリア：え、ええっ!?　あたしも思わず驚いちゃうよ。

ガブリエル：それに昌喜の名前を聞いたから、彼の方を見るぜ。……あんたが真也の父親の？

グレムリン：そういう反はん応のうになるよね（笑）。……ああ、彼は───昌喜は確たしかに真也の父親だね。それと残念ながら、ボクはピクシーじゃない。彼とは兄弟みたいなものだけれどね。

アイヴィ：……どういうことですか？　不思議そうに首を傾かしげます。

グレムリン：詳くわしい話はあとあと。早く逃げないと、またマスターファントムの群れに囲まれちゃうよ。それに隔壁も長くは持たないだろうしね。

ＧＭ：グレムリンの言葉を肯こう定ていするように、通路に打音が響き、その度たびに隔壁が歪ゆがんでいきます。さらに、何体かのマスターファントムが立ち上がり、昌喜とグレムリンに怒りの声を上げる。「貴き様さま……０１！　それに０６か!?　用よう済ずみの旧きゆう型がた共が邪じや魔ましおって！」

グレムリン：おやおや、怖こわいねえ。さあ、みんな早く屋上に行くといい。

エミリア：で、でも、ようやく会えた真也を放っていくなんて……。逃げなきゃと思いながら、真也が叩いてる隔壁の方をちらりと見るよ。

ガブリエル：エミリア、真也を助けたいなら今は退ひけ。今の俺たちじゃ、真也は救えない！

エミリア：うう……っ！　ボロボロと泣きながら、がくりと膝ひざをつく。

アイヴィ：エミリアさん……。

ガブリエル：エミリアは俺が抱だきかかえる。（グレムリンへ）……あんたたちはどうする？

ＧＭ：では、昌喜はマスターファントムの群れの方を見ながら言います。「グレムリン、彼らと一緒に行け。私はここで足止めをする」

グレムリン：ひとりで大だい丈じよう夫ぶかい？

ＧＭ：「誰だれかが殿しんがりとして残った方がいいだろう。お前たちが逃にげたら私も逃げる。真也と戦う訳わけにもいかないからな……。さあ、行け！」言うやいなや、彼は右手を変形させ、真也に似にた歯車を展てん開かい、身体からだから稲妻を放出し始めます！

グレムリン：なら、昌喜の指し示じに従したがって、道案内を買って出る。……分かった。気をつけてね。さあ、みんなついてきてくれ！

ガブリエル：分かった！　グレムリンの先導にしたがって、走り出すぜ。

ＧＭ：グレムリンの誘ゆう導どうのもと、先を急ぐ一同。最後の階段を駆かけ上り、屋上に飛び出すと、ローターを回転させて、離り陸りく準じゆん備びを完かん了りようさせたヘリがみなさんを待っています。「みなさん、早く乗ってください！」操そう縦じゆう士しが叫ぶ。

ガブリエル：急いで、ヘリの中に飛び込こむ！

アイヴィ：みんな乗りました。出してください！

ＧＭ：アイヴィが叫ぶと同時にヘリが上じよう昇しようを始め、空へと浮うかび上がる。そして、ヘリがＵＧＮ日本支し部ぶから離はなれた直後───。




　一ひと際きわ、大きな爆ばく発はつがＵＧＮ日本支部内で起こった。

　まばゆい閃せん光こうが夜の闇やみを一いつ瞬しゆんだけ切り裂さき、白く染そめ上げる。

　崩くずれていくＵＧＮ日本支部だった高こう層そうビル。

　その様子を、エミリアが悲しげに見ていた。

　見えるはずもない、真也の影かげを求めるかのように……。







◆Middle 03◆友とも恵えの研究


Scene Player ──── グレムリン






　東京近郊、某市。街の地下に隠された、ＵＧＮが保ほ有ゆうするセーフハウスのひとつ。

　支部の機き能のうも持つその施し設せつに、ＵＧＮ日本支部を脱だつ出しゆつした四人は身を寄よせていた。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはグレムリン。全員登場になります。舞ぶ台たいはＵＧＮのセーフハウスのひとつで、ある程てい度ど、支部の機能も持たせた地下施設です。

グレムリン：了りよう解かい。霧谷や友恵はどうしてるのかな？

ＧＭ：あなたたちと同じく、このセーフハウスに身を寄せています。というわけで、セーフハウスの会議室。ＵＧＮ日本支部を脱出してきたみなさんと友恵がいます。

ガブリエル：友恵さんも無事か。そいつは何よりだ。

ＧＭ：「みなさん無事なようで、何よりです」友恵は若じやつ干かん憔しよう悴すいしているものの、ほっと息いきをつき、グレムリンに気づきます。「グレムリンも一いつ緒しよだったのね。昌喜さんは？」

グレムリン：昌喜なら敵の足止めに残ったよ。な～に、大だい丈じよう夫ぶさ。適当なところで逃げるって言ってたし、そのうち連れん絡らくが来ると思うよ。

ＧＭ：「そう……分かったわ。……そうだ、丁ちよう度どいいからみなさんに自己紹介してもらえる？」と、友恵がグレムリンに言います。

グレムリン：了解だよ。さっきはそんな暇ひまもなかったしね。

ガブリエル：俺おれはグレムリンを見ながら訊きくぜ。……ピクシー……じゃないのか？

グレムリン：首を振ふって。……ボクはグレムリン。友恵に作られた自律行動型のロボットだ。まあ、こんな風に会話したり、思考したりできるようになったのはつい最近なんだけどね。

アイヴィ：グレムリン……ですか？　それにしてもピクシーと瓜うり二つですね。口調とか雰ふん囲い気きも彼と似にてますし。

ＧＭ：外装が似てるというより、むしろピクシーがグレムリンを模もしていたのかもしれませんね。グレムリンの機体は、友恵がＸ島にいた頃から製作していたみたいですし。

グレムリン：じゃあ、そういうことにしよう。アイヴィに向かって言うよ。……性格が似てるのは当然さ。ボクの人格プログラムはピクシーのものをベースにしてるからね。

アイヴィ：えっ？

グレムリン：彼は消える直前、キミたちだけでなく、あの時すぐ近くにいた友恵にも連絡を取ってたのさ。そして、自分を構成する最低限のプログラムを渡したんだ。

エミリア：それじゃあ、あなたはピクシーの生まれ変わりみたいなものなの？

グレムリン：悪くない表ひよう現げんだね。彼の置き土産みやげというか、そういうものでボクはできている。キミたち風にコードネームをつけるなら、Ｘ００ってところかな。

アイヴィ：まじまじとグレムリンを眺ながめて。……あなたの中にピクシーがいるんですか？

グレムリン：正確にはその一部だけどね。

ガブリエル：じゃあ、ピクシーの感情や記き憶おくとかも受け継ついでるのか？

グレムリン：それも一部だけ。たとえば、キミたちのことは覚えてる……いや、知ってると言った方がいいかな。あと、仲良くしたいって気持ちもある。

エミリア：そっか……。今までの説明を聞いて、ピクシーが戻ってきたんじゃないんだって理解して、しゅんとする。

ガブリエル：グレムリンに言うぞ。……とりあえず、お前がピクシーじゃないのは分かったよ。俺たちに協力してくれることもな。ところで、お前は何ができるんだ？

グレムリン：得意なのは戦せん闘とう支し援えんだね。昌喜と一緒にファントムセルと戦ってたから戦闘経験もあるし、みんなの役に立てると思うよ。

ガブリエル：ほう、自信ありげだな。こいつは頼たのもしい限りだ。

アイヴィ：分かりました。これからよろしくお願いします、グレムリン。そう言って、握あく手しゆを求めてみたりしましょうか。

グレムリン：じゃあ、小さくて普ふ通つうに握手はできないから、人差し指を握り返すよ（笑）。

アイヴィ：ところでＧＭ、ひとつ確かく認にんしたいんですが。

ＧＭ：何でしょうか？

アイヴィ：グレムリンも私たちみたいに強制力のある衝動とか受けるんですか？

ＧＭ：受けますね。マスターファントムが言っていた、衝動を発生させる原因───ファントムコードがピクシーから受け継がれてしまっていると思ってください。

グレムリン：じゃあ、友恵はそのファントムコードを解除する手段を持ってないんだね。

ＧＭ：残念ながら、現状だと研究途と上じようですね。

グレムリン：了解。それじゃあ、最後にぺこりとおじぎして。……まあ、いろいろと思うことはあるかもしれないけど、よろしく頼むよ。

ＧＭ：では、グレムリンがおじぎしたところで霧谷がやってきますよ。「みなさん、無事に脱出できたようですね」そして、グレムリンを怪け訝げんそうに見つめます。

グレムリン：じゃあ、ボクについてはさっきの話を軽く説明しておくよ。

ＧＭ：すると霧谷は理解を示した後、現状を説明します。「みなさんが去った後、真也さんは再ふたたび姿を消しました。ファントムセルの襲しゆう撃げきもあり、ＵＧＮ日本支し部ぶはほぼ機能を停止した状じよう態たいだと思ってください」

アイヴィ：むむっ、状況はなかなか厳しそうですね。

ガブリエル：日本ＵＧＮの中心が潰つぶれたとなると、いろいろとまずいことになりそうだよな。

ＧＭ：実際、影響は早くも出ています。ＵＧＮ日本支部が壊かい滅めつしたことで、ＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいが動き出したということを霧谷は伝えます。

エミリア：中枢評議会……？

ＧＭ：世界各地のＵＧＮをまとめる最高決定機関ですね。霧谷は厳きびしい表情で告げます。「日本支部壊滅に対して、早さつ急きゆうな対たい応おうが必要だと中枢評議会から打だ診しんがありました。戦闘部隊を編へん制せいして投入すると……目的は第一に真也さんの処しよ理り、第二にファントムセルの壊滅です」

エミリア：思わずびくりと震ふるえて訊きくよ。……真也を……殺すの……？

ＧＭ：「今回被害が出たのは日本支部だけでした。彼があなた方だけに執しゆう着ちやくし、脱出した後に立ち去ったからです。ですが、あの力が一いつ般ぱん社会に向けられない保ほ証しようはありません」

ガブリエル：ＵＧＮとしては、これ以上被害が出る前にケリをつけたいってわけか……。

ＧＭ：こくりと霧谷は頷うなずいて話を続けます。「少なくとも中枢評議会は、その方法として真也さんの処理を決定しました。これを覆くつがえすのは難むずかしいでしょう」

一同：……っ！

ガブリエル：……厄やつ介かいな状じよう況きようになってきやがったな。ちなみにその中枢評議会の戦闘部隊ってのはどれぐらいで来るんだ？

ＧＭ：三日後には日本に到とう着ちやくして活動を開始します。「そうなれば我われ々われも、その指し揮き系けい統とうに組み込まれることになるでしょう。あなた方も、その時までにどうするかを決めてください」




　そう告げて、霧谷は会議室から出て行った。

　部屋の中に重い雰ふん囲い気きが立ち込める。




グレムリン：さて、どうしたものだろうね……。

アイヴィ：……そういえば友恵さん。真也さんを助ける方法について話があるって言ってませんでしたか？

ＧＭ：そうですね。友恵は神しん妙みような表ひよう情じようで話しますよ。「みなさんは、真也を助ける方法があるとしたら、協力してくれますか？」

エミリア：えっ……？　思わず目を丸くして、真也ママの話に耳を傾けるよ。

ガブリエル：どういうことだ？

ＧＭ：友恵はまず、みなさんにひとつ質しつ問もんをします。「……みなさんは、ジャーム化について、どのように考えていますか？」

ガブリエル：ジャーム化について？　レネゲイドの衝しよう動どうに吞まれて、化け物になっちまう現げん象しようのことだろう？

ＧＭ：「そうですね。それがジャーム化に対する一いつ般ぱん的てきな見けん解かいです」

アイヴィ：一般的な？　じゃあ、違ちがう考え方もあるんですか？

ＧＭ：「少なくともＸ島では、ジャーム化について別の理り論ろんが提てい唱しようされていて、それが信じられていたんです」

エミリア：別の……理論……？

ＧＭ：「ええ。ジャーム化とはオーヴァードが進化するためのプロセスという理論です」

ガブリエル：進化のプロセス？　ジャーム化のさらに先があるってのか？

ＧＭ：「少なくともＸ島ではそう考えられていました」多くのオーヴァードはジャーム化すると衝動に吞まれた怪かい物ぶつになります。しかし、ジャーム化した上で条件を満たすことで、オーヴァードからさらに進化した存そん在ざいを生み出せると考えていたんですよ。

アイヴィ：もしかして、それが究極のレネゲイド？

ＧＭ：「恐おそらくは。そして、その条件を整えるために使われたのが、ファントムコードという特とく殊しゆ処しよ理りを施ほどこしたレネゲイドなのだと思います」友恵は、神妙な表情で告げます。

ガブリエル：マスターファントムが言ってたやつか……。いったい、ファントムコードってのは何なんだ？

ＧＭ：友恵はファントムコードについて、自分の持つ知識を総そう動どう員いんして答えてくれます。「私もすべてを知っているわけではありません。ただ、いくつか通つう常じようのレネゲイドと違う性せい質しつを持っているのは確たしかです」

グレムリン：どんな性質があるんだい？

ＧＭ：まず、通常のレネゲイドに比べて特殊な才さい能のうを持つオーヴァードを誕たん生じようさせる可か能のう性せいが高い。データ的にいうならば、Ｄロイスを付ふ与よする力があるということですね。

ガブリエル：ほう。じゃあ、俺たちの力はそのファントムコードってやつによって引き出されてるってことか。

ＧＭ：その通り。そしてもうひとつは、特定の情じよう報ほうに反はん応のうして強きよう制せい力りよくのある衝動を発生させるというものです。

エミリア：それって、衝動発生スイッチとかで起きる衝動のこと？

ＧＭ：そうです。ただ、実はこれ音波じゃなくてもいいんですよ。

アイヴィ：えっ？

ＧＭ：先ほど〝特定の情報〟という言い方をしましたが、音だけでなく映えい像ぞうとか別の形でもその情報は与あたえられるんです。

グレムリン：そ、そうなのか!?　じゃあ、テレビを見たり本を読んだりしていたとして、それにファントムコードに反応するようなものが含まれてたら、やっぱり衝動が起こる？

ＧＭ：起こりますね。

アイヴィ：それってメチャクチャ危き険けんじゃないですか！

ガブリエル：まいったな……。つまり、俺たちの中にある、ファントムコードってのを何とかしない限かぎり、本当の意味での安全は得られないんだな……。




　想そう像ぞう以上に自分たちが危険な立場に置かれていることを認にん識しきし、沈ちん黙もくする一同。




エミリア：……とりあえず、ファントムコードのことは分かったよ。それで、真也を助けられるかもしれないって話だけど……。

ＧＭ：エミリアの言葉に、友恵は話を続けます。「先ほどジャーム化が進化のプロセスだという理論については話しましたね」

アイヴィ：はい。

ＧＭ：「私が考えついた真也を救う方法。それは真也を進化させることです」

グレムリン：それはつまり……真也を究極のレネゲイドにするってことかな？

ＧＭ：「はい。進化したオーヴァードはレネゲイドを完かん璧ぺきに制せい御ぎよできる、より高次の存在になると予よ測そくされていました」そして、レネゲイドの制御によって衝動をもコントロールできるようになる、と友恵は考えているようです。

ガブリエル：つまり、現状では真也は〝飢き餓が〟の衝動に苛さいなまされてるが、それを抑え込んで、正気に戻せるかもしれないってことか？

エミリア：じゃあ、じゃあ、真也をもとに戻せるの!?

ＧＭ：その言葉には友恵は表ひよう情じようを曇くもらせます。「いいえ……。私が考えついた方法は、あくまで進化によって真也の理り性せいを取り戻す方法です」

アイヴィ：……どういうことですか？

ＧＭ：つまり、理性が戻る可能性はありますが、ジャーム化していることは変わらないんです。真也の精神は救われるかもしれませんが、あなたたちの側───日常の世界に戻もどってくるわけではないですし、ＰＣとして復活するわけでもありません。

ガブリエル：あくまで暴走を止めことしかできないってことか……。

エミリア：そんな……。

グレムリン：ふむ……。ちなみに、友恵はどうやって真也を進化させるつもりなんだい？　今の真也はジャーム化してるから、本来マスターファントムが取ろうとしていた、双方向にロイスを結ばせてレネゲイドを吸きゆう収しゆうさせる方法は取れないよね？

ＧＭ：ええ。そこで、レネゲイドを真也の体内に撃うち込こむデバイスが必要になります。

アイヴィ：レネゲイドを撃ち込むデバイスですか？

ＧＭ：「真也がジャーム化したことで、従来の方法ではあの子を進化させられません。ですが、〝賢けん者じやの石〟と呼ばれる物ぶつ質しつを媒ばい介かいにすることで、それが可能になるかもしれないんです」

グレムリン：賢者の石！

エミリア：それってレネゲイドの結けつ晶しようみたいなのでしたっけ？

ＧＭ：ええ。レネゲイドウィルスが結けつ晶しよう化かしたもので、内部にレネゲイドの情報を蓄ちく積せきする性質があります。友恵の言う真也を救う方法とは〝みなさんのレネゲイドを吸収させた賢者の石を真也に埋うめ込む〟というものになります。

ガブリエル：もとに戻せないなら、いっそ上に押おし上げようってわけか……。

ＧＭ：そうです。データ的にもジャームはロイスを持てませんが、Ｄロイスは持てますから。ただし、この方法にはさまざまなリスクが伴ともないます。それは───。




　ジャーム化が解けるわけではないこと。

　賢者の石は適てき合ごう者しやと呼ばれる存在しか扱あつかえないため、真也が適合できなかった場合、状況がさらに悪化するか、最悪、死し亡ぼうする可能性もあること。

　そして、真也が究極のレネゲイドに進化して理性を取り戻したとしても、それによりマスターファントムの計画が進行してしまうかもしれない。




ＧＭ：……これらのリスクを話した上で、友恵はみなさんに訊ききます。「多くの危険を伴う方法ですが、私は真也を助けられる可能性に賭かけたい。力を貸していただけませんか？」

グレムリン：しばらく沈黙してから言うよ。……ずいぶんと分の悪い賭けだね。ジャーム化から戻せないなら、いっそのことさらに進化させようなんてさ。

ガブリエル：確たしかにな……。リスクが高すぎる。

アイヴィ：でも、真也さんを救えるかもしれないんですよね？

ＧＭ：正せい確かくには彼の心を……になりますが。

ガブリエル：難むずかしい問題だな。とはいえ、俺のスタンスは決まってる。エミリアやアイヴィがやるってんなら手伝うぜ。

アイヴィ：そうですね……真也さんは助けたいですけど……。ちらりとエミリアさんの様子をうかがいますよ。

エミリア：沈黙したままうつむいてる。真也は助けたい。でも、彼をジャーム化させた原因の自分にそんなことできるのかって動くに動けない状態になっちゃってるかな。

ＧＭ：なるほど。動き出すきっかけがあれば……というところでしょうか。

エミリア：うん。真也ママに言うよ。……ちょっと時間をください。ちゃんと考えて、答えを出したいから……。

ＧＭ：友恵はこくりと頷うなずき。「分かりました。ですが、残された時間は多くありません。三時間後、ここで答えを聞かせてください」と告げて去ります。

アイヴィ：分かりました。




　友恵が去った後、それに続くように、ひとり、またひとりと部屋から出て行く。

　それぞれの考えをまとめるための時間を求めて。

　やがて、部屋は無人になり、重い静せい寂じやくだけがそこに残された。







◆Middle 04◆解き放たれた心


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　セーフハウスに用意された部屋に、エミリアは閉とじこもっていた。

　真也を救えるかもしれない可か能のう性せいが見えても、彼女の心は罪ざい悪あく感に縛しばられたままだ。

　そんな彼女のもとを訪たずねる人物がひとり……。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはエミリア。さて、真也救きゆう済さいの話を聞いた後、どこで何をしていますか？

エミリア：遠えん慮りよなくやらせてもらえるなら、またどっかの部屋で閉とじこもってへこんでることにしたい。それで、そこに真也ママが来て、お話しする感じでどうかな？

ＧＭ：分かりました。では、エミリアがひとりで部屋に閉じこもっていると、コンコンとドアをノックする音が鳴り、続いて友恵の声が聞こえてきます。「エミリアさん、いますか？」

エミリア：しばらく返事をしないんで、もう一回ノックしてもらえるかな？

ＧＭ：では、再さい度どノックして。「少しお話をさせて欲ほしいんです」

エミリア：……開いてます。沈しずんだ声でぽそりと答える。

ＧＭ：ドアを開けて、薄うす暗ぐらい部屋に友恵が入ってきます。そして、落ち込むあなたのもとへと歩み寄よります。「会ってから、ゆっくり話す機会もなかったし。ここで、少し話をしておきたくて」と言って、あなたの前に立ちます。

エミリア：開口一番に叫さけぶ！　……ごめんなさい！

ＧＭ：突とつ然ぜんの謝しや罪ざいに、友恵は驚おどろきの表ひよう情じようを浮うかべます。

エミリア：あたしが悪いんです！　あたしがいると、いろんな人が不幸になっていって……それに真也を巻まき込んじゃって……！　ごめんなさい……ごめんなさい……！

ＧＭ：ひたすら謝あやまるエミリアに、友恵は隣となりに座すわって、あやすように頭を撫なでようと手を───。

エミリア：……ダメ、あたしに触さわったらきっと！　とっさに避けて、震ふるえながら小さくなるよ。

ＧＭ：では、彼女は無理に近づこうとはしません。ただ、穏おだやかな声で話を始めます。「そんなに自分を責めないでください。真也のことは、あなたのせいではないんですから」

エミリア：それにはぽつりと返すよ。……でも、あたしと出会わなかったら、こんな不幸にはならなかったと思う……。

ＧＭ：「それは違ちがいます。真也のことは、あの子のことを守れなかった私と昌喜さんにこそ責せき任にんがあります。決してあなたの責任ではありません」友恵は悲しげに言う。

エミリア：でも……。

ＧＭ：「むしろ、あなたには感かん謝しやしてるんです」

エミリア：か、感謝だなんて……そんな、なんで!?

ＧＭ：「あなたはＸ島から真也を助け出して、何も知らなかった真也を支ささえてくれました。そういう意味で、私はあなたに感謝しているんです」エミリアを怨うらんでなどいない。むしろ、真也のために戦ってくれてありがとうと、友恵は感謝の言葉を口にします。

エミリア：でも！　結局、あたしは真也の力になれなくて……。

ＧＭ：「いいえ、そんなことはないですよ」友恵は、エミリアに優しく告げます。

エミリア：え……？

ＧＭ：「さらわれる前のあの子は、病気をして、折角打ち込こんでいた部活もできなくなって落ち込んで、友達にも背を向けてたんです。そして、辛さから逃れるために、孤独であることを選ぼうとしてたんです」

エミリア：そんな……信じられません。だって、真也はとっても仲間想いで、いつだってあたしたちのためにがんばってくれて……。

ＧＭ：「それはきっと、あなたと会って変わったんだと思います」

エミリア：あたしと会って？

ＧＭ：「あの子は身体の弱い子でした。病気をして運動ができなくなって、なにに対してもやる気をなくしてしまった。でも、私は親として、本当のことをあの子に言えなかった。その身体の変調の原げん因いんが何であるか、薄うす々うす感づいてはいたのに……」

グレムリン：気づいてたって……ああ、ライフパスの親の理り解かいか！

ＧＭ：ええ（笑）。「あの子があなたたちと友達になった時に、あの子の本当の生きる意味を見つけたんだと思います。あなたを守るために戦っていた真也の顔は、真しん剣けんでした。だから、私はあなたに〝ありがとう〟と言いたいんです」

エミリア：そこまで言われたら、驚いて。……そうなんですか？　あたしの知ってる真也は、ずっとああだったから、今の話が信じられません。……それが、あたしに会ったから、救われたって言うんですか？

ＧＭ：そうすると、コクリと友恵は頷うなずいて、そっと手を伸のばそうとしますが。

エミリア：恐おそる恐る、ゆっくり避さけようとするけど───。




　離はなれようとするエミリアの手を、友恵はそっと握にぎり締しめた。

　そして、やさしく抱だきしめると、エミリアをあやすようにつぶやく。




ＧＭ：「だから、あなたは自分のことを責せめる必要はないんです。……真也が握った手を、私にも握らせてください」そう言って、あなたを抱きしめて、頭を撫なでます。

グレムリン：おおっ……！

アイヴィ：友恵さん、いい人ですね！

エミリア：真也ママに抱きしめられて、故こ郷きようのママのことを思い出しちゃう。そして、ぎゅっと抱きしめ返して泣き出しちゃうよ。……ママ……！

グレムリン：エミリアはママっ子だからねえ。

アイヴィ：お母さんに飢うえてるんですね（笑）。

エミリア：そうなの！（笑）だから友恵さんにお母さんを重ねて見ちゃう。

ＧＭ：では、泣きじゃくるエミリアをあやしながら、友恵は言います。「もし、あの子を助けられる可か能のう性せいが少しでもあるなら、それを試ためしたいんです。たとえ、その結果が予想できないとしても。お願い、力を貸かしてもらえませんか？」

エミリア：ぱっと顔を上げて。……はい！　あたしも真也が大好きで、真也のためにできることをしたいと思っているんです！

[image: ]




　今まで溜ため込んできた思いを告げるエミリア。




エミリア：でも、自分の力が今まで悪いことばかり引き起こしてきたから、迷まよっちゃって……。でも、今のお母さんの話を聞いて、あたしにできることがあるかもしれないって思えるようになったから！




　そうだ、くよくよなんてしていられない。

　自分にはまだできることがあるのだから。




エミリア：あたしにも協力させてください。真也を助けたいんです！

ＧＭ：そうすると、友恵の方も微笑ほほえんで。「ありがとう、エミリアさん」

エミリア：じゃあ、甘あまえてもう一回抱だっこしてもらおう（一同笑）。

ＧＭ：では、ふたりが抱ほう擁ようを交かわしたところで、シーンを切りましょう。





＊　　　＊　　　＊






エミリア：ありがとうございました！　おかげで、この先がんばれます！（笑）

ＧＭ：いやいや、こちらこそ。いい演えん出しゆつをもらえて助かりました（笑）。

エミリア：よーし、こっからはポジティブに行くぞ～！

アイヴィ：いつものエミリアさんに戻もどるんですね（笑）。

エミリア：うん！







◆Middle 05◆電子妖よう精せいの力


Scene Player ──── グレムリン






　セーフハウスの一室。通信端たん末まつが置かれた部屋のドアがゆっくりと開かれる。

　ドアの後ろからひょっこり姿すがたを現あらわす、妖精を模もしたマスコットのようなロボット。

　グレムリンは自分のやるべきことをなすべく、この部屋へとやってきたのだった。




グレムリン：ＧＭ、ちょっといいかな。

ＧＭ：はい、何でしょうか？

グレムリン：情じよう報ほう収しゆう集しゆうをさせて欲ほしいんだ。これから真也をどうするか結けつ論ろんを出すことになると思うけど判はん断だん材料は多い方がいいだろ？　少しでも情報を集めておきたい。

ガブリエル：それは確たしかにそうだな。

ＧＭ：分かりました。では、シーンプレイヤーをグレムリンにして、情報収集のシーンをしましょう。エミリアと友恵さんが話している一方、その頃ころという感じで。

アイヴィ：私たちも登場した方がいいですか？

グレムリン：いや、みんな侵しん蝕しよく率りつ的に厳きびしめだろうし、休んでていいよ。ボクは衝しよう動どう判はん定ていをしてないから余よ裕ゆうがあるし、情報収集は得意分野だ。たぶんひとりで行けると思う。

アイヴィ：じゃあ、判定に失敗した時だけ登場してフォローしましょうか。

グレムリン：うん、それでいいと思うよ。

ＧＭ：では、舞ぶ台たいはＵＧＮのセーフハウス。ネットワークと繫つながる通信回線がある一室にグレムリンはいます。室内に人はいなく、回線を拝はい借しやくするにはいいタイミングです。

グレムリン：耳から通信ケーブルを引っ張ぱり出して回線に接せつ続ぞく。バイザーを下ろして、情報収集の準じゆん備びをする。やっぱり気になるのは賢者の石だし、そこから調べようかな。

ＧＭ：では、目もく標ひよう値ち７の〈情報：裏うら社会〉〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：ＦＨ〉の判定を。

グレムリン：コネがある〈情報：ＵＧＮ〉で行くよ。……うん、達成値８で成功だ。にやりと笑って、空中に投影したコンソールに指を走らせる。……さて、見せ場だIt's a showtime！

ＧＭ：意い識しきをネットワークにダイブさせるグレムリン。広大な情報の海の中から必要なデータだけが集められ、バイザー上に展てん開かいされたウィンドウに表ひよう示じされていく。

アイヴィ：おお～、何だかグレムリンだけ別世界の住民みたいですね（笑）。

グレムリン：まあ、ＴＦＴステージのデータを使ってるしねえ（笑）。

アイヴィ：……本当だ───っ！（一同爆笑）

ＧＭ：未来を舞台にしたステージのワークスを持ってるので、演出もそれに合わせて、未来のテクノロジーっぽい感じにしてみました（笑）。

アイヴィ：納なつ得とくしました（笑）。

グレムリン：なら、情報収集に話を戻そう。賢者の石について何か分かった？

ＧＭ：グレムリンの調ちよう査さの結果、賢者の石を保ほ有ゆうしている組そ織しきが判明します。現げん在ざい、石を確かく保ほしている組織はふたつ。ＵＧＮとＦＨですね。

グレムリン：ふむふむ。

エミリア：ん～、ＵＧＮを説得して手に入れたりできる？

ＧＭ：できます。ただし、友恵も言ってましたが、真也に賢者の石を与あたえることはとても危き険けんな行こう為いですから、交渉を成功させるのは結構難しいですけどね。

ガブリエル：失敗すれば真也がさらに怪かい物ぶつ化かするか死し亡ぼう。成功してもマスターファントムの計画が進むもんなぁ。

アイヴィ：しかも、私たち交渉は苦手なんですよね。【社会】の能力値が低いですし（笑）。

エミリア：うーん、じゃあＦＨが所持している賢者の石は？

ＧＭ：ファントムセルがひとつ確保していて、表向きは医い療りよう研究所にカモフラージュされた、山やま奥おくの研究施し設せつに保管されています。距離はここから片かた道みち一日程てい度どですね。

グレムリン：一応、研究施設周辺のマップをダウンロードして、マーキングしておこう。……ここに賢者の石があるのか。でも、う～ん……。

ＧＭ：どうしました、急に唸うなりだして。

グレムリン：あっさり情報が見つかったから、何だか敵てきの罠わなっぽいな～と思ったんだ（笑）。

ガブリエル：確たしかに、重要アイテムの割わりには、あっさりと場所が判明したな。

グレムリン：でも、他に賢者の石がありそうな場所はヒットしなかったんだよね？

ＧＭ：残念ながらしていません。

グレムリン：ＵＧＮを説得するか、ＦＨの施設に潜入するか……。腕うで組ぐみして難しい顔で唸る。

ＧＭ：どうするかは、みなさん次し第だいですよ。さて、賢者の石の情報はこれですべてです。

グレムリン：了りよう解かい。じゃあ次は……昌喜のことを調べたいな。

エミリア：真也パパ、ＵＧＮ日本支し部ぶで別れてから行方ゆくえが分かってないんだっけ？

グレムリン：うん。やっぱり心配だし、調べられるなら調べたいね。

ＧＭ：いいですよ。判定は必要ないです。普通に通信機で連れん絡らくが取れますから。

グレムリン：おおっ！　じゃあ、ネットワークから出てきて、早さつ速そく連絡を取るよ！

ＧＭ：では、内ない蔵ぞうされている通信回線を開いて数秒後、昌喜が出ますよ。「グレムリンか。そちらは無事だったか。安心したよ」

グレムリン：いやいや、それはこっちのセリフだよ。

ＧＭ：「んっ、どうしてだ？」不思議そうにつぶやく昌喜。

グレムリン：いや、どうしてって……崩壊するＵＧＮ日本支部で、わざわざ残って逃げる時間を稼いでくれたろ？　そりゃ、無事かなって心配もするさ。

ＧＭ：「ふむ、そういうものか？」ひどく危機感の欠落した、抜けた声音で彼はつぶやく。

アイヴィ：なんだか、自分の危険をあまり気にしてないっぽい？（笑）

ＧＭ：そうですね。よくも悪くも他人優先というか、自分が危険にさらされても問題ないと考えているふしはありますね。

ガブリエル：そういうところ、ちょっと真也に似てる気がするな（笑）。

エミリア：真也もみんなのために、よく無茶してたもんね～（笑）。

グレムリン：あ～、う～……。まあ真也のことは今は置いておいて（笑）。とりあえず、昌喜に訊くよ。今どこにいるんだい？

ＧＭ：「真也を追っている」ＵＧＮ日本支部崩ほう壊かい後ご、マスターファントムの群むれから逃のがれ、再ふたたび姿すがたを消した真也の行方を追うことにしたと、昌喜は今までの経けい緯いを話します。

グレムリン：そうだったのか。ちなみに昌喜は今、真也を捕ほ捉そくしてるのかな？

ＧＭ：残念ながら見失ってしまっています。

グレムリン：それは残念。じゃあ、とりあえずこっちも現げん状じようを伝えるよ。友恵が真也を救える可か能のう性せいを見つけたことや、それに付ふ随ずいするリスクとか全部ね。

ＧＭ：それを聞いて、昌喜はさすがに驚おどろきますよ。思わずうなりながら。「友恵の話、みんなの反はん応のうはどうだった？」

グレムリン：悩なやんでたよ……。さっき、友恵がエミリアって子に話しに行くと言っていた。彼らが協力してくれるかは、まだ分からないかな。

ＧＭ：「そうか、可能性があるなら賭かけたい。彼らには協力してもらいたいが……それを強きよう制せいすることはできないな……」神しん妙みような声こわ音ねでつぶやく昌喜。

グレムリン：一いち応おう、確かく認にんしておこう。……昌喜はこれからどうするんだい？

ＧＭ：「このまま真也を追う。どちらにせよ、あいつがどこにいるかいないか分からないようでは、最後に動けなくなるからな」

グレムリン：それは確かにそうだ。

ＧＭ：「進しん展てんがあったら連絡をくれ。私も真也を見つけたら連絡する」

グレムリン：分かった。昌喜……気をつけてね。

ＧＭ：「そっちもな。友恵によろしく言っておいてくれ」そう告げて昌喜は回線を切る。

グレムリン：じゃあ、ひょいと立ち上がって。……さてと、情報も手に入ったし、昌喜の安あん否ぴも分かった。みんなのもとへ帰るかな。と、歩き出すよ。

ＧＭ：では、グレムリンがてくてくと部屋を後にしたところで、シーンを切ります。







◆Middle 06◆それぞれの決意


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　会議室の中、誰だれもが沈ちん黙もくしていた。

　真也を救う方法は見つかった。だが、それに伴ともなうリスクを考えれば、おいそれと行動に移うつすことはできない。彼女たちが下した決けつ断だんは───。




ＧＭ：では、次のシーン。友恵の策さくを実行するのか、みなさんが決定するための場面になります。というわけで、全員登場でお願いします。

一同：はーい。

ＧＭ：場所は友恵から、真也救きゆう済さいの策を聞かされた部屋になります。

エミリア：あっ、ＧＭ。実はやりたいことがあるんだ。やる気が出たことを、真也ママの口からじゃなくて、自分の口から言いたい！

ＧＭ：ああ、なるほど。

エミリア：それで、みんなが先に部屋に集まってるところから始めて、あたしがそこに来るって展てん開かいにしたいんだけど、いいかな？

ＧＭ：構かまいませんよ。では、もうすぐ友恵との約束の時間ということで、部屋でみなさんは何をしていますか？

グレムリン：ボクはテーブルの上で寝ねっ転ころがりながら、のんびりしてるかな。

ガブリエル：俺おれは椅い子すに座すわって煙草たばこを吹ふかしてるよ。特に慌あわてたりはせずに、静かに時間が来るのを待ってる。

アイヴィ：私はおふたりとは逆ぎやくですね。「いったいどうしたら……？」と悩なやみながら、テーブルの周りを、落ち着かない感じでグルグル回ってます（笑）。

エミリア：じゃあ、そんな部屋に乗り込こんでいくよ！　ノックもなしに、バンッて勢いきおいよくドアを開ける！

グレムリン：うわっ!?　びっくりして、テーブルの上から跳はね起きる（笑）。

ガブリエル：俺も驚いて、ぽかんとエミリアの方を見るぜ。

アイヴィ：エ、エミリアさん？

ＧＭ：エミリアの突とつ然ぜんの入室に呆ぼう然ぜんとなる一同。ちなみに、彼女の背はい後ごには友恵がいて、こちらもちょっとエミリアの勢いきおいに押おされてる感じで、成り行きを見守ってます。

エミリア：つかつかとみんなの前まで歩いていって言うよ！　……みんな、やろう！

ガブリエル：や、やるって……。

アイヴィ：あ、あの何を……？　あまりにも突然すぎて、思わず聞き返しますよ（笑）。

エミリア：その瞬しゆん間かん、アイヴィにがばっと抱だきつくよ！

アイヴィ：ええっ!?（笑）

エミリア：ごめん、ごめんね、アイヴィ！　ぎゅーっ！（[image: ]目め一いつ杯ぱい抱きしめてる）

アイヴィ：い、痛いたい！　痛いですよ、エミリアさん！（笑）

グレムリン：（ガブリエルへ）あ～、その……なんだか、えらいことになり始めてるみたいなんだけど、放ほうっておいていいのかい？（笑）

ガブリエル：しょうがねえなぁ（笑）。とりあえず、アイヴィに助け船を出すか。……おいおい、エミリア。何があったか知らないが、ちょっと落ち着けよ。

エミリア：じゃあ、今度はガブリエルに抱きつくよ！（笑）

ガブリエル：俺にもか！（笑）

エミリア：今までずっとへこんでたあたしを、ずっと気にしてくれてありがとうね！

アイヴィ：本当にどうしたんですか、エミリアさん。元気になったのは良いことですけど、元気になりすぎて逆ぎやくに心配になっちゃいますよ（笑）。

エミリア：ごめんごめん（笑）。あたしね、もううじうじ悩なやむのはやめたの！

ＧＭ：自身の内に芽生えた決意を語る、エミリア。

エミリア：真也がジャーム化して、ずっとそれは自分のせいだと思ってた。あたしが対たい抗こう種しゆだから……関かかわる人に不幸を呼よび込む死神だから……こんな自分、消えてしまえばいいのにって思ってた！

アイヴィ：エミリアさん……。

エミリア：でも、そんなあたしにもできることがあるんだって分かったの！




　今も心に刻きざまれている真也に対する罪ざい悪あく感と悲しみ。

　だが、立ち止まっていても何も解かい決けつしないと分かったから。

　暗い感かん情じようの鎖くさりを吹ふき飛ばすように、力強くエミリアは言葉を紡つむぐ。




エミリア：あたしは対抗種だけど、それでもみんなと一いつ緒しよにいたい。真也も助けたい！　だから、お願い！　真也を助けるために、みんなの力を貸かして！




　精せい一いつ杯ぱいの決意を込め、エミリアは頭を下げた。

　一転して静まり返る室内。

　時が経たち、エミリアの心に不安がよぎりそうになった直前───。




ガブリエル：（にやりと笑い）……やっと、いつものエミリアに戻もどったな。

アイヴィ：お姉さんっぽく、しょうがないなあという笑えみを浮うかべて。……まったく、ずっと待ってたんですからね。

エミリア：うん……。

アイヴィ：もう、自分だけで悩んだりしないでくださいよ。だって、私たちは……仲間なんですから。

エミリア：うん！　ごめんね、心配かけちゃって！

ＧＭ：いいですね～。さて、ではエミリアも復ふつ活かつしましたし、友恵がみなさんに聞きますよ。「さっきの答えを聞かせてもらえますか？　真也を助けるために協力してもらえるか」

エミリア：もちろん、やるよ！

アイヴィ：私も真也さんを助けたいですから協力しますよ。立ち直ったエミリアさんを見て、いろいろと吹っ切れました（笑）。

ガブリエル：俺はエミリアとアイヴィがやるってんなら、やるぜ。こいつらのために力を使うって決めてるんでな。

グレムリン：肩かたを竦すくめて。……彼らがやるんだったら、ボクに異い論ろんはないよ。系けい統とうは違ちがうけど僕ぼくもＸナンバーズだ。それに真也はある意味、ボクの兄みたいなものだしさ。

エミリア：そっか、グレムリンは真也パパとママに作られたんだもんね。

グレムリン：うん、そうだよ（笑）。だから、真也とも家族の絆きずなみたいなものは、何となく感じてるんだ。ロイスも取ってるしね。

アイヴィ：なるほど（笑）。

グレムリン：んじゃまあ、全員一いつ致ちで、友恵の案に乗るってことで決まりかな？

アイヴィ：はい！

エミリア：真也を助けるためにがんばるよ！

ガブリエル：ここまで来たんだ。最後まで付き合うさ。

ＧＭ：「みなさん……。ありがとうございます……！」友恵はみなさんの決意に、一ひと筋すじの涙なみだを流しながら、丁てい寧ねいに頭を下げる。

ガブリエル：照れくさそうに頭をかきながら言おう。……礼なら全部うまくいった時に聞かせてくれ。それで友恵さんよ。俺たちは何をすればいいんだ？

グレムリン：それじゃあ、そこで前のシーンで調べたことを伝えよう。……実は賢けん者じやの石の在処ありかはもう調べてあるんだ。

ガブリエル：ほう、用意がいいな。やるじゃないか、グレムリン。

グレムリン：情じよう報ほう収しゆう集しゆうはボクの得意分野だからね。そう言ってウィンクする。

エミリア：よし！　それじゃあ、今すぐ取りに行こう！

ＧＭ：では、グレムリンの探さがし出したファントムセルの研究施し設せつから、賢者の石を奪だつ取しゆするでＯＫですね？　では、研究施設から賢者の石を奪取する手順を説明しましょう。

アイヴィ：お願いします！




▼チームの決定

　ＰＣは陽動チームと潜せん入にゆうチームの二手に分かれることになります。

　陽動チームが敵てきを引きつけ、その間に潜入チームが賢者の石を取りに行きます。

　チームの人数は均きん等とうでなくてもよく、陽動ひとり、潜入三人という構こう成せいもＯＫ。




グレムリン：ふむふむ。ちなみにこの作戦って、全員が参加しないとダメなのかい？　侵しん蝕しよく率りつ的に厳きびしい人もいるし、休ませてあげられるなら、休ませてあげたいんだけど。

ＧＭ：各チーム最低ひとりいれば大だい丈じよう夫ぶです。ただし、リスクは上がりますけどね。




▼各作戦の実行

　陽動と潜入の順番で、別々のシーンとして演えん出しゆつされます。

　それぞれの作戦が成功したかは、シーンに登場しているＰＣが判はん定ていして決定します。この判定は登場ＰＣ全員で判定し、ひとりでも成功すればよいものとします。

　陽動は〈運動〉〈隠おん密みつ〉、潜入チームは〈隠密〉〈機械操そう作さ〉が重要になります。




ＧＭ：……最終的には、潜入チームが賢者の石を手に入れられれば作戦成功ですね。

ガブリエル：ふむ。

アイヴィ：登場ＰＣのひとりでも判定に成功すればいいってことは、チーム人数が多い方が有利になりますね。判定の機会が増ふえますから。

ガブリエル：……ちなみに、全員で潜入チームで行くって方法はありか？

ＧＭ：可か能のうですが、難なん易い度ど的に結けつ構こう厳しくなりますよ。陽動と潜入のシーンはチームのＰＣ以外登場不可になりますし、陽動チームがうまく動くことで楽になる組み立てなので。

エミリア：そっか～。ちなみに、どんな感じで楽になるの？

ＧＭ：陽動がうまくいけば、潜入チームの障しよう害がいクリアの判定の目もく標ひよう値ちが下がりますね。陽動しないと目標値はかなり高くなります。

ガブリエル：ああ、そうきたか……。なら、全員で潜入ってのはなしだな。

グレムリン：となれば、鍵かぎはチームの分け方だね。

アイヴィ：そうですね。どう分けましょうか？

一同：うーん……。




　どうチームを編へん制せいするか悩む一同。

　能力値や技ぎ能のうをもとに得意分野を申しん告こくし合い、ベストを探さぐり、そして十分後───。




ガブリエル：……よし、これで決まりだ！

ＧＭ：チームが決まったようですね。それでは報ほう告こくしてもらえますか。

ガブリエル：おう。陽動チームは俺がひとりでやるぜ。

アイヴィ：潜入チームは、私とグレムリンがします。

エミリア：あたしは侵蝕率的に厳しいから、お留る守す番ばんすることになったよ。

ガブリエル：エミリアは登場でも戦せん闘とうでも侵蝕率が上がりまくるからな（笑）。

アイヴィ：今回は友恵さんと一いつ緒しよに待っていてください（笑）。

エミリア：うう～、真也のために今すぐ動きたい気持ちなのに～！（笑）

ＧＭ：では、友恵の研究に付き合ってもらうことにしましょう（笑）。まだ、エミリアの対抗種について、彼女の研究は完了してませんからね。

エミリア：ん、分かった！　じゃあ、真也ママを手伝うよ！

ガブリエル：よし。それじゃあ、あとは俺たちが作戦を成功させればＯＫだな。

アイヴィ：がんばりますよ。

グレムリン：やれるだけやってみるさ。

ＧＭ：では、三人がファントムセルの研究施し設せつへ向かったところでシーンを切ります。







対抗種　レネゲイドを侵蝕する力を持っていることを表わすＤロイス。その力は敵だけでなく、自分自身も傷つける諸刃の剣だ。











◆Middle 07◆陽動作戦


Scene Player ──── ガブリエル・ガルシア






　ファントムセルの研究施し設せつ。

　表向き医い療りよう研究所にカモフラージュされたその建物は、山やま奥おくにひっそりと建っていた。

　周囲の森に身を隠し、ガブリエルが正面ゲートを鋭い視線で見つめている。




ＧＭ：では次のシーン。三人がファントムセルの研究施設にたどり着いたあと。まずは陽動チームのガブリエルからがんばってもらいましょうか。

ガブリエル：了りよう解かいだ。どうせなら思いっきり派手にやりたいところだな。

ＧＭ：なら、正面から突っ込んでいって暴あばれ回りますか？（笑）

ガブリエル：いいね（笑）。それで行かせてもらおうか。山道を全速力で突っ走って、研究施設の正面ゲートを銃弾の嵐で吹き飛ばして侵しん入にゆうするぜ！

アイヴィ：うわっ、本当に派手に行った～！（笑）

ＧＭ：鋼こう鉄てつ製せいのゲートがひしゃげて吹ふき飛び、派手な金きん属ぞく音おんを打ち鳴らす。解放された正面ゲートを通り、ガブリエルは施設の庭に躍おどり出ますよ。

ガブリエル：周囲を見渡して、思いっきり叫さけぶぜ。……ファントムセル！　お前らが俺おれたちのことを捜さがしてるようだから、こっちから出向いてやったぞ！

ＧＭ：その叫さけび声の直後、施設内部から警けい備び用のロボット兵士たちが次々と現あらわれる。まずはこのロボット兵士たちが潜せん入にゆうチームに気づかないよう、施設から引きはがす必要があります。

ガブリエル：ＯＫ。そいつは判はん定ていが必要か？

ＧＭ：障しよう害がいのひとつなのでもちろん。目もく標ひよう値ち８の〈運動〉判定になります。

ガブリエル：ＰＤＷで牽けん制せいしつつ、少しずつ後こう退たいして注意を引きつけつつ森に入るとするか。判定は……よしっ、達成値９で成功だ！

エミリア：おおっ！

ＧＭ：お見事！　ガブリエルの牽制と巧たくみな誘ゆう導どうにより、ロボット兵士たちは守るべき施設から離はなれ、森の中まで追ってくる。

ガブリエル：よしよし、いいぞ。その調子で追ってこい！

ＧＭ：安心するのはまだ早いですよ。障害はもうひとつあるのです。

ガブリエル：そういや〈隠おん密みつ〉も重要だって言ってたな。

ＧＭ：というわけで、今度はロボット兵士をかく乱らんして、施設に戻もどらないように釘くぎ付づけするための判定です。やはり目標値は８で、今度は〈隠密〉判定を！

アイヴィ：ガブリエル、がんばってくださーい！（笑）

ガブリエル：おう、気合い入れて行くぜ！　そらっ！（ダイスを勢いきおいよく振ふる）

グレムリン：おおっ、クリティカルしてる！

ガブリエル：（にやりと笑って）達成値17で成功だ。

一同：おおーっ！

アイヴィ：さすがガブリエル。ここぞという時に強いですね！

ガブリエル：実は内心、下手うったらどうしようってドキドキだったけどな（笑）。

グレムリン：なんにせよ、これでこっちは楽になるんだよね。

ＧＭ：ですね。二回とも成功したので、かなり楽になります。

エミリア：やったね！

ガブリエル：おう。ＰＤＷをぶっ放してロボット兵士たちを次々と破壊しながら、注意をひきつける。そして、少しずつ基地から離れて、敵を施設の外へ誘導するぞ。

ＧＭ：施設内で始まった戦闘は、徐々に場所を移していき、やがて森の中へと移っていきます。そして、ガブリエルは姿すがたを巧みに隠かくしながら、次々とロボット兵士をなぎ払っていく。これで敵は完全にあなたに釘付けにされました。

ガブリエル：なら、最後にひとつ言わせてもらうぜ。




　ロボット兵士に銃じゆう弾だんの嵐あらしを浴びせ、再ふたたび姿を隠すガブリエル。

　敵の注意を引きつけながら、彼がぽつりとつぶやく。

「あとはうまくやってくれよ。アイヴィ、グレムリン」







◆Middle 08◆潜せん入にゆう作戦


Scene Player────アイヴィ・ノールズ






　ガブリエルが派は手でに暴あばれているその頃ころ。

　研究施し設せつの裏うら手て側から、こっそりと敷しき地ち内ないに入る、小さな人ひと影かげがあった。

　アイヴィだ。その胸むな元もとにはグレムリンの姿もある。




ＧＭ：では、次は潜入チームのシーンですよ。

アイヴィ＆グレムリン：はーい！

ＧＭ：ふたりは研究施設の裏手側にいますよ。そして施設正面側から、これが合図だとばかりに、ガブリエルが暴れる銃じゆう撃げき音おんや爆ばく音おんが鳴り響ひびいてきます（笑）。

アイヴィ：ガブリエル、ずいぶんと派手にやっているみたいですね（笑）。

グレムリン：その分、ボクらが侵入しやすくなるんだ。いいことだよ。さて、適てき当とうな窓まどを開けて、とりあえず建物の中に入ろうか。

アイヴィ：はい！　グレムリンを両手で抱だきかかえながら建物に近づいていきますよ。そして、光を操あやつって窓ガラスを切り取って鍵かぎを開けちゃいます。

ＧＭ：外にいた警けい備びのロボット兵士が出で払はらっていることもあり、ふたりは簡かん単たんに内部に潜入することに成功します。

グレムリン：まあ、ここまでは楽勝だね。でも、ここからが本番ってところかな？

ＧＭ：その通り。施設内部にはセキュリティが張はり巡めぐらされていますし、ロボット兵士もすべてが出て行った訳わけではないですからね。

アイヴィ：うまく隠れながら進む必要があるわけですね。

ＧＭ：ただ、内部に進むその前に、やってもらうことがひとつあります。

グレムリン：むっ、なんだい？

ＧＭ：施設内のセキュリティを解かい除じよできるかの〈機械操そう作さ〉判定です。これに成功すれば、陽動で下がった〈隠密〉判定の目標値をさらに下げることができますので。

アイヴィ：それで〈機械操作〉も重要だったんですね。

グレムリン：ちなみに今だと、〈隠密〉判定の目標値はいくつなのかな？

ＧＭ：初しよ期き値ちが14。陽動のガブリエルが二回とも判定に成功したので４下がって、現げん在ざいは10になってますね。〈機械操作〉判定に成功すればさらに２下がって、８になります。

グレムリン：なら、ここはボクの出番だね。〈機械操作〉は得意だ。

ＧＭ：ただ、今回は目標値が少し高めですよ。〈機械操作〉判定は目標値10です。

アイヴィ：うっ、ちょっと厳きびしいかも？

グレムリン：ふふん、安心してくれ。技ぎ能のうはないけど、それぐらいなら余よ裕ゆうさ。侵しん蝕しよく率りつボーナスとマシンナーズアデプトの修しゆう正せいを加えて、ダイスは８個こだ。《マシンマイスター》を使ってクリティカル値９で行くよ。

ＧＭ：うおっ、〈機械操作〉のクリティカル値を下げられるんですか!?

グレムリン：支し援えんキャラは経けい験けん点てん的に余よ裕ゆうができるからね。演えん出しゆつ用ように取ったんだけど、役に立ったよ（笑）。

アイヴィ：ラッキーでしたね（笑）。

グレムリン：本当に（笑）。というわけで、バイザーを下げて、ちょっと本気モードで行くよ。それ！　……うん、クリティカルして、達成値は14だ。成功だね。
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ＧＭ：こいつはやられた。近場にある内線から、グレムリンは施設内のセキュリティに侵入することに成功します。それなりに頑がん強きようなブロックプログラムが組まれていますが、あなたにとっては紙きれ同然ですね。

グレムリン：バイザーにプログラムの構こう造ぞうを映うつして解かい析せきしつつ、内ない容ようを書き換かえていく。自分たちがセキュリティの排はい除じよ対象にならないように設せつ定ていしなおすよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。これでセキュリティは無む効こう化かされました。あとは、施設内を巡じゆん回かいしているロボット兵士を避さけつつ、賢けん者じやの石の保ほ管かん場所まで行くだけです。

アイヴィ：どこに保管されているのかは分かってていいんですか？

ＧＭ：構かまいません。グレムリンが〈機械操作〉判定に成功したので、そのついでに賢者の石の保管場所を見つけたということで。

グレムリン：それなら、アイヴィの腕うでに抱だかれながら誘ゆう導どうしよう。……アイヴィ、賢者の石の保管場所は向こうだ。急ごう！

アイヴィ：はい！　グレムリンの指し示じに従したがって先に進みますよ。

ＧＭ：ＯＫ。さて、陽動で多くのロボット兵士が外に出て行きましたが、最さい低てい限げんの数は残っていて巡回しています。見つからずに行けるか〈隠密〉判定をしてもらいましょう。ガブリエルとグレムリンの活かつ躍やくもあり、目標値８にまで下がってますよ。

アイヴィ：今度は私の出番ですね。行きます……達成値９で成功です。

ＧＭ：お見事！　では、アイヴィはロボット兵士たちの巡回の目をかいくぐり、施設の奥おくへと進んでいくことができます。

アイヴィ：そろーりそろーりと周囲を警けい戒かいしながら、ロボット兵士が現あらわれたら物陰に身を隠したり、光を操って姿すがたを消したりして、どんどん進んで行きますよ～。

ＧＭ：アイヴィの能のう力りよくとグレムリンの先せん導どうにより、十分ほどで目的地───物々しい鋼こう鉄てつの扉とびらで閉とざされた保ほ管かん庫こに着きます。ちなみに、セキュリティはカットできてるんで、簡かん単たんな操作で扉は開けられますよ。

グレムリン：じゃあ、ボクがコンソールに取りついて、ポチポチ操作するよ。

ＧＭ：ブシューッという空気音が鳴り、ゆっくりと扉が開いていきます。部屋はちょっとした広さがあり、機械類や薬品類など、さまざまな物ぶつ資しが置かれていますね。

アイヴィ：早さつ速そく、賢者の石を探さがしますよ～。

ＧＭ：アイヴィとグレムリンが部屋の中を歩いて回ると、部屋の奥で小型の培ばい養よう槽そうのようなケースを見つけます。そしてその中には───。




　液体で満たされたケースの中に、淡い輝きを放つ青い物質が浮かんでいる。

　八面体の形状をした青い結晶。

　それこそが、ふたりの求める賢者の石であった。




アイヴィ：おおっ、見つけましたよ！

グレムリン：ちなみにこのケースは持ち運びできるのかな？

ＧＭ：直径十センチ、長さ三十センチほどの円筒形のケースですので、アイヴィなら抱きかかえて持ち運ぶのは十分可か能のうです。

グレムリン：じゃあ、アイヴィの腕から肩かたに乗り移うつって。……このケースはボクが持つには重すぎるよ。アイヴィ、悪いけど運んでもらえるかい？

アイヴィ：分かりました。ケースを回かい収しゆうして、施設から脱だつ出しゆつしますよ！　そして施設から離はなれたところで、ガブリエルに賢者の石を無事に手に入れたと連れん絡らくを入れます。

ＧＭ：では、賢者の石奪だつ取しゆ作戦が成功して、それぞれ脱出したところでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle 09◆その決意は固く


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　無事に賢けん者じやの石を手に入れた一行。

　真也を救うための鍵かぎは手に入った。

　だが、真也を助ける際さいに発生するリスクは消えていない。

　彼らの覚かく悟ごがためされる……。




ＧＭ：次のシーンに行きましょう。時じ系けい列れつとしては賢者の石奪取作戦が終了した後で、エミリアは友恵と一いつ緒しよにみんなの帰き還かんを待ってるところだと思ってください。

エミリア：はーい。あたしはお母さんの研究に協力してるんだよね？

ＧＭ：ええ。といっても、お願いされたのは血けつ液えき採さい取しゆぐらいですけどね。あとは、Ｘ島で受けた実験について二～三ほど質しつ問もんされたり。

エミリア：意外と暇ひまな感じっぽいね。それじゃあ、ぼんやりみんなのことを考えてよう。……みんな、大だい丈じよう夫ぶかなぁ？

アイヴィ：では、そこで登場しますよ。ガブリエルとグレムリンも一緒に！

グレムリン：了りよう解かい。じゃあ、ボクはアイヴィの肩にちょこんと乗ってるよ（笑）。

ガブリエル：俺は派手に暴あばれたんで、ちょっと服がボロけてるぜ（笑）。……おう、エミリア、友恵さん、戻もどったぜ。

エミリア：わーい、メッチャ喜んで駆かけ寄よる！　よかった、心配したよ～！

ガブリエル：まあ、ひとりで留る守す番ばんだったもんな。心配するのも当然か。だが、安心しな。この通り、全員無事だからよ。

エミリア：うん、本当によかったよ！　満面の笑えみで応える。

ＧＭ：さて、エミリアがみなさんの帰還を喜んでいると、友恵もほっと安あん堵どします。その直後、表ひよう情じようが研究者のキリッとしたものに変わって、みなさんに訊ききます。「それで、賢者の石は手に入りましたか？」

アイヴィ：はい、ここにあります！　胸むねに抱だいてるケースをずいっと差しだしますよ。

エミリア：アイヴィ、すごーい！

アイヴィ：いや、私だけではなく、みんなが協力した結果ですから（笑）。

エミリア：じゃあ、みんな、すごーい！（一同笑）

ＧＭ：円えん筒とう形けいのケースの中で輝かがやく賢者の石を、友恵は観察して。「……確たしかに賢者の石ですね。これで真也を救う可か能のう性せいを繫つなげます……」差しだされたケースを彼女は受け取りますよ。

ガブリエル：やれやれ、これで一仕事終わりだな。少しは休めたりするか？

ＧＭ：そうですね。賢者の石に施ほどこす処しよ理りなど、友恵の方もやることがありますので、準じゆん備びが整うまでは、少し空き時間ができます。

ガブリエル：それなら俺は一服つきながら、身体からだを休めてるとしようか。

グレムリン：じゃあ、ボクは友恵についていって、手伝いとかしてもいいかな？

ＧＭ：いいですよ。「ありがとう、グレムリン」穏おだやかに微笑ほほえみ、お礼を言う友恵。

グレムリン：それには、にっと笑顔で応こたえよう。

アイヴィ：私はエミリアさんと話でもしてましょうかね。

エミリア：いいよ～。どんな話がいい？

アイヴィ：じゃあ、私たちの作戦中、エミリアさんが何をしてたのか訊いてみたり。

エミリア：研究されてた！　まあ、採血されたり、質問されたりしただけだけどね。

アイヴィ：なんだか健康診しん断だんみたいですね（笑）。

エミリア：言われてみれば。うん、注ちゆう射しやがちょっと痛いたかった（笑）。




　つかの間の休息、これから来る戦いに備そなえ、それぞれ身体を休めていく。




ＧＭ：……そして一時間後、みなさんのもとに友恵が戻ってきますよ。

エミリア：準備ができたんだね。

ＧＭ：ええ。友恵が真しん剣けんな表情でみなさんに告げる。「賢者の石に、みなさんのレネゲイドを取り込こませる準備ができました。ただ、作業の前にもう一度確かく認にんさせてください」

アイヴィ：なんですか？

ＧＭ：「この賢者の石によって真也を救えるかもしれません。ですが、それが同時にとても危き険けんな賭かけであることは、前にも言った通りです」

ガブリエル：ジャーム化を解とくわけじゃない。暴ぼう走そうが悪化する可能性もあるし、最悪、賢者の石の拒きよ否ひ反はん応のうで死ぬかもしれないんだったか？

ＧＭ：友恵はこくりと頷うなずき。「私の考えた方法は、ジャーム化からさらなる進化をうながすことで、真也の理り性せいを取り戻せるかもしれないというものです。つまり、成功しても真也は普ふ通つうのオーヴァードに……人間には戻れません……」

アイヴィ：でも、真也さんの心は救えるかもしれないんですよね？

ＧＭ：そうです。ただ、それに対するリスクが高すぎる。だからこそ、友恵はもう一度確認したいんです。「みなさん、真也を救うために……協力してもらえますか？」




　不安そうに問いかける友恵。




エミリア：そんなの今いま更さらだよ！　あたしたちはもう決意してる。真也を救うって！

アイヴィ：私たちは希望があるなら、それに挑いどみたいです。

ガブリエル：俺たちは真也を信用している。なに、必ず上手うまくいくさ。

グレムリン：ボクはあえて空気を読まないセリフを言おう（笑）。……やれやれ、みんな気楽だね。とんでもないリスクを背せ負おうことになるっていうのにさ。

ガブリエル：それには、にやりと笑ってこう言おう。……それなら、お前はここで留る守す番ばんしてるかい、グレムリン？（笑）

グレムリン：そういう反はん応のうを待ってました（笑）。不ふ敵てきな笑みで応おうじるよ。……ふふん、まさか！　昌喜と友恵のためにも、ボクだって真也は救いたいんだからね！

ＧＭ：それぞれの決意を語ると友恵は、「みなさん……ありがとうございます……」と涙なみだを流しながらお礼を言います。

エミリア：じゃあ早さつ速そく、真也を救うための準備を始めようよ！　えーっと、あたしたちは何をすればいいのかな？

ＧＭ：まずは賢けん者じやの石にみなさんのレネゲイドを記録させるため、採さい血けつさせてもらいます。

ガブリエル：グレムリンはどうするんだ？

グレムリン：真也の進化に必要なのは他の三人のレネゲイドだったんだろ。ボクのは必要ないんじゃないかな？　いや、必要なら部品のひとつも提てい供きようするけどさ（笑）。

ＧＭ：そうですね……。今までの流れもありますから、エミリア、アイヴィ、ガブリエルの三人分で大だい丈じよう夫ぶとさせてもらいます。

グレムリン：了りよう解かい。ある意味、よかった。クライマックスになって、「ネジが一本足りない！　ガガガガ……！」とか、故こ障しよう演えん出しゆつしちゃいそうだったし（一同笑）。

ＧＭ：そいつは勘かん弁べんしてください（笑）。さて、採血を終えた友恵は、賢者の石の入ったケースを研究用機材に取り付けます。そして───。




　研究機器が起動し、賢者の石に刺し激げきを与あたえて少しずつ活かつ性せい化かさせていく。

　そして、そこに三人から採取された血けつ液えきが流し込まれる。

　ケース内に満ちる液体に血の赤が混まじった直後、一瞬でそれは賢者の石に吸きゆう収しゆうされた。




ＧＭ：……賢者の石がみなさんの血液を取り込んだのを確認したところで、友恵が機械を止めます。そして、賢者の石の入ったケースをみなさんに差しだす。

エミリア：じゃあ、それを受け取って。……これで真也が救えるかもしれないんだね。

ＧＭ：友恵はこくりと頷く。「この賢者の石を取り込ませることで、みなさんのレネゲイドを真也は吸収します。そうすれば、あの子の進化がうながされるはず」

ガブリエル：なるほどね。

ＧＭ：あと、賢者の石以外にも、真也を救うために渡わたすものがあります。

アイヴィ：えっ、何ですか？

ＧＭ：友恵は懐ふところから小型の圧あつ縮しゆく注ちゆう射しや器きを取り出して、エミリアに渡します。「エミリアさん、これを持っていってください」

エミリア：これは？

ＧＭ：エミリアの持つ対たい抗こう種しゆのデータをもとに研究して作られた、ファントムキラーという薬品で、真也の古代種を消すためのものですね。真也のファントムコードは古代種のレネゲイドに刻きざまれているので。

エミリア：おおっ！

ガブリエル：そうか。真也が究極のレネゲイドになった後、マスターファントムが出てきて、ファントムコードを使われたら厄やつ介かいだものな。操あやつられないための対たい策さくか。

ＧＭ：そういうことです。ちなみにファントムキラーはシナリオ限げん定ていの特とく殊しゆアイテムですね。効こう果かは───。




▼ファントムキラー

　マイナーで使用することで、そのシーンの間、対抗種に以下の効果を追加する。

　古代種を持つキャラクターに攻こう撃げきが命中した場合、ダメージに＋３Ｄ10点する。

　ただし、あなたは１Ｄ10点のＨＰを失う。




ＧＭ：……となっております。一時的に対抗種を変へん容ようさせる薬品だと思ってください。

グレムリン：使用はマイナーか……。う～ん、なんかそこで苦労しそうな気がする。

ガブリエル：それにダメージは上がるが、反動が普ふ段だんよりでかくなる可か能のう性せいもあるな。

エミリア：１Ｄ10点か～……。あたし、こういう出目高いから心配だよ（笑）。

アイヴィ：そこは気合いでがんばりましょう！（笑）

エミリア：そうだね。うん、気合いだ！（笑）

ＧＭ：では次に真也を救う方法ですが、これは二つの段だん階かいをふむ必要があります。




▼真也を救う方法：第一段階

　賢者の石を埋うめ込み、真也の持つレネゲイドを進化させる必要があります。

　賢者の石を埋め込むには、メジャーアクションで埋め込むことを宣せん言げんした上で、真也の〈回かい避ひ〉と〈白兵〉で対決して勝利しなくてはなりません。




ガブリエル：〈白兵〉か……。

グレムリン：そうなると、やっぱりエミリアが賢者の石を持つのがいいかな。

ＧＭ：でしょうね。でも、二段階目を聞けば悩なやむと思いますよ。




▼真也を救う方法：第二段階

　賢者の石を埋めこんだ後、ファントムキラーを使用したエミリアが、真也のＨＰを０にする必要があります。これにより真也の古代種は昇しよう華かされ、ファントムコードの呪じゆ縛ばくから解かい放ほうされます。

　なお、ファントムキラーは対抗種の効果を変更するものなので、エミリア以外に第二段階を達成することはできません。




ガブリエル：最後の一いち撃げきはエミリアじゃないとダメなのか!?

グレムリン：こいつはまいったね……。なるべくなら、同一ラウンドにふたつともやっちゃいたいんだけど……。

アイヴィ：でも、エミリアさん以外に〈白兵〉が得意な人いないですよね。他の人だと、賢者の石を埋め込むのに失敗する可能性がありますし……。

一同：うーん……。




　真也を救いながら、犠ぎ牲せいを出さないための、もっともよい方法を探さぐる一同。

　そうして、みんなが頭を悩ませていると───。




ガブリエル：ああっ！　俺だ、俺がいるじゃないか！

アイヴィ：えっ、いや、ガブリエルはここにいますけど？（笑）

ガブリエル：違ちがう、そういう意味じゃない！（笑）　今気づいたけど、俺は《カスタマイズ》＋《錬れん成せいの掟おきて》の組み合わせで、〈白兵〉のクリティカル値ちを下げられるんだよ！

一同：…………ああっ！

ガブリエル：持っている武器が射撃攻撃用だからすっかり抜ぬけてたぜ！

グレムリン：こいつは僥ぎよう倖こうだね。よし、真也を助ける手順を確たしかめよう！




　彼らが立てた作戦はこういうものでした。

　まず、真也との戦せん闘とうで倒たおれない程てい度どにダメージを稼かせぎます。

　そして、頃ころ合あいを見計らってエミリアが待機。

　ガブリエルが賢者の石を真也に埋め込み、その後、エミリアが待機を解除。

　ファントムキラーを使用した上で、最後の一撃を撃うち込こむ。




グレムリン：……この方法なら、一ラウンドの間に賢者の石の埋め込みとエミリアの攻撃を同時にできる！

アイヴィ：これならいけそうですね！

ＧＭ：では、賢者の石の埋め込み役はガブリエルですね。ならば、賢者の石に直接触れても大丈夫なように、友恵が彼の義手に抗レネゲイド処理を施してくれます。

ガブリエル：なら触れていきなり、俺の方が石に取り憑かれるようなことはないわけだな。助かる。よし！　それじゃあ、真也のもとに……って、そういや俺おれたち、真也の居い場ば所しよを知らないぞ（笑）。

エミリア：あうっ!?

グレムリン：いや、それならたぶん大だい丈じよう夫ぶ。昌喜が追ってるはずだから、連れん絡らくしてみよう。もしかしたら、居場所を突つき止めてるかも。

アイヴィ：ああっ、そういえばグレムリンが情じよう報ほう収しゆう集しゆうしてるときに、そんなやりとりしてましたね。

グレムリン：うん（笑）。というわけで、昌喜に連絡するよ～。

ＧＭ：通信回線を開こうとするグレムリンなわけですが……回線が繫つながりません。

グレムリン：あれ？　もしもし、もしもーし！

ＧＭ：しばらくコールしてみますが、やはり昌喜は出ません。

グレムリン：何か連絡に出られない状じよう況きようなのかな？

エミリア：通信に出られない状況って？

ガブリエル：そうだな。たとえば、通信が来てるのに気づいてない。あとは通信機を落としたとか。他ほかには何かと交戦中……。

一同：…………。

グレムリン：何だか、嫌いやな予感がしてきた。ＧＭ、昌喜の居場所を探さぐりたいんだけど。

ＧＭ：では、〈追つい跡せき〉で判はん定ていしてもらいましょう。目標値は９。ちなみに失敗すると、昌喜が本当に危険なことになるので、がんばってください。

グレリムン：な、なに───っ!?　み、みんなも助けて！

エミリア：わ、分かった！




　昌喜の安あん否ぴに関かかわると聞き、真しん剣けんな表ひよう情じようでダイスを振ふる一同。

　その結果は───。




エミリア：やった、クリティカルだ！　達成値17で成功だよ！

ガブリエル：俺もクリティカルして達成値18だ。追跡なら元軍人の俺に任まかせろ（笑）。

ＧＭ：では、エミリアの占うらない、ガブリエルの追つい跡せき術じゆつと電波受信能のう力りよくなどを組み合わせた結果、昌喜の居場所が判はん明めいします。とある山中にいるようですね。周囲でファントムセルの動きがある上、どうやら真也と交戦中のようです。

エミリア：ええっ!?

アイヴィ：それってやばくないですか!?

ガブリエル：確かに……。昌喜は真也と戦えないだろうし、真也は手て加か減げんなんぞしないだろうし、かなりやばそうだな。

グレムリン：ま、昌喜[image: ][image: ][image: ]！（オロオロ）

エミリア：即そつ行こうで外に出て、《ヴィークルモーフィング》で車を造る！　そして、みんなが乗ったところで、アクセル全開！　みんな、しっかりつかまってて！




　───もう絶対に誰も失ったりしない！

　エミリアは強い決意を胸にアクセルを踏み込む。

　彼女の造り出した車が、みんなを乗せて猛然と走り出す。




　真也を、昌喜を救うために、彼女たちは戦いの場へと急ぐ。







《カスタマイズ》　武器を攻撃に適した形状に変化させる、モルフェウスのエフェクト。

《錬成の掟》　物質変換を高速で行なう、モルフェウスのエフェクト。

《ヴィークルモーフィング》　物質変換により乗り物を造り出す、モルフェウスのエフェクト。











◆Middle 10◆亡霊の策謀


Master Scene






　とある山の奥おく深ふかく。木々の生おい茂しげる森の中で甲かん高だかい金きん属ぞく音おんが鳴り響ひびく。

　一度、二度、三度……連続して鳴るその音は、異い形ぎようの拳こぶしがぶつかり合う音だった。

　拳を交えるふたつの影かげ。その正体は……。




ＧＭ：クライマックスの前にマスターシーンが入りますよ。場所はみなさんが向かった山の奥。漆しつ黒こくの人影がふたつ、目まぐるしく動きながら、ぶつかり合っています。

ガブリエル：戦せん闘とうまっただ中って感じか。

ＧＭ：（こくりと頷うなずき）人影の正体は真也と昌喜。真也が獣けもののような唸うなり声を上げて襲おそい掛かかっており、それに昌喜が何とか耐たえている状況だと思ってください。




　漆黒の外がい装そうをまとった真也と昌喜がめまぐるしく動く。

　そして、ふたりの拳がぶつかり合い、その衝しよう撃げきに互たがいの距きよ離りが開いた。




ＧＭ：……間合いを取ったところで昌喜が叫さけぶ。「止やめるんだ、真也！」だが、彼の制せい止しの声もむなしく、真也は攻撃を再さい開かいします。

グレムリン：うう、昌喜～……。

ＧＭ：昌喜は防ぼう戦せん一方になりながらも、何とか状況を均きん衡こうさせています。真也が身体からだを一いつ瞬しゆんたわめ、全力で突とつ撃げきを仕掛けてくる。それを避よけるべく、昌喜が動いた直後───。




　昌喜の背はい後ごから突とつ如じよ、彼めがけて黒い閃せん光こうが放たれた。

　真也に意い識しきを集中していた昌喜はそれに反はん応のうできず、閃光に肩を貫かれて動きを止める！




ＧＭ：……そして、それに追い討うちをかけるように真也の拳が、昌喜の胸むねを打つ！　彼は十メートルほど吹ふき飛んで地面に倒たおれると、そのままぐったりとして動かなくなります。

ガブリエル：マジでやばいじゃねえか！　つーか、黒い閃光を放ったのは誰だれだ？

ＧＭ：朦もう朧ろうとする意識の中、昌喜が閃光の飛んできた方を見ると───。




　そこには、邪じや悪あくな笑えみを浮うかべるマスターファントムが立っていた。

「そろそろお前には舞ぶ台たいから降おりてもらおう。最も早はや旧型に用はないのでな」

　冷れい酷こくに言い放つと、マスターファントムは森の中へと姿すがたを消す。

　その直後、昌喜は気を失った。そして、彼にとどめを刺すべく、真也が近づいていき───。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆真也を救え！


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　静せい寂じやくに包まれた山やま奥おくへと進むエミリアたち。

　彼女らがそこで目にしたのは傷きずついた昌喜と、彼にとどめを刺さんとする真也の姿すがただった。

　真也を救い、昌喜を助けるために四人が動く！




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ。全員登場でお願いします！

一同：はーい！

ＧＭ：真也の居い場ば所しよをつきとめ急行したみなさんが、現げん場ばにたどり着いたところからシーンは始まります。目の前には気を失い倒たおれる昌喜と、彼に向かって今まさに拳こぶしを振ふり下ろそうとしている真也の姿が見える！

エミリア：真也！　必死に呼よびかけるよ！

ＧＭ：すると、真也は一瞬動きを止め、ギロリとみなさんの方へ視し線せんを動かします。

グレムリン：昌喜よりエミリアたちの方が興きよう味みを引くんだね。ちなみに昌喜の様子は？

ＧＭ：肩かたと胸むねに大きな傷きずを負っており、かなりの重じゆう傷しよう。ただ、死んではいません。かすかに呼こ吸きゆうをしていて、気を失っているだけなのが分かります。

グレムリン：ほっ、よかった～。

ＧＭ：おっと安心してばかりもいられませんよ。みなさんの方を向いた真也が、その身から激はげしく殺気を放ちながら、力を解かい放ほうし始めます。

ガブリエル：俺おれたちが分からないのか。真也！　とりあえず、呼びかけるぞ。

ＧＭ：すると真也は、前に会った時と同じく血走った目をみなさんに向ける。今の彼には、みなさんが自分の飢うえを満たす食しよく糧りようにしか見えていないようですね。

ガブリエル：そうか……。なら今、お前が帰ってくるきっかけをつくってやるさ！

アイヴィ：何があっても、あきらめないで頑がん張ばりましょう！

エミリア：力強く頷うなずいて。……真也にごめんなさいも、ありがとうも、いっぱい伝えたいから。あたしの知っている、諏訪原真也に伝えたいから、今は戦うよ！　決意を固めて《インフィニティ・ウェポン》で鎌かまを作り出す！　そして、真也のロイスをＳロイスにするよ！

アイヴィ：あたしも真也さんのロイスをＳロイスにします！

ＧＭ：了りよう解かい！　では、あなたたちの決意に反はん応のうするかのように、真也はひときわ大きな咆ほう哮こうを上げて、戦せん闘とう体たい勢せいを取ります。

アイヴィ：う～、この後でマスターファントムが出てきて戦闘になりそうですし、なるべく余よ力りよくを残したいですね……。

ガブリエル：確かにな。とはいえ、そこまで余裕があるかどうか……。まあ、ここまできて悩んでも仕方ない。今は真也に集中だ！

エミリア：うん！　真也……今、助けるから！

ＧＭ：敵てきは真也ひとり！　彼の殺意に満ちた《ワーディング》が展開されます。さあ、衝動判定を。そして、戦闘を開始しましょう！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずはセットアップから。

ガブリエル：早さつ速そく、生まれ変わった俺の力を見せるとき！　《フルインストール》を使うぜ！

ＧＭ：こちらは真也が《時間調ちよう律りつ》から、《ヴァイタルアップ》＋《フルインストール》を使います。バリバリと漆しつ黒こくの稲いな妻ずまを放出しながら、獣けものの本ほん能のうをむき出しにします。

グレムリン：真也のイニシアティブはいくつかな？

ＧＭ：７ですね。実は真也が正気だった頃ころと能のう力りよく値ちは変わってないので遅おそい（笑）。

ガブリエル：となると、真也の行動がラストか。

アイヴィ：ですね。これなら被ひ害がいは最さい小しよう限げんですむかも？

ＧＭ：（にやりと笑い）さーて、それはどうでしょうか？　とりあえず先手のアイヴィから行動を……と言いたいところですが、ここで真也は《時間凍とう結けつ》を使います！

グレムリン：うおっ、いきなりか!?

ＧＭ：真也の三つの歯車が高速回転して世界が灰はい色いろに染そまる。時の止まった世界の中、真也だけが動きます。《黒星粉ふん砕さい》で全員に攻こう撃げき！　彼が獣の咆哮を上げると、巨きよ大だいな魔ま眼がんが出しゆつ現げんしてみなさんに向かって射しや出しゆつされる！

アイヴィ：回かい避ひ不ふ可かの攻撃エフェクト！　初撃のために切り札二枚まい切りですか！

ＧＭ：暴ぼう走そう真也は最初から全力全開です！

グレムリン：侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％を超こえてるガブリエルを《マグネット・フォース》でカバーリング！　周囲の土くれから自分のコピーを作りだして壁かべにする！　他のみんなは自前で耐えて！

エミリア＆アイヴィ：了解！

ＧＭ：真也の生み出した巨大ブラックホールが、空間を歪めながらみなさんを吞み込もうと迫る！　ダメージは10Ｄ10で……実ダメージ57点をプレゼント！




《リザレクト》で再ふたたび立ち上がる一同。




エミリア：うわ、ＨＰ３点で復ふつ活かつしちゃった！　攻撃したら、対たい抗こう種しゆの効果でＨＰが３点減るからきっかり倒たおれちゃう……。

アイヴィ：うっ、厄やつ介かいですね……。《リザレクト》できるからって油ゆ断だんしてました。ここは《ミスディレクション》すべきでしたか。

グレムリン：いや、今のは仕方ないよ。ガブリエル以外は《リザレクト》できる状じよう況きようだったんだし、《ミスディレクション》を使わない方が普ふ通つうだ。

エミリア：そうそう、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、まだ余よ裕ゆうはあるからさ！

アイヴィ：うう、みなさんの優やさしさが心にしみます（笑）。

ＧＭ：さて、これで《時間凍結》による攻撃は終しゆう了りよう。次はアイヴィの手番。

アイヴィ：はい。マイナーアクションで《光の衣ころも》。《サイレンの魔ま女じよ》＋《マシラのごとく》その他で攻撃です！

ＧＭ：そっちもいきなり切り札を切ってきましたか！

アイヴィ：真也さんが《イモータルライフ》を持ってるのは分かってますから。まずは一回倒すために全力でいきますよ！　命中は……達成値29です！

ＧＭ：《光の衣》で不意打ち扱あつかいなので、避よけられません。光を屈くつ折せつさせて姿を消したアイヴィが、真也の知覚外から光と風の嵐あらしを吹かせる！

アイヴィ：ダメージは59点、装そう甲こう値ち無む視しです！

ＧＭ：ならばここで《斥せき力りよく障しよう壁へき》！　16点引いて43点食らいました。光と風の嵐が、重力によってねじ曲げられ、威い力りよくが減げんじられる。だが、それでもなお攻撃は真也の漆黒の外装を砕き、その下の肉体をも切り裂いていきます。

グレムリン：むうっ、ダメージ軽減エフェクトも持ってるとは。

ＧＭ：ふっふっふっ、ジャーム化した結果、真也の能力が強化されているのですよ。なので、取得エフェクトはかなり増ふえてますよ。

ガブリエル：そいつはなかなか厄介だな。

エミリア：でも、負けるわけにはいかないよ！　次はあたしの番だね。ここはファントムキラーを使って攻撃かな？

グレムリン：……いや、エミリア。待機してもらえないかな。

エミリア：えっ？

グレムリン：真也が動くまでまとまってた方がたぶんいい。真也はシーン攻撃ができないし、範はん囲い攻撃がきてもアイヴィが《ミスディレクション》で、対象を単体にできる。真也が行動するまで様子を見た方が、たぶんそれぞれの負ふ担たんが低くてすむはずだ。

エミリア：おおっ、なるほど！　じゃあ、待機するよ！

ＧＭ：むう、クレバーですね。シンドロームから手の内が読まれてる（笑）。

ガブリエル：それなら、次は俺の番だな。新しく生まれ変わった、攻撃型ガブリエルの力を試ためさせてもらうぜ。

アイヴィ：ガブリエル、がんばってください！（笑）

ガブリエル：おう！　マイナーで《ロックオンサイト》、メジャーで《雷らい光こう撃げき》＋《カスタマイズ》＋《クリスタライズ》その他で攻撃！　これでダイス30個このクリティカル値７だな。

ＧＭ：ダイス30個っ!?

エミリア：メチャクチャ振ふるダイスの数、増えたね！

ガブリエル：《フルインストール》と《ロックオンサイト》のおかげさ。行くぜ……命中の達成値は48だ！　ＰＤＷから雷光を纏まとった弾だん丸がんを次々と発はつ射しやする！

ＧＭ：回かい避ひは……達成値20で失敗！

ガブリエル：ダメージは５Ｄ＋23で……46点の装甲値無視だ！

ＧＭ：ならば《ショックアブソーブ》！　20点弾はじいて累るい積せきダメージ69点でギリギリ耐たえる！　アイヴィの攻撃で傷ついた外装が、ガブリエルの放った無数の弾丸によってさらに削られていきますが、真也は時間を巻き戻して外装を修復、攻撃に耐えます！

ガブリエル：ちっ、《イモータルライフ》は使わせられなかったか。

アイヴィ：でも、切り札をひとつ使わせましたし、十分ですよ。

グレムリン：だね、さて、次はボクの手番だけど待機だ。侵しん蝕しよく率りつに余よ裕ゆうはあるし、支し援えんは後に回してカバーリングの構かまえといかせてもらうよ。

ＧＭ：ならば、真也の行動！　マイナーで《雷らい撃げき収しゆう束そく》、メジャーで《因いん果が歪わい曲きよく》＋《インビジブルハンド》＋《魔ま王おうの腕うで》＋《雷いかずちの槍やり》その他で攻こう撃げき！　真也が拳を振り上げると、その先に漆黒の稲妻をまとった、巨大な重力球が生み出される！

ガブリエル：ＵＧＮの戦せん闘とう記録にあった遠えん距きよ離りの敵てきを攻撃してたヤツか。

ＧＭ：その通り。範囲攻撃なのでみなさん対象になります。さらに！　１点でもダメージが入ったら、転てん倒とうが入りますよ。

グレムリン：むっ、なかなか厄やつ介かいなバッドステータスを仕し込こんできたね。

アイヴィ：転倒は回かい復ふくにマイナーを使いますから、エミリアさんが受けたらやばかったです。待機してもらったのは正せい解かいでしたよ。《ミスディレクション》で対象を私単体に変へん更こうです！　光で幻げん像ぞうを作りだして、攻撃の着ちやく弾だん点てんをずらさせます！

ＧＭ：では、命中は35！

アイヴィ：一いち応おう、回避は試みますが……失敗しました。

グレムリン：なら、ボクが《マグネット・フォース》でアイヴィをカバーリングだ。三体のコピー人形が身体を張はって、攻撃を受け止めるよ！

ＧＭ：荒あれ狂くるう重力と漆しつ黒こくの稲いな妻ずまが破壊の嵐となって、アイヴィの前に飛び出したグレムリンへと殺さつ到とうする！　ダメージは49点！　装甲値は有効です。

グレムリン：一回倒れてるし、装甲が効いても耐えられないなぁ。《リザレクト》だ。ＨＰ７点で復活。コピーロボを三体生み出してかばわせたのに、何故なぜか七体戻もどってくる（笑）。

アイヴィ：増えてる～っ!?（一同爆笑）

ガブリエル：ああ、そうか。コピーロボの数＝ＨＰなのか（笑）。

グレムリン：うん（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。さて、それでは次は待機組の行動ですよ。

グレムリン：まずはボクから動かせてもらうよ。まず、マイナーでジェネシフト！　振ふるダイスは１個で……おおっ、ぴったり[image: ]％になった！（笑）

ガブリエル：大した運だな、グレムリン（笑）。

グレムリン：さあ、これでようやく本ほん領りよう発はつ揮きだ。《要かなめの陣じん形けい》＋《解かい放ほうの雷いかずち》＋《絶ぜつ対たいの空間》で、ボク以外のみんなに支援を飛ばす。判はん定ていは……うん、成功だ。これで次のメジャーアクションのクリティカル値ちが-1、さらにダメージ＋３Ｄ10されるよ。

エミリア：おおっ、すごいじゃん！

ＧＭ：全員あわせて、９Ｄ10点分のダメージが底上げされるのか……。うおーっ、やばい！　想そう像ぞう以上にグレムリンの支援が強い！

グレムリン：ふっふっふっ、バイザーを下ろして戦闘データを分ぶん析せき。さらにみんなの生体電流を加速させて、潜せん在ざい能のう力りよくを解放するよ！　……今だ！　行け、エミリア！

エミリア：オッケー！　マイナーで真也のところに移い動どうして、《コントロールソート》＋《レインフォース》その他で攻撃！　グレムリンの支援もあって……命中は48！

ＧＭ：回避失敗！

エミリア：ダメージ行くよ！　基き本ほんが５Ｄ、対たい抗こう種しゆで２Ｄ、《解放の雷》の効こう果かがあるからさらに３Ｄ足して、10Ｄ10＋８スタート！

ＧＭ：じゅ、10Ｄ10!?

エミリア：ダメージ84点の装そう甲こう値ち無む視し！　本当は傷きずつけたくないけど、決意を込こめて鎌かまを振り切るよ！　……真也、ごめん。でも、あなたを助けたいから！

ＧＭ：これで累るい積せきダメージ[image: ]点。真也は倒たおれるが、ここで《イモータルライフ》！　ＨＰ14点で復活します！　潜在能力を解放されたエミリアの鋭するどい一撃が、真也を袈け裟さ懸がけに切り裂さく。だがその直後、真也が歯車を回転させて時間を巻まき戻もどし、自身の傷きずを強ごう引いんに治します！

エミリア：その直後に対抗種でＨＰを３点失って、あたしも倒れる。でも、お兄ちゃんのロイスをタイタス化して起き上がる！

アイヴィ：えっ、すぐに立ち上がるんですか？

グレムリン：そうしないと《サポートデバイス》が使えないからだね。

エミリア：うん。どのロイスも切りたくないんだけど……。しょうがないから、ここは仲の悪いお兄ちゃんを思い出に！

アイヴィ：お、お兄さん……（笑）。

エミリア：対抗種の能力を使った痛いたみで倒れそうになるけど、鎌を杖つえ代がわりにしてギリギリで耐たえるよ。……真也、もうすぐ……もうすぐ助けるから！

ＧＭ：エミリアの決意に、真也は殺気に満ちた獣けものの咆ほう哮こうで応えます。これで全員、行動終しゆう了りようですね。では、次のラウンドに行きますよ。




◆第二ラウンド
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップ。

エミリア：《サポートデバイス》を使うよ。キッと真也を見つめて、精せい神しんを集中する！

ガブリエル：俺は《フルインストール》二発目だ！

アイヴィ：賢けん者じやの石を埋め込むんですね。

ガブリエル：おう、失敗したらマジでやばいからな。ここは本気で行くぜ！

ＧＭ：だが、こちらもそう簡かん単たんにやらせませんよ。真也は《時間調ちよう律りつ》から《フルインストール》＋《赤方偏へん移い世界》を使用！　これでイニシアティブ13まで上じよう昇しようします！

ガブリエル：うおっ、俺おれより速くなりやがった！

グレムリン：エミリアの方が真也より速いけど、賢者の石を埋うめ込めないと意味がない……。これは真也の一いち撃げきは覚かく悟ごするしかないか。




　イニシアティブ変化によって作戦変へん更こうを余よ儀ぎなくされる一同。

　賢者の石を埋め込むため、アイヴィとエミリアは待機を選せん択たく。

　そして、手番が加速した真也に回る！




ガブリエル：さあ来い！　真也！

ＧＭ：真也は獣の本能に従したがうように、接せつ近きんしてきたエミリアを狙ねらいますよ。《漆しつ黒こくの拳こぶし》＋《巨きよ神しんの斧おの》＋《雷らい光こう撃げき》その他で攻撃！　漆黒の稲いな妻ずまを纏まとった拳が、エミリアに向かって打ち出される！　命中は49！

エミリア：うう～、回かい避ひは失敗！

ＧＭ：ダメージは48点の装甲値無視！

ガブリエル：ここでエミリアが倒れるのはまずいな。《砂さ塵じんの城じよう壁へき》でダメージキャンセル！　……これ以上、お前にエミリアを傷つけさせるわけにはいかねえんだよ！

ＧＭ：唸うなりを上げる真也の拳と、ガブリエルが大量の砂すなを圧あつ縮しゆくして創つくり上げた壁がぶつかり合い、すさまじい衝しよう撃げきが走る。だが、砂の壁はびくともしない！

エミリア：ごめん、ありがとうガブリエル！

ガブリエル：なに、こいつが俺の役やく割わりだ。気にすんな。それより、いよいよ真也を助ける時だぜ。気合い入れろ、エミリア！

エミリア：うん！

ガブリエル：まずは俺だ！　アタッシュケースから取り出した賢者の石を義手で握り締めて、真也の胸に叩き込む！《カスタマイズ》＋《錬れん成せいの掟おきて》を使って……命中は54だ！

ＧＭ：54っ!?　苦手な白兵なのにずいぶんと達たつ成せい値ちが高いですね！

ガブリエル：《フルインストール》のダイスボーナスと《解かい放ほうの雷いかずち》のおかげさ。こいつはさすがに避けられんだろう！

ＧＭ：くっ……回避は21で失敗！　ガブリエルの義ぎ手しゆが真也の胸むな元もとに叩たたき込まれ、同時に賢者の石が埋め込まれます！　第一段階、成功しました！

グレムリン：さて、どうなる？

ＧＭ：賢者の石を取り込んだ真也は、今までの獣けものの表ひよう情じようから一転、苦く悶もんの表情を浮うかべます。体内でレネゲイドの力が増ぞう幅ふくされ、制せい御ぎよしきれない力が雷光となって、周囲へと迸ほとばしる！

エミリア：ここで待機解かい除じよするよ！　……真也、今助けるから！　決意を固めながら、マイナーでファントムキラーを自分に撃うつ！

ＧＭ：パシュッと軽い空気音と共に、ファントムキラーがエミリアの体内に撃ち込まれる。そして、体内の対たい抗こう種しゆが、古代種へ特化した形へと一時的な変へん異いを起こしていきます！

グレムリン：《コントロールソート》その他で、真也に攻撃！　命中は38！　お願い、これで止まって、真也！

ＧＭ：振ふり下ろされるエミリアの大おお鎌かま。だが、その瞬しゆん間かん、真也の胸元で賢者の石が輝かがやく！　賢者の石を使用、クリティカル値８で回避を試みます！

グレムリン：賢者の石に適てき合ごうしたんだ！

ＧＭ：行きます！　（ダイスを勢いきおいよく振る）達成値……10……20……！　よし、30までは行った！　残りダイス１個こで〈回避〉は１レベルあるから、７以上で回避！

グレムリン：技ぎ能のうも昔の真也のままなのか。７以上……これはやばいかも？

エミリア：うう～、お願い当たって！

ＧＭ：それではラスト……行きます！




　勢いよくテーブルを転がるダイスとその行方を固かた唾ずを吞のんで見つめる一同。

　そして、止まったダイスの出目は……。




ＧＭ：……くっ、出目は６。〈回避〉の技能を足して37！　あと一歩及およばず！

一同：よ───しっ！

エミリア：ダメージは59点！　これで終わって！

ＧＭ：それは耐たえられない。大鎌を通して、変異した対抗種が真也の体内に侵しん入にゆう。彼のレネゲイドを変化させていきます。




　体内で起こる変化に苦しむように、真也が一ひと際きわ大きな咆ほう哮こうを上げる。

　そして、その直後、ふっと彼は意い識しきを失った。

　身体からだを覆おおう外がい装そうが剝はがれ、威い圧あつ感も消え去り、静かに地面に倒たおれる。

　そして、森の中に静せい寂じやくが訪おとずれた。





＊　　　＊　　　＊






　戦いが終わり、一番最初に動いたのはエミリアだった。

　手に持っていた大鎌を放ほうり出し、真也の元へと駆かけ寄よる。




エミリア：真也！　真也、大だい丈じよう夫ぶ!?　倒れた真也を抱だき起こすよ！

ＧＭ：真也は完全に気を失っています。ただ、呼こ吸きゆうは安定していますし、暴ぼう走そうしていた時のような威圧感も感じない。
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ガブリエル：うまくいったのか？

ＧＭ：それはまだ分かりません。戦せん闘とう用外装は解かい除じよされたものの、髪かみは白いまま。倒れる直前、閉とざされる前に見えた双そう眸ぼうは、金色に輝く獣の瞳ひとみのままでした。

アイヴィ：完全に人間としての姿すがたを取り戻もどしたわけじゃないんですね。

ＧＭ：その通り。そして、みなさんが真也に駆かけ寄よろうとする直前、背はい後ごから声が聞こえてきます───。




「ふっふっふ、よくやってくれた」

　森の陰かげから三つの影───三人のマスターファントムが姿を現す。




グレムリン：やっぱり出てきた！

ＧＭ：ちなみにこの三体。前回エキストラとして出てきたヤツとはちがって、集中的に調整・強化したクローンで、ちゃんとデータがありますよ。

グレムリン：前巻のよりは弱いけど、今度は質しつより量なわけね。

ＧＭ：その通り！　三体のうちの一体が告げる。「お前たちは本当に良くやってくれた。これで０９の中のレネゲイドは、究極のレネゲイドに進化した」

グレムリン：こちらがこうするしかないと分かっていたんだろう？　何を今いま更さら！

ＧＭ：「その通りだ。貴様らはよくやった。賢けん者じやの石の情じよう報ほうを流した甲か斐いがあったよ」

ガブリエル：やっぱり罠わなだったのかよ……。

グレムリン：どう考えても罠っぽいもんね～。

ガブリエル：マスターファントムに向かって叫さけぶぞ。……だが、もう、真也はお前の操あやつり人形にはならないぞ。こいつの中のファントムコードは破は壊かいしたからな！

ＧＭ：ガブリエルの言葉にもマスターファントムは余よ裕ゆうを崩くずさない。「最も早はやそれは大きな問題にはならない。０９の持つ究極のレネゲイドさえあれば、それでいいのだから」

グレムリン：真也が生きていて、究極のレネゲイドを内包していればオッケーなのか。

ＧＭ：ええ、完全に入れ物扱あつかいですね。「抵てい抗こうするならば、貴き様さまらを排はい除じよすることに躊ちゆう躇ちよはない。貴様らはもう用よう済ずみだ」

ガブリエル：ここまで来て、真也を渡わたしてたまるかよ！

アイヴィ：真也さんは自分の家に帰るんです！

エミリア：そうだよ！　パパとママが待っているんだから！　それに、あたしだって……！

ＧＭ：「０９はもはや人間ではない。究極のレネゲイドを得て、まったく別の生命に生まれ変わったのだ。人を超越したものに帰る日にち常じようなどあるものか」彼は嘲あざ笑わらうように言う。

エミリア：そんなことない！

ＧＭ：「……何だと？」

エミリア：帰る場所はあるよ！　だって、あたしは真也に帰ってきてほしいもの！　あたしは彼とのたくさんの思い出を持ってる。それを知らないあんたなんかが、真也を道具呼よばわりしないで！　烈れつ火かのごとく怒おこるよ！

アイヴィ：これ以上、あなたの思い通りにはさせません。今度こそあなたと決別します！

ＧＭ：「良かろう。あくまで渡さんと言うなら、障しよう害がいは排除するのみ！」さあ、戦闘を開始しましょう。第二回戦、敵てきはファントム・クローン三体！




◆第一ラウンド
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ＧＭ：ちなみにこの戦闘におけるマスターファントムの目的は、真也の奪取です。真也をさらわれた場合、戦闘は終了になるので注意してください。

グレムリン：むむっ、あくまで狙いは真也なんだね。

ＧＭ：もちろん、みなさんに攻撃はしますが、最優先は真也をさらうことですね。ちなみに、マスターファントムが真也をさらえるのは、〝真也のエンゲージにＰＣがひとりもいない〟時だけです。

ガブリエル：真也をフリーにしなければ、連れ去られることはないわけか。

ＧＭ：はい。真也がフリーならば、ファントム・クローンは自分の手番で退場系エフェクトを使用。真也を連れて退場します。

アイヴィ：了解しました。

ＧＭ：では、説明を終えたところで、まずは第一ラウンドのセットアップ。

ガブリエル：真也戦で《フルインストール》を使いきっちまったから、使うものはなしだ。

グレムリン：ボクは真也戦では力を温おん存ぞんできたから、ここからが本番だ。《フルインストール》を使うよ。バイザーを下ろしてフルパワーで支し援えんに入る！

エミリア：あたしは《サポートデバイス》を───。

ＧＭ：あっ、それシーン持続なんで、改めて使わなくていいですよ。

エミリア：そっか！　やった、侵しん蝕しよく率りつが浮ういた（笑）。

ＧＭ：さて、こちらはクローンＢ＆Ｃが《ヴァイタルアップ》。そして、クローンＡが《時間調ちよう律りつ》＋《空間圧あつ縮しゆく》＋《ヴァイタルアップ》を使用！

エミリア：《空間圧縮》？

グレムリン：セットアップに味方全員が移い動どうを行なえるバロールのエフェクトだよ。なかなか厄やつ介かいなエフェクトを使ってきたね。

ＧＭ：というわけで、まずは陣じん形けいを整えさせてもらいますよ。クローンＡが真也のエンゲージに移動。さらにクローンＢが２メートル前進して、ＡとＣの間に布ふ陣じんします。

ガブリエル：エンゲージを分けてきたか。だが、俺たちの能のう力りよくなら十分対たい処しよ可か能のうだぜ。

ＧＭ：それは承しよう知ちの上。こちらも真也を捕ほ獲かくするために本気で策さくを考えてきたんです。今回は負けませんよ！

エミリア：ふーんだ、真也は絶ぜつ対たいに渡わたさないんだから！

ＧＭ：では、その決意のほどを見せてもらいましょう。こちらのイニシアティブは、クローンＡが18、クローンＢが12、クローンＣが11です。

アイヴィ：思ったよりも遅おそいですね。前のマスターファントムは、私よりも速かったのに。

ＧＭ：前回からの一ヶ月で集中的に調整した三体ですが、やはり能力的には劣おとってますから。というわけで、まず先手はアイヴィからどうぞ！

グレムリン：あっ、そうだ。アイヴィ、シーンが変わってないし、真也戦の時の《解かい放ほうの雷いかずち》の効こう果かが残ってるから気をつけてね。

ＧＭ：げっ!?

アイヴィ：ああっ、そういえば（笑）。なら、《光の衣ころも》から《サイレンの魔ま女じよ》コンボ＋《リミットリリース》で、クリティカル値５にしてシーン攻こう撃げきです！

ＧＭ：いきなり誤ご算さんが……。（しばし黙もつ考こうして）せめて被ひ害がいを減へらそう！　クローンＡがアイヴィに《闇やみの手》！　その判はん定ていのクリティカル値を＋２します！

アイヴィ：な、なんですと～っ!?

ＧＭ：アイヴィが放つ光と風の嵐を、クローンＡが放った漆しつ黒こくの闇が侵蝕する！

グレムリン：Ｄロイス闇使い専せん用ようのエフェクトか！

アイヴィ：《解放の雷》と《リミットリリース》でクリティカル値を下げた分が削けずられましたね。ですが、それでもがんばります！　命中は……40！

ＧＭ：くうっ、クリティカル値を上げても、その達成値か！　こちらは回かい避ひ系けいエフェクトを持っていないので全員命中します。

グレムリン：なら、アイヴィに《力の法ほう則そく》だ。ダメージにさらに＋３Ｄ10するよ。

アイヴィ：支援も含ふくめてダメージは11Ｄ10＋３ですね。

ＧＭ：マジですかっ!?　うおー、勘かん弁べんしてくれっ！

アイヴィ：真也さんをさらおうとする敵には容よう赦しやしません！　光と風を乱れ飛ばして……ダメージは80点の装そう甲こう値ち無む視しです！

エミリア：敵全員に80点っ!?　アイヴィ、すごーい！

ＧＭ：くっ、クローンＡが《光の守しゆ護ご》、クローンＢが《黒星招来》、クローンＣが《透とう過か》を使用。これで全員のダメージを０に！　吹き荒れる破は壊かいの嵐あらしを、光の虚きよ像ぞうと入れ替かわって避よけ、重力球が吸すい込こみ、肉体を変形させて受け流します！

アイヴィ：ダメージが入らなかったのは残念ですけど、まずまずの成果ですね。

ＧＭ：まずまずどころじゃないですよ！（笑）うおーっ、《闇の手》を使ったのに、いきなり全員が防ぼう御ぎよ系エフェクトを使うはめになるなんて大だい誤ご算さんだ！（一同爆笑）

グレムリン：こっちとしては最高の結果だね（笑）。しかし、クローンＡはＤロイス持ちか。もしかして、このクローン三体は、みんなＤロイスを持ってるのかな？

ＧＭ：ふっふっふっ、それは秘ひ密みつです。そして、今度はクローンＡの手番！《漆黒の拳こぶし》＋《斥せき力りよくの槌つち》＋《レーザーファン》＋《主の右みぎ腕うで》その他で、エミリアとガブリエルに攻撃！　ダメージが入ったら六メートルの強きよう制せい移動が入りますよ。

ガブリエル：なるほど、邪じや魔まな俺おれたちを吹っ飛ばして、真也をさらう魂こん胆たんか。

ＧＭ：そういうことです。さて、命中の達成値は……25！　漆黒の光を宿した拳が、すさまじい圧あつ力りよくとなって、エミリアとガブリエルに襲おそいかかる！

ガブリエル：最低でもひとりはエンゲージに残さなくちゃならねえ以上、ここはエミリアをかばうのが得とく策さくか……。

グレムリン：いや、達成値25だったら、ボクに任まかせてくれ。

エミリア：おっ、何かいい対たい応おう策さくでもあるの？

グレムリン：《束そく縛ばくの領りよう域いき》だよ。ここが使いどころだろうからね。

ＧＭ：むぐっ、さっきからグレムリンの支援がかなり厄介ですね。

グレムリン：そいつは最高の褒ほめ言葉だね（笑）。さて、《束縛の領域》＋《絶ぜつ対たいの空間》で攻こう撃げきを妨ぼう害がいだ。

ＧＭ：ならば、こちらもクローンＡが《闇の手》でクリティカル値を上じよう昇しようさせます！

グレムリン：くっ、これでクリティカル値９か。

アイヴィ：グレムリン、がんばってください！

グレムリン：もちろんさ！　行くぞ！　……よしっ、達成値35で成功した！

一同：おおっ！

ＧＭ：マジですか!?

ガブリエル：やったな！　しかも《闇の手》を無む駄だ打うちさせたのはでかいぜ！

グレムリン：今日はなかなかダイスが走ってるみたいだ（笑）。というわけで、ボクのコピーロボを無数に作りだして、クローンＡが放った攻撃を受け止める壁かべにする！

ＧＭ：コピーロボたちが重力にねじ曲げられ、光に焼かれていく。だが、本来の目標のエミリアとガブリエルは無む傷きず。「０６の残りカスごときが、私の邪魔をするな！」グレムリンを憎ぞう悪おの瞳ひとみで睨にらみつけるクローンＡ！

グレムリン：それには不ふ敵てきな笑えみを返して。……悪いけど、真也を昌喜と友恵のところに連れていってあげないといけないんだ。あんたなんかには渡わたせないんだよ！

エミリア：よーし、あたしもグレムリンに続くよ！《コントロールソート》＋《クリスタライズ》その他で、目の前のクローンＡに攻撃！　命中は58！

ＧＭ：くっ、今日はみんな出目が走ってますね！　こちらの回かい避ひは失敗！　クローンＡは古代種を持ってないので、通つう常じようの対たい抗こう種しゆの効こう果かでダメージを出してください。

エミリア：オッケー！　ダメージは61点の装甲値無視だよ！

ＧＭ：そこでクローンＢがクローンＡに《ディヴィジョン》！

アイヴィ：うっ、ダメージを半分移うつし替えるＤロイス専せん用ようのエフェクトですか。

ＧＭ：おうさ。クローンＡが31点食らって、クローンＢが30点を引き受けます　エミリアの振ふるった鎌かまがクローンＡを薙なぎ払はらうが、手て応ごたえに対して傷きずが浅い。クローンＢが感覚を一いつ瞬しゆんだけ共有して、ダメージを半分受け止めました。

ガブリエル：やっぱり敵は全員、Ｄロイス持ちっぽいな。厄やつ介かいだぜ。

ＧＭ：さて、次はクローンＢの行動。《漆しつ黒こくの拳》＋《アシッドブレード》＋《魔ま王おうの腕うで》＋《タブレット》でガブリエルに攻撃！　ダメージが入った場合は転てん倒とうが入ります。

ガブリエル：うお、俺か!?

ＧＭ：ガブリエルは侵しん蝕しよく率りつ的に限げん界かいが近いので、ここで動けなくしたいのです。命中は28！

ガブリエル：《フルインストール》もなしに、回避は無理だ。命中したよ。

ＧＭ：ダメージは29点の装甲値無視。

ガブリエル：そいつは耐たえられん。昏こん倒とうして様子見だな。

ＧＭ：では、さらにクローンＣの行動。《妖あやかしの招まねき》その他で、真也を引き寄よせる！　ちなみに真也は昏倒してるので、自動的に命中です。

グレムリン：むむっ、引き寄せか！　やばい、真也がフリーになる！

ガブリエル：ちっ、いきなり立ち上がらないとやばくなっちまったな！　マスターファントムのロイスをタイタス化して昇しよう華か。起き上がって《砂すなの結界》で真也をカバーリングだ！

ＧＭ：クローンＣの右みぎ腕うでが猛もう烈れつな勢いきおいで真也へと伸のびますが、とっさに起き上がったガブリエルが割わって入ったため、そちらが引き寄せられる。むう、真也は引っ張ぱれなかったか。

ガブリエル：さて、ここで俺の手番だが……。

アイヴィ：ガブリエル、攻撃する余よ裕ゆうありますか？

ガブリエル：あと一発ならいけそうだ。

グレムリン：なら、待機してくれ。敵てきは全員が行動を終しゆう了りようしてるし、ボクが先に支し援えんしてからの方がいいだろ？

ガブリエル：分かった。それなら待機だ。

グレムリン：というわけで、ボクの手番だ。マイナーで真也のもとに移い動どうして、さっきと同じ支援を三人にかけるよ。……うん、成功だ。

ＧＭ：グレムリンも真也のエンゲージに移動しましたか。なかなか混こん戦せんになってきましたね。真也をフリーにするのがきつい（笑）。

グレムリン：ふっふっふっ、真也は渡さないよ（笑）。

ガブリエル：これ以上、マスターファントムの好き勝手にさせないぜ。射しや撃げき攻撃のコンボに《スプリットアタック》を加えてクローンＡ～Ｃ、すべてに攻撃だ！

ＧＭ：なら、そこでクローンＡが《フラッシュゲイズ》！　ダイスペナルティ４個こを与あたえます。

ガブリエル：うおっ!?　だが、振れるダイスはまだ多いしなんとか……って、こういう時に限かぎって出目が悪い！　命中は29だ。ダイスペナルティが地味に痛え。

ＧＭ：それでも回避は全員失敗です。

ガブリエル：ダメージは54点、装そう甲こう値ち無む視し。ＰＤＷから放った雷らい撃げきを纏まとわせた弾だん丸がんを無数に分ぶん裂れつさせて、クローン三体に雨あられと降ふらせる！

ＧＭ：ならば、再ふたたびクローンＢがクローンＡに《ディヴィジョン》！　クローンＡが27点、クローンＢが81点、クローンＣが54点直撃。これでクローンＢは轟ごう沈ちん！

グレムリン：相手も必死だね。でも、これでやっかいなダメージ操そう作さ系けいのクローンＢを仕し留とめられたし、次のラウンドで一気に決めよう！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第二ラウンド目のセットアップです。

グレムリン：ボクも《フルインストール》が切れた。特に使用するものはないよ。

ＧＭ：こちらはクローンＡが《灰はい色いろの庭》をアイヴィに。イニシアティブを９点下げる。

アイヴィ：うっ、一気に16まで下がっちゃいました。

ＧＭ：さらにクローンＣが《赤方偏へん移い世界》を自身に使って、イニシアティブ17になる！

グレムリン：これでクローンＡとＣ両方が先手になったのか……。厳きびしいけど、こっちはまだエミリアとボクが真也を守ってる。何とかなるか？

ＧＭ：（にやりと笑い）さて、それはどうでしょうか。さあ、まずはクローンＣから行動しますよ。先ほどと同じコンボでグレムリンを引き寄せる！　命中は45！

グレムリン：むむっ、ボクか。回かい避ひは苦手なんだけど……うん、失敗だ。

ＧＭ：では、再び伸ばされた腕が、グレムリンをつかみ引き寄せる。そして、クローンＣがさらに《時間凍とう結けつ》！　今度はエミリアを引き寄せる！

一同：な、なに───っ!?

ＧＭ：《妖の招き》その他で攻撃して……命中は46！

エミリア：そんなの避よけられないよ！　やばい！　真也がフリーになっちゃう！

グレムリン：そうはさせない！　Ｓロイスの昌喜を昇華して、《束そく縛ばくの領りよう域いき》の使用回数を再さい起きの効果で回かい復ふくさせる！　昌喜のためにも真也を連れていかせるわけにはいかないんだ！《束縛の領域》＋《絶ぜつ対たいの空間》でクローンＣの攻撃を妨害だ！

ＧＭ：それには、クローンＡが最後の《闇の手》を使います！

グレムリン：むぐっ!?　クリティカル値９で達成値46以上は厳しい……くっ、26で失敗！

ＧＭ：グレムリンが妨害しようとした瞬しゆん間かん、急にその機き能のうがエラーを起こしますよ。ファントムコードによる強きよう制せい介かい入にゆうという演えん出しゆつです。そして、満を持してクローンＡが動く。真也を抱かかえ上げ、《ワームホール》で退たい場じようします！

グレムリン：くっそ───！　やられた───っ！（[image: ]メッチャ悔くやしがってる）

ＧＭ：「くっくっくっ。究極のレネゲイドもらい受けたぞ！」最後にクローンＡの声だけが周囲に響ひびく。敗北条じよう件けんが満たされたので、これで戦せん闘とうは終しゆう了りようです。クローンＣは実は戦闘能のう力りよくがないので、これ以上の戦闘は意味がないですしね。

ガブリエル：クローンＣは残ってるんだな？　なら、目の前にいるそいつの胸むなぐらをつかみ上げて叫さけぶぜ。……おい、真也をどこへ連れていった!?

ＧＭ：憤ふん怒ぬの形相を浮うかべるガブリエルに、彼は嘲あざけるように言う。「妨害しに来る者に、わざわざそれを教えると思うのか？」

ガブリエル：この野や郎ろう……！　思わずクローンＣを殴なぐり飛ばす！

ＧＭ：ガブリエルの義ぎ手しゆがクローンＣを打ち抜ぬき、彼の身体からだが地面を転がる。だが、それでも彼の目から嘲りの光は消えない。もがくみなさんの姿すがたを楽しんでいるように。

エミリア：なら、今度はあたしがクローンＣに鎌かまを突つきつける！　……真也を返して！

ＧＭ：「残念だができん相談だな。あきらめろ。０９は究極のレネゲイドを得て、私の計画は最終段だん階かいに入った。もはや誰だれにも止められん」

アイヴィ：あなたはいったい、何をするつもりなんですか……！

ＧＭ：「レネゲイドの進化……新たな世界の創そう造ぞうだ……」クローンＣはぼそりとつぶやくと同時、彼の身体が末まつ端たんからボロボロと崩くずれ落ち始める。

エミリア：えっ！　ちょ、ちょっと待って！　まだ、こいつには聞きたいことが───。

ＧＭ：だが、クローンＣの崩ほう壊かいは止まらない。「ふっ、調整を急がせたせいだな……。さて……別れの時間だ、Ｘナンバーズ。お前たちが足あ搔がくならば止めはせん。だが、それもまた……無む駄だ……だろう……がな……」そう告げて、彼は完全に崩壊します。

エミリア：うう……っ！




　誰もが、やり場のない怒りに身体を震ふるわせていた。

　それでも、静せい寂じやくに包まれた森の中、四人はただその場にたたずむしかなかった。

　不意にエミリアが空を見上げる。

　怒りと悲しみの混まじり合った表ひよう情じようを浮かべ、彼女は叫さけんだ。




「真也───っ！」

　だが、その必死の叫びも、空むなしく森に木霊こだまして、夜の闇やみに消えた。







《インフィニティ・ウェポン》　物質変換で白兵用の武器を作りだす、モルフェウスのエフェクト。

《時間調律》　時間を操作し、セットアップに複数のエフェクトを使用する、バロールのエフェクト。

《ヴァイタルアップ》　レネゲイドを活性化させることで、生命力を上昇させる一般エフェクト。

《時間凍結》　周囲の時間を止めることで、自分だけが行動できる機会を生み出す、バロールのエフェクト。

《黒星粉砕》　巨大なブラックホールを生み出し、あらゆる敵を吞み込ませるバロールのエフェクト。

《マグネット・フォース》　磁力の反発などを利用して、仲間をかばうブラックドッグのエフェクト。

《リザレクト》　オーヴァードならば誰もが持っている再生能力を表わす一般エフェクト。

《光の衣》　光を屈折させることで、自身の姿を隠すエンジェルハィロゥのエフェクト。

《サイレンの魔女》　周辺一帯に振動波による攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《マシラのごとく》　超高速の連撃を叩き込むことで、ダメージを大幅に上昇させるハヌマーンのエフェクト。

《斥力障壁》　斥力を周囲に展開し、攻撃の威力を減少させるバロールのエフェクト。

《ロックオンサイト》　体内に埋めこんだ照準機で、正確な射撃を行なうブラックドッグのエフェクト。

《雷光撃》　武器を雷で包み込み、攻撃の威力を上げるブラックドッグのエフェクト。

《ショックアブソーブ》　レネゲイドを活性化させることで、ダメージを軽減する一般エフェクト。

《雷撃収束》　生体電流を加圧、収束することで攻撃の威力を上げるブラックドッグのエフェクト。

《因果歪曲》　力をねじ曲げて、その効果を広範囲に及ぼすバロールのエフェクト。

《インビジブルハンド》　重力を操作し、相手を浮かび上がらせてから地面に叩きつけるバロールのエフェクト。

《魔王の腕》　重力を水平方向に叩き込むことで、相手を転倒させるバロールのエフェクト。

《雷の槍》　増幅した電流を撃ち出して攻撃を行なう、ブラックドッグのエフェクト。

ジェネシフト　意識的にレネゲイドを活性化させることで、侵蝕率を上昇させる行動。

《要の陣形》　領域によって、自身に有利な状況を生み出すオルクスのエフェクト。

《絶対の空間》　レネゲイドをより精密に制御するための領域を作り出す、オルクスのエフェクト。

《コントロールソート》　思考で肉体を制御するノイマンのエフェクト。

《レインフォース》　武器の強度を上げることで、攻撃の威力を上げるモルフェウスのエフェクト。

《サポートデバイス》　自身の行動を補助する道具を生み出す、モルフェウスのエフェクト。

《赤方偏移世界》　重力操作によって、時を加速するバロールのエフェクト。

《漆黒の拳》　自分の拳に重力の塊を生み出し、敵に叩きつけるバロールのエフェクト。

《巨神の斧》　武器の重量を上げることで、攻撃の威力を上げるバロールのエフェクト。

《リミットリリース》　神経加速により、限界を超えた速さを得るハヌマーンのエフェクト。

闇使い　エンジェルハィロゥの中でも、光を奪い、闇を生み出す能力に長けていることを表わすＤロイス。

《光の守護》　光によって生み出した残像により、攻撃を無効化するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《黒星招来》　攻撃をブラックホールで吞み込むことで無効化するバロールのエフェクト。

《透過》　肉体を液体化させることで、攻撃を無効化するエグザイルのエフェクト。

《斥力の槌》　斥力で相手を吹き飛ばす、バロールのエフェクト。

《レーザーファン》　光を扇状に放射し、広範囲に攻撃を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《主の右腕》　鋭い感覚により、相手の弱点を見抜くエンジェルハィロゥのエフェクト。

《アシッドブレード》　触れたものを腐食させる物質を武器に付与する、ソラリスのエフェクト。

《タブレット》　精製した物質を固体化して、相手に投げつけるソラリスのエフェクト。

《妖の招き》　遠くにいる対象を、自分のもとに引き寄せるエグザイルのエフェクト。

《フラッシュゲイズ》　強烈な閃光を放ち、相手の行動を妨害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《灰色の庭》　相手を高重力で縛り付けることで動きを鈍らせる、バロールのエフェクト。

再起の効果で[image: ][image: ][image: ]　Ｓロイスをタイタス化して昇華した場合に得られる特別な効果のひとつ。使用回数制限のあるエフェクトをもう一回使用できるようにする。

《ワームホール》　重力で空間をねじ曲げて逃走路を生み出す、バロールのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




アイヴィ：真也さん、さらわれちゃいましたね……。

エミリア：メッチャ悔しいっ！

ガブリエル：相手は完全にさらうために特化した編へん制せいだったし、こっちは真也戦での消しよう耗もうもあったとはいえ、厳きびしいな……。

グレムリン：それだけ今回、ＧＭが本気だったってことだよ。

ＧＭ：当然です！　とはいえ、実はクローンＡのＨＰは残り12点だったので内心、かなり焦あせってましたけどね。ギリギリ勝ちを拾えましたよ（[image: ]ほっとしてる）。

エミリア：それなら、なおのこと悔しすぎる───っ！

グレムリン：前回に続き、何だか連チャンで負けてる感じだな～。

ガブリエル：確たしかにな。だが、次がラストだ。そこで今回の屈くつ辱じよくは倍返しにしてやるさ。

ＧＭ：その意気です（笑）。

グレムリン：そういえば、真也がどうなったかは結局分からないままだよね？

エミリア：目が覚める前に連れ去られちゃったからな～。

ガブリエル：賢けん者じやの石の力を使ってたし、適てき合ごうはしたっぽいが……。

アイヴィ：あとファントムコードの呪じゆ縛ばくもなくなったはずです。

ＧＭ：それは次回のお楽しみということで。では、エンディングの前に、自じ律りつ判はん定ていをお願いします。Ｓロイスが残ってるかの報ほう告こくもお願いします。

エミリア：あたしは二倍振ぶりで戻もどれたよ。Ｓロイスは真也で残ってる！

アイヴィ：私も二倍振りですね。Ｓロイスは同じく真也さんで残ってます。

ガブリエル：侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％だったが、なんと俺おれも二倍振りで帰き還かんだ（笑）。Ｓロイスのエミリアも残せたし、最後はそれなりに成長できそうだぜ。

ＧＭ：いい感じですね（笑）。グレムリンはどうですか？

グレムリン：ボクは残念ながら三倍振りだよ。ちょっとがんばりすぎたかな。Ｓロイスの昌喜もタイタス化しちゃったしね。

アイヴィ：グレムリン、支し援えんに妨ぼう害がいにとすごい動いてましたからね。

ＧＭ：おかげで、予想以上にＰＣからのダメージが大きくて参りました（笑）。

エミリア：でも、次でそれに合わせて敵てきの強化とかされたりしないよね？（笑）

ＧＭ：さて、どうしましょうかね（笑）。

アイヴィ：なんか、ＧＭが意味深な笑えみを浮うかべてますよ～！（笑）

ＧＭ：はっはっはっ、それも次のお楽しみ。では、エンディングに参りましょう。







◆Ending 01◆戦いは続く……


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　静せい寂じやくに包まれた森の中、四人はやり場のない怒いかりに身体からだを震ふるわせていた。

　しかし、誰もが沈ちん黙もくする中、ヘリのローター音が静寂を破やぶる。

　突とつ如じよ現あらわれた彼らの正体は……。




ＧＭ：エンディングは総そう合ごうになります。全員登場してください。舞ぶ台たいは引き続き、先ほどまで戦せん闘とうが行なわれていた森の中です。

一同：はーい。

グレムリン：ボクは昌喜の手当てをしてるよ。……ちなみに死んだりしないよね？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。マスターファントムと真也から受けた傷きずはかなり重いですが、彼もＸナンバーズのひとり。ギリギリのラインで生命をつなぎ止めています。意い識しきは戻りませんが、すぐに死ぬようなこともありません。

ガブリエル：とりあえずは安心ってわけか。しかし、真也は連れ去られちまったし……。さて、どうしたもんかね。

アイヴィ：そうですね。まずは友恵さんのところに戻りますか？

エミリア：ここでじっとしてても事じ態たいは解かい決けつしないし、そうしようか！

ＧＭ：では、みなさんがＵＧＮのセーフハウスに戻ろうとしたところで───。




　突然、空から強きよう烈れつな光が、エミリアたちのもとに差し込こんできた。

　ヘリのサーチライトが、四人の姿すがたを浮うかび上がらせる。

　空を飛ぶヘリの数は六機。ロープが下ろされ、戦せん闘とう員いんが次々と降おりてくる。




ＧＭ：……ヘリから地上へと降りた戦闘員は、ある者はエフェクトで作りだした銃じゆうや剣けんを構かまえ、またある者はすぐに攻こう撃げきできるように力を解かい放ほうし、みなさんを包囲します。

ガブリエル：オーヴァードの戦闘部隊……ファントムセルか？

ＧＭ：いえ、違ちがいます。

アイヴィ：じゃあ、どこの───。

ＧＭ：ＵＧＮです。

エミリア：えっ？

ＧＭ：ＵＧＮの戦闘部隊です。その証しよう拠こに、戦闘員の背はい後ごから霧谷がやって来て、みなさんの前に姿を現します。

ガブリエル：なら、警けい戒かいしつつ霧谷さんに話し掛かけるぜ。……おいおい、どういうつもりだ？　お出で迎むかえにしちゃ、ずいぶんと物ぶつ騒そうなんだな。

ＧＭ：霧谷は厳しい表ひよう情じようでずばり告げます。「申し訳わけありませんが、あなた方の身を拘こう束そくさせていただきます」

エミリア：ええっ!?　ちょ、ちょっといきなり、そんな……!?

アイヴィ：り、理由を教えてください！

ＧＭ：「中枢評議会からの要請です。あなた方がファントムセルに協力している可能性があると。そのために真也さんと独自に接触を行なったのだと」

一同：……っ！

ＧＭ：「あなた方の独どく走そうをＵＧＮは見み逃のがすことはできません。抵てい抗こうは無意味です。大人しく、こちらの指し示じに従したがってください」

ガブリエル：……ＧＭ、逃とう走そうはできないか？

ＧＭ：頭上にヘリが六機、さらにオーヴァードによる戦闘部隊に包囲されていては、さすがに無理でしょう。逃走の可か能のう性せいがあるとしても、昌喜を放置すればの話です。

グレムリン：それは……ダメだ。ボクは昌喜を放ほうっておけない。この場に残るよ。

ガブリエル：……ちっ、俺も子こ供どもたちに無理はさせられないしな。ここは大人しく従うか。

エミリア：うう～、すぐに真也を捜しに行きたいのに！

アイヴィ：エミリアさん、今は抑えて！　きっと……きっとチャンスは来ますから。

エミリア：……うう～！　……分かったよ。




　ＵＧＮに拘束され、連れて行かれる四人。

　そんな中でも、その瞳ひとみに絶ぜつ望ぼうの色はない。

　Ｘ島から始まった逃とう走そう劇げき。

　その終わりを、このまま舞ぶ台たいの外から見ているだけでいるつもりの者など、ひとりもいない。




　今は従う。

　だが、時が来れば───。




　ヘリに連れて行かれながら、エミリアがぽつりとつぶやく。

「真也、絶ぜつ対たいに助けに行くから……！」

　そのつぶやきは、誰に聞かれることもなく、ヘリのローター音に紛まぎれて消えた。





To be continued


















　　　PREPLAY




　真しん也やを救うべく行動し、なんとか成功するも、マスターファントムによって彼を連れ去られてしまう結末を迎むかえた第五話。

　その翌よく日じつから、俺おれは『エクソダス』の最終話となる第六話の作成に入りました。




　Ｘ島から始まった逃とう亡ぼう者しやたちの物語。

　泣いても笑ってもこれが最後。

　そう思うと、テキストを打つ手にも自然と力がこもってきます。

　自分の中で物語に対するイメージを形にしてシナリオを作成していき、敵てきデータを作り……セッションの準じゆん備びで日々は慌あわただしく過すぎて───。




　そして、セッション当日。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：みなさん、おはようございます！　これより、『エクソダス』シリーズの最終話の収しゆう録ろくを開始します！　今日はよろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ガブリエル：しかし、『エクソダス』も今回でついに最後か。

アイヴィ：長かったような、短かったような……（笑）。

エミリア：前回は真也がさらわれちゃったから、今回はリベンジするよ！

ガブリエル：とはいえ、今はＵＧＮに捕つかまってる身だしな～。

グレムリン：黙だまって危あぶない橋を渡わたっちゃったからねぇ。さて、これからどうなるやら。

アイヴィ：真也さんのことも気がかりですよ。ちゃんと心が戻もどったんでしょうか？

ＧＭ：それはセッションの中で明かされていきますよ。というわけで、そろそろ今回の物語開始時点でのシチュエーションを軽く説明させてもらいましょう。

エミリア：よろしくお願いします！

ＧＭ：時間的には前回から丸一日が経たちました。みなさんは前回の独どく走そうから、ＵＧＮに拘こう束そくされている状じよう態たいです。

グレムリン：セーフハウスで霧きり谷たにと話してから、ＵＧＮとは接せつ触しよくは持たなかったからな～。言ったら止められそうだったし。

ガブリエル：一いち応おう、霧谷さんには、何か考えがあるっぽい感じだったが……。

ＧＭ：とりあえず、今のみなさんはＵＧＮ日本支し部ぶ預あずかりの身になりますね。

アイヴィ：中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいじゃないんですね。

ＧＭ：ええ、あくまで霧谷の管理下に置かれていると思ってください。というわけで、ＵＧＮに拘束されている状じよう況きようから今回のシナリオは始まります。

エミリア：りょーかい。

ＧＭ：では、次にハンドアウトを読み上げていきますよ。




▼エミリア・ラウラ用ハンドアウト

ロイス：諏す訪わ原ばら真也　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：慕ぼ情じよう／ネガティブ：悔かい悟ご

カヴァー／ワークス：指定なし／指定なし

　ジャーム化した真也を助けるためにキミは奮ふん闘とうし、彼は究極のレネゲイドを得た。

　だが、暴ぼう走そうが止まったと思った直後、彼はマスターファントムの手によって連れ去られてしまった。彼は今、いったいどこにいるのだろうか。




ＧＭ：……とまあ、連れ去られてしまった真也を捜さがすべく行動しなくちゃならないのですが、今は捕まってるという、そんなところからスタート。

エミリア：これはつまり……あたしに《壁かべ抜ぬけ》を取れってことだね！（笑）

ＧＭ：『ハートレスメモリー』で追加されたエフェクトですか（笑）。

ガブリエル：えらい、タイムリーなエフェクトだな（笑）。

エミリア：ね～（笑）。

ＧＭ：まあ、部屋からは脱だつ出しゆつできると思いますけど、外には監かん視し役やくのエージェントがいるんで、すぐに捕まっちゃいますよ？（笑）

エミリア：そっか。う～ん、残念。




▼アイヴィ・ノールズ用ハンドアウト

ロイス：マスターファントム　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：指定なし／指定なし

　キミを拉ら致ちし、オーヴァードに改かい造ぞうした組そ織しき、ファントムセル。

　そして、そのセルリーダーであるマスターファントム。

　だが、キミは今、奴やつを追うことができずにいた。なぜなら、ＵＧＮに身み柄がらを拘束されているからだ。真也を、マスターファントムを捜すため、何とか現状を打だ破はしなくては。




アイヴィ：《壁抜け》がダメならば、私の《光の衣ころも》で何とか！（笑）

ガブリエル：（監視役になり）「ば、馬ば鹿かな、中にいないだと!?」アイヴィの姿すがたが見えなくて、思わず扉とびらを開けたところを……。

アイヴィ：えい！　ポカリッと（笑）。

ＧＭ：それ、いきなり侵しん蝕しよく率りつ80％を超こえるんですけど（笑）。

グレムリン：さすがに侵蝕率的にないよな～（笑）。

ＧＭ：いや、本当に（笑）。ちなみにみなさん全員、同じ部屋───オーヴァード専せん用ようの拘束施し設せつに閉とじこめられていると思ってください。

アイヴィ：別々に捕とらわれてるわけじゃないんですね。

ＧＭ：ええ、全員一いつ緒しよ。合流の手間いらずな状況ですよ。




▼ガブリエル・ガルシア用ハンドアウト

ロイス：マスターファントム　　　推奨感情　ポジティブ：執着／ネガティブ：敵愾心

カヴァー／ワークス：指定なし／指定なし

　キミを死の淵ふちから蘇よみがえらせ、望みもしない生を与あたえたマスターファントム。

　彼は、キミたちＸナンバーズを利用して進めていた計画がついに最終段だん階かいに入ったと告げていた。彼は真也を連れ去り、いったい何をしようとしているのだろうか。




ガブリエル：なんか、俺は思いっきり拘束施設内で暴あばれてそうな気がするな。

ＧＭ：ああ、「ここから出しやがれ！」って感じで（笑）。

ガブリエル：そうそう（笑）。部屋の扉を義ぎ手しゆでガンガン叩たたくんだけど、びくともしなくて、「ちっ、ダメか！」と叫さけんだりするんだ。

エミリア：あれ、銃じゆうは撃うったりしないの？

ガブリエル：跳ちよう弾だんしたらやばいだろ？　だから、あくまで義手で殴なぐるのだ！（笑）

アイヴィ：なるほど（笑）。




▼グレムリン用ハンドアウト

ロイス：マスターファントム　　　推奨感情　ポジティブ：執着／ネガティブ：敵愾心

カヴァー／ワークス：指定なし／指定なし

　キミの生みの親である諏訪原夫ふ妻さい。その敵であるマスターファントム。

　彼の手により真也は連れ去られてしまった。そして、昌まさ喜きは意い識しき不明の重体となり、生死の淵を彷徨っているという。昌喜の無念を晴らすためにも、マスターファントムのもとへ向かわねばならないのだが……。




グレムリン：昌喜は意識不明のままなのか……。

アイヴィ：マスターファントムに不意打ちされた上に、真也さんに追い打ちされて、さんざんな目に遭あってましたよね。

ＧＭ：ですね。そんな昌喜の無念を晴らすのが、今回のグレムリンの役目ですよ。

グレムリン：それにはまず脱出しないとね。……人形のフリとかしたら、「なんだ人形か」とか言って、持ち出してくれたりしないかな？（笑）

ＧＭ：その監視、どれだけうかつなんですか（笑）。

グレムリン：そこはほら、様式美みたいな感じで（笑）。

ＧＭ：いや、捕ほ縛ばくした時に動いてるのもう確かく認にんされてますから（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：さて、ハンドアウトを配ったところで、キャラクターの成長をお願いします。




　ルールブックやサプリメントを手に成長を始めるプレイヤーたち。

　そして、三十分後、無事にキャラクターの成長は終わったのであった。




▼エミリア・ラウラ　～藤ふじ澤さわさなえ

ＧＭ：では、成長の報告をお願いします。まずはエミリアから。

エミリア：はーい。まず《サポートデバイス》を２レベルに上げて、《壁かべ抜ぬけ》を取得した！

ＧＭ：《壁抜け》は結局取ったんですね（笑）。

エミリア：拘束施設からの脱出はともかく、エンゲージとか封ふう鎖さを無む視しして移い動どうできるのは役に立ちそうだから取ることにしたよ。

グレムリン：戦せん略りやくの幅はばが広がるのは間ま違ちがいないね。

エミリア：あとは【精せい神しん】を７から８に上げたよ。これでイニシアティブ値ちが14に、ＨＰが20点になった！

アイヴィ：いいですね。対たい抗こう種しゆのデメリットに微び妙みように耐たい性せいがついてますよ。

ガブリエル：今まではＨＰ18点で攻こう撃げきしてるときっかり倒たおれる感じだったのか。

ＧＭ：ふむ。攻撃一回分、余よ裕ゆうができたんですね。

エミリア：あと、Ｓロイスは最初から迷まよいなく真也で！

ガブリエル：始まる前から、いきなりＳロイス宣せん言げんか！（笑）

エミリア：もう今日は真也のことだけを考えるというのを先に宣言する意味でも、最初からＳロイスにしておきたい！（笑）

ＧＭ：いいですね～。了りよう解かいしました（笑）。




▼アイヴィ・ノールズ　～しのとうこ

アイヴィ：私は前回、イニシアティブで泣いたので《先手必勝》を２レベルに上げて、さらに【精神】も１点伸のばしました。これでイニシアティブが26に！

一同：26っ!?

ＧＭ：ちょ、ちょっと速すぎないですか？（笑）

アイヴィ：もう、速さでは誰だれにも負けないぞという心意気で！（笑）

エミリア：アイヴィが燃もえてるよ！（笑）

アイヴィ：あとは攻撃の手数を増やすために、《疾風迅雷》を取得しましたよ。

ＧＭ：うおっ、セカンドアクション用のエフェクトを取ったんですか！

ガブリエル：ただでさえ、アイヴィは戦闘で侵蝕率が上がるのに、ずいぶん思い切ったな。

アイヴィ：ファントム・クローンを倒しきれなくて、あと一歩のところで真也さんをさらわれちゃいましたからね。今回はがんがん攻めますよ！




▼ガブリエル・ガルシア　～鈴吹太郎すずふき・たろう

ＧＭ：では、次はガブリエル、お願いします。

ガブリエル：おう。俺は《ガンマウント》と《カスタマイズ》を１レベルずつ上げて、地味にダイスボーナスを増やしてみた。

ＧＭ：堅実ですね。

ガブリエル：いざという時に壁役として動くことを考えると、侵蝕率は上げない方がいいからな。既に持ってるエフェクトのレベルを上げることにしたんだ。

ＧＭ：なるほど。

ガブリエル：あとは……Ｓロイスって、経けい験けん点てんを支し払はらわなくても固定化できるんだよな？

ＧＭ：できます。前回、ガブリエルはエミリアをＳロイスにしてましたが、固定化します？

ガブリエル：そうさせてもらうよ。あと、経験点１点使ってアイヴィのロイスも固定化する。初期ロイスをふたつも昇しよう華かしちまったから、ロイス欄らんがさびしくてな（笑）。

ＧＭ：演えん出しゆつ的には過か去こを振ふり切って、今を生きる決心をするような感じですかね？

ガブリエル：ああ、そうだな。時の流れは巻まき戻もどせないんだ。今の仲間と一いつ緒しよに、先へ進むさ。




▼グレムリン　～矢野俊策やの・しゆんさく

グレムリン：ボクは特に変化なしだよ。

ＧＭ：前回は唯ゆい一いつ、自じ律りつ判はん定てい三倍振ぶりで経験点入りませんでしたからね。

グレムリン：うん。Ｓロイスにした昌喜もタイタス化して昇華しちゃったし、ロイスの変へん更こうも特にないね。

ＧＭ：なるほど。じゃあ、せっかくなので今回のセッションへの抱ほう負ふを（笑）。

グレムリン：ほ、抱負？　難むずかしいこと聞くね……。やっぱり、ボクもエミリアと同じく真也を助けるかな。昌喜は意識不明の重体だし、友恵は普通の人間だから助けに行くのはきついしね。代わりにボクががんばるということで！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、ＰＣの成長が終わったところで、ＰＣ間ロイスを結んでいきましょう。順番は前回と同じく、エミリア[image: ]アイヴィ[image: ]ガブリエル[image: ]グレムリン[image: ]エミリアで。

エミリア：じゃあ、まずあたしからアイヴィだね。ポジティブはもちろん〝友ゆう情じよう〟！　ネガティブは〝劣れつ等とう感かん〟に戻すよ。

ＧＭ：エミリアとアイヴィの関係は、最後まで変わりませんな～。

エミリア：それだけずっと仲良しだったってことで！　あと、アイヴィはあたしにとって永えい遠えんの心のお姉さんなんだよ！（笑）

アイヴィ：あわわっ!?　じゃあ、がんばってお姉さんらしくしないと！（笑）

ＧＭ：今でも十分お姉さんらしいですよ（笑）。さて、次はアイヴィからガブリエルへ。

アイヴィ：はーい。そうですね、私も前回と変わりません。ポジティブが〝信しん頼らい〟で、ネガティブが〝不ふ快かい感かん〟です。

ガブリエル：俺のＤロイスが昇華されるまで〝不快感〟は変わらないか（笑）。

アイヴィ：さすがにここまで一緒に行動してると、感情もそう簡かん単たんには変わらないです（笑）。

ガブリエル：それは確たしかにそうだ。じゃあ、俺からグレムリンだな。ポジティブは〝連帯感〟、ネガティブは〝不安〟。行動を一緒にして仲間意識ができて、ピクシーと似にてるんで二度失いたくないと不安を感じてる。

グレムリン：なるほど。それでいいんじゃないかな。

ＧＭ：では、最後はグレムリンからエミリアへ。

グレムリン：そうだな……。ポジティブは〝遺い志し〟にしよう。昌喜は死んでないけど、意識不明の重体だし、真也を助けようとするエミリアに、彼の姿を重ねる感じでさ。

エミリア：へえ、いい解釈だね。うん、それでオッケーだよ！

グレムリン：ありがとう。ネガティブは〝憐れん憫びん〟にするよ。真也を目の前でさらわれたし、今までもいろいろあったんだな～って思ってる。

ＧＭ：了解しました。では、これでＰＣ間ロイスも取得しましたので、プリプレイは完かん了りようになります。それでは、オープニングに参りましょう。







《壁抜け》　壁などの障害物を無視して移動を行なう、モルフェウスのエフェクト。

《先手必勝》　圧倒的な速度で先手を取る、ハヌマーンのエフェクト。

《疾風迅雷》　高速で動くことで、行動回数を増やすハヌマーンのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆囚とらわれの身


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　そこは真っ白で簡かん素そな広い部屋だった。なかなか快かい適てきな場所ではある。

　それでもここが拘こう束そく施し設せつであるという事実は変わらない。

　さて、どうしたものか……。エミリアは、う～んと腕うで組ぐみしながら悩なやんでいた。




ＧＭ：では、オープニング最初のシーン。シーンプレイヤーはエミリア。ちなみに全員登場になりますので、侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようをお願いします。

エミリア：はーい。それじゃ行くよ！　それっ！　……９も上がったーっ！

グレムリン：はっはっはっ、ボクも９上がったよ。いきなり侵蝕率50％だ（笑）。

エミリア：50％っ!?

グレムリン：Ｄロイスの人造生命で基き本ほん侵蝕率が10点上がってるから、その分ね。

ガブリエル：アイヴィも高い方だったが、グレムリンはさらに上か。インパクトあるな（笑）。ちなみに俺おれは７点上昇だ。

アイヴィ：あらあら、みなさんずいぶんと出目が高いですね。私は２点です（笑）。

エミリア：アイヴィだけ低い！（笑）

アイヴィ：ほほほっ、すみません（笑）（[image: ]余よ裕ゆうの笑えみ）。

ＧＭ：みなさん侵蝕率を上げましたね。では、演出を。舞ぶ台たいはＵＧＮの拘束施設。四人一いつ緒しよに閉とじこめられていますが、それ以外で何かを強要されてはいません。部屋は広く、椅い子すやテーブルもありますし、ベッドなどもあり意外と環境は良いです。

ガブリエル：待たい遇ぐうはそんなに悪くはないんだな。

グレムリン：でも動きは封じられてるし、これじゃ牢屋に入れられてるのと変わらないよ。

ＧＭ：とはいえ、みなさんをここに拘束したのは、霧谷としても苦肉の策なんですよ。

アイヴィ：どういうことですか？

ＧＭ：前回のエンディングでも少し話しましたが、中枢評議会がみなさんの身柄の引き渡しを要求してきていまして。

グレムリン：まあ、ボクらは事じ件けんと関かかわりが深いし、賢けん者じやの石を使って不本意とはいえ、敵てきの計画を進めてしまったんだから当然といえば当然か。

ＧＭ：ええ。中枢評議会はあなたたちを危き険けん視ししていますが、霧谷個こ人じんとしてはあなたたちが真也を助けようとする心しん情じようは理り解かいできる。そこで日本支し部ぶの方で拘束して先に事情を聞き出すという形で、身柄の引き渡しに関してはギリギリ食い止めたわけです。

アイヴィ：なるほど。それでここに入れられてから、時間はどの程てい度ど経たったんですか？

ＧＭ：外部と繫つながりがあるのは厳げん重じゆうなセキュリティに守られた通信回線だけなので、正せい確かくな時じ刻こくは分かりません。ただ、体感から恐おそらく丸一日ぐらいは経っていると予想できます。

グレムリン：……ちなみに、通信回線からセキュリティに侵しん入にゆうして、脱だつ走そうできたりする？

ＧＭ：一応、可か能のうですよ。〈機械操そう作さ〉判はん定ていで目もく標ひよう値ちは40になりますけど。

グレムリン：ぶほっ!?　そんなんできるか───っ！（一同爆笑）

エミリア：うーん、でもそれだけ時間があったら三回ぐらい脱走を企くわだててそうな気がするな。ほら《壁かべ抜ぬけ》でするりと部屋を抜け出して（笑）。

ＧＭ：それでその度たびに外の監かん視しに捕つかまって、ぺいっと部屋に放ほうり込こまれると（笑）。

エミリア：むむむっ、ＵＧＮもなかなかやるね！

ガブリエル：俺も最初は扉とびらを義ぎ手しゆでぶん殴なぐってたけど、丸一日経ってるなら、今はとりあえず落ち着いて、椅子の上でタバコを吹ふかしてるぜ。

アイヴィ：私は……エミリアさんとしりとりでもして暇ひまつぶしでもしてましょうか。

エミリア：じゃあ、そうしようかな（笑）。

グレムリン：なら、ボクはベッドの上でピョンピョン跳とびはねてよう。……ふむ、このベッド意外といいスプリングを使ってあるね？

ＧＭ：みなさん、結構落ち着いてますね（笑）。

ガブリエル：まあ、丸一日も無む駄だに体力を使ったりはしないってことだ。

アイヴィ：ですね。チャンスが来る時までにちゃんと力を溜ためておかないと。

エミリア：Ｘ島から脱走する時も、こんな感じだったよね。

ＧＭ：では、みなさんが脱出のチャンスをうかがいつつ、身体からだを休めていると突とつ然ぜん、頭に直ちよく接せつ、音のようなものが流れ込んでくる。「……み……な……き……」

グレムリン：おっ？

ＧＭ：その音はノイズまじりでひどく聞こえにくいのですが、どうも人間の───真也の声のもののように思えます。「……みん……な……聞こ……え……」

エミリア：えっ、真也!?　思わずキョロキョロ周囲を見み渡わたすよ。

ＧＭ：だが、室内に真也の姿すがたはありません。ただ、途と切ぎれ途切れの声だけが頭に響ひびく。




　突然の現げん象しように、戸と惑まどうように顔を見合わせる一同。




エミリア：ねえ、みんな……聞こえた？

アイヴィ：こくこくと頷うなずいて。……今、真也さんの声がしました。

ガブリエル：俺だけじゃなかったか。どうやら幻げん聴ちようじゃないみたいだな。

グレムリン：何とも奇き妙みような現象だね。何の電波も発信されていないのに。周囲の電波状じよう況きようをサーチしながらぽつりとつぶやく。

ＧＭ：みなさんが困こん惑わくしている間にも、声はどんどんと鮮せん明めいになっていきます。「みんな……僕ぼくの声が……聞こえるか……？」

エミリア：聞こえる！　聞こえてるよ、真也！
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ＧＭ：エミリアが返事をすると真也の声が再ふたたび響ひびきます。「大変な……起こる……。マスターファントムが……！」というところで、みなさんの視し界かいが突然ブラックアウトしますよ。

ガブリエル：うおっ、なんだ!?

ＧＭ：そして、しばらくすると、今までいた拘束施設ではなく、緑に輝かがやく液えき体たいに満たされた空間が視界いっぱいに広がります。ただ、あなたたちに液体に包まれているような感かん触しよくはなく、まるで視覚だけ他人と入れ替かわったような、奇妙な感覚がします。

アイヴィ：それって……もしかして、真也さんと視覚を共有してる？

ＧＭ：ご明察。液体で満ちたその場所は培ばい養よう槽そうの中で、強化ガラス製せいのケースには真也の姿がうっすらと映うつっています。

グレムリン：むむっ、真也がボクたちに何か見せようとしてるのかな？

ＧＭ：それは次のシーンで分かりますよ。というわけで、みなさんが真也と視覚を共有したところで、いったんシーンを切ります。







◆Opening 02◆破は滅めつの序じよ章しよう


Master Scene






　日本から南に遠く離れた、赤道近くに浮かぶ島。表向き無人島とされているその場所は、ファントムセルの基地のひとつであり、真也が運び込まれた場所でもあった。

　そんな島の中で無数の影かげ───中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいから派は遣けんされた戦せん闘とう部隊が動いている。

　彼らはファントムセルの基地を完全に包囲し、襲しゆう撃げきのタイミングを計っていた。




ＧＭ：では、次はマスターシーン。舞ぶ台たいはファントムセルの基地のひとつ。真也が連れ込まれた場所であり、ＵＧＮ中枢評議会の戦闘部隊がその周囲を包囲しています。

エミリア：おっ！

ＧＭ：ちなみに、みなさんはこのシーンに登場していませんが、ここで起こった現象については、真也の知覚を通して、認にん識しきできているものとします。

グレムリン：ふむ、真也と感覚を共有して情じよう報ほうを得る感じかな？

ＧＭ：その通り。ちなみに最初は培養槽の中だけを映していた真也の視界ですが、今は変化が起きています。基地各所の様子を同時に〝見て〟いるんです。感覚としては、複ふく数すうのモニターを用意して、そこに別々の映えい像ぞうを映してる感じですね。

ガブリエル：今の真也にはそんなことができんのか……。

アイヴィ：これも究極のレネゲイドによって得た力なんですか？

ＧＭ：すべてではありませんが、その一いつ端たんではあります。空間を漂ただようレネゲイドと、自身のレネゲイドを共鳴させて、そこから情報を取得している感じになりますね。

エミリア：ふわ～、もう何て言っていいのか……とにかくすごいね！

ＧＭ：真也の視覚を通じて、みなさんはこの基地で起こっていることを認識できます。今まさに、中枢評議会の派遣したＵＧＮ戦闘部隊が、ファントムセルの基地に突とつ入にゆうを仕掛けようと包囲を進めているところですよ。

ガブリエル：霧谷さんが言ってたやつか。ちなみにエリート部隊っぽいけどよ、部隊名とかあったりするのか？

ＧＭ：そうですね……ＵＧＮ日本支し部ぶにはストライク・ハウンドという部隊がいるので、中枢評議会直ちよく属ぞくの戦闘部隊〝ケルベロス〟と名付けましょう（笑）。

グレムリン：なかなか厳いかつい名前だね（笑）。

ＧＭ：というわけでケルベロス部隊は、統とう率そつの取れた動きで基地を包囲していき───。




　素す早ばやく、かつ慎重に基地に接せつ近きんした部隊員が、基地外がい壁へきに爆ばく薬やくを仕掛ける。

　そして、襲撃開始時じ刻こく───基地各所で外壁が破は壊かいされ、開かれた突入口からケルベロス部隊がなだれ込む。防衛用のロボット兵士が瞬またたく間に駆く逐ちくされ、基地が制せい圧あつされていく。




ＧＭ：……通信機から入る各部隊からのエリア制圧報ほう告こくを聞きながら、部隊長の厳つい男がつぶやきます。「突入より五分で制圧完かん了りようか。まずまずだな」

ガブリエル：ほう、なかなかやるじゃねえか。

ＧＭ：「しかし、この程度の相手に手こずっているとは……日本ＵＧＮの質しつも知れたものだ」情なさけないとため息をつきながら、吐はき捨すてる部隊長。

アイヴィ：そ、そのセリフは、かなり死し亡ぼうフラグな気がするんですが（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。さて、基地の地上部分を制圧完了したケルベロス部隊は、地下の実験施し設せつを発見、奥おくへと進んでいく。そこで彼らを待っていたものは───。




　分散していた部隊を合流させつつ向かった、基地の深しん奥おう。

　そこは鋼こう鉄てつで覆おおわれた、十メートル四方ほどもある大きな実験場だった。

　その部屋の中心には、ひとりの黒ずくめの男が立っている。




ＧＭ：……男の正体は、前回、真也を連れ去ったファントム・クローンＡですね。

グレムリン：あの時、逃のがしたやつか……。

ＧＭ：なだれ込んできた数十名のケルベロス部隊員を前に、彼は余よ裕ゆうの表ひよう情じようで告げますよ。「ようこそ、ＵＧＮの諸しよ君くん───」




　だが、その直後、ケルベロス部隊は問答無用で攻こう撃げきを叩たたき込んだ。

　炎ほのおに氷、水に砂すな、銃じゆう弾だんや衝しよう撃げき波は───さまざまな攻撃による集中砲ほう火かが、ファントム・クローンに殺さつ到とうし、大だい爆ばく発はつを引き起こす！




ＧＭ：……もうもうと巻まき起こる爆ばく煙えん。だが、その中から無む傷きずのファントム・クローンが姿すがたを現します。彼は闇やみ色いろの閃せん光こうを放ち、一撃で戦闘部隊員十数名を吹ふき飛ばす！




　それを合図に戦闘が始まった。

　数の差はあれ、力は拮きつ抗こうし、戦闘は長引くかに思われたが……。




ＧＭ：……戦闘の途と中ちゆう、唐とう突とつにファントム・クローンの腕うでがぼろりと崩くずれます。崩れた手を見ながら彼はつぶやく。「ふん、この身体からだも限げん界かいか……」

アイヴィ：この間、戦った三体は、調整を急いだとかで寿じゆ命みようが短いんでしたっけ？

ＧＭ：その通り。劣れつ化かして限界を迎むかえた身体はボロボロと崩れ、そこにケルベロス部隊が集中砲火を浴びせます。しかし───。




　肉体を失ったはずにもかかわらず、マスターファントムの声が実験場に響ひびき渡わたる。

「おめでとう、私を倒たおすとは見事だ。だが、時間稼かせぎはさせてもらった。そして、キミたちには、究極のレネゲイドによる進化の実験台となってもらう」




ＧＭ：……実験場の中二階に実験室があるのですが、そこで実験機器を操そう作さする研究員たちに、通信機を通じてマスターファントムが命じます。「実験を開始したまえ」




　実験場の天てん井じようの四よ隅すみにパラボラアンテナが展てん開かいされる。

　そしてその直後、ケルベロス部隊の隊員たちが急に苦しみ出した。

　目に見えない〝何か〟に身体を侵しん蝕しよくされ、四し肢しを痙けい攣れんさせる隊員たち。

　そして、その影響は実験室にいる研究員たちにも及んでいた。

　基地内にいるすべての生物が、苦く悶もんの表情を浮かべて床に倒れ込む。




ＧＭ：……時間にしてわずか数分で、基地内にいる生物は死亡。さらに、基地の周辺数十メートルの範囲に生い茂っていた植物なども枯れ果て、朽ちていきます。

エミリア：な、なんなの!?　いったい、何が起こってるのさ!?

アイヴィ：人間だけじゃなく、植物まで……。

ガブリエル：これが究極のレネゲイドとやらが生み出した現象だってのか？

グレムリン：予想以上に、事態は深刻みたいだね……。

ＧＭ：「ふむ、ここには進化するに足る存そん在ざいはいなかったか……」マスターファントムが落らく胆たんの言葉をもらすと、基地の運うん搬ぱん機器が独ひとりでに動き出し、真也の封ふうじられている培ばい養よう槽そうを運び出していく。




　その行き先は基地内に建けん設せつされたロケットの整備組み立て棟だった。

　棟内には衛星打ち上げ用の二段式液体燃料ロケットが鎮座している。




エミリア：ろ、ロケット？

ＧＭ：ええ。一段目を構成するのは液体燃料ロケットエンジンと推力強化用の固体ロケットブースタ二基。そして、真也の入れられた培養槽はロケット二段目先端部───衛星を積み込むためのスペースを改造して作られた貨物スペースに収められ、空気抵抗から保護するためのフェアリングが取り付けられます。

アイヴィ：ま、まさか……！

ＧＭ：真也の積み込みが完了すると、ロケットを固定していた整備用フロアが跳ね上げられ、発射場へと移動させられていく。

ガブリエル：真也を宇宙まで運び出すのか!?

ＧＭ：その通り！　真也を乗せたロケットが発射場へ着くと、エンジンが点火されて轟音と共にリフトオフします。その後、高度を上げていき、地表との距離が離はなれたことで、みなさんと真也の間にできていたリンクが途と切ぎれます。そして、その頃ころのＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいはというと───。




　ＵＧＮ中枢評議会の仮か設せつ支し部ぶは大おお騒さわぎになっていた。

　連れん絡らくを絶たった戦せん闘とう部隊。そして、基地から発射されたロケット。

　ロケットの軌き道どうをレーダー観かん測そくしていたオペーレーターが叫さけぶ。

「高度上昇中、このまま行けば地球の衛星周回軌道に到達すると思われ……ジャミング!?　目標ロスト！　ダメです、これ以上は追つい跡せきできません！」

「中枢評議会本部に報告！　光学観測による捜索を要請しろ！」




　騒然となるＵＧＮ中枢評議会の仮説支部の中、誰ともなくつぶやく。

「いったい、どこへ……？」

　そのつぶやきに、答えられる者はいなかった。







◆Opening 03◆為すべきこと


Scene Player ──── アイヴィ・ノールズ






　真也との繫つながりを失い、ブラックアウトする視界。

　気づけばアイヴィの瞳は、再び拘束施設の部屋を映していた。

　呆ぼう然ぜんと周囲を見み渡わたすと、他の三人も今起こったことが信じられない様子で、考え込こんでいる。




ＧＭ：では次がオープニング最後。全員登場になります。真也との視覚・知覚の共有により、先ほどのマスターシーンで起きたことを見た後。彼との繫がりが切れて、拘束施設に感覚が戻もどってきた直後だと思ってください。

ガブリエル：視界が一いつ瞬しゆんブラックアウトして、目の前に拘束施設の光景が飛び込んでくるんだな。あまりにも突とつ然ぜんのことに俺おれは呆然としてるぜ。

アイヴィ：私もです。……今のはいったい？

グレムリン：真也が見せてくれたものを反はん芻すうしながら考え込む。……詳くわしくは分からないけど、実験で対象が死し亡ぼうしたことにマスターファントムは特に悔くやんでなかったよね？

ＧＭ：ですね。落胆はしましたが、それも想定内という感じでした。

グレムリン：となると、あの悲ひ劇げきの先に彼が求めているものがあるんだと思う。まあ、それがどんなろくでもないものなのかは分からないけどさ。やれやれとため息混じりに言うよ。

アイヴィ：放ほうっておけば、さっき見たようなことがまた起こるんでしょうか？

グレムリン：その可か能のう性せいは極きわめて高いとボクは思うね。

アイヴィ：そんな……。

エミリア：うう～、真也も宇宙に連れてかれちゃったし、どうしたら……。さすがにじっとしてられなくて、急にそわそわしだすよ。

グレムリン：とりあえず、今見たのが本当に起きたことなのかＵＧＮに確かく認にんを取った方がいいんじゃないかな？

ガブリエル：そうだな。通信機を手に取って、外に呼よびかけるぞ。

ＧＭ：すると、数コールほどで、霧谷が通信機のモニターに映る。「何か用でしょうか？」訊いてくる霧谷は笑えみを浮かべてはいるものの、憔しよう悴すいしているようにも見えます。

ガブリエル：ずいぶんとお疲れのようだな。もしかして、中枢評議会の戦闘部隊が全ぜん滅めつしたからかい？

ＧＭ：その一言で、霧谷は驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべる。「何故それを……？」

アイヴィ：すみません。それについてはうまく説明できないんですが……。ただ、私たちも見たんです。ファントムセルの基き地ちで起こったことを。

グレムリン：実験の被ひ害がいで、基地にいた人間が全ぜん滅めつしたこととか……。

エミリア：真也が宇宙に連れて行かれたこととか！

ＧＭ：みなさんの話を聞いた霧谷は神妙な表情になり。「確たしかに、あなたたちは現げん在ざい起こっていることについて理り解かいしているようですね。あなたたちの言う通り、中枢評議会の派は遣けんした戦闘チームは全滅しました」

エミリア：やっぱり、私たちが見たのは本当に起こったことなんだ！

ＧＭ：はい。霧谷は話を続けます。「中枢評議会は現在、戦闘部隊の再さい編へん制せいを行なっていますが、人員不足からＵＧＮ日本支部にも支し援えんを要よう請せいしてきました。我われ々われは正式に中枢評議会の指し揮き下かに入り、行動することになるでしょう」

アイヴィ：私たちはどうなるんですか？

ＧＭ：「そうですね……。中枢評議会の要請に応こたえるには、現在のところ動かせる人員をほぼすべて投入する必要があります。無む論ろん、その拘こう束そく施設の監かん視しに割さいている人員も動かさざるを得ないでしょうね」くすりと意味深な笑みを浮かべる霧谷。

エミリア：え、それって？

アイヴィ：なんだか、暗に脱だつ走そうするチャンスが来るって伝えてますか？（笑）

ＧＭ：「私はただ現在の日本ＵＧＮの状況について話しただけですが？」（笑）

ガブリエル：ものは言いようだな、おい（笑）。

ＧＭ：「さて、私はそろそろ行かねばなりません。あまり中枢評議会の方々を待たせては怒おこられてしまいますからね」

グレムリン：なら、最後にひとつだけ確かく認にんしたいことがあるんだけど。

ＧＭ：はい、何でしょうか？

グレムリン：昌喜と友とも恵えは無事かな？　特に昌喜は意い識しき不明の重体だって話だったし、心配なんだ。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶです。昌喜さんは未いまだ目覚めませんが峠とうげは越こえました。今は友恵さんが付き添そっています」

グレムリン：よかった～。

ガブリエル：ならひとつ、霧谷に伝言を頼たのみたい。……諏訪原夫妻に伝えてくれ。真也と話した。前とは違ちがって、あいつは俺たちのことが分かるみたいだったってな。

ＧＭ：「分かりました。おふたりにそのように伝えておきます」と請うけ合い、通話は切れます。

アイヴィ：さて、それじゃあそろそろ、タイミングを見計らって脱走しないとですね。

エミリア：うん！　真也を追わないといけないからね！

グレムリン：とはいえ、宇う宙ちゆうなんてどうやって行けばいいんだろうね？

ガブリエル：なに、今までだって、いろいろと危き険けんを乗り越えてきたんだ。今回だって何とかなるさ。

エミリア：だね。とにかく行動あるのみだよ！

ＧＭ：では、みなさんが真也救出のために気合いを入れたところで、シーンを切ります。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆脱だつ走そう、そして……


Scene Player ──── アイヴィ・ノールズ






　いつの間にか、ＵＧＮの拘こう束そく施し設せつ周辺は静せい寂じやくに包まれていた。

　先ほどまでいた監かん視し役やくのエージェントの姿すがたも見えない。

　霧谷の言っていた通り、中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいへの増ぞう援えんに駆かり出されたのかもしれない。

　そんな状じよう況きようの中、アイヴィが思う───脱出するなら、今がチャンスですね。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ。舞ぶ台たいは引き続きＵＧＮの拘束施設で全員登場です。

グレムリン：はーい。うわっ、また侵しん蝕しよく率りつが10も上がった！　早くも69％だよ（笑）。

アイヴィ：いくらなんでも早すぎませんか？（笑）

グレムリン：９、７、10と高い出目ばっかり出てたからねえ。さっさと[image: ]％は超こえたいけど、さすがにやばい気がしてきたよ（笑）。

ＧＭ：ここを超えれば登場するか選せん択たくできるようになりますので、少しは楽になるかと（笑）。

グレムリン：そいつは助かる（笑）。

ＧＭ：というわけで、舞台はＵＧＮの拘束施設。中枢評議会からの招しよう集しゆうを受けて、施設内にいた人員が去った後。扉とびらから周囲をうかがっても見み張はりの姿は見えません。

ガブリエル：脱走のチャンス到とう来らいってわけだ。

エミリア：《壁かべ抜ぬけ》で外に出られるかな？

ＧＭ：侵蝕率を上げて、ちゃんとエフェクトを使うならＯＫです。その場合、《壁抜け》で部屋から出て、外から鍵かぎを開ける形になりますね。ちなみに〈機械操そう作さ〉判はん定ていでも扉のロックを外せますよ。

ガブリエル：でも、さっき目もく標ひよう値ち40とか言ってたろ？　そんなの出るわけが───。

ＧＭ：（さらりと）あっ、このシーンでは目標値９になります。

一同：おいっ!?（笑）

エミリア：ちょ、ちょっと待ってよ！（笑）

アイヴィ：何でそんなに下がってるんですか！（笑）

ガブリエル：どうなってるんだ、ＵＧＮのセキュリティは！（爆笑）

グレムリン：たぶん霧谷がわざとセキュリティを甘あまくしていったんじゃないかな。オープニングでも暗に、「チャンスが来るから脱走して」みたいに言ってたし（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ、さて何のことやら（笑）。

ガブリエル：やれやれ……。まあこっちは助かるから、いいけどよ（笑）。

グレムリン：エミリアに任まかせようかと思ったけど、それなら無む駄だに侵蝕率を上げる必要はないね。ここは〈機械操作〉が得意なボクに任せてもらおうかな。

エミリア：じゃあ、判定に失敗したら《壁抜け》でフォローするね。

グレムリン：それでお願いするよ。さて、それじゃあ扉のロックを解かい除じよしよう。

ＧＭ：では、目標値９で〈機械操作〉判定をお願いします。

グレムリン：マシンナーズアデプトと侵蝕率ボーナスも入れてダイス８個この……クリティカル！　達成値18で成功だね。

ＧＭ：では、グレムリンが通信機に張り付いて、コードを接せつ続ぞく。ハッキングをしかけると、あれだけ頑がん強きようだった扉はピーッという電子音と共にあっさりと開きます。

アイヴィ：やりましたね、グレムリン！

グレムリン：前に比くらべてセキュリティレベルが落ちてたからね。たぶん、霧谷って人の仕し業わざだろうけど、ちょっとやりすぎだよ、あの人。やれやれと肩かたをすくめる。

アイヴィ：霧谷さん、これがバレたらやばくないですか？

ＧＭ：あの人は交こう渉しよう事ごとは得意ですから、うまく躱かわしてくれますよ、きっと。《抗あらがいがたき言葉》、《錯さつ覚かくの香かおり》、さらには《人にん形ぎよう使つかい》！　「分かってもらえたようですね……」（笑）

アイヴィ：《人形使い》って、相手を意のままに操るエフェクトじゃないですか！　せ、洗せん脳のうしてる[image: ][image: ][image: ]っ!?（一同爆笑）

エミリア：まあ何にせよ外に出られるんだし、感かん謝しやしとこうよ（笑）。

ガブリエル：そうだな（笑）。さて、周囲を警けい戒かいしながら部屋の外に出るぜ。

ＧＭ：外に出ても、あれほど厳げん重じゆうだった監かん視しの姿はやはり見えません。施設内はしんっと静まり返っていて、逆ぎやくに不気味なぐらいです。

アイヴィ：霧谷さんが言っていた通り、中枢評議会の要よう請せいでみんな出ていったみたいですね。

グレムリン：一いち応おうボクが先に進んで、様子を確かく認にんしながらいこう。もし監視役が残ってたら人形のフリでごまかす！（笑）

ＧＭ：では、グレムリンの先せん導どうのもと、特に問題もなく地上へ出る階かい段だんにたどり着きます。

グレムリン：足音を立てないように、そろーりそろーり上っていく。

ＧＭ：階段を上り切ると、施し設せつの地上部分である倉庫と思わしき場所に出ます。そこにはまばらに木箱が置いてあって、木箱のひとつに座すわる人ひと影かげが見えますね。

グレムリン：じゃあ、みんなに待てとジェスチャーするよ。

エミリア：ピタッ（[image: ]足を止めたらしい）。

グレムリン：そして、人影を注意深く見る。

ＧＭ：木箱に座っているのは、ひどく柄がらの悪い日本人男だん性せいです。ぷかぷかとタバコを吹ふかしながら、なんともめんどくさそうな表情を浮かべて、時間を潰つぶしています。

アイヴィ：あの……なんだか既き視し感が……（笑）。

ガブリエル：アイヴィもか……。実は俺おれもだ（笑）。

ＧＭ：はて（笑）。彼はひとりぼんやりと時を過すごしているのですが、自分を見つめる視し線せんに気づいたのか、急にグレムリンの方へと振り返ります。

グレムリン：うおっ!?　なら人形のフリだ！　動きを止めて、その場にぽてりと倒たおれる（笑）。

ＧＭ：すると男は無む造ぞう作さにグレムリンに近づいて、頭部をむんずとつかんで持ち上げますよ。「なんだ？　こんな人形、ここにあったか？」怪け訝げんそうにつぶやく男。

グレムリン：じっとしたまま動かない。内心ドキドキだけど！

ＧＭ：「じー……っ」男は怪あやしそうにグレムリンを睨にらみ続けますが（笑）。

グレムリン：…………。

一同：…………。

グレムリン：……みんな、ヘルプミー！（一同爆笑）

アイヴィ：その心の声に応こたえましょう（笑）。まず階段の下から様子をうかがいますよ。

ＧＭ：アイヴィが確かく認にんするなら、男の正体はすぐに分かりますよ。ガブリエルもその男には会ったことがあります。ずばり、九条柳也くじよう・りゆうやですね。

アイヴィ＆ガブリエル：やっぱり！（笑）

エミリア：九条柳也って、一巻かんで出てきた大人げない大人の人だよね？（笑）

ＧＭ：ええ、その通りです（笑）。

ガブリエル：前は結けつ構こう、火花を散らしたよな。……よし、俺は一気に階段を駆かけ上がって、ＰＤＷを展てん開かい。柳也の前に飛び出して、銃じゆう口こうを突つきつける。……動くな！

ＧＭ：柳也は一いつ瞬しゆん視線を鋭するどくして、とっさに指を弾はじこうとしますが、相手がガブリエルだと気づくと動きを止めます。「あんたか……。ずいぶんな挨あい拶さつじゃねえか」

アイヴィ：大人げない大人にはちょうどいいと思いますよ。私も倉庫に出ます。

エミリア：あたしもアイヴィと一いつ緒しよに上がるね。

ＧＭ：では、グレムリンをつかむ柳也と、三人が対たい峙じすることになります。状況が状況だけに、いやが上にも緊きん張ちよう感が高まっていく。

グレムリン：そこで思わず叫さけぶ。……ガブリエル、な、なるべく穏おん便びんに済すませてくれ！　今、キミが撃うったらボクまで木こっ端ぱ微み塵じんだ！（笑）

ＧＭ：「うおっ、人形が喋しやべった!?」突とつ然ぜん声を出したグレムリンに、柳也は思わず驚おどろく。

ガブリエル：ああ、そのなんだ……。そいつは俺たちの仲間でな。解かい放ほうしてもらえるか？　ついでに、大人しくここを通してくれると助かるんだが。

ＧＭ：「分かった分かった。とりあえず、銃じゆうをしまえよ。安心しろ、こっちに戦う気はねえ」彼はため息をつきながら、ぽいっとグレムリンを放ほうり投げて渡わたします。

グレムリン：わわわっ!?（[image: ]回転しながら空中を飛んでいく）

エミリア：ひょいっと手を伸のばして、グレムリンをキャッチ！（笑）

グレムリン：ありがとう、エミリア。助かったよ。

アイヴィ：グレムリンの無事を確認して、ほっと息をついてから、柳也に不思議そうに訊ききますよ。……なんだか今回は妙みように大人しいですね？

ＧＭ：「霧谷に頼たのまれたんだよ。……あんたらが脱だつ走そうしてでも行動を起こそうとしたら、それを手伝ってやれってな」何とも言えない表ひよう情じようになって、彼は答えます。

アイヴィ：ああ、上司に言い含ふくめられてるから大人しいんですね（笑）。

ガブリエル：今回の柳也は協力者ってわけか。ＰＤＷをしまって、戦せん闘とう態たい勢せいを解とくぜ。

エミリア：ええっと、状況が飲み込こめなくて、きょとんとしてるよ。ほら、あたしは柳也とは初対面だしね。

アイヴィ：そういえばそうですね。一巻では途と中ちゆうでニーラムにやられて退たい場じようしましたし、直ちよく接せつ面めん識しきがあるのは私とガブリエルですものね。

グレムリン：ボクも初対面だから、エミリアの腕うでの中でびくびくしながら訊きくよ。……な、なんだい、そのものすごい悪あく人にん面づらした男はっ!?（笑）

アイヴィ：悪人面って（笑）。

ＧＭ：「本人を前に言ってくれるじゃねえか」彼は仏ぶつ頂ちよう面づらでグレムリンを睨にらみます。

グレムリン：ほら、すぐに怖こわい顔になる！　知ってるぞ！　キミみたいなのをジャパニーズヤクザって言うんだろ！（笑）

ガブリエル：まあまあ、どっちも落ち着け（笑）。……柳也さん、こっちの女の子がエミリア、このロボットがグレムリン。ふたりとも俺たちの仲間だ。

アイヴィ：（エミリアとグレムリンへ）そして、この人は九条柳也さん。ＵＧＮの人ですよ。ほら、暮くれ林ばやし市で一ひと悶もん着ちやくあった……。

エミリア：ああっ！　前にアイヴィをいきなり攻こう撃げきした、大人げない大人の人！（笑）

ＧＭ：エミリアの言葉に、柳也はぐっと言葉を詰つまらせ、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で黙だまり込みます。見ようによっては、ちょっと拗すねてるようにも見える（笑）。

アイヴィ：あらら、相変わらず子こ供どもっぽい人ですね（笑）。

ＧＭ：「いや、俺のことはいいんだよ！　それより、あんたらのことだ。これから、どうするつもりなんだ？」柳也は強ごう引いんに話を打ち切り、これからの行動について訊きます。

エミリア：もちろん真也を捜さがすよ！　あと、何か宇う宙ちゆうに連れていかれたみたいだから、宇宙に行く方法も探さがす！

アイヴィ：オープニングで真也さんと感覚を共有して見たものを信じれば、彼は宇宙にいるみたいですからね。確たしかに、居い場ば所しよを調べるだけじゃなく、移い動どう手しゆ段だんも必要です。

ガブリエル：なんつーか、改めて考えてみると、雲をつかむような話だな……。

グレムリン：とはいえ、何もしないなんてできないだろ？　ここはひとまず、できるところからやろうじゃないか。あえて、余よ裕ゆうをもった笑えみを浮うかべて言うよ。

エミリア：うん、そうだね！

アイヴィ：となると、まずは情じよう報ほう収しゆう集しゆうから始めましょうか。

ＧＭ：了りよう解かいです。ちなみに柳也がいるので、ＵＧＮのネットワークを使った情報収集も可か能のうですよ。一いち応おう、彼は支し部ぶ長ちようでそれなりの権けん限げんがあるので。

エミリア：おおっ、すごいじゃん、柳也！

アイヴィ：私はむしろ、こんな人が支部長でいいのかと不安を感じるんですけど（笑）。

ＧＭ：いいんです。ＵＧＮは懐ふところが深い組そ織しきなんです！（笑）

グレムリン：そういうことにしておこう（笑）。さて、この状況だ。使えるものは、何でも使うとしよう。早さつ速そく、ＵＧＮのネットワークを調べたいんだけど、できるかな？

ＧＭ：〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：ＦＨ〉〈情報：ファントムセル〉で調ちよう査さ可能です。目標値は８。

グレムリン：ふふん、それなら楽勝だ。【社会】４が伊達だてじゃないところを見せる時！

エミリア：おっ、グレムリンは【社会】高いんだね。

アイヴィ：情報収集できるキャラがいると助かりますよ。私たちの場合、いつもガブリエルの出目の良さで何とか保ってましたし（笑）。

ＧＭ：そういえばそうですね（笑）。

ガブリエル：グレムリンの活かつ躍やくで、俺も肩の荷をひとつ下ろせるか？（笑）

グレムリン：ご期待に添そえるようがんばるよ（笑）。〈情報：ＵＧＮ〉で、コネと侵蝕率ボーナスも入れてダイスは７個こ！　それっ……よし、達たつ成せい値ち15で成功だ。

エミリア：やった！

グレムリン：ＵＧＮ幹かん部ぶのコネを使ったから、柳也のパスを借りてＵＧＮのネットワークを調べた感じで行こうかな。

ＧＭ：了解しました。では、情報端たん末まつのところに行き、柳也にネットワークを開いてもらった上で、グレムリンが電子の海にダイブして情報を集めていく。

グレムリン：さてさて、真也かマスターファントムにつながる情報はあるかな？

ＧＭ：情報収集を開始してから数分ほどで、閲えつ覧らんできる情報項こう目もくの中に〝Ｘ島調査報ほう告こく書しよ〟というものを見つけます。

ガブリエル：Ｘ島！　また懐なつかしい名前だな。

アイヴィ：脱だつ出しゆつしてから、えーっと……ひの、ふの……。

ＧＭ：暮林市まで一週間の船旅、日本全国支部巡めぐりで一ヶ月。そして加賀宮学園での生活が一ヶ月に、真也がひとり去ってから一週間。最後に真也ジャーム化から一ヶ月なので、三ヶ月と半月ぐらい前になりますかね。

エミリア：まだ半年も経ってないんだ。何だか、ずいぶん昔のことみたいに感じるな～。




　何となく沈ちん黙もくが降おり、今までのことを思い起こす一同。




グレムリン：ちょっと、しんみりしちゃったな。それで、そのＸ島の調査報告書には、いったい何が書かれてるんだい。

ＧＭ：三ヶ月ほど前、Ｘ島の自じ爆ばくを感知したＵＧＮが現げん地ち調査を行なったことについて書かれていますね。あと、生せい存ぞん者しやをひとり回かい収しゆうしたという記き述じゆつがあります。

アイヴィ：生存者……ですか？

ガブリエル：研究員とかは先に脱出させたから、島には残ってないだろうし……。

グレムリン：思いつくのがひとりしかいないんだけど、言ってみなよ。怒おこんないから（笑）。

ＧＭ：はっ、生存者の名前は〝アマガ〟と記き載さいされています！（笑）

エミリア：ええーっ!?　あ、アマガって、愛の人のアマガ!?

ＧＭ：改かい造ぞう大好き、愛大好き、あのアマガです（笑）。

ガブリエル：てっきりマークに殺されたものだと思ってたんだが……。

アイヴィ：まさか、生きてたなんて……（笑）。

ＧＭ：一度は死し亡ぼうしましたが、どうやらオーヴァード化して生き返ったみたいですね。ただ、オーヴァードとしての能のう力りよくは恐おそろしく低い上に、Ｘ島の自爆に巻まき込まれたり、海を長時間ただよい続けた影えい響きようで精せい神しんに失調をきたしているようです。

ガブリエル：だが、生きてはいると……。しぶとい野や郎ろうだ。

グレムリン：でも、心が壊れちゃってるんだろ？　会話はできるのかな？

アイヴィ：行くだけ行ってみるのはありだと思います。私たちの姿すがたを見たら、ショックで状じよう態たいに変化が起きるかもしれませんし。

ＧＭ：ちなみに彼は、たまにうわごとのようにぶつぶつと意味不明なことを言うだけなので、ＵＧＮ内では重じゆう要よう視しされていません。一応、ＵＧＮ系けい列れつの病院に入院させられていますが、会うだけならさほど難むずかしくないでしょうね。

エミリア：なるほど。うう～、アマガとはあんまり会いたくないけど、真也のためならしょうがないか……。

ガブリエル：ふむ、会いに行くだけ行ってみるか。

ＧＭ：了解しました。では、誰が行きますか？

ガブリエル：とりあえず俺は行くぜ。アマガとは一番つき合いが長いしな。

アイヴィ：では、私もお供しましょうか。

グレムリン：ボクは待機させてもらうよ。侵蝕率的にかなり突つっ走ってるしね。

エミリア：なら、あたしも今回は待機させてもらおうかな。

ガブリエル：分かった。じゃあ、アイヴィを肩かたに担かついで病院へ向かうぜ。

ＧＭ：では、ふたりがアマガの入院している病院へ向かったところで、シーンを切ります。





＊　　　＊　　　＊






グレムリン：ＧＭ、手に入れたいアイテムがあるんだけど。〈調達〉判はん定ていしてもいいかい？

ＧＭ：いいですよ。他の方も、ひとりにつき一回だけしても構いません。

グレムリン：ありがとう。じゃあ、まずボクから。狙ねらうのはＵＧＮ戦せん闘とう服ふくだ！

ＧＭ：強力ですけど、難しいところを選びましたね。では、目標値15になります。

グレムリン：仲間を強化するためにも、ここはがんばりたいところ。それ！　……ああ、ダメか。クリティカルせず。失敗だ。

ガブリエル：じゃあ、俺も振って───。




　この後、ガブリエルとアイヴィ、エミリアもリアクティブアーマー狙いで〈調達〉判定を行なうも、残念ながら三人とも失敗に終わってしまう。




エミリア：はぁ……。なんでこういう時だけ、出目が低いんだろうね（笑）。

グレムリン：ダイスゲームだもの、こういうこともあるさ。ここにあった物ぶつ資しは中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいに持ってかれたと思うことにしよう。心の平へい穏おんのために！（笑）

ＧＭ：じゃあ、そういうことで（笑）。では、次のシーンに参りましょう。







◆Middle 02◆愛をつぶやく老ろう爺や


Scene Player ──── ガブリエル・ガルシア






　アマガ生せい存ぞんの情じよう報ほうを手に入れたガブリエルは、彼が入院している病院へとやって来た。

　肩の上にアイヴィを担ぎ、同行者として隣となりには柳也もいる。

　かつて、自分を超ちよう人じんに改かい造ぞうした男は、何か情報を持っているだろうか。

　不安と希望を感じつつ、ガブリエルは病院の中へと歩を進めた。




ＧＭ：次はアマガに会いに行くシーンです。シーンプレイヤーはガブリエル。

ガブリエル：アイヴィを肩に乗せて、アマガが入院してるらしい病院までやってきたぜ。

ＧＭ：結構、大きい病院なので、それなりに人の行き交かいがあります。ちなみに柳也も同行していますよ。ＵＧＮ系列の病院なので、面めん倒どうなことが起こらないように露つゆはらいのために。

ガブリエル：そいつは助かる。

ＧＭ：というわけで、柳也は院内に入ると受付にさっさと歩いていき、話を始めます。受付係と適てき当とうに誤ご魔ま化かしの会話をしながら、後ろ手にジェスチャーでさっさとアマガのところに行けと伝えてきます。

ガブリエル：じゃあ、柳也のお供のふりをしつつ、先に進むか。

アイヴィ：（柳也へ）支し部ぶ長ちよう、先に行ってますね～。

ＧＭ：アイヴィの挨あい拶さつに、柳也はひらひらと手を振る。そして、ふたりはあっさりと病院内に入り込こむことに成功します。

ガブリエル：さて、アマガの病室を探さがして、話を聞き出すとするか。

アイヴィ：キョロキョロと病室の名前プレートを見回しながら、先に進んでいきますよ。……えーっと、アマガ、アマガ。

ＧＭ：出入り口付近は人で溢あふれていた病院ですが、少し奥おくに入ると、あっという間に人の姿すがたが少なくなる。そして、静けさに包まれた通路を歩き回ること十数分。あなたたちはアマガの名前プレートが取り付けられている病室を発見します。

アイヴィ：ここにあの人がいるんですね……。

ガブリエル：まさか、またアマガの野や郎ろうと会う時が来るとはな……。一応、アマガ以外に人がいたらやばいからノックした上で、部屋に入るぜ。

ＧＭ：中から返事はなく、鍵かぎもかかっていないので、あっさりと部屋に入れます。そして、部屋の奥には車くるま椅い子すに座すわり、窓まど際ぎわでぼんやりと青空を眺ながめるアマガがいます。

ガブリエル：扉を閉めて、近づいてくぜ。……久しぶりだな、アマガ。

ＧＭ：ガブリエルが呼びかけると、今までただぼんやりと窓の外を眺めていた彼がぴくりと反応して、虚ろな瞳を向けてきます。

アイヴィ：私たちを覚えてますか？　あなたに改造されたＸナンバーズの私たちを。

ＧＭ：「お……おお……！　０２に０５ではないか……。なぜ、こんなところにおる？　マスターファントムの計画は次のフェイズに移行したはずではないのか？」ひどく曖昧な表情のまま、うわごとのようにアマガはあなたたちに訊いてきます。

ガブリエル：どうやらマスターファントムの計画について知ってそうだな。

アイヴィ：ですね。

ガブリエル：ギロリとアマガを睨んで言う。……本当はお前を絞め殺してやりたいところだが、今はもっと重要なことがある。答えろ、ファントムセルのロケットはどこに行った！

ＧＭ：するとアマガは唐突に幸せそうな表情になり、つぶやきますよ。「ロケット……すでに計画はそこまで進んでいるのだな。おお、偉大なマスターファントムの計画がついに最終フェイズに……！」

アイヴィ：やっぱり、アマガは何か知ってるんですね。答えてください、真也さんはどこへ連れて行かれたんですか！

ＧＭ：「ステーション・エンピリオ……」

アイヴィ：えっ？

ＧＭ：「宇宙ステーション……エンピリオに向かわれたのじゃろうよ」

ガブリエル：宇宙ステーション……だと？

アイヴィ：そこでマスターファントムは何をしようとしてるんですか？

ＧＭ：アマガはぶつぶつと質問に答え続ける。「計画が最終フェイズに移ったということは、０９の力はすでに完成しておるはずじゃ。その力を使い、世界を生まれ変わらせるのじゃよ。レネゲイドの世界にな……」

アイヴィ：レネゲイドの世界に生まれ変わらせる？

ＧＭ：「０９の持つレネゲイド情報をステーション・エンピリオのマイクロ波照射装置を使って地球に発信するのじゃ。そして、レネゲイドを知性持つ生物へと進化させるのじゃよ。……地球上の生物の九割は死し滅めつするじゃろうが、新たな世界の誕たん生じようのためには大した犠ぎ牲せいではない」恍惚とした笑みを浮かべたまま、平然と言い放つアマガ。

アイヴィ：地球上の九割の生物が死滅って……！　そ、それって、もしかしてオープニングのマスターシーンで起こったことが、地球規模で起こるってことですか!?

ＧＭ：アマガの言葉を信じるなら、そういうことになります。

ガブリエル：おいおい、マジかよ……！

グレムリン：地球上の九割って……オーヴァードだけが影えい響きよう受けるんじゃないの？

ＧＭ：いえ、恐おそらく地球上のほとんどの生物が影響を受けると思われます。

アイヴィ：レネゲイドウィルスを変異させるのにですか？

ＧＭ：では、逆ぎやくに質しつ問もんしますが、レネゲイドウィルスを体内に持っているのはオーヴァードだけだと思いますか？　オーヴァードでなくても感染してる可能性はありますよ。

エミリア：えっ？

ＧＭ：十九年前、レネゲイドウィルスは世界中に飛散しました。現げん在ざい、レネゲイド感かん染せん者しやの正せい確かくな数は分かっていません。下手をすれば、世界中の生物すべてがレネゲイドに感染していたっておかしくないんです。ただ、発はつ症しようしていないだけで。

アイヴィ：な、なるほど！

ガブリエル：おいおい、だとしてもウィルスを電波に乗せて発信なんてできるのか？

ＧＭ：その疑問にアマガはこう答えます。「レネゲイドの情報化ならばすでに成功しておるではないか。Ｘ０６〝ピクシー〟の開発によってな」

一同：……っ!?

エミリア：そっか、レネゲイドってプログラムみたいなものにも影響を与えるんだ！

ガブリエル：マジかよ……！　いきなり話がでかくなってきたな。

ＧＭ：アマガは夢ゆめ見みる表ひよう情じようで言います。「世界は愛で包まれ、生まれ変わるのだ……」

ガブリエル：胸むな倉ぐらつかんで叫ぶぞ。……だが、十人に九人は死ぬんだろうが！　お前だって死ぬかもしれないんだぞ！
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ＧＭ：「ぐぐぐぐっ!?」締しめ上げられて、アマガは苦しそうにうめき声を上げる。

アイヴィ：ガブリエルを止めに入ります！　腕うでを必死に引っぱって。……死んじゃいます、死んじゃいますよ、本当に！

ガブリエル：はっとして、アマガから手を離はなす。……くそ！

ＧＭ：持ち上げられていた彼の身体からだがどさりと車くるま椅い子すの上に落ち、ゴホゴホと咳せきをしながら苦しげに呼こ吸きゆうします。

アイヴィ：ほっと息をついてから表情を曇くもらせて。……レネゲイドの進化って、そこまでしてする価か値ちがあるんですか？　地球そのものを違うものに変えてしまうようなこと……。

ガブリエル：さてな……。そいつは俺にも分からねえ。だが、ひとつだけ言えることがある。地球上の生物の九割を死し滅めつさせるようなものに、価値なんかねえってことだ。

アイヴィ：……そうですよね。でも、アマガはそれが幸福なことだと思ってる。

ＧＭ：ある意味、彼はすでにジャームなんですよ。〝妄もう想そう〟に取り憑つかれ、自分だけの世界に閉とじこもってしまった。

アイヴィ：……悲しい人ですね。

ガブリエル：確たしかに、哀あわれではあるがな、同情の余地はねえよ。

アイヴィ：さて、とりあえず情報は聞き出せましたけど、アマガはどうします？

ガブリエル：そうだな……。

ＧＭ：「愛じゃ。世界は愛で満ちるのじゃ……」アマガはブツブツとつぶやいています。

ガブリエル：……もう用はない。放っておけばいいさ。他にやることはあるんだ。

アイヴィ：そうですね。ガブリエルと一緒に部屋を出ます。ドアを閉しめる前に一言言います。……あなたの思ってるようなことは起きません、私たちが止めますから。

ＧＭ：アイヴィの言葉と共にドアが閉とじられる。後には、しわがれた老人が車椅子に座すわったまま取り残されます。

グレムリン：ふむ。ＧＭ、ついでにこのシーンで真也を乗せたロケットがどこに行ったか調べたいんだけど、登場していいかな？

ＧＭ：いいですよ。侵しん蝕しよく率りつは上げておいてください。

グレムリン：ほいほい。外に出てきた、アイヴィとガブリエルのところに駆かけ寄よるよ。……やあ、ふたりとも。成果はあったかい？

アイヴィ：じゃあ、アマガから聞き出した情報を話しますよ。

グレムリン：……なるほどね。やっぱり真也は宇宙にいるわけだ。それじゃあ、ＧＭ。早さつ速そく、真也を乗せたロケットがどこへ向かったか情報収集させて欲ほしい。

ＧＭ：ロケットの軌道計算で特定するので、〈機械操そう作さ〉で目もく標ひよう値ちは10です。

グレムリン：それなら楽勝だね。《マシンマイスター》を使う。これでクリティカル値９だ。ほい……うん、９が２個こ出てる。クリティカルして達成値18で成功だね。

ＧＭ：では、グレムリンの電子頭ず脳のうがフル回転。ＵＧＮが観かん測そくした際さいに得ていたデータと、真也と知覚を共有していた時に得た映えい像ぞうを手がかりに、ロケットが衛星軌道のうち、高度[image: ]キロメートルの低軌道帯に到達したであろうことを導みちびき出します。

エミリア：やったね、グレムリン！

グレムリン：《マシンマイスター》を取っておいてよかったよ（笑）。さて、それじゃあ軌道計算の結果は懐ふところからメモリースティックを取り出して、その中にしまっておこう。

アイヴィ：これであとは宇宙に行く手しゆ段だんがあれば何とかなりそうですね。

ガブリエル：つってもな。ロケットなんて、どうやって用意すりゃいいんだ？　買う金なんざねえし、奪うのも無理があるだろう。

エミリア：《ビークルモーフィング》で造れないかな？　造ったロケットで飛び出すの！

アイヴィ：第一巻の船のことを考えると、途と中ちゆうで空くう中ちゆう分ぶん解かいしそうな気がするんですが（笑）。

エミリア：うっ、それはちょっと否ひ定ていできないかも……（笑）。

ガブリエル：……ここはＵＧＮに協力を求めるか？

グレムリン：ん～、でもＵＧＮは真也を処しよ理りする方向で動いてるみたいだし……。

ガブリエル：まあな。とはいえ、一いち個こ人じんレベルで何とかはできないだろ。

アイヴィ：そうですね……。とりあえず柳也にだけ話してみます？　霧谷さんの方は、私たちに協力的なようですし。

グレムリン：ふむ、それなら大だい丈じよう夫ぶかな？

ガブリエル：とりあえず、相談するだけしてみるか。ＧＭ、柳也のところに戻もどって一通り状じよう況きようを説明するぜ。それで宇宙に行く方法がないか訊いてみる。

ＧＭ：すると柳也は少し考え込こんで。「……一応そういう無む茶ちやが出来そうなやつをひとりだけ知ってる」とつぶやきます。

エミリア：えっ？　宇宙への移動手段を用意できる人間にツテがあるとか？

ガブリエル：それともＵＧＮってのはロケットも持ってるのか？

ＧＭ：「持ってるというか扱あつかえるというか……。とにかく結構無茶なことでも通しちまう不思議なヤツなんだよ！」と、しかめっ面つらで叫さけぶ柳也。

アイヴィ：はっ、思い当たってしまったよ（笑）。

ガブリエル：思い当たった？　アイヴィ知ってるの？

アイヴィ：アイヴィは知りません。でも、プレイヤーは知っています（一同爆笑）。

ガブリエル：柳也に訊きくぜ。……そいつは誰だれなんだ？

ＧＭ：「俺の知り合いだ。とりあえず連れん絡らくを取ってみるから待ってろ」そう言って、不ふ機き嫌げんそうに携けい帯たいを取り出す柳也。彼は十分ほど何やら叫んだり嘆なげいたりと派は手でなやりとりをした後、げっそりとした様子の柳也が戻ってきます。

ガブリエル：おいおい、大丈夫か？（笑）

ＧＭ：「ああ、大丈夫だ……。とりあえず、お前らに宇宙に行く気き概がいがあるっつーんなら、協力してくれるそうだ」

ガブリエル：なら、紹しよう介かいしてもらおうじゃないか。それでどこに行けばいいんだ？

ＧＭ：「アメリカ……ＮＡＳＡだよ」

アイヴィ：アメリカ！　おお、我わが故こ郷きよう！（笑）

ガブリエル：驚おどろいて、柳也に言うぜ。……おいおい、ＮＡＳＡに顔が利きく友人がいるのかよ。あんた、すごいんだな！

ＧＭ：そうすると、柳也はすごい渋じゆう面めんになる。

ガブリエル：なんでだー！（笑）

アイヴィ：何となく分かる気がします（笑）。

ＧＭ：「とにかく、仲間連中を呼よんでこい。アメリカに行くぞ」

ガブリエル：それは構かまわないが……どうやってアメリカに行くんだ？　俺たちはパスポートとか持ってないし、飛行機は使えないぞ。

ＧＭ：「それなら問題ない」仏ぶつ頂ちよう面づらのまま答える柳也。

アイヴィ：どういうことですか？

ＧＭ：「自家用ジェットを迎むかえによこしてくれるそうだからよ」

アイヴィ＆ガブリエル：自家用ジェット!?




　思わず、素っ頓狂な声を上げるアイヴィとガブリエル。

　そして、舞台はアメリカへと移る。







◆Middle 03◆気づけば、そこはアメリカ


Scene Player ──── アイヴィ・ノールズ






　アメリカ合がつ衆しゆう国こくフロリダ州、メリット島にあるケネディ宇宙センター。

　一部は観光のために開かい放ほうもされているＮＡＳＡのロケット発はつ射しや場じようを、アイヴィは仲間と共に呆然と見つめていた。




ＧＭ：では、次のシーン。舞ぶ台たいは日本からアメリカへ。フロリダ州ケープカナベラルにあるケネディ宇宙センター前に、みなさん一いつ緒しよに着いたところだと思ってください。

グレムリン：もうアメリカに着いちまったのか。早いね（笑）。

エミリア：なんか時差ボケで眠ねむいかも（笑）。……うう、ふわ～（あくび）。

ガブリエル：おいおい（笑）。しかし、アイヴィにとっては、久ひさしぶりの故郷か？

アイヴィ：でもアメリカは広いですからね。帰国はしても帰き郷きようはしてない感じがします。

ＧＭ：ちなみにＮＡＳＡには官かん庁ちようとしての事じ務む組そ織しきの他、十二のフィールドセンターがあり、ロケットの発射場はここ、ケネディ宇宙センターの管かん轄かつになります。

グレムリン：ここから宇宙に行くわけね。ちなみに柳也もついてきてるのかな？

ＧＭ：ついてきてますよ。シャトルを用意してくれる人物と、みなさんの繫つなぎ役として。

ガブリエル：宇宙センターの敷地を眺ながめながら、感心したように言うぜ。……ＵＧＮってのは大した組織だな。まさかアメリカ政せい府ふにまでパイプがあるとは思ってなかったぜ。

ＧＭ：「まあ、レネゲイドの……ＦＨの脅きよう威いに対たい抗こうできてる組織は実じつ質しつ、ＵＧＮぐらいだからな。各国上じよう層そう部ぶの人間には、ＵＧＮに理解のある奴やつもそれなりにいるのさ」

アイヴィ：なるほど。

ＧＭ：「とはいえ、いきなり宇宙に行かせろと言って、シャトルをぽんっと飛ばせるような無茶ができるやつはそうそういないが……」

エミリア：そんな無茶を通せる人と知り合いなんて、柳也すごいじゃん！（笑）

ＧＭ：そう言われると、彼は喜ぶどころか渋面になり。「……俺おれとしては、あいつにあまり借りは作りたかないんだけどな……」ぼそりとつぶやく。

エミリア：あいつって、宇宙に行くお膳立てをしてくれる人のこと？　仲が悪いの？

ＧＭ：「いや、単たん純じゆんに苦手なんだよ……」と、言い訳わけがましく柳也が言うと同時に、一台のリムジンが宇宙センターの敷しき地ち内ないからやってきて、みなさんの前で止まります。

グレムリン：おっ、お出で迎むかえがきたのかな？

ＧＭ：その通り。リムジンの中から出てきたのは、金きん髪ぱつをオールバックにしてカチューシャで留めた白はく衣い姿すがたの男。年とし頃ごろは柳也と同じぐらいで、へらっとした笑えみを浮うかべています。

エミリア：格好いい人？

ＧＭ：格好いいというか変人っぽいですかね（笑）。

アイヴィ：（素すで）本当に変な人でしたからね～（しみじみ）（笑）。

ＧＭ：男がみなさんに向かって大おお仰ぎように挨あい拶さつしますよ。「ようこそ、宇宙への発車駅、ケネディ宇宙センターへ。あっ、僕ぼくは千城寺薫せんじようじ・かおるって言うんだ。よろしくね」

エミリア：こちらこそよろしくお願いします！　あの、あたしたち宇宙に行きたいんです！　それで、ここに来たんですけど……。

ＧＭ：エミリアが不安そうに訊くと、薫はへらっと笑って。「ああ、柳也くんから聞いてるよ。それにしてもいいタイミングだったね」

アイヴィ：いいタイミングですか？

ＧＭ：「キミたち、ＦＨのファントムセルだっけ？　その本拠地に行くんでしょ？」

アイヴィ：え、ええ、そうですけど。

ＧＭ：「上司からその場所を探れって命令されたんだけど、光学観測で衛星周回軌道を調べても見つからなくてさ。そんなところに、柳也くんがキミたちの話を持ってきたわけ」

ガブリエル：ＵＧＮはまだステーション・エンピリオの場所をつかんでないのか。……それで本拠地を見つけられないのと、俺たちが何の関係があるんだ？

ＧＭ：その疑問に薫はこう答える。「キミたちなら見つけられるんじゃないかと思ってね。だから、協力する気になったんだよ」

アイヴィ：んん？　なんで私たちなら見つけられると思うんですか？

ＧＭ：「霧谷さんからの報告書を読んだのさ。キミたち、ファントムセルに連れ去られた人───真也くんだっけ。と、何か繫がりみたいなものがあるんでしょ？」

エミリア：繫がりって……ああ、オープニングで真也と感覚を共有したあれかな？

ＧＭ：それです。「普通の方法では見つけられなくても、敵の本拠地にいる真也くんと繫がりを持つキミたちなら、それが可能じゃないかって思ったわけさ」

ガブリエル：つまり俺たちは、敵の位置を暴き出すための餌ってわけか。

ＧＭ：「ストレートに言えばそうだね。キミたちは宇宙へ行く。僕はそれを観測して、敵の居場所を探る。これでお互いの目的が達成できるってわけ」悪びれることなく肯定する薫。

アイヴィ：こ、この人は……。もう少し建前とかを覚えてもいいと思うんですけど（笑）。

ＧＭ：彼は正直者なんです（笑）。「世界に三機しかないスペースシャトルを飛ばすんだよ。費用も馬鹿にならないし、これぐらいは受け止めてもらわないとね」

エミリア：あの～、ちなみにシャトルの打ち上げってどれぐらいかかるのかな？

ＧＭ：「ドルで数十億ってところかな～」

エミリア：お、億……！

ＧＭ：「使い捨てのロケットならもうちょっと安上がりにできるけどね。君たち、ちゃんと地球に帰ってくる気あるでしょ？」

アイヴィ：もちろんですよ！

ＧＭ：「だから往復キップとしてシャトルを用意したんだよ」

グレムリン：ちゃんと帰りのことも考えてくれてるんだね。それぐらいには、薫はボクたちを宇宙に打ち上げることで得られる情報に価値を見出してると。

ＧＭ：「まあね～。中枢評議会の戦闘部隊が全滅した事件から、ＵＧＮも今後より凶悪な事態が発生することを恐れてる。この際、使えるものはすべて使おうってわけさ」

グレムリン：なるほど。ちなみに、敵の本拠地───ステーション・エンピリオを捕捉できた場合、ＵＧＮはどうするつもりなんだい？

ＧＭ：「そうだねえ。たぶん、ミサイルでも撃ち込んで壊すつもりなんじゃないかな」

エミリア：え、ええっ!?　そんなことされたら、あたしたちまで木っ端微塵じゃん！

ＧＭ：「あはは、そうだね」彼はあっけらかんと笑いながら言います。

アイヴィ：あはは、じゃないですよ！（笑）

ＧＭ：「別に断ってくれてもいいよ。僕はキミたちに何かを強制する気はないしね。命をかける覚悟がないなら、ここで交渉はおしまいさ」

エミリア：命をかける覚悟ならあるよ！　だって、真也を助けに行くためだもの！

ＧＭ：「じゃあ、交渉成立でいいかな？」

エミリア：あたしはオッケーだよ！　みんなはどうする？

アイヴィ：ここまで来て、降りるわけにはいきませんよ。私も真也さんを助けたいんです。

グレムリン：ボクも昌喜や友恵に変わって真也くんを助けないと。当然、付き合うさ。

ガブリエル：お前らが行くなら、俺も行く。子供を守るのが大人の役目だからな。

ＧＭ：全員の意見が一致するのを見て、薫はにこにこと笑みを浮かべる。「うるわしき友情だね。じゃあ、四名様、宇宙の旅へご案内するよ」

ガブリエル：こいつは……。人を餌扱いしたり、それをあっけらかんと語ったり……なんつうか、本当に変なヤツだな（笑）。思わず柳也の方を見る。

ＧＭ：彼は無言のまま視し線せんで答えます。〝だから変なヤツだっていっただろ〟（笑）。

ガブリエル：納なつ得とくしたよ（笑）。

エミリア：それにしても、いくら敵の本拠地を探るためとはいえ、シャトルを発射させることをポンッと承認させるなんて、薫って実はすごい人？

ＧＭ：それには柳也が答えますよ。「まあ、こいつは変なヤツだけど一応、中枢評議会の直属エージェントだからな」

エミリア：中枢評議会の!?　や、やばくないかな？　だって、あたしたちのことを危き険けん視ししてるんでしょ？

ＧＭ：そこは心配ご無用。彼は独どく断だんで動いてますから。「知られたら文句言われるかもしれないけど、別に僕は気にしないよ？」だからそんなに警けい戒かいしないでと、気楽に告げます。

アイヴィ：そ、そんな適てき当とうな……（笑）。

ガブリエル：ずいぶん危険なことしてる気がするのは俺だけか？（笑）

ＧＭ：「あはは、実際やばいしねぇ」あっさりと認みとめる薫。

一同：おいっ!?（笑）

ＧＭ：「でも、こっちの方が面おも白しろそうだから」彼は自分の好奇心を優先させる性格なので（笑）。

アイヴィ：こ、この人は……。もう、突つっ込みを入れたくてしかたないんですけど（笑）。

ガブリエル：とりあえず、薫に言うぜ。……わざわざ危き険けんを冒おかしてまで協力してくれるとは。感かん謝しやするぜ、千城寺さんよ。

ＧＭ：「いやいや、こっちもキミたちに興味があったし、下心ありだし、それに柳也くんにも久ひさしぶりに会いたかったしね」にんまり笑う薫と、げんなりとした表ひよう情じようになる柳也。

エミリア：柳也には悪いけど、おかげで宇宙に行けるんだから感謝しないとね！

アイヴィ：そうですね（笑）。とりあえず薫さんに訊ききますよ。……それで、シャトルの発射準備はどれぐらいかかるんですか？

ＧＭ：薫がうーんと思案顔になって答えます。「そうだね。今まさに、シャトルの発はつ射しや準じゆん備び中なんだけど……たぶん、あと二～三時間もあれば出発できるんじゃないかな」

アイヴィ：準備早いーっ！（笑）

ガブリエル：もしかして、もともとはＵＧＮが使うつもりだったんじゃないのか？

ＧＭ：「まあねえ。でも、敵の本拠地が見つからないんじゃ意味ないし。それなら、発見率の高そうなキミたちが使った方が有意義でしょ」あははと笑う薫。

ガブリエル：もう、つっこむだけ無駄な気がしてきたな（笑）。

ＧＭ：「そうそう、細かいことは気にしない。それとも宇宙に行きたくない？」

エミリア：行きたいよ！

ＧＭ：「なら、問題なしだね。ちなみに、ミサイルでの攻撃だけど、敵の本拠地が分かっても発射には時間がかかるんだ。発射される前に、問題を解かい決けつしちゃえば帰ってこれるよ」

アイヴィ：簡かん単たんに言ってくれますね……。やれやれとため息をつきますよ。

ＧＭ：「僕は事実を言ってるだけさ。さて、準備が終わるまではまだ時間があるから、身体からだを休めるといいよ」そう言って、薫はみなさんに休息用の部屋を用意してくれます。

グレムリン：なら、薫にさっき計算した軌き道どうデータを渡わたしておくよ。……ボクらの仲間を乗せたロケットがどこへ発射されたのか軌道計算したデータだよ。よかったら使ってくれ。

ＧＭ：「準備がいいね。ありがたく受け取らせてもらうよ」ディスクを受け取り、「それじゃ、また後で会おうね」そう言って、薫は立ち去ります。

グレムリン：薫を見送ってから。これであとは時を待つばかりだね。

エミリア：う～、早く宇宙に行きたい！　落ち着きなくそわそわしてるよ。

グレムリン：まあ、焦あせる気持ちは分かるけど、準備ができるまで待つしかないよ。丁度いい機会だから、ボクは友恵に連れん絡らくを取ってくる。昌喜の容よう体だいがどうなったか心配だしね。

アイヴィ：意い識しき不明で入院してるんですよね。分かりました、行ってらっしゃい。

グレムリン：うん、また後でね！　ぴょこぴょこ歩いて、退たい場じようするよ。

ガブリエル：じゃあ、俺はエミリアとアイヴィに訊きくぜ。……お前たち本当に行くのか？　今までとは違ちがう。宇宙だとさすがに帰って来れないかもしれないぞ？

アイヴィ：でも、行かないと地球は滅ほろんじゃうかもしれないんですよね。

ガブリエル：ここは大人とロボットに任まかせるって手もあるんだぞ……？

アイヴィ：そんなこと言ったら、私ひとりで待つことになるじゃないですか。エミリアさんはもう行く気満々ですし。ちらりとエミリアさんを見ますよ。

エミリア：絶ぜつ対たいに行くよ！　待ってるだけなんてできないし、したくないもの！




　どこまでも真っ直すぐに前に進もうとするエミリア。

　そんな彼女の姿すがたに、ガブリエルとアイヴィの顔にも自然と笑えみが浮うかぶ。

　そして、彼らは一時の別れを告げると、それぞれにあてがわれた部屋へと向かった。

　地球にいる最後の数時間を、悔くいなく過すごすために。







千城寺薫　『アライブ』シリーズのＰＣのひとり。ＵＧＮのエージェント兼研究者で、常人にはできない発想力をもって、奇抜な言動を次々と繰り出す人物。ヨーロッパの奥地に城を持っていたりと、どうやら金持ちらしいがその素性は謎に包まれている。











◆Middle 04◆一通の手紙


Scene Player ──── ガブリエル・ガルシア






　地球で最後に過ごすことになるかもしれない、わずかな時間。

　ガブリエルはひとりで、星々の輝かがやく夜空を見上げていた。




ＧＭ：では次のシーンですが……。

ガブリエル：ＧＭ、ちょっとやりたい演えん出しゆつがあるんだ。シーンをもらえないか？

ＧＭ：分かりました、どうぞ。

ガブリエル：サンキュー。俺は休きゆう憩けい用に与あたえられた部屋じゃなく、屋外でぼんやり星空を見上げてる。そんなところで、柳也に登場して欲ほしい。

ＧＭ：了りよう解かい。では、夜空を見上げるあなたを、気晴らしに散歩していた柳也が見つけて声をかけてくる。「おいおい、今日が地球で過ごす最後の日になるかもしれねえってのに、ひとりで何してんだ？」

ガブリエル：ああ、柳也さんか……。何、Ｘ島を脱だつ出しゆつしてから日本じゃ各地を転々としたが、まさか宇う宙ちゆうに行くことになるとは思ってなかったんでな……。夜空を見上げたまま答える。それで、実は柳也は霧谷から俺宛あてに封ふう筒とうを預あずかってるんだよ。

ＧＭ：では、彼は会話の途と中ちゆうでそういえばと、懐ふところから小さな封筒をひとつ取り出して。「そうそう預かり物があったんだ。霧谷があんたに渡わたしてくれとよ」

ガブリエル：俺は封筒を開けて、中に入ってる一いち枚まいの書類を見る。そして、ひとつため息をついて、くしゃりと書類を握にぎりつぶして、ゴミ箱に放ほうり捨すてるんだ。

ＧＭ：ガブリエルが書類をあっさりと捨てるのを見て、柳也が怪け訝げんそうに訊ききますよ。「おい、何が書いてあったのかは知らねえが、捨てちまっていいのか？」

ガブリエル：それには苦い笑みを返して。……いいんだよ。まあ、分かってたことだからな。あれから十八年も経たってるんだからよ……。

アイヴィ：あっ、もしかしてロイスの……。

ガブリエル：さてな……。詳くわしくは説明しない。あとは黙だまって夜空を見上げる。

ＧＭ：ガブリエルの反はん応のうに感じ取るものがあったのか、柳也もそれ以上深くは訊いてきません。ただ、すっと煙草たばこの入った箱を差しだして。「一本吸すうか？」

ガブリエル：お言葉に甘あまえさせてもらおうか。煙草を箱から抜ぬいて、口にくわえる。

ＧＭ：柳也はライターを取り出すと、そのくわえた煙草に火を点つける。そして、自分も煙草を取り出して吸い始めます。




　夜空の下、男たちは言葉を交かわすこともなく煙草を吹ふかす。

　視し線せんの先に満天の星───もうすぐ始まる、最後の戦いの戦場が広がっていた。







◆Middle 05◆両親との約束


Scene Player ──── グレムリン






　管かん制せい施し設せつの一角で、グレムリンは電話機相手に悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　小さなボディの彼にとって、人間用の受話器は少々大きすぎるのだ。

　それでもグレムリンは受話器を何とか抱かかえ上げると、目的の番号を押おしていく。

　自分を造ってくれた親に連れん絡らくを取るために。




ＧＭ：では、次のシーンは……グレムリンで。

グレムリン：じゃあ、電話機を貸かしてもらって日本にいる友恵に連絡を取ろう。

ＧＭ：では、数回のコール後、友恵が電話に出ます。

グレムリン：やあ、友恵。そっちの様子はどうだい？　昌喜の容よう体だいは？

ＧＭ：グレムリンの質しつ問もんに、友恵は少し疲つかれてはいるものの、安あん堵どした様子で答えます。「こちらは大だい丈じよう夫ぶ。昌喜さんもまだ目は覚まさないけど、回かい復ふくに向かってるそうです」

グレムリン：そうか。それはよかった。ほっと安堵の息をつくよ。

ＧＭ：では、そこで今度は友恵が訊いてきます。「グレムリン、そちらはどうですか？　真也は……？」一いち応おう、理り性せいは取り戻もどしたという話は霧谷から伝えられてはいますが、やはり心配なようで、彼女の声はひどく不安そうです。

グレムリン：なら、一通り状じよう況きようを説明してから。……でも安心してくれ。何とか宇宙に行く算さん段だんがついたんだ。必ず彼を助け出してみせるよ。

ＧＭ：「そう……。グレムリン、真也のことをお願いね」

グレムリン：ああ！　と、元気よく返事をするけど、ここで一いつ拍ぱく置いてから話を続ける。ただ、代わりにと言っては何だけど、友恵に頼たのみたいことがあるんだ。

ＧＭ：「何かしら？　私にできることなら……」

グレムリン：ボクらが宇宙に行った後。もし、ボクらに何かがあったら……その時はＵＧＮの強きよう攻こう策さくによる解かい決けつを覚かく悟ごして欲ほしい。

ＧＭ：「それは……！」思わず息を吞む友恵。

グレムリン：ＵＧＮのネットワークから、マスターファントムが行なった実験の結果の映えい像ぞうを呼よび出して。……これはファントムセルの実験に巻まき込こまれたＵＧＮの戦せん闘とう部隊と、その周辺に起きた現げん象しようだ。

ＧＭ：すべての生物が死し滅めつした凄せい惨さんな光景が収められた映像に、友恵は言葉を失う。

グレムリン：これが今、全世界の規き模ぼで行なわれようとしてるらしい。もちろんボクは製せい造ぞう者しやである友恵や昌喜の望み通りに真也を助けに行く。でも、そのチャンスは一回きりになりそうなんだ。だから、もしもの時は、覚悟しておいた方がいい……。

一同：…………。

ＧＭ：……グレムリンの言葉に、友恵は長い間沈ちん黙もくしてから。「でも……私はあなたが、あなたたちが、その凶きよう行こうを止めて、真也を助けられると信じています。そしてそれはきっと、昌喜さんも同じ思いだと思います」はっきりと言う。

グレムリン：そっか……。信じてくれてありがとう。そして、胸むねをどんっと叩たたいて。分かった、必ず上手うまくやってみせるよ。ボクがいるんだ、大船に乗ったつもりでいて！　ここで友恵のロイスを取ってＳロイスにするよ！

ＧＭ：いいですね。自信満々に告げるあなたに、友恵はくすりと微笑ほほえみます。

グレムリン：うん、言いたいことは言った。これで満足だよ。

ＧＭ：では、電話を切る前にひとつ。友恵からあなたに情じよう報ほうを渡わたしておきます。

グレムリン：おっ？

ＧＭ：「グレムリン、最後にひとつだけ伝えておきたいことがあるの。あなたたちのレネゲイドウィルスに刻まれているファントムコードについてなのだけど……」

アイヴィ：それ重要ですよ！

ＧＭ：「今までは私は古代種を消すことに重点を置いて研究を進めていました。だけど、今はＸナンバーズ全員を、普通のオーヴァードに戻すための研究を進めています」

エミリア：おおっ、そうなんだ！

ＧＭ：しかし、研究を進めるためには資し料りようが足りていないのが現げん状じようです。ただ、みなさんをオーヴァードにした変へん異い源、ファントムコードが刻きざまれたオリジナルのレネゲイドがあれば、研究を進しん展てんさせられるかもしれないと、友恵は話します。

グレムリン：オリジナル……クローンのやつじゃダメなのかい？

ＧＭ：クローンのものは、その体内で変へん質しつしてしまっているんです。変質する前のものでないといけない。

グレムリン：ああ、なるほどね。オリジナル……マスターファントムのオリジナルが持ってるレネゲイドってことだよね？

ＧＭ：そうなりますね。

グレムリン：宇宙ステーションにいるのかな？

ＧＭ：計画の最終段だん階かいですからね。その可か能のう性せいは極きわめて高いと思われます。

アイヴィ：そういえば、今までのはクローンで、オリジナルとは一回も会ったこともないですよね。マスターファントムとは。

グレムリン：一番強かったやつも、強い個体として調整したって話だったしね。

ガブリエル：何にせよ、敵てきの本ほん拠きよ地ちに乗り込こめば答えは出るさ。

グレムリン：そうだね。それじゃあ、ファントムコードのオリジナルについては、見つけられたら回かい収しゆうしてくると、友恵には答えておくよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、そこで通話が切れると同時にシーンも終了となります。







◆Middle 06◆親友との約束


Scene Player ──── アイヴィ・ノールズ






　身体からだを休めるためにあてがわれた部屋の中で、アイヴィは静かに時を待っていた。

　ところが部屋に取り付けられている内線が着信を告げる。

　いったい誰だれからだろうか？




ＧＭ：はい、では次はアイヴィのシーン。

アイヴィ：私はあてがわれた部屋で、ゆっくりと身体を休めてます。なんとなく、テレビを点つけて、久ひさ々びさに自国のテレビを見たりしながら。

ＧＭ：では、そんなところで室内に取り付けられた内線が着信音を鳴らします。

アイヴィ：おや？　誰からでしょう。とりあえず出ますけど。

ＧＭ：すると、モニターに薫の姿すがたが映うつりますよ。「やあ、アイヴィくん。休んでるところ悪いんだけど、キミと話したいって子から連れん絡らくが入ってるよ」

アイヴィ：私にですか？

ＧＭ：「そう、可愛かわいい男の子だよ。それじゃ、ごゆっくり」何やら意味深な物言いをした直後、モニターの映像が切り替かわり、ユーリの姿が映し出されます。

アイヴィ：ああっ！　うわっ、懐なつかしいですね！

ＧＭ：モニターの中のユーリはほんの一ヶ月ぶりですけど、ちょっと大人びた感じがしますね。ただ緊きん張ちようしているのか、居い心ごこ地ち悪そうに居住まいを正しています。

アイヴィ：では、こちらから声をかけましょう。……もしもし、ユーリ？

ＧＭ：するとユーリは、回線が繫つながっていることに気づき。「お久しぶりです、アイヴィ。えーっと、一ヶ月ぶりぐらいでしょうか？」はにかむような笑えみを浮うかべて挨あい拶さつします。

アイヴィ：それには笑顔を返して。……お久しぶりです。元気そうで何よりです。

ＧＭ：そうすると、彼はニコリと笑顔で。「まだ新しい場所には慣なれきってませんけど、加か賀がの宮みや学園で一いつ緒しよだった方もいますし、何とか過すごせてます」

アイヴィ：あそこ解かい散さんして、別の学校に行ってるんでしたっけ？

ＧＭ：とか、まあそれぞれの。また別々の場所に行ったことになってますか。

ガブリエル：おおっ、宇宙に行く前に超ちよう日にち常じようっぽい話だ！

ＧＭ：ユーリは加賀宮学園から一緒に来た友人たちの名前を挙げたりしながら、それぞれの近きん況きようについて話してくれます。

アイヴィ：あ[image: ][image: ]。

ガブリエル：あの人は故こ郷きように帰りました、彼は相変わらずヤンチャをして先生に怒おこられてます、彼女は元気ですよ、とかそんな話になるんだな。

アイヴィ：へー、ほー、そうですか。と、ユーリの話を興きよう味み深ぶかく聞きますよ。そして、途と中ちゆうでこちらからも質しつ問もんします。ところで、ヴァイオリンはちゃんと練習してますか？

ＧＭ：「もちろんです。アイヴィの方こそ、ピアノの練習していますか？」

アイヴィ：実は最近はちょっと……。と、しょんぼりしながら答えます。

ＧＭ：アイヴィが気落ちするように答えると、ユーリは慌てて話題を逸らそうと口を開きます。「そうだ、真也さんやエミリアさん、ガブリエルさん、みなさん元気にしてますか？」

アイヴィ：がふぅ！




　いきなり机つくえに突つっ伏ぷす、しのさん。




アイヴィ：（素すになって）今の叫さけびはアイヴィではないですよ！（一同爆笑）

ガブリエル：まあなあ……。エミリアに一ひと目め惚ぼれまでしたユーリだし、真也のことは恋こい人びとだと思ってたみたいだし、そりゃ気になって訊くよなぁ。

アイヴィ：（ぎこちなく）そ・う・で・す・ね……。えーっと……その…あ～、どうすればいいんでしょうか!?　なんて答えていいか分からず、あうあうしちゃいます。

グレムリン：ユーリ、空気を読むんだ！　アイヴィが沈ちん黙もくしてるんだから！

ＧＭ：では、ユーリはアイヴィの沈黙に重いものを感じ。「……何かあったんですか？」と心配そうに尋たずねます。

グレムリン：それは空気読んでない方向だよ！（笑）

ＧＭ：ええ───っ!?（一同爆笑）

アイヴィ：えっと、えーっと……！　……みんな、元気は元気ですよ。ただ、ちょっと……。う～、ダメです。うまく言い訳わけできません！

ガブリエル：そういう噓うそがつけないところ、アイヴィらしくていいと思うぞ（笑）。

アイヴィ：う～ん、みなさん。ある程てい度どユーリに事じ情じようを説明してもいいですか？

エミリア：いいんじゃないかな。ユーリくんなら信用できるし！

グレムリン：そうだね。宇宙に行く前に、心残りがないようにしないと。

ガブリエル：だな。アイヴィの思うようにやればいいさ。

アイヴィ：みなさん、ありがとうございます！

ＧＭ：では、アイヴィが落ち着いて、答えてくれるまで、ユーリは黙って待っていてくれます。焦あせらず、何を話すかまとまったら、話してください。

アイヴィ：分かりました。（しばらく考えて）……実は───。




　一ヶ月前に別れてから起こったことを、ぽつりぽつりと語り出す、アイヴィ。

　ファントムセルとの戦い。そして真也が、敵によって誘ゆう拐かいされたこと……。

　記き憶おくを反はん芻すうし、ゆっくりと今の自分の想おもいをユーリに伝えていく。




アイヴィ：……ただ、真也さんがジャーム化したことは伏せておきます。さすがに内ない容ようがショッキングすぎますから話せません。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、真也が誘拐されたという話を聞いたユーリはしばらく沈黙して、不安そうに訊いてきます。「……それで、アイヴィは真也さんを助けるために宇う宙ちゆうに？」

アイヴィ：（即そく座ざに）行きます。だって、真也さんは私たちの仲間ですから。

ＧＭ：間を置くことなく返ってきた答えに、ユーリはアイヴィの決意の高さを感じ取る。しばし沈黙してから。「止めても無む駄だですよね？」

アイヴィ：そうですね……。すみません。

ＧＭ：「でも、無む茶ちやはしないで───」

アイヴィ：（遮るように）それは約束できません。

ＧＭ：「えっ？」突とつ然ぜんの否ひ定ていの言葉に、ユーリは戸と惑まどいの声を上げます。

アイヴィ：無茶はします。みんなで絶ぜつ対たいに帰ってくるためにも！

ＧＭ：「アイヴィ……」

アイヴィ：もともと私たちは、ＦＨにさらわれて、みんなで自分の故こ郷きように帰るために、闘たたかってたんです。だから、必ずそれだけは……！

ＧＭ：アイヴィの決意の高さをユーリは悟さとって。「分かりました。では、最後にひとつだけ約束してもらえますか？」

アイヴィ：何でしょうか？

ＧＭ：「あの時と……バスジャック事件の時と同じように約束してください。必ずもう一度会うと」電話でのやりとりではなく、実じつ際さいに会って話をして欲ほしいと、彼はお願いします。

アイヴィ：ええ、それは約束します。どんなことがあっても、絶対に帰ってきますよ。そうしたら……そうしたら、みんなと一緒に遊びに行きますから。

ＧＭ：「でしたら、僕ぼくは新しくできた友達と一いつ緒しよに、みなさんのことを歓かん迎げいしますよ。その時を楽しみに待ってます。そして、また一緒に演奏しましょう」

アイヴィ：ええ……。無事に宇宙から帰ってこれるように祈いのっててください。

ＧＭ：「分かりました。僕だけでなく、みんなで祈ります」とユーリは答え、通信が切れます。

アイヴィ：はい。じゃあ、最後にひとつ。さっき見てたテレビに、自分が演えん奏そう会かいを開いたことがあるコンサート会場が映うつって───。




　ニューヨーク、マンハッタンのミッドタウンにあるカーネギーホール。

　かつて自分が演奏を披ひ露ろうした場所のひとつ。




　必ず帰ってくる。そして、ユーリと一緒にあそこでもう一度、演奏を……。

　アイヴィは密ひそかに心に決意を宿す。







◆Middle 07◆大切な人との約束


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　エミリアにあてがわれた部屋は、ほんの数十分で雑ざつ然ぜんとした様相を呈ていしていた。

　テーブルの上には宇う宙ちゆうやロケットの本が積み上げられ、ベッドの上にはタロットカードが規き則そく性せいもなく散らばっている。

　そして、エミリアは落ち着かない様子で、部屋をおろおろと歩き回っていた。




ＧＭ：では次はエミリアのシーンですね。

エミリア：ひとりで部屋にいるよ。みんなで行こう行こうって言ってたけど、ほんとは行くの怖こわいって気持ちもあって、どうしようって、ひとり悩なやんでるかな。

ＧＭ：なるほど。

エミリア：タロットカードで占うらないをしようとするんだけど、悪い結果が出たら嫌いやだなと思って占うこともできず、内ない容ようの難むずかしいロケットの本も読めず（笑）。

アイヴィ：どんどん部屋だけが散らかっていくと（笑）。

エミリア：そうそう、そんな感じ（笑）。

ＧＭ：では、ひとり落ち着かない様子で、部屋の中をうろうろとしながら、いろいろなことをしていると、ふと背はい後ごに人の気配を感じます。

エミリア：えっ、誰？　とっさに後ろに振ふり返るよ。

ＧＭ：振り返るとそこには青白く輝かがやく真也の姿すがたが。いわゆる精せい神しん体たいというやつですね。「エミリア……」と彼は声をかけてきます。

エミリア：それはすごい嬉うれしそうな顔になって駆かけ寄よるよ！　……し、真也、マスターファントムにさらわれたんじゃなかったの!?　それで抱だきつこうとするんだけど……。

ＧＭ：え～。今の真也は精神体なため、触ふれることができずに、エミリアは彼の身体からだをするりとすり抜ぬけて（笑）。

エミリア：ずる、びたーんと勢いきおい余あまって倒たおれちゃう（笑）。

ガブリエル：おいおい（笑）。

エミリア：……あいたたた。

ＧＭ：「え、エミリア、大だい丈じよう夫ぶか？」助け起こそうにも触れられないため、真也はなんとも困こまった表ひよう情じようになり、心配そうに様子をうかがっています。

エミリア：だ、大丈夫……。よろよろ起き上がって、真也と向かい合うよ。そこで真也が幽ゆう霊れいみたいな状じよう態たいなのに気づいて、ちょっと不安そうに尋たずねる。……えっと、真也……なんだよね？

ＧＭ：「ああ……」真也はこくりと頷き、あなたが落ち着くのを待ってくれますよ。

エミリア：じゃあ、深しん呼こ吸きゆうしてから、真也の前に立つ。

ＧＭ：真也は少し暗い表ひよう情じようを浮うかべながら、まずこう言います。「エミリア、キミにひとつ頼たのみがあるんだ」

エミリア：えっ、なに!?　あたしにできることなら、何でもやるよ！

ＧＭ：では、真也は少し悩み、一拍置いてからこう言う。「マスターファントムを止めて欲ほしい。そして、そのために───」




「僕ぼくを殺して欲しいんだ……」




エミリア：……っ!?　そ、そんなの……できないよ！

ＧＭ：すると、真也は悲しそうに。「僕がいるから、あいつらの計画は進んでしまう。このままマスターファントムの計画が実行されれば、地球の中で生物はほとんど残らない。今の僕にはそれが分かるんだ」

エミリア：で、でも……！

ＧＭ：「本当に比ひ喩ゆではなく、世界そのものが書かき換かわってしまうんだよ。そして地球は結果的に滅ほろんでしまう。そんなことになれば、僕たちが今まで会った人たちもみんな消えてしまうんだ。だから、お願いだ。エミリア、僕を───殺して欲しい」




　真也からの嘆たん願がんに、エミリアがうつむき沈ちん黙もくする。

　それから、どれほどの時間が経たっただろうか。

　突とつ然ぜん、エミリアは顔を上げると、キッと真也を強く見つめた。




エミリア：嫌だ！　あたしは絶ぜつ対たいに真也を殺したりしない！

ＧＭ：「エミリア、分かってくれ。僕が死ねば、すべて解かい決けつするんだ！」

エミリア：違ちがうよ！　真也は何も分かってない！

ＧＭ：「分かってないのはエミリアだろ！」

エミリア：あたしはマスターファントムを止めたいんじゃない！　あたしは───。




「真也を助けたいんだよ！　だって、あたしは……っ！」

　心の奥おく底そこから迸ほとばしる感かん情じようを声に乗せて、エミリアは叫さけぶ。

　最後はもはや言葉にならず、今にも泣きそうな表情でエミリアは再ふたたびうつむいた。




エミリア：……真也を殺すなんて、あたしにはできないよ。そうつぶやいて、そのまま沈黙しちゃう……。

ＧＭ：すると真也も目を伏ふせて。「……エミリアは優しいな」

エミリア：えっ？

ＧＭ：「マスターファントムを止めるだけだったらＵＧＮに任まかせておけばいい。でも、みんなは、僕を助けるためにわざわざ危険を犯そうとしている……」

エミリア：……あたしの……あたしたちの気持ちに気づいてるのに、どうして自分を殺せなんて言うの？

ＧＭ：「もし、マスターファントムを止められたとしても、僕はもうキミたちと一いつ緒しよにいられないからさ」悲しげに告げる真也。

エミリア：えっ、何で？　だって、真也は心を取り戻もどしたんでしょ？　こうして話もできるのに、どうして？

ＧＭ：不思議そうに訊きくエミリアに、真也はこう答えます。「マスターファントムを倒たおしても、また似にたようなことを考えて、僕を狙ねらうヤツが現あらわれるかもしれない」

エミリア：そんなの、また倒せばいいじゃない！

ＧＭ：「そうかもしれない。でも一番大きな問題は、僕自身が、みんなとどういう風に日にち常じようを過すごせばいいのか想そう像ぞうができないことなんだ」真也の暴ぼう走そうはみなさんの活かつ躍やくにより止まりました、ですが、彼がジャームであることに変わりはないんです。

ガブリエル：日常に戻ることはできないってことか……。

ＧＭ：真也は常に暴走の危険を持っています。もし、マスターファントムの拘束から助け出しても、彼が暴走した場合、街ひとつを一瞬で滅ぼすような力を発揮する可能性もある。

アイヴィ：そんな……！

ＧＭ：だから、真也は自分を殺して欲しいと頼たのんだんです。もちろんエミリアではなくてもよいという意味も含ふくめて。その上で、真也はもう一度エミリアに訊きます。「それでも、僕の頼みを聞いてはもらえない？」




　真也が切実な表情で願う。

　その言葉に、エミリアは一瞬言葉を失った。

　彼女がうつむき沈黙すると、部屋に静寂が訪れた。




エミリア：…………。




　いったいどれほどの時間をそうしていただろうか。

　エミリアは勢いよく顔を上げると、燃えるような意志を瞳に宿らせ、真也を見つめる。




エミリア：やっぱり嫌だ……。

ＧＭ：「えっ……？」

エミリア：絶対に嫌だ！　あたしは真也を殺したりしない！

ＧＭ：力強く決意しましたね。

エミリア：そこは譲ゆずれないから。真也に向かって言うよ。……今までいろんな嫌なことがあったよ。イタリアに帰るために大切な人と戦ったり、友達を事じ件けんに巻まきこんだり……。




　脳のう裏りに浮うかぶマークとニーラムの姿すがた。

　そして、加賀宮学園で知り合った友人たち。




エミリア：真也がジャーム化しちゃった時は本当に絶ぜつ望ぼうもした！　あたしはいっぱいへこんだけど、今こうやって普ふ通つうに話してる。仮かりの姿でも真也に会えてよかったって思ったの！




　獣けものの如ごとき姿に変へん貌ぼうしていく真也の姿を思い起こし、エミリアがぶるりと恐きよう怖ふに身体からだを震ふるわせる。だが、それを振ふり払はらって、エミリアはなおも叫ぶ。




エミリア：あたしは真也のこと迎むかえに行く！　せっかく会いに行くのに殺したりなんかしない！　ＵＧＮもＦＨも、たとえ誰だれであっても真也に手を出そうとする人がいたら止めるよ！

ＧＭ：「エミリア……」

エミリア：人間じゃないなんて……そんなのＸ島に居いたときから言われてた。ずっとそんなことは言われてきて、それでもＸ島から抜ぬけ出したらあんなに楽しい毎日があったんだよ！　日常ならきっと作れるよ！

一同：…………（[image: ]エミリアの言葉に聞き入っている）。

エミリア：真也が嫌だって言っても、来るなと言ってもあたしは迎えに行く。でも、どうせなら嫌がってる真也を連れて帰るより、迎えに来てって言ってくれた方が嬉うれしいよ……。

ＧＭ：いいですね。では、真也は一いつ瞬しゆんキョトンとした顔をしてから。「……そうか。新しい日常か……」とまぶしそうに言う。「僕にも作れるのかな？」

エミリア：大丈夫、あたしが手伝ってあげる！　絶対に作れるよ！

ＧＭ：では、真也はようやく笑え顔がおを浮かべて。「分かった。残された時間は少ないけど……空で待ってる」そう告げて、実体のない手でそっとエミリアの頭を撫なでます。




　目の前にエミリアが見たかった、真也の笑顔がある。

　真也が心の底から感かん謝しやを込こめて言う。

「本当に僕はみんなと会えて良かった……。出会った場所はあんな地じ獄ごくの底のようなところだったけれど、もし最後になるとしても、その時はみんなの顔がまた見たい」




ＧＭ：そう告げると、真也の姿がどんどんと朧おぼろげになっていきます。

エミリア：絶ぜつ対たいに迎むかえに行くから、待ってて！




　エミリアの決意に、真也は笑顔で応こたえて、その姿を消した。

　あとにはエミリアひとりだけが残される。




　だが、彼女の瞳ひとみに悲ひ愴そう感かんはもはやない。




〝真也を助ける！〟




　たったひとつの大切な想おもいを胸むねに、エミリアは真也の待つ空を見上げた。

[image: ]







◆Middle 08◆宇う宙ちゆうへ！


Scene Player ──── ガブリエル・ガルシア






　発はつ射しや台だいへと移い動どうさせられたスペースシャトル。

　そして、そのコックピットにガブリエルたちが乗り込んで行く。

　出発の準じゆん備びは整った。あとはカウントダウンを待つばかりだ。




ＧＭ：では次のシーン。全員登場になります。場所はケネディ宇宙センターにある第39複合発射施設。シャトルの発射準備が整い、みなさんが宇宙へと旅立つシーンですよ。

エミリア：いよいよ、宇宙に行けるんだね！

アイヴィ：しかし、まさかシャトルに乗ることになるとは（笑）。

ＧＭ：ちなみにみなさん、すでに宇宙服を着せられて、シャトルのコックピットに座すわっていると思ってください。

ガブリエル：了りよう解かいだ。一いち応おう、俺おれが操そう縦じゆう席せきに乗っておくか。といっても、こんな宇宙船の操縦の仕方なんぞ分からんが（笑）。

グレムリン：元軍人だし、車とかヘリぐらいまでありそうな感じはするけどね～。

アイヴィ：さすがに宇宙船は管かん轄かつ外がいでしょう（笑）。

ＧＭ：まあ、そこは一応ＵＧＮの方でも対たい策さくは立ててます。

エミリア：おっ、何かオートパイロット機き能のうみたいなのがあるとか？

ＧＭ：似にたようなものですね。宇宙に上がれば自然と分かります。さて、それでは通信機越ごしに薫かおるの声が聞こえてきますよ。「さーて、いよいよ宇宙への旅立ちの時だよ。念のために確かく認にんしておくけど、覚かく悟ごはいいかな？」

エミリア：いつでもオッケーだよ！

アイヴィ：ここまできて引き返すつもりはありませんから。

ガブリエル：大人の俺が子こ供どもたちを放ほうり出すわけにはいかねえからな。最後まで付き合うさ。

グレムリン：ボクも昌喜と友恵のためだからね。……と、ここで友恵から聞いたオリジナルのファントムコードについてみんなに話しておこう。実は……（[image: ]説明中）。

エミリア：つまり、今から行くステーション・エンピリオ？　そこにいるかもしれない本物のマスターファントムから、サンプル用のレネゲイドを取ってくれば、あたしたちのファントムコードも消せるかもしれないってこと？

ガブリエル：そういうことなら、なおさら中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいの連中にミサイルでステーション・エンピリオを吹ふっ飛ばされたらやばいってことだな。

アイヴィ：私たちが解かい放ほうされるためには、自分たちで決着をつける必要があるわけですか。

グレムリン：そういうことになるね。というわけで、ボクはファントムコードのオリジナルのサンプルを採さい取しゆするために、器具一式を持っていくということで。

ＧＭ：了解しました。では、みなさんの覚悟も決まっているようなので、薫は指し示じを出して、発射のカウントダウンを開始します。

エミリア：うう～、ドキドキしてきた～！（笑）

ガブリエル：さて、いよいよだな。とっとと本物のマスターファントムをぶっ倒たおして、真也を連れて帰ってくるとしようぜ。

アイヴィ：そうですね。そして、みんなでそれぞれの故こ郷きように帰りましょう！

ＧＭ：みなさんがそれぞれ帰き還かんの決意を固めると同時に、まずシャトル本体───オービタのメインエンジンが点火されます。そして数秒後に左右のブースターも点火。それによって生み出されたすさまじい推すい力りよくがシャトルを上じよう昇しようさせ、みなさんの身体からだに強きよう烈れつなＧをかける！

エミリア：むぎゅ～！

ＧＭ：シャトル発射から約二分後、ブースターが切り離はなされ、さらに約九分後には外部燃料タンクが切り離されます。ブースターと燃料タンクを切り離して軽くなった機体はさらに上昇していき───。




　それはほんの十数分ほどの間に起こった出来事だった。

　気づけば、いつの間にか身体にかかっていた重じゆう圧あつは消えている。

　そして、周囲には広大な宇宙が、眼がん下かには青く輝かがやく地球が見えるようになっている。




ＧＭ：……みなさんを乗せたシャトルは無事に宇宙へ到とう達たつして、通信が入ってくる。

ガブリエル：おっ、誰だ？

ＧＭ：「宇宙へようこそ。ここからは私が先導させてもらうわ」通信機から柔和な女性の声が聞こえると同時、一台の衛えい星せいが近づいてくるのがコックピットの窓まどから見えます。

ガブリエル：衛星って、まさか……。

ＧＭ：衛星はシャトルの真横で動きを止め、同時にモニターにショートカットの落ち着いた雰ふん囲い気きの女じよ性せいの姿が映し出されます。「私の名前は大おお宙ぞらヒカル。ＵＧＮの支し部ぶ長ちようをしている者のひとりです」

ガブリエル：（素すで）やっぱりヒカルかよ！　やばい、すごい懐なつかしい！（笑）

グレムリン：社長がやったＰＣのひとりですね（笑）。




　大宙ヒカル───『オリジン』シリーズの第一巻で登場したＵＧＮ支部長を務める柔和な雰囲気をまとう女性。だが、実はその姿はホログラフで、本体は地球の周回軌道に浮かぶ衛星というキャラクター。それゆえに〝衛星軌道支部長〟と呼ばれたりもする。




アイヴィ：『オリジン』ではお世話になりました。懐かしいな～（笑）。

ＧＭ：最終回なので、過か去このリプレイＰＣにはどんどん特別出しゆつ演えんしてもらっております（笑）。

ガブリエル：まあ、宇宙で動けるヤツなんて、ヒカルぐらいだろうしな（笑）。

ＧＭ：ヒカルは落ち着いた笑えみを浮うかべて、挨あい拶さつしてきます。「ここからは、私がみなさんを誘ゆう導どうさせてもらうから、操そう縦じゆうに関しては心配しないでちょうだい」

エミリア：よろしくお願いします！（笑）

ＧＭ：「元気のいいお嬢じようさんね。確たしかに任まかされたわ」そう言うとシャトルを遠えん隔かく操縦して誘導を開始します。

ガブリエル：ステーション・エンピリオに向かってるんだよな？

ＧＭ：グレムリンの軌き道どう計算をもとに、ステーションがあると思おぼしき宙ちゆう域いきへと移い動どう中です。

グレムリン：妨ぼう害がいとかは特にないかな？

ＧＭ：現げん状じようでは。目の前には漆黒の宇宙空間だけが広がっています。ただ、みなさんは何もないその空間で、ピリピリとしたプレッシャーを感じる。

アイヴィ：むむっ、この感覚は……。もしかして、近くにステーション・エンピリオがあるんでしょうか？

ＧＭ：奇妙な感覚にアイヴィが首を傾げると同時───。




　前方の空間から突如、一条の閃光が走りシャトルへと迫る！

　そしてその直後、何もなかった宇宙空間に巨大な宇宙ステーションが姿を現する。




エミリア：ステーション・エンピリオ！　いきなり撃ってきたっ!?

ＧＭ：迎撃用のレーザーはシャトルに向かって伸びますが、ヒカルの衛星がシャトル前方に飛び出て、身を挺して防ぎます！

グレムリン：た、助かった……!?

ＧＭ：だが、その直後、彼女から通信が入ります。「今の一撃で遠隔操作用のアンテナが故障、修理に三分かかるわ！　申し訳ないけど、手動操作でステーションに向かって。私も追うから！」

ガブリエル：うおっ、ここからは自力で何とかしろってことか！

ＧＭ：その通り！　さあ、みなさんが迎撃用のレーザーを避けながらステーション・エンピリオにたどり着けるか判定しますよ。代表者ひとりが〈運転：宇う宙ちゆう船せん〉判はん定ていをお願いします。目もく標ひよう値ちは８！

グレムリン：そんなの持ってるヤツがいるかーっ！（笑）

ＧＭ：しかしＴＦＴステージのデータでは宇宙船関連はすべて、〈運転：宇宙船〉で運転するんですよ。となれば、やはりここの判定は〈運転：宇宙船〉でしょう（笑）。

グレムリン：む、むぐっ、そう言われては反はん論ろんできない（笑）。

ガブリエル：技ぎ能のうが無いならダイスの数の問題だな。

アイヴィ：〈運転〉関連は……【感覚】ですね。

ガブリエル：なら、俺が行くか。……なに、ヘリなら操縦したことがある。宇宙船も空を飛ぶもんには違ちがいないし、何とかなるさ。

アイヴィ：いや、全然別物ですから！（一同爆笑）

エミリア：ちなみにこれって判定に失敗したらどうなるの？

ＧＭ：シャトルがいきなり撃げき墜ついされることはないです。ただし、みなさんには２Ｄ10点の実ダメージをうけていただきます。

ガブリエル：そいつはなかなか厳きびしいな。出目が悪いと俺が死ねる（笑）。

ＧＭ：ならば、がんばって判定に成功してくださいな（笑）。

ガブリエル：ＯＫ。神よ、ご加か護ごを……生まれてはじめてあなたに祈いのります！　祈りながらシャトルの軌道を変へん更こうするぜ！（勢いきおいよくダイスを振ふる）よし、８でギリギリ成功だ！

ＧＭ：お見事！　ステーション・エンピリオからレーザーの第二波が放たれますが、ガブリエルの操縦によってギリギリ回避します！　一瞬、まばゆい閃光が目を焼きますが、シャトル自体に影響はありません。

ガブリエル：何とかなったか。神に祈りを捧ささげたのが効きいたかな？（笑）

ＧＭ：迎撃用のレーザーを無事に避けたみなさんの前方で、ヒカルの操あやつる衛星が動きます。レーザーを照しよう射しやしてステーションの外がい壁へきを焼き切って突とつ入にゆう口ぐちを作ってくれる。

エミリア＆アイヴィ：おお！

ガブリエル：これで中に突入できるな！

ＧＭ：突入口を作ったあと、ヒカルが通信で最後の声援を送りますよ。「アンテナの修理が完了したわ。シャトルは私に任せて、あなたたちはステーションへ突入して！　無事に戻もどってくることを祈いのっているわ」

アイヴィ：ありがとうございます。

エミリア：真也、今行くからね！

グレムリン：よし、みんなでシャトルから出て、ステーションへ乗り移るよ！

ＧＭ：では、みなさんがステーションへ移い動どうしたところでシーンを切りましょう。







『オリジン』ではお世話に～　アイヴィのプレイヤーであるしのさんは、『オリジン』シリーズに玉野椿役として参加しており、ヒカルとも行動を共にしたことがあったことから出た発言である。











　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆カウントダウン開始


Master Scene






　ステーション・エンピリオの制御室。

　多数のオペレーターたちがコンソールを操作している。

　究極のレネゲイドにより、世界を塗ぬり替かえるために。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ。まずはマスターシーンが入ります。

エミリア：おっ。

ＧＭ：究極のレネゲイドによって世界を変えるための準備が進められるステーション・エンピリオ。その船体に衝しよう撃げきが走り、大きく揺れる。制御室で作業していたオペレーターが叫びます。「ステーション外がい殻かくが破は壊かいされました。侵入者四名を確認！」




「最後まで抗あらがうつもりか。愚おろか者どもめ……」

　オペレーターの報告に、忌いま々いましそうにマスターファントムがつぶやく。

「問題ない。作業を続けろ。奴らの相手は私がする」




ＧＭ：……マスターファントムの指示を受けて、オペレーターが作業を再開します。そして、しばらくしてオペレーターが告げる。「０９ゼロナインよりレネゲイド情報の取得を完了。マイクロ波照射装置起動のカウントダウン開始。十分後に、照射を開始します！」

アイヴィ：あと、たった十分しかないんですか！

ガブリエル：こいつはいよいよ後がねえな。

ＧＭ：オペレーターの報告を受けたマスターファントムが───。




「もうすぐ……もうすぐ世界は生まれ変わる」

　まるで熱病に浮かされたように、マスターファントムがつぶやく。

　そして、モニターに映し出されたステーション・エンピリオに侵入したエミリアたちの姿を見つめ、地を這うような低い声でつぶやく。

「貴様らに邪魔はさせんぞ……！」




　決戦の時は、もうすぐそこまで迫っていた。







◆Climax 02◆決着の刻とき


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　ステーション・エンピリオ───宇う宙ちゆうに浮うかぶファントムセルの本ほん拠きよ地ち。

　そして、逃とう亡ぼう者しやたちが真の自由を手に入れるための決戦の場。




　最後の戦いは、刻こく一いつ刻こくと迫せまっていた。




ＧＭ：では、クライマックス！　舞ぶ台たいはステーション・エンピリオ。みなさんがスペースシャトルから乗り移うつると同時、ステーションの破は壊かいされた部分が隔かく壁へきで封ふう鎖さされて、気き密みつがなされます。これで宇う宙ちゆう服ふくを脱ぬいでも行動可か能のうになりました。

アイヴィ：了解です。

ＧＭ：さて、現げん在ざいはステーション内部の通路にいるわけですが、複ふく雑ざつに入り組んだ通路に次々と隔壁が落ちていき、道が一本に絞しぼられていきます。まるで、みなさんを誘ゆう導どうするように。

ガブリエル：ほう、もしかして招しよう待たい状じよう代わりってところか？

ＧＭ：その通り。艦かん内ないスピーカーからマスターファントムの声が聞こえてきます。「まさか、ここまで来ようとはな。どこまでも私の予想を裏うら切ぎってくれるものだ……」

ガブリエル：そいつは悪いことをしたな。生憎あいにく、俺おれたちはしぶとくてな。

ＧＭ：「ふんっ、構かまわぬ。もはや逃にげも隠かくれもせん。道は示しめした。来るがいい、私のもとまで。決着をつけようではないか」と、みなさんに向かって告げます。

グレムリン：わざわざ誘導してくれるなんて、親切なことだね。

ＧＭ：みなさんは薄うす暗ぐらく、静まり返った通路を進んでいく。

アイヴィ：……なんだかＸ島から脱だつ走そうした時に似にてますね？

エミリア：そういえば……。

ガブリエル：あの時も、真也を助けるために、俺たちはあいつのところへ行ったしな。似てるといえば似てるか。

アイヴィ：ええ。それでちょっと昔を思い出して、しんみりしちゃいました。

グレムリン：ふむ。でも、その話を聞くかぎり、ひとつだけ違ちがうことがあるね。ここは逃とう亡ぼうの始まりの地じゃない。すべてに決着をつけるための終着点だ。

ガブリエル：そうだな。決着をつけようぜ。俺たちの戦いにな。

エミリア：うん！　そして、真也を助け出すよ！

ＧＭ：そうして会話しながら先へ進んでいくと、やがて大きなドーム状じようの部屋に出ます。室内には大量の機械やコード、配管が縦じゆう横おう無む尽じんに行き交かっています。そして、部屋の中心には、緑に輝かがやく液えき体たいに満たされた培ばい養よう槽そうがあり、その中に真也が浮うかんでいる。

エミリア：真也！

ＧＭ：エミリアが呼よびかけても、培養槽の中の真也は眠ねむっているように目を閉とじたまま、反はん応のうを示しめさない。さらに、そこでみなさんは気づきます。真也の入れられた培養槽のさらに奥おくに存そん在ざいする、ずらりと並ならぶ十二本の培養槽に。

アイヴィ：何やら、不ふ穏おんな……。

グレムリン：それって真也のクローンとかが作られてたりするってことかい？

ＧＭ：いえ、違います。奥の十二本の培養槽の中に浮かぶのは、人間の脳のう髄ずいですね。

エミリア：うわわっ!?

アイヴィ：なんでこんなところに、人間の脳髄が？

グレムリン：奥に並ぶ培養槽を見ながらうめくよ。……これはいったい何なんだ？

ＧＭ：グレムリンがごくりと息を吞のむと、再ふたたびマスターファントムの声が室内に響ひびき渡わたる。「よく来た、Ｘナンバーズ」

グレムリン：まだ、スピーカーから声が聞こえるだけなのかい？

ＧＭ：そうですね。不気味な雰ふん囲い気きに包まれた部屋の中、地を這はうような低い声だけが聞こえます。「たかが計画の駒こまが、ここまで私の計算を狂くるわせるとは……」

ガブリエル：はっ、そいつは残念だったな。

エミリア：真也を返してもらいにきたよ！

アイヴィ：いい加か減げん、姿すがたを見せたらどうですか！　マスターファントムを威い嚇かくするように、風を吹ふかせますよ。

グレムリン：そうだ、出てこい！　姿も見せないなんて、とんだ臆おく病びよう者ものだよ！

ＧＭ：「言ったはずだ。私は逃げも隠れもしない。すでに貴様らの前に……私はいる」言葉と共に怪あやしく輝く、脳髄を収おさめた十二の培養槽。

アイヴィ：えっ？　まさか……！

ＧＭ：「そう、この脳髄の収められた十二の培養槽こそが、私……マスターファントムの正体であると同時に、本体でもある」

グレムリン：ど、どういうこと!?

ＧＭ：「私はもともとは人間であった。そう、すべての始まりは十九年前、世界にレネゲイドが飛散した事じ件けんの時にある」

グレムリン：うおっ、マスターファントムってレネゲイドの飛散に関係してるのか!?

ＧＭ：しています。何故なぜなら、十九年前にレネゲイドが眠っていた中東の遺い跡せきを調ちよう査さした発はつ掘くつチームの生き残りのうち十二名が、この脳髄の正体なのですから。

エミリア：なっ……！

アイヴィ：な、なんですとーっ!?

ＧＭ：「十九年前、中東の遺跡に派は遣けんされた発掘チームの目的は、遺跡の調査・発掘とされているが、真実は違う。我われ々われは……私は知らされていたのだ。そこに眠る、神しん秘ぴの力───レネゲイドウィルスの存在をな」

ガブリエル：知らされていた？

ＧＭ：十二の培養槽が肯定するように怪しく輝く。「Ｘ島は究極のレネゲイドを生み出すための実験場だが、もともとは純じゆん粋すいにレネゲイドの研究のため、レネゲイドが飛散する十九年前よりもずっと前から、準じゆん備びがなされていた施し設せつなのだ」

グレムリン：そうなのか？

ガブリエル：まあ、島ひとつを造るなんて、そう簡かん単たんにできることじゃねえしな。俺が捕つかまったのが十八年前だとすると、一年で島を造るなんて離はなれ業わざになっちまうが、それより前から準備してたなら合が点てんがいく。

グレムリン：じゃあ、遺跡発掘チームっていうのはカモフラージュで、彼らは実は、レネゲイドについて知っていた研究者たちだったってことなのかい？

ＧＭ：その通りです。

アイヴィ：でも、彼らはレネゲイドのことをどうやって知ったんですか？　知らされていたって言っていましたけど、いったい誰だれが？

ＧＭ：それについてはマスターファントムはこう答える。「私も奴が何者なのかは知らない。ただ、レネゲイドのサンプルを提てい供きようし、中東の遺跡にそのウィルスが眠っていることを教えてくれたのだ」

エミリア：むむむ……。

ＧＭ：「我々はレネゲイドを研究するため、Ｘ島を建けん設せつし、中東の遺跡よりウィルスを持ち出した。だが、所しよ詮せん、我々も彼らの手て駒ごまに過すぎなかったのだよ」研究者たちもろとも何者かが輸ゆ送そう機きを撃げき墜ついしてしまい……。

アイヴィ：そして、世界にレネゲイドが蔓まん延えんして、今の世界ができあがった……。

ＧＭ：その通り。「だが、その輸送機に乗っていた研究者のすべてが死んだわけではなかった。生と死の狭はざ間ま、拡かく散さんするレネゲイドに触ふれたことでオーヴァード化した者がいたからだ。肉体は激はげしく損そん傷しようし、使い物にならなくなったが、彼らは生き残った」

グレムリン：それが目の前にある十二の脳髄の正体？

ＧＭ：ええ。最初は肉体もある程てい度どは残っていたのですが、輸送機墜つい落らくの際さいに受けたダメージが大きすぎて破は棄きせざるを得なかった。そして、現げん在ざいはこうやって培養槽に、脳髄だけが浮かぶ存在になってしまったわけです。

アイヴィ：でも、だったら私たちが戦ったマスターファントムはいったい何だったんですか？　彼には身体がないんですよね？

ＧＭ：「あれは私がＦＨに入ったあと、自分で動くために生み出した素体だ」

エミリア：素体？

ＧＭ：ええ。培養槽で製造された自我を持たない肉体だけの存在。マスターファントムの能力を十二分に発揮できるように調整された個体です。

ガブリエル：それで奴は、その素体に意識を送り込んで操っていた？

ＧＭ：ええ。ただ、その素体も前巻で破壊されてしまったので、第五話では破壊された素体をベースに生み出された劣化版───ファントム・クローンを大量投入してきたわけです。

グレムリン：さらりと言うけど、ずいぶん無茶なことしてないかい？（笑）。

ＧＭ：実際、無茶ですから（笑）。ファントム・クローンの能力が低いことや、あっという間に劣化して壊れたのは、たった一ヶ月で成長・調整を行なった影響なんです。

グレムリン：なるほどね……。

ガブリエル：ふむ……。とりあえず、十九年前に起きたレネゲイドの飛散。ある意味では、その最初の被ひ害がい者しやがこの十二の脳髄の持ち主たちだったってわけか。

ＧＭ：そうなりますね。

一同：…………。

アイヴィ：あの～、今のってかなり『ダブルクロス』世界の根幹に触れる内容だったと思うんですけど、いいんですか？（笑）（ちらりと矢野さんを見る）

グレムリン：ＧＭがそう言ってるんだから、少なくともこの『エクソダス』シリーズにおける真実はそれでいいと思うよ（笑）。

アイヴィ：なるほど（笑）。はっ、ならば問題ないです。どうぞ話を続けてください。

ＧＭ：はい（笑）。「私を利用した者はレネゲイドの飛散が目的であり、研究者たちの生死は大した問題とは考えていなかった。だが、そんな奴にも思わぬ誤ご算さんができた……。それが私の存在だ」

アイヴィ：本来なら全員死し亡ぼうするはずが、生き残りができた……。

ＧＭ：「その通りだ。とはいえ、肉体の九割わり以上を損傷し、オーヴァードといえども放置すれば死亡するほどのダメージを負っていたがね。生き残れたのは偶然にすぎない。死ぬ前にＦＨと接触して蘇生処理を受けられたが、それは一種の奇跡だったかもしれんな」

グレムリン：だが、それが今回の事件が起こる切っ掛けになったわけだ。それで、その死に損ぞこないが、究極のレネゲイドってやつで何をしようっていうんだい？

ＧＭ：「生と死の狭間。私は……我々はレネゲイドに触ふれ、そして見たのだ。その奥に隠かくされた力によって高次の存在を生み出しうる可か能のう性せいを」どこか夢見るように、熱に浮かされたようにマスターファントムは告げる。




　レネゲイドの持つ力とそこから生み出される進化の可能性。

　レネゲイドという存在は、人間には到とう達たつできない領りよう域いきにまで到達できるのではないか。




ＧＭ：……そして、マスターファントムは、レネゲイドの進化をうながすためにＸナンバーズ計画を開始しました。

アイヴィ：最初は、ただレネゲイドを研究するだけの場所だったはずのＸ島は、その瞬しゆん間かんから、究極のレネゲイドを生み出すための実験場へと変わったんですね。

ガブリエル：そして、その計画の鍵かぎが、真也の持つ究極のレネゲイドってやつなわけか。

ＧＭ：「そう、我々は目的を達成するための手しゆ段だんを手に入れた。あとは、この究極のレネゲイドの情じよう報ほうを地球に照しよう射しやするだけだ」

ガブリエル：それで世界を滅ぼして、レネゲイドを進化させるってか？　ふざけんな、そんなことさせると思ってんのか！

エミリア：ご大たい層そうなご託たくはどうでもいいよ！　真也を返して！

アイヴィ：そうですね……。新たな生命がどうだこうだと言っても……そんなわけのわからない研究のために、地球を死の星にしようなんてふざけてます！

グレムリン：そうだ、そうだ！　お前たちは自分たちが活動できないからって、地球をおもちゃ箱にして、その箱ごとひっくり返そうとしてるだけだろう！　そんなの、ただの癇かん癪しやくと変わらないゃないか！

ＧＭ：「確たしかに、究極のレネゲイドによる強きよう制せい進化は、多くの犠ぎ牲せいを生み出すだろう。だが、それもまたより高次の存在を生み出すためには仕方のないことだ」

エミリア：くう～、ダメだよこいつ！　完全に自分の世界に突とつ入にゆうしちゃってる！

ＧＭ：「所しよ詮せん、人類はいずれ限げん界かいを迎むかえる。醜みにくく争い合い、いずれは滅ほろびる定さだめを背せ負おった、愚おろかな生き物だ。ならば、よりよき存在を生み出すための礎いしずえとなる方が、より有ゆう意い義ぎな終末を迎えることができようというもの」

アイヴィ：そんなの、あなたたちが決めることじゃありません！　自分たちがさも人類の代表であるかのように語らないでください！

エミリア：キッとマスターファントムを睨みつけて叫ぶよ！　……難しい話はもういいって言ったでしょ！　早く真也を返して！

ガブリエル：そうだな……。レネゲイドなんてクソ食らえだ！　お前らの実験を受ける前は、ベルトルトも、マークも、ニーラムもみんないい奴やつらだったんだ！

アイヴィ：Ｘ１０もそうです。あなたの下らない目的のために使い潰つぶされて……。あなたみたいに命を道具みたいに使う人が、大層なことを言わないでください！

グレムリン：そうだそうだ！　そんな下らない実験の果てに生まれる存そん在ざいなんか神であるものか！　もし、そんなものが生まれたとしたら、それは悪あく魔まだよ！

ＧＭ：みなさんの否ひ定ていの言葉に、マスターファントムは嘆たん息そくして。「所詮、貴き様さまらのような愚ぐ昧まいな輩やから共に、私の考えは理り解かいできんか……」あなたたちを見下すように言う。




「いずれ滅ほろび行く世界を救う方法は、他にはないというのに……」

　もはや、彼の思考は完結してしまっている。

　他者との関かかわりが意味を持たない。彼もまたジャームなのだ。




ＧＭ：「貴様らがあくまで逆さからうというのであれば……」と、マスターファントムがつぶやくと同時、室内に不ふ穏おんな空気が満ち始める。そして───。




　真也の賢けん者じやの石が明めい滅めつを始める。

　内部に蓄たくわえられた情報が引き出され、それをもとに四体の素体が生み出された。

　それは真也、エミリア、アイヴィ、ガブリエルの姿をしていた。

　だが、その顔は白く生気に欠け、瞳ひとみは血のように赤い。

　漆しつ黒こくの戦せん闘とう服ふくに身を包んだ、四人のコピーがエミリアたちを虚うつろな表情で見つめる。
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ガブリエル：おいおい、なんだこりゃ！　俺たちの偽にせ物ものか!?

グレムリン：これって、やっぱりデータ的にはみんなをベースにしてるのかな？

ＧＭ：ですね。ただ、その能力はマスターファントムの調整によって、より強力な形で発はつ現げんしています。ちなみにＤロイスも同様のものを持ってますよ。

ガブリエル：マジかっ！

アイヴィ：それじゃあ、あたしから倒たおさないとやばいですよ！

エミリア：うっ、そっか。アイヴィのコピーってことはシーン攻こう撃げきしてくるんだ！

ＧＭ：「お前たちの情報を元に生み出し、さらに強化調整を行なった新Ｘナンバーズだ。性せい能のう的に劣おとるお前たちが勝つ可か能のう性せいは万にひとつもない」ちなみに、名前を混こん同どうするとややこしいので、コピーの方はコードネームで呼こ称しようさせてもらいます。

グレムリン：ＯＫ。エミリアがデスコンダクター、アイヴィがシルフィード、ガブリエルがサンドマンって感じだね。真也はどうする？

ＧＭ：〝ブラックライトニング〟でお願いします。さあ戦闘開始……と行きたいところですが、今回は特とく殊しゆなシチュエーションでの戦闘なので、いくつか先に説明させてもらいますよ。

エミリア：おっ、何々？

ＧＭ：まずは勝利条じよう件けんと敗北条件です。




▼勝利条件

　マスターファントム、もしくは真也を倒す。




グレムリン：うおっ、真也を倒す方法も取れるのか！

ＧＭ：取れますよ。真也がいなければマスターファントムの計画は止まりますしね。

ガブリエル：それは確かにそうだが……。

ＧＭ：ちなみに、真也は培養槽に入っていて身動きできないので、攻撃すれば必中でＨＰも多くないので一撃でしとめられるでしょう。

エミリア：でも、それをしたらあたしたちにとっては負けと同じだよ！

アイヴィ：そうですね。私たちは真也さんを助けるために、ここにきたんですから。

ＧＭ：ならば、より困難なマスターファントムの撃破をする必要があります。




▼敗北条件

　ＰＣの全滅、もしくは勝利条件が満たされないまま三ラウンド目が終しゆう了りようする。この場合、マイクロ波照しよう射しや装そう置ちによって、地上に究極のレネゲイドが照射されて、地球は滅めつ亡ぼうします。




ＧＭ：１ラウンド一分ですから、三分後には世界が滅ぶことになりますね。

ガブリエル：たった三分後に地球滅亡とは、まったく厄介だな！

ＧＭ：ちなみにマスターファントムは特殊なキャラクターなので、そのことも説明しますよ。

アイヴィ：特殊なキャラクターですか？

ＧＭ：ええ。通つう常じようのキャラクターとはちょっとデータ構こう造ぞうが違ちがうんです。




▼マスターファントム本体について

　戦闘開始時点ではバリアに守られているため、彼を攻撃の対象にすることはできず、移い動どうしてエンゲージすることもできないものとします。その代わり、マスターファントムからも攻撃はできません。

　このバリアは、四体のＸナンバーズコピーをすべて倒すことで解かい除じよされます。

　バリア解除された次のラウンドから、マスターファントムは行動を開始。現げん存ぞんするシンドローム十二種類すべてのエフェクトを組み合わせた攻撃を行なってきます。




グレムリン：こいつ、十二のシンドロームのエフェクト全部使えるの!?

ＧＭ：扱いとしては、ＨＰを共有した十二人のキャラクターになりますね。ただ、その十二人がひとつのメイン・セグメントで同時に行動して、協力してエフェクトによる攻撃を行なってきます。

アイヴィ：な、なるほど。十二人ってことは、もしかしてひとり一シンドロームを司つかさどってるんですか？

ＧＭ：その通り。ただ、これは明言しますが、マスターファントム本体は、復ふつ活かつ系けいエフェクトやダメージを０にするエフェクトは使用しません。

アイヴィ：あっ、そこは確かく定ていなんですね。

ＧＭ：ええ。マスターファントムを構成する十二の脳髄は、培養槽と、それに繫がる生命維持装置でかろうじて命を繫いでいます。一度、破壊されたら復活できるほどの余力はない。十二のシンドロームを操あやつるキャラが復活系エフェクトまで使いだしたら、いくら倒そうとしても終わりませんから。

ガブリエル：ふむ……。

ＧＭ：マスターファントムは十二個の脳のう髄ずいを持ちますが、かつて存そん在ざいした十二人の意い志しはもはや存在しません。マスターファントムというひとつの意志として融ゆう合ごうしてしまっています。かつて人間であった精せい神しんは消え、ここに残っているのはその亡ぼう霊れいともいえる存在。それゆえに彼の名は幽霊フアントムなのです。

エミリア：本当に生きてるか、死んでるかもよく分からない存在だもんね。

グレムリン：それにしても、十二シンドロームを操あやつれる能力は脅きよう威いだよ。できるなら、バリアを解除したラウンドで倒して、手番は回さないようにしたいね。

アイヴィ：それは確たしかに。

エミリア：タイミングを計って、四体のコピーを倒して、一気にそのラウンドでマスターファントムもやっちゃわないとなんだね。

グレムリン：そういうこと。

ＧＭ：あっ、ちなみにブラックライトニングには賢けん者じやの石はついていません。真也にはついてますが、マスターファントムの能力ではコピーできなかったようですね。さらにサンドマンは明らかに機械部分が増ふえてます。フルボーグを装そう備びしているので。

アイヴィ：むむ、また厄やつ介かいな装備をつけてますね。

グレムリン：でも、こっちは装甲値無視の攻撃が基本だから、脅威は半減してるよ。たぶん、受け用の武器にでも使うんだろうね。

エミリア：相手がどんなのだって絶ぜつ対たいに負けないよ！　決意を思いっきり叫さけんで、《インフィニティウェポン》！　死神のタロットで鎌かまを作りだすよ！

ＧＭ：了りよう解かい。それと同時にマスターファントムが《ワーディング》を展てん開かいして、ファントムコードを刺し激げきします。強きよう制せい力りよくのある衝しよう動どう判はん定ていをしてください。目もく標ひよう値ちは９！

一同：成功！

ＧＭ：おおっ、今回は全員成功ですか！

エミリア：これが最後の戦いだからね。やっぱり気合いが違うよ！（笑）

ＧＭ：なるほど（笑）。では、戦せん闘とうを開始しましょう。敵てきはＸナンバーズコピー四体とマスターファントム！




◆第一ラウンド
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ＧＭ：まずはセットアップ。こちらはサンドマン、シルフィード、デスコンダクターが《ヴァイタルアップ》。ブラックライトニングが《時間調ちよう律りつ》＋《ヴァイタルアップ》＋《フルインストール》。

グレムリン：ボクも《フルインストール》だ！

ガブリエル：俺おれはまだ侵しん蝕しよく率りつ制せい限げんに引っかかるんで、使用するものはなしだ。

グレムリン：じゃあ、そっちのイニシアティブは？

ＧＭ：ブラックライトニングが７、デスコンダクターが13、シルフィードが26、サンドマンが10です。

アイヴィ：よし！【精せい神しん】と《先手必勝》を上げておいてよかったです。こっちの方が速い！

エミリア：あたしも１点分勝ってる！（笑）

ＧＭ：みなさんが今回成長する前のデータをもとに、コピーたちの戦せん闘とうデータを作ってますからね。実は成長の時点で、「やばっ、イニシアティブ上げてるよ！」って、内心頭を抱かかえてました（一同笑）。

アイヴィ：前回の轍てつは踏ふみませんよ！（笑）　さあ、先手は私からですね！　まずは……お前だ～！（[image: ]シルフィードのコマを指差し）

グレムリン：いや、キミの場合はシーン攻こう撃げきじゃないか（笑）。それはともかく、アイヴィ。ここは待機しておいた方がいいんじゃないかな。

エミリア：えっ、先手を取れるのに？

グレムリン：侵蝕率[image: ]％を超こえてるのはボクだけだからね。先にシルフィードに動いてもらった方が、《リザレクト》できる分お得だ。

アイヴィ：ああっ、そうですね！　では、待機しましょう。

ＧＭ：了解です。ではシルフィードが動きます。マイナーで《光の衣ころも》。メジャーで《サイレンの魔ま女じよ》＋《絶ぜつ対たいの孤こ独どく》＋《リミットリリース》その他で、シーン攻撃！　攻撃が命中したら、ラウンド中、あらゆる判はん定ていにダイスペナルティ５個こ＋戦闘移い動どう不ふ可かをプレゼント！

アイヴィ：《絶対の孤独》とはまた厄やつ介かいなものを……。

ＧＭ：ふっふっふっ、今までアイヴィには苦しめられた分、今回みなさんにはシルフィードに苦労してもらいますよ！　おりゃ……って、出目悪い！　命中は28！　《リミットリリース》してクリティカル値６にしたのにこれか！（笑）

アイヴィ：ある意味すごいですね（笑）。素す晴ばらしい！

グレムリン：これならやる価か値ちがありそうだ。《束そく縛ばくの領りよう域いき》を使うよ！　ヘイ、《時の棺ひつぎ》とか使うかい？（笑）

ＧＭ：ぐぐぐっ、つ、使います……。ブラックライトニングが《時の棺》で《束縛の領域》を失敗させます！　くっ、こんな序じよ盤ばんも序盤で《時の棺》を使うはめになるとは！

アイヴィ：だけど、《光の衣》で防ぼう御ぎよ判定のクリティカル値が上がってるんで、これで必中になっちゃうんですよね。

グレムリン：それは仕方ないさ。というわけで、《マグネット・フォース》でエミリアをカバーリングするよ。

ガブリエル：俺は《砂すなの結界》でアイヴィをカバーリングだ。

ＧＭ：了解です。グレムリンのコピー人形の壁かべと、砂による障しよう壁へきが張はり巡めぐらされた直後、風と光の嵐あらしが吹ふき荒あれて、破は壊かいをまき散らす！　ダメージは27点の装そう甲こう値ち無む視し！

グレムリン：それだと倍撃で54点か……もしかしたら、耐たえられるかも。

エミリア：えっ、本当に!?

グレムリン：ＨＰ43点だから、12点軽けい減げんできれば生き残れる！　リアクティブアーマーを使うよ。２Ｄ10点軽減で……17点軽減！　ＨＰ６点で生き残った！

一同：おお───っ！

ＧＭ：まさかカバーリングして、さらに耐えてみせるとは！

グレムリン：ＨＰを上げた甲か斐いがあった！（笑）

ガブリエル：こっちは残念ながら耐えられんな。《リザレクト》でＨＰ４点で復ふつ活かつ。これで侵蝕率は99％だ。傷きずを再さい生せいして起き上がりながら、シルフィードに向かって言う。……この程てい度どかよ。本物のアイヴィの風は、もっと痛いたいぜ？（笑）

ＧＭ：むうっ！　ですが、これでガブリエルとグレムリンにはダイスペナルティ５個＋戦闘移動不可が与あたえられますよ！

ガブリエル：なに、それぐらいなら問題なしだ。ダイスペナルティは厄介だが、移動はできなくても攻撃はできるしな。

グレムリン：こっちも支し援えんは可か能のうだ。かなり理想的に今の攻撃はしのげたね。

エミリア：よーし、今度はこっちの番だよ！　マイナーで敵のエンゲージに移動。《コントロールソート》＋《ギガンティックモード》その他で全員に攻撃だ！

ＧＭ：エミリアが一足で敵との間合いを縮ちぢめる。そして、巨きよ大だい化かした鎌かまが大きく弧こを描えがいてＸナンバーズコピーに襲おそいかかる！　だが、そこでブラックライトニングが《孤独の魔ま眼がん》！　対象を単体にして引き寄よせる！

エミリア：むむっ、命中は36だよ！

ＧＭ：ブラックライトニングは一いち応おう、回かい避ひを試みるが……クリティカルはなし。回避失敗なので、サンドマンが《砂の結界》でカバーリング！《フォームチェンジ》＋《球電の盾たて》その他を使って、フルボーグで受けて、こちらは成功！

エミリア：ダメージは……ええっ!?

グレムリン：あんまり出目がよくないね……。

エミリア：ううっ、37点。《クリスタライズ》は入ってないから、装甲値は有ゆう効こうだよ。

ＧＭ：ならば、防御力と装甲値で49点まで弾はじきますので、ダメージは０です！

エミリア：うわっ、メチャメチャ固い！

ＧＭ：エミリアの鎌が真也を捉とらえようとした直後、間に割わって入ったサンドマンが、砂と雷かみなりの結界で威い力りよくを減げん少しようさせ、さらに鋼はがねの腕うでで刃やいばを完全に受け止める！

エミリア：くう～！　みんな、ごめん！

グレムリン：いや、エミリアの攻こう撃げき力りよくは十分だったよ。ただ相手の防御能のう力りよくが高いんだ。

アイヴィ：ですね。でも、それならあたしの出番ですよ！《光の衣》から《サイレンの魔女》コンボで、敵全員に攻撃します！　命中は58！

ＧＭ：58!?　こっちは《リミットリリース》まで使って達成値28だったのに！

ガブリエル：言っただろ。アイヴィの風の方が痛いってな（一同爆笑）。

ＧＭ：むう～、さっき《時の棺》を使っていなければ！（笑）

グレムリン：ふっふっふっ（笑）。

ＧＭ：シルフィードは《全知の欠片かけら》＋《神の眼め》で回かい避ひを試みます！　《光の衣ころも》でクリティカル値８で……うおー、７だらけだよ！（笑）

グレムリン：効きいてる、メッチャ《光の衣》効いてるよ（笑）。

ＧＭ：勘かん弁べんしてくれ！　18個こ振ふって、クリティカルしたのは１個かよ！（笑）ダメだ避けられません。そして、残りの三体にも命中します。だが、サンドマンがシルフィードを《砂の結界》でカバーリングします！

グレムリン：それならアイヴィに《力の法ほう則そく》をかける。これでダメージ＋３Ｄ10だ。

ＧＭ：ぐっ、これはまた厳きびしい！

アイヴィ：ダメージは56点の装甲値無視です！

ＧＭ：くう～、それは対たい応おうせざるを得ない！　サンドマンが《砂さ塵じんの城じよう壁へき》を使います。吹き荒れる強きよう烈れつな突とつ風ぷうを、強固な砂の障しよう壁へきがはじき返す。これでダメージは０！

ガブリエル：いい調子だ。また一個切り札を使わせたな。

アイヴィ：ここは攻せめ時と見ました！　Ｓロイスのユーリをタイタス化して、再さい行こう動どうの効こう果かを得ます！　……ユーリ、戦いを終わらせてあなたのもとに帰ります！

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、アイヴィの連続行動で！

アイヴィ：《光の衣》から《サイレンの魔ま女じよ》コンボ＋《リミットリリース》で攻こう撃げきしますよ！

ＧＭ：ならば、そこにシルフィードが《フラッシュゲイズ》。ダイスペナルティ５個を与あたえて、せめて被ひ害がいを減へらさせてもらいますよ！

アイヴィ：命中の達たつ成せい値ちは39です！




　この攻撃に対して、シルフィードは《全知の欠片》＋《神の眼》で回避を試みるも、達成値37で惜おしくも失敗。ブラックライトニングも《パーフェクトサクセス》を使用して、クリティカル値を大おお幅はばに下げて回避しようとするが、達成値33でやはりわずかに及およばず！




ＧＭ：うおぉおおおお！　俺、ダイス目悪すぎだろ！

グレムリン：達成値30までいってハラハラさせておいて、ギリギリ回避は失敗させる。やるなあ～、ＧＭ（笑）。

ガブリエル：素す晴ばらしいな（笑）。

ＧＭ：そんなこと褒ほめられても嬉うれしくないですよっ！（一同爆笑）くう～、全員命中なので、サンドマンがシルフィードを《砂すなの結界》でカバーリングします。ダメージを下さい！

アイヴィ：今度のダメージはちょっと控ひかえめですね。30点の装甲値無視です。

ＧＭ：では、ブラックライトニングは自身に《斥せき力りよく障壁》を使う。……16点弾はじいて、14点食らいました。デスコンダクターは30点直ちよく撃げき。サンドマンはカバーリングで二倍ダメージの60点ですが、《電でん磁じ反はん応のう装甲》＋シルフィードの《波は紋もんの方ほう陣じん》と合わせて35点軽減して25点食らいます！　まだ全員、健在ですよ！

アイヴィ：むうう、サンドマンが思いの外しぶといですね。

ＧＭ：吹き荒れる風を、同どう質しつの風でシルフィードが相そう殺さいし、サンドマンが雷の結界を展てん開かいして、威力を大きく減げんじる。そして、次はデスコンダクターの行動です！

エミリア：なんだか、ＧＭがすごい嬉うれしそうなんだけど（笑）。

ＧＭ：思いっきり逆ぎやく襲しゆうさせてもらいます！（笑）マイナーで《インフィニティウェポン》＋《ダブルクリエイト》！　デスコンダクターが二枚まいのタロットを取りだして鎌かまを二本作ります！

グレムリン：うおっ、二刀流か！

ＧＭ：目の前のエミリアに《コントロールソート》＋《マルチウェポン》＋《クリスタライズ》その他で攻撃！　デスコンダクターが長大な二本の鎌を、遠心力を利用して縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回す！　命中は39！

エミリア：くうー、回避失敗だよ！

ＧＭ：では、ダメージは73点の装甲値無視！

エミリア：そんなのずばーっと切り裂さかれてバタンキューだよ！（笑）霧谷さんのロイスをタイタス化して復ふつ活かつする。……もうＵＧＮとかそういうんじゃない。あたし自身のためにも、ここで倒たおれるわけにはいかないんだ！

ＧＭ：傷きずだらけになりながらも立ち上がるエミリアに、デスコンダクターは気け圧おされたかのように、わずかにあとずさる。そして対たい抗こう種しゆの効果でＨＰ３点を失います。

ガブリエル：次は俺か。全力移い動どうでエミリアのところにかけつけて行動終しゆう了りようだ。……偽物どもかかってきな！　お前らの攻撃なんぞ俺には効きかねえ！

ＧＭ：では、ここでサンドマンの行動。《物ぶつ質しつ融ゆう合ごう》＋《錬れん成せいの掟おきて》で、フルボーグとトツカを融合させます！

ガブリエル：《物質融合》！　そ、それはかつて俺がやろうと思っていた！（一同爆笑）

ＧＭ：背せ中なかから巨きよ大だいな剣けんを引き抜ぬき、右みぎ腕うでに融合させるサンドマン。これで若じやつ干かん、受けがしにくくなりますが、成功した時の防ぼう御ぎよ力りよくが13点上がります！

グレムリン：これは本ほん格かく的にアイヴィじゃないとダメージを通せそうもないね。

アイヴィ：がんばりますよ！

グレムリン：次はボクの手番だ。《解かい放ほうの雷いかずち》＋《絶ぜつ対たいの空間》＋《要かなめの陣じん形けい》で、他の三人に支し援えん。判はん定ていは成功。みんなの次の攻撃にクリティカル値-1、ダメージ＋３Ｄ10だよ。

ＧＭ：それが厳しい！　ちなみにここでブラックライトニングの行動ですが、彼はエミリアに襲いかかります！

ガブリエル：ちっ、こっちには来ないか。女を殴なぐるとはなんて野や郎ろうだ。

ＧＭ：ブラック真也ですから（一同爆笑）。マイナーで《加速装そう置ち》＋《ダークマター》＋《雷らい撃げき収しゆう束そく》。メジャーで《漆しつ黒こくの拳こぶし》＋《巨神の斧おの》その他で攻撃！　命中は35！

エミリア：回かい避ひ失敗！

ガブリエル：《砂の結界》でかばう！　これで侵蝕率が[image: ]％きっかりだ。

真也：ダメージは52点の装そう甲こう値ち無む視し！　漆黒の稲いな妻ずまが荒あれ狂くるい、ガブリエルの肉体を外と内から焼き尽つくす！

ガブリエル：マスターファントムのロイスをタイタス化して起き上がる。ギロリとブラックライトニングを睨にらんで……言ったはずだぜ、てめえらの攻こう撃げきなんざ効かねえってな！

ＧＭ：これで全員行動終了ですね、では、次のラウンドに……。

アイヴィ：まだです！　ここは一気にたたみ掛かけるタイミングとみました。《疾しつ風ぷう迅じん雷らい》でセカンドアクションします！

ＧＭ：うおっ、さらに来ますか!?

アイヴィ：今ならダメージ軽けい減げんや妨ぼう害がい系エフェクトが使えませんから。いつものコンボで全員に攻撃して、命中は……46です！

ＧＭ：こちらの回避は……全員失敗！　サンドマンがシルフィードをカバーリングします！

アイヴィ：ダメージは58点の装甲値無視！

ＧＭ：ブラックライトニングはギリギリ耐たえます！　デスコンダクターは耐えられないが《魂たましいの錬成》で復活！　そしてサンドマンは二倍ダメージで[image: ]点食らう。もう手の施ほどこしようがない、轟ごう沈ちんです！

一同：よーし！

ＧＭ：だが、ここでサンドマンが最後のあがきを見せる！《アベンジストライク》で、自分の受けた[image: ]点をアイヴィにも与あたえます！

アイヴィ：くっ、それは倒たおれます。このまま昏こん倒とうで様子を見ましょう。

ＧＭ：それではサンドマンが倒れると同時、アイヴィも倒れて、ラウンド終了です。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップ！

エミリア：《サポートデバイス》！

ガブリエル：《フルインストール》！

グレムリン：同じく《フルインストール》だ！

ＧＭ：いよいよ、本ほん領りよう発はつ揮きか。こちらはデスコンダクターが《サポートデバイス》。ブラックライトニングが《時間調ちよう律りつ》。まずは《灰はい色いろの庭》をエミリアへ。これでイニシアティブが９点下がります！

エミリア：うう、一気に５まで落ちちゃった……。

ＧＭ：そしてさらに《赤方偏へん移い世界》を自分にかけてイニシアティブ13まで上じよう昇しよう！

グレムリン：何とかエミリアより先に動こうっていう作戦か。

アイヴィ：それならここで起きます！　マスターファントムのロイスをタイタス化して昇しよう華か。……これ以上、仲間は傷きずつけさせません！

ＧＭ：アイヴィの気き迫はくが室内の空気をビリビリと震ふるわせる。だが、敵てきもまたさるもの。ここでブラックライトニングが《時間凍とう結けつ》！

ガブリエル：来たか！

ＧＭ：マイナーで《イオノクラフト》。飛行状じよう態たいになり、アイヴィたちのエンゲージへ移い動どうする！　そしてアイヴィとグレムリンに《黒星粉ふん砕さい》を撃うち込こみます！

グレムリン：アイヴィを《マグネット・フォース》でかばう！

ＧＭ：ダメージは51点の実ダメージ！

グレムリン：残りＨＰ６点のボクには耐えられないな。マスターファントムをタイタス化して、復ふつ活かつするよ。これでＨＰ43点まで復活だ。ブラックライトニングの放ったブラックホールのエネルギーを吸きゆう収しゆうしてＨＰを全ぜん快かいする（笑）。

ＧＭ：ブラックホール発電!?（一同爆笑）

ガブリエル：効こう果か的にはタイタスを使っただけなのに、派は手でな演えん出しゆつだな（笑）。

ＧＭ：面おも白しろいのでＯＫです！（笑）さあ、次はアイヴィの手番！

アイヴィ：《光の衣ころも》から、いつものコンボで！

ＧＭ：ならば再ふたたびシルフィードが《フラッシュゲイズ》！　アイヴィの放つ光の木の葉を、シルフィードの闇色の木の葉が侵蝕していきます！

アイヴィ：くう～、これが地味にきつい！　命中の達成値は……27です。ううっ、今回は出目が振ふるいませんでした。

ＧＭ：それでもシルフィード以外は回かい避ひの目がないんですよねぇ。そして、シルフィードのエフェクトを使っての回避は……24で失敗！

一同：よーし！

グレムリン：なんかさっきからＧＭの出目が本当にすごいな。十の位は追いつくのに、一の位は絶ぜつ対たいに追い越こしてない（笑）。

エミリア：ある意味、神がかったダイス目だね（笑）。

ＧＭ：そんな神などいらぬ───っ！（一同爆笑）

グレムリン：へこんでるところ悪いけど、《力の法則》を乗せさせてもらうよ（笑）。

アイヴィ：なら、《力の法則》分も加えて、ダメージは39点の装甲値無視ですね。

ＧＭ：容よう赦しやないですね！　シルフィードが《波は紋もんの方ほう陣じん》をブラックライトニングに、ブラックライトニングが自身に《斥せき力りよく障しよう壁へき》をかける。合わせて33点防ふせいでギリギリ耐えた！　さらにデスコンダクターも《ショックアブソーブ》で20点軽減して19点ダメージで耐えます！　シルフィードは39点直撃ですが初ダメージなので倒れない！

アイヴィ：ま、マジですか～!?

エミリア：うう～、これだけ攻撃してるのにまだ倒れないなんて！

ＧＭ：だけど切り札もそろそろつきそうだ。かなりやばい！

グレムリン：それはこっちも同じだよ。時間制せい限げんもあるし、このラウンドでケリをつけたいところだね。

ＧＭ：だが、そう簡かん単たんには通しません！　シルフィードの行動。《光の衣》から《サイレンの魔ま女じよ》コンボで全員に攻こう撃げき！　命中は30！

グレムリン：……ここがふんばりどころか。Ｓロイスの友恵をタイタス化する！　そして再さい起きの効こう果かで《束そく縛ばくの領りよう域いき》の使用回数を回かい復ふく！

ＧＭ：くっ、また妨ぼう害がいですか。やはりＳロイスは強いな！

グレムリン：《束縛の領域》＋《絶対の空間》で達たつ成せい値ちは……42！　シルフィードが嵐あらしを起こそうとした瞬しゆん間かん、生体電流に干かん渉しようして身体からだを硬こう直ちよくさせる！

ＧＭ：びくりと身体を引きつらせ、動きを止めるシルフィード。攻撃失敗です！

ガブリエル：やるじゃねえか、グレムリン！　今のは値あたい千せん金きんだぜ！

グレムリン：とはいえ、これで限げん界かい一歩手前まできた。このラウンドで決着をつけてくれ！

エミリア：もちろん、そのつもりだよ！

ＧＭ：だが、次の行動はデスコンダクターですよ！　先ほどのコンボに《ギガノトランス》を組み合わせてシーン攻撃！




　巨きよ大だい化かしたふたつの鎌かまが、すべてを切り裂さくべく大きく旋せん回かいする。

　だが、その直後───。




ガブリエル：ここで《砂さ塵じんの城じよう壁へき》だ！　鎌を巨大化させようとした瞬間、デスコンダクターの手に触ふれる。その直後、鎌が砂すなと化して攻撃が失敗する！

ＧＭ：砂と化した鎌を再構築しつつ、改めてそれを構えるデスコンダクター。次のブラックライトニングの攻撃。これでひとりだけでも仕し留とめさせてもらいます！　《漆黒の拳》＋《雷光撃》その他でアイヴィに攻撃。命中は28！

グレムリン：《マグネット・フォース》でアイヴィをかばう！　さあ、来い。対真也だけを考えて、《絶ぜつ縁えん体たい》を持っているこのボクに！（笑）

ＧＭ：そ、そんなの持ってたんですか!?

グレムリン：そりゃあ、真也が敵になると思ってたから。前話で使いどころ無かったんで、無駄になったなーとしょんぼりしてたんだけどね。

アイヴィ：ここで使えてよかったですね。

グレムリン：ねー（笑）。

ＧＭ：こっちはよくないですよ！（笑）ダメージは39点の装そう甲こう値ち無む視しですが……！

グレムリン：それなら余よ裕ゆうだね。《絶縁体》で15点軽けい減げんして24点ダメージ。残りＨＰ19点で生きてるぞ！

ＧＭ：グレムリン、ＨＰ多すぎ！（笑）次の行動はガブリエル！

ガブリエル：ここでひとりだけでも仕留めねえときついな。マイナーで《ロックオンサイト》、メジャーで《クリスタライズ》＋《スプリットアタック》その他で、シルフィード、デスコンダクター、ブラックライトニングの三体に攻撃だ！

ＧＭ：ぐうっ、本当にこのチームは集しゆう団だん戦せんに強いですね！

ガブリエル：俺も生まれ変わって、さらにな（笑）。命中は54だ！

ＧＭ：回避は全員失敗！

ガブリエル：ダメージは63点の装甲値無視だ！　雷らい光こうを纏まとった弾だん丸がんが三つに分ぶん裂れつして、敵てき全体に襲おそいかかる！

ＧＭ：それはさすがに耐たえられない！　ブラックライトニングは《イモータルライフ》で復ふつ活かつ。デスコンダクターがついに倒たおれ、シルフィードは《空蟬うつせみ》でダメージキャンセル！

ガブリエル：ちっ、まだ二体も残りやがるか！

アイヴィ：これはかなり厳きびしいかもですね……。




　目の前にいるのに果てしなく遠い、マスターファントム。




ガブリエル：だからといって、諦あきらめるわけにはいかないだろう。Ｓロイスの真也を昇しよう華かして再さい行こう動どうだ！　真也、今すぐ解かい放ほうしてやる！

ＧＭ：うおっ、ここでＳロイスをさらに切りますか！

ガブリエル：何としても決めてやる。さっきと同じコンボでシルフィードとブラックライトニングに攻撃！　命中は38だ！　……いい加減に吹ふっ飛べ！　ＰＤＷから弾丸を乱らん射しやする！

ＧＭ：ブラックライトニングは回避失敗。だが、シルフィードには《神の眼め》＋《全知の欠片かけら》がある！　おりゃ！　クリティカル……クリティカル……クリティカル！

ガブリエル：おおっ!?

ＧＭ：よし、48で回避成功！　銃じゆう弾だんがシルフィードを捉とらえたと思った直後、その姿すがたがかき消える。それは光によって生み出された幻げん影えいです！

アイヴィ：こ、ここに来て回避を成功させるなんて……！

ガブリエル：くっ……。ダメージは40点の装甲値無視だが……。

ＧＭ：それでブラックライトニングは倒れます。だが、シルフィードは健けん在ざい。まだマスターファントムを守るバリアは消えない！

グレムリン：これはやばいか……？　安全を取るなら次のラウンドまで待ってシルフィードを倒した方がいいけど、そこでマスターファントムを倒しきれなかったら、タイムオーバーしちゃうし……！

エミリア：大だい丈じよう夫ぶ……。

一同：えっ？

エミリア：あたしがシルフィードを倒して、一気にマスターファントムも倒してみせるよ！

ＧＭ：うおっ、エミリアが吼ほえた。

エミリア：ここまで来て諦めたりなんかしない！　《コントロールソート》＋《レインフォース》＋《クリスタライズ》その他でシルフィードに攻撃！　命中は……87！

一同：87っ!?

ＧＭ：くっ、それは回かい避ひエフェクトを持ってるシルフィードでも……ダメだ。回避失敗！

エミリア：ダメージは75点の装そう甲こう値ち無む視し！

ＧＭ：裂れつ帛ぱくの気合いと共に振ふり下ろされた鎌かまが一いち撃げきでシルフィードを両りよう断だんする！　シルフィードは倒れますが、ここで《鏡の盾たて》！　判はん定ていは成功して37点をはね返す！

エミリア：まだまだ！　マスターファントムのタイタスを昇華して復活。さらに真也のＳロイスをタイタス化して昇華、再行動の効果で未行動になる。真也、今、たすけるから！

一同：おおっ!?




　シルフィードが切り裂かれると同時、マスターファントムを守る強固なバリアが解とけた。

　満まん身しん創そう痍いになりながら、最後の気力を振り絞しぼってエミリアが走る！




グレムリン：エミリア、一度待機を。支援を飛ばす！

エミリア：オッケー！

グレムリン：《解放の雷いかずち》をエミリアに。侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％を超こえて、クリティカル値ち-1のダメージ＋４Ｄ10だ。あとは頼たのんだ！

エミリア：任まかせて！　マスターファントムに接せつ敵てきして、全力で攻こう撃げき！




　みんなの思いを乗せて、エミリアがマスターファントムへと迫せまる。

　大きく鎌を振り上げ、振り下ろす。

　これがすべてに決着をつける、最後の一撃になると信じて！




エミリア：命中の達成値は39！

ＧＭ：マスターファントムは回避行動は取りません。ダメージを下さい。

エミリア：グレムリンの支し援えんと、対たい抗こう種しゆも合わせて、83点の装甲値無視！

ＧＭ：そこで《氷雪の守しゆ護ご》！

エミリア：な……っ!?

一同：なにぃ───っ!?

アイヴィ：ここでダメージ軽けい減げんエフェクトですか!?

ＧＭ：復活系けいエフェクトを使用しないとは言いましたが、ダメージ軽減はしないとは言っていませんよ。軽減量は５Ｄ10で……31点軽減！




　一同に走る緊きん張ちようの中、迎むかえた結末は───。




ＧＭ：通ったダメージは52点。そして、マスターファントムのＨＰは50点！　ギリギリで、倒れます！

一同：やった───っ！

エミリア：はぁー、はぁ、ドキドキしたー。本当にギリギリだ！（笑）

ＧＭ：エミリアの大おお鎌がまが、マスターファントムの十二個この脳のう髄ずいを浮うかべている培ばい養よう槽そうに突つき刺ささる。そして対抗種による侵蝕が開始され───。




　培養槽を満たしていた液えき体たいが沸ふつ騰とうし、マスターファントムの叫さけび声が響ひびき渡わたる。

「ば、馬ば鹿かな！　新たな世界の創そう造ぞう主しゆとなる私が、貴き様さまら如ごとき、愚ぐ昧まいな輩やからに……！」




「これで終わりだよ……。あたしたちはもう、あなたに縛しばられないっ！」

　エミリアの裂帛の気合いと共に、対抗種による侵蝕が加速する。

　次々と破は裂れつしていく、十二個の培ばい養よう槽そう。マスターファントムの断だん末まつ魔まが響き渡る。




　後に残ったのは、満身創痍のエミリアたちと、培養槽に浮かぶ真也。

　そして、後に残されたのは静せい寂じやくだけ。

　長い、長い戦いは───。




　ここに終わりを告げたのだ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：マスターファントムが倒れ、静寂に包まれたステーション・エンピリオの中枢部。目の前には真也の入っている培養槽があります。

エミリア：培養槽のガラスを鎌かまで叩き割わって、真也を解かい放ほうするよ！




　エミリアは鎌を振ふり上げると、目の前にある培養槽をたたき割った。

　中に満ちていた液えき体たいと共に、真也の身体からだが流れ出てくる。

　その身体をエミリアは、しっかりと受け止めた。




エミリア：……真也！　彼の存在を確かめるように、身体をぎゅっと抱きしめる！

グレムリン：じゃあ、ボクはその間に、マスターファントムの残ざん骸がいから、サンプル用の細さい胞ぼうを取っておくよ。ファントムコードを解かい除じよするためにもね。

ＧＭ：了りよう解かい。真也はしばらく目を閉じたまま動きませんが、やがてうっすらと瞼まぶたを開いて、起き上がります。そして、みなさんを見つめて。「……みんな、助けにきてくれてありがとう」

エミリア：お礼なんて！　言ったでしょ、絶ぜつ対たいに真也を助けるってさ！　感かん極きわまって、真也に抱きついちゃうよ！

ＧＭ：自分を抱きしめるエミリアに、真也は穏おだやかな笑えみで応こたえ、前のような幻ではない、生身の手でぽんぽんと頭を撫なでてくれます。

アイヴィ：よかったですね、エミリアさん！

ガブリエル：元気なようでなによりだ。ずいぶんと姿が変わっちまったみたいだが、確たしかに真也のようだし問題なさそうだな。

グレムリン：昌喜と友恵にもいい報ほう告こくができそうだよ。にっと笑顔で言う。

ガブリエル：だな。さてと……なら、こんなところさっさとおさらばしようぜ。

グレムリン：うん。いつまでもヒカルを待たせても悪いしね（笑）。

エミリア：そうだね（笑）。さあ、帰ろう真也！




　エミリアが真也に向けて勢いよく手を差し出す。

　しかし、真也はそれを握りかえせぬまま、つらそうに表ひよう情じようを歪ゆがめた。

　悲しげに四人を見つめ、言葉を紡つむぐ。




ＧＭ：「僕はみんなと一いつ緒しよには行けない」

一同：えっ……？

ガブリエル：怪け訝げんそうに訊きくぜ。……おいおい、いきなり何を言ってるんだ？

ＧＭ：真也はエミリアから身体を離はなして、少し距きよ離りを置いてから話し始めます。「僕は元の世界に戻るには力を持ちすぎてしまった。しかも、その力はひどく不安定で、これを悪用しようとする連中から隠かくすことはできそうにないんだ」

アイヴィ：真也さん……？

ＧＭ：真也はマスターファントムの残ざん骸がいをちらりと見て。「マスターファントムのように僕の力を利用しようとする連中が再び現あらわれるかもしれない」

エミリア：そんなの、その時はまたそいつらを倒せばいいじゃない！

ＧＭ：エミリアの言葉に真也は首を横に振ります。「それは根本的な解決にならない。僕という存在が争いの火種になるんだから。……それに僕には分かるんだ。今、僕が存在しているだけで、地球上のレネゲイドに変化を起こしているってことが」

アイヴィ：レネゲイドに変化を起こしてる？

ＧＭ：彼はこくりと頷き。「その変化が何を生み出すのかは、僕にも分からない。だけど、ただ僕がいるだけで、レネゲイドがとんでもない変質を遂げてしまうかもしれないんだよ。そしてそのことが、大切な僕らの世界を壊してしまうかもしれないんだ……」

グレムリン：真也がいるだけで、地球によくない影響が出るかも知れないってのかい？

ＧＭ：「うん……。そして何より……怖こわいんだよ……。僕がこの世界に絶ぜつ望ぼうして、すべてを滅ほろぼすために力を使うんじゃないかってことが……！」

一同：っ!?

ＧＭ：真也は自身がジャームだと自覚しています。そして、それゆえに自分の持つ危あやうさも認にん識しきしているんです。

グレムリン：理り性せいを取り戻しても、ジャームである以上、暴ぼう走そうの危き険けんは常つねに付きまとう？

ＧＭ：真也はこくりと頷うなずきます。

エミリア：そんな……。じゃあ、真也はこれからどうするの？

ＧＭ：「旅に出ようと思う」

アイヴィ：旅……ですか？

ＧＭ：「僕はもう地球にはいられない。でも、エミリアが言ってくれただろ。きっと僕でも日常は作れるって。……だから、僕でも日常を作ることのできる場所を探そうと思う」具体的には、自身の肉体を電子生命体に変換して、このステーション・エンピリオのマイクロ波照射装置を利用。地球ではなく外宇宙に向けて自分を発信するというものです。

ガブリエル：電波に乗って外宇宙へ旅立つのか。

グレムリン：……それはずいぶんと長い旅になりそうだね。

ＧＭ：「そうだね。長い……とても長い旅になると思う……」真也は寂しそうにつぶやく。

エミリア：突然の言葉に、すごく寂さびしくなってしょんぼりしちゃうよ……。

グレムリン：「エミリア、そんな顔しないでくれ。別れは確かに悲しいけど、僕は希望を見つけるために旅立つんだから」

ガブリエル：俺は呆ぼう然ぜんとしながら真也に言うぜ。……真也、お前、ほんとに神様みたいになっちまったんだな。

ＧＭ：「そこまで大たい層そうなものじゃないよ」と真也は苦く笑しようします。

アイヴィ：旅立つ前にひとつ質しつ問もんをしますよ。……いつか帰ってくるんですよね？

ＧＭ：「そうだね、時が巡めぐれば、もしかしたら……」人類がさらなる進化を遂とげたり、世界がレネゲイドを受け止めることができる日が来れば、その時はいつか……。

グレムリン：人類がレネゲイドを受け止められる日……。まるで夢でもつかむような話だね。

ＧＭ：「そうだね……」しんみりとした空気が流れる中、真也は悲しみを振り払うように言いますよ。「大丈夫。みんなと一緒にいることはできないけど、心は一緒だから」

アイヴィ：真也さん……。

ＧＭ：「みんなに会えて、本当によかった」そう告げて彼は微笑み───。




　真也はみんなに背を向け、万感の思いを込めて告げる。

「みんな、ありがとう。そして……さよなら」




エミリア：───っ、真也！




　エミリアの呼びかけに、真也は一度だけ振り返り……。

　そして───。







《絶対の孤独》　光を遮断することで闇を作り、敵の行動を妨害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させることで、広範囲の敵を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《孤独の魔眼》　重力を制御して、攻撃を自分に引き寄せるバロールのエフェクト。

《フォームチェンジ》　武器をより防御に適した形に変形させるモルフェウスのエフェクト。

《球電の盾》　球電を生み出して盾にするブラックドッグのエフェクト。

《パーフェクトサクセス》　レネゲイドの完璧な制御により、行動を成功させる一般エフェクト。

《波紋の方陣》　振動によって攻撃を逸らすハヌマーンのエフェクト。

《ダブルクリエイト》　武器を強化した上で、ふたつ作り出すモルフェウスのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器を同時に使って攻撃を行なうノイマンのエフェクト。

《物質融合》　アイテムを融合させ、より強力なアイテムを作り出すモルフェウスのエフェクト。

《アベンジストライク》　自身の受けた痛みを敵にも与える一般エフェクト。

《絶縁体》　ブラックドッグのエフェクトを使用した攻撃のダメージを軽減する、ブラックドッグのエフェクト。

《氷雪の守護》　氷による障壁を張り巡らせることで、ダメージを軽減するサラマンダーのエフェクト。














　　　ENDING PHASE




ＧＭ：というわけで、エンディングフェイズに参りましょうか。

アイヴィ：ふう～、なんとかなりましたね。マスターファントムに手番を回してたら、やばかったかもしれません。

グレムリン：十二のシンドロームを組み合わせた攻こう撃げきとか、もう想そう像ぞうもつかん（笑）。

ガブリエル：なんにせよ、みんな生きて戻もどれそうだな。

エミリア：うん。ただ、真也は旅立っちゃうんだよね……。

ＧＭ：ええ。理性は取り戻しても、真也がジャームであり、危険な存在だというのは変わりありませんから。とはいえ、エミリアの言葉で彼も救われたと思いますよ。

グレムリン：それは〝変わってしまった自分でも持てる日常〟ってやつかな？

ＧＭ：そうです。彼は絶望して去るのではなく、希望を探すために旅立つんです。

エミリア：そっか～……。




　しばしの間、しんみりとした空気が流れる。

　そして、一同は日常へ帰還するべく自律判定を行ない───。







◆Ending 01◆去りゆく者


Scene Player ──── グレムリン






　宇宙から戻もどってきたグレムリンが向かったのは、昌喜の入院している病院だった。

　手にはファントムコードのオリジナルを収おさめたアンプル。

　昌喜は無事なのか───不安を胸むねに病院に飛び込んだ彼を待っていたものは……。




ＧＭ：では、ここからはみなさんの〝その後〟───エピローグを演出していきましょう。まずはグレムリンから。自律判定の結果と、希望があればそれを教えてください。

グレムリン：自律判定は三倍振りで成功だよ。〝その後〟は地球に戻って、昌喜と友恵のところに帰るってところかな。

ＧＭ：了解しました。では、最後の戦いの後、グレムリンが日本に戻って、昌喜の入院している病院に到着したところから始めましょう。

グレムリン：ＯＫ。駆け足で病院に入って、昌喜の病室に飛び込む。……今戻ったよ！

ＧＭ：すると、あなたの視界に意い識しき不明から脱だつして、身体を起こしている昌喜の姿が飛び込んできます。その隣には友恵もいる。「グレムリン、戻ったのか」優やさしい声こわ音ねで昌喜が言う。

グレムリン：昌喜！　ぱっと顔を輝かがやかせて昌喜に抱だきつく。その後、友恵のところに行って、ファントムコードのオリジナルを渡わたすよ。……これで、みんなをファントムセルの呪じゆ縛ばくから本当の意味で解かい放ほうできるんだよね？

ＧＭ：はい。友恵はサンプルを受け取って、「必ず、みんなを解放してみせます」と力強く請うけおいます。そして、あなたに訊きく。「それで……真也は？」

グレムリン：それは……。真也が外宇宙に旅立つってことをどう伝えたものかと悩んで、思わず黙り込んじゃうよ。

ＧＭ：グレムリンの沈ちん黙もくに友恵はがくりと膝ひざをつき、涙なみだを流しながらつぶやく。「私は……結局、真也を救えなかったのね……。」

グレムリン：ＧＭ、ここで真也に出てきてもらって、友恵をなぐさめて欲ほしい！

ＧＭ：分かりました。では、泣き伏ふせる友恵の前に、淡あわい輝かがやきに包まれた真也が出しゆつ現げんします。

ガブリエル：そして、それに気づいた友恵がハッと顔を上げるんだ。

ＧＭ：その通り。そうだ、せっかくなので真也の演出を矢野さんにお願いしたいのですが。

グレムリン[image: ]真也：分かった。それじゃあ、母さんに向かって言うよ。……そんなことない。だから、母さん、そんなに悲しまないで。

ＧＭ：突如、姿を現した真也に、友恵は驚おどろきの表情を浮うかべます。「真……也……？」

真也：うん。

ＧＭ：「その姿は……？」白髪に金色の瞳───人間だった頃とは違う容姿で、友恵の知っている真也として話し掛けてくるあなたに、彼女は戸と惑まどいながらも視線が釘付けになります。

真也：髪の毛をつまみながら。……心は戻ったけど、ちょっと姿までは元通りとはいかなくてさ。まいっちゃうよ、とやれやれと肩をすくめてから安心させるように微笑みかける。

ＧＭ：その微笑みに、自分の知っている息子の姿を見て、友恵は安堵するようにぽろりと涙を一筋流します。「ああ、真也……あなたなのね……」

真也：そうだよ。みんなの、父さんと母さんのおかげで、僕は僕の心を取り戻せたんだ。

ＧＭ：「よかった……本当に……！」泣きながらも、友恵はあなたに微笑みかける。

真也：……喜んでいる母さんの姿を見てちくりと胸を痛めながら、自分が旅立つことを切り出す。母さんと父さんを真っ直ぐに見つめて。……ごめん、母さん。確かに心は取り戻せたけど、一緒にいることはできないんだ。僕は旅立たなくちゃならない。

ＧＭ：「えっ……？」突然の言葉に、友恵が呆然とする。

ガブリエル：じゃあ、怪訝そうに昌喜が訊くんだよ。「旅に？　どういうことだ、真也？」

真也：申し訳わけなく思いつつ、父さんと母さんを見つめて言う。……僕が地球にいると、それだけでこの世界が危険にさらされてしまうんだ。自分の存在が地球のレネゲイドにもたらしている変化を起こす可能性について話すよ。




　自分がいれば、守りたかった日常が壊れてしまうかも知れない。

　真也の言葉に友恵は愕然とし、昌喜が神妙な表情を浮かべる。




真也：グレムリンの回収したマスターファントムの細胞サンプルがあれば、みんなのファントムコードは解除できる。そうすれば、父さんもファントムセルの呪じゆ縛ばくから解放されるだろ。あとは僕がいなくなれば、ファントムセルの残した危険はすべてなくなるんだ。

ＧＭ：真也の両親が、自分たちの息子の言葉を黙って受け止めます。ただ、友恵は悲しそうに表情を歪めて、ぽつりと問いかける。「……あなたはそれでいいの？」

真也：……寂しくないと言ったら噓になるかな。でも、大丈夫だよ。

ＧＭ：「えっ……？」

真也：エミリアが言ってくれたんだ。こんな僕でも日常は作れるって。だから……この宇宙のどこかで、僕が手にできる新しい日常を探そうと思う。

ＧＭ：「新しい日常を……」息子の言葉に、絶望ではなく希望を感じた友恵は、少し寂しそうにしながらもひとつのことを感じ取ります。子供だった真也が成長し、親のもとから巣立つときが来たのだと。

ガブリエル：すると、昌喜が困ったような笑みを浮かべて言うんだよ。「子供というものは、いつか親のもとから旅立つものだ……。いつかその日が来るとは覚悟していたが、さすがにこんな風に旅立つことになるとは思っていなかったよ」

真也：ははっ、僕もまさかこんな旅立ちを経験するとは思ってなかったよ。

ＧＭ：別れの笑みを交わす真也と昌喜。その様子を見つめながら、友恵が言いますよ。「そう、それがあなたの意志なのね……」

真也：うん。だから、大丈夫。安心して、母さん。




　そう言って、真也は寂しさと希望の入り交じった笑顔を浮かべてみせる。




ＧＭ：「分かった。行ってこい、真也」父親らしく、力強く送り出す昌喜。「つらくなったら、いつでも戻っていらっしゃい。たとえ誰がなんと言おうと、あなたは私たちの息子で、この星があなたの故郷なのだから……」

真也：こくりとうなずいて───。




「さようなら。今までありがとう！」

　真也が両親への感謝を告げたその直後、彼の姿すがたが消失した。




　あとに残された昌喜と友恵が身を寄よせ合う。そして、その間にはグレムリンがいた。

　別れは悲しいけれども、いつかまた会えると信じて……。

　三人は空を見上げ、真也の旅立ちを見送った。







◆Ending 02◆地上で生きる者


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　ファントムセルとの決着がついてから一ヶ月後。

　無事にファントムコードの研究は進み、生き残ったＸナンバーズたちは、ファントムセルの呪縛から解とき放たれた。そして、共に戦ってきた仲間との別れの時がやってくる……。




ＧＭ：では、次はガブリエルのエンディングです。

ガブリエル：おう、俺は二倍振りで帰還だ。んで、演出の希望なんだが、アイヴィに登場してもらいたい。よくコンビを組んでたし、別れのシーンをしたいんだ。

アイヴィ：いいですね。自律判定は二倍振りで成功してるので、登場はできますよ。

ＧＭ：ならここは、アイヴィとガブリエル、ふたりの合同のエンディングにしましょうか。

アイヴィ：はーい。

ＧＭ：では、事件から一ヶ月後。無事にファントムコードの解除も終わり、それぞれの故郷に帰る日。空港のロビーで飛行機を待っているところだと思って下さい。

アイヴィ：じゃあ、これでお別れなのかと少し寂しそうにしながら、ガブリエルに訊ききます。……ガブリエルはこれからどうするんですか？　故郷は……もうないんですよね？

ガブリエル：まあな。土地は残っちゃいるが国はなくなっちまったからな。

アイヴィ：少し逡しゆん巡じゆんしながら言います。……だったら、私と一緒にアメリカに来ませんか？　このままお別れは寂さびしいですし、ガブリエルさえよかったら───。

ガブリエル：（やんわりと言葉を遮り）アイヴィ、ありがとうよ。お前の気持ちはとても嬉うれしい。だけど、俺は首を静かに横に振ふる。

アイヴィ：……理由を聞いてもいいですか？

ガブリエル：確たしかに俺に故郷はもうない。家族もな……。ミドルで柳也から受け取った手紙の内ない容ようは、家族に関する調ちよう査さ報ほう告こくだったんだ。そこには家族が全員死し亡ぼうしていたと書かれていた。キャンペーン中にタイタス化したしな。

ＧＭ：ミドルで柳也から受け取った手紙は、それだったんですね。

ガブリエル：そういうことだ。

アイヴィ：ガブリエルの言葉を聞いて、思わず叫びそうになります。だったら……！

ガブリエル：それには穏やかに微笑みを返す。……さっきも言った通り、俺には何も残ってないかもしれない。だがな、やることはあるんだ。そのためにも南米に戻もどらなくちゃならん。

アイヴィ：やること……ですか？

ガブリエル：霧谷さんに訊いたんだよ。俺の故郷があった場所に、ＵＧＮはあるのかってな。どうやらないらしい。だから、俺が支し部ぶ長ちようをやるから支部を作ってくれって言ったのさ。

ＧＭ：おおっ、なるほど。では、霧谷はそれを了りよう承しようしたことにしましょう。

ガブリエル：助かる。アイヴィに言うぞ。……うまく言えないが、真也はレネゲイドそのものみたいな存そん在ざいになって旅立った。でも、いつか帰ってくるかもしれない。

アイヴィ：はい。

ガブリエル：だから、いつかあいつが帰ってきたときに、俺たちの世界がレネゲイドを──真也を受け入れられるように、ＵＧＮとして活動しようと思うんだ。

アイヴィ：なるほど……。そういうことでしたか。

ガブリエル：ＵＧＮはレネゲイドを世界に受け入れてもらうために活動してる。きっとそれは、この星の未来にとって意味のあることだと思う。それに、もう俺たちみたいな奴を生み出さないためにも、俺はＵＧＮとしてオーヴァードの力を使おうと決めたんだ。

アイヴィ：そうですか……。ガブリエルは、ガブリエルの道を選んだんですね。

ガブリエル：ああ。だがなアイヴィ、これだけははっきり言っておくぜ。

アイヴィ：何ですか？

ガブリエル：お前は……この地上に残った俺の家族のひとりだ。それだけはどんなことがあっても、絶対に変わらない。

アイヴィ：……っ！　ううっ、そんなこと言われたら、目に涙なみだを溜ためちゃいますよ！

エミリア：いいね。いいね！

ガブリエル：ぽんっとアイヴィの頭を撫でて言うぜ。……何かあったら呼よんでくれ。すぐに駆かけつけるからよ。俺たちは仲間で、家族だからな！

アイヴィ：はい……！　私にとってもガブリエルは家族です！

ガブリエル：肩かたをぽんと叩たたいて、別れの挨あい拶さつをする。……ありがとう、アイヴィ。じゃあな、また会おう！

アイヴィ：ええ、また会う日まで！




　お互たがいに同時に背せを向けて、ふたりはそれぞれの道を歩き出す。

　別れはつらいけど、立ち止まることはない。振ふり返ることなく真っ直すぐに歩き続ける。




　旅立った掛かけ替がえのない仲間が、いつか帰ってくる日がくる。

　その時に、胸むねを張はって出で迎むかえることができるように───。




　彼女たちは故郷へ帰る。

　それぞれが、自分の生きる道を進むために。







◆Ending 03◆去りゆく者


Scene Player ──── エミリア・ラウラ






　主を失ったステーション・エンピリオ。

　地球へと戻るそのとき、エミリアはひとつの決意をする。




ＧＭ：さて、最後はエミリアのエンディングです。自律判定と〝その後〟の希望を───。

エミリア：あの～……。

ＧＭ：ん、どうしました？

エミリア：ちょっと質問なんだけど。真也ってひとりで旅立つんだよね？

ＧＭ：ええ。みなさんは日常に帰り、そして彼は新しい日常を探すために旅立ちます。

エミリア：……ついて行くことってできないかな？　普通ならママのところに帰るんだろうけど……あたし、真也を放っておきたくないんだ。やっぱりひとりで旅立つのって、すごく寂しいと思うから。

ＧＭ：なるほど……。

エミリア：ただ、真也は自分を電子情報化して外宇宙に旅立つらしいから、どうやればついていけるかはちょっと分からないんだけど……。

グレムリン：ふむ……。（しばし黙考し）なら、ボクにちょっとアイディアがあるんだけど。

ＧＭ：おっ、何ですか？

グレムリン：エミリアは自分が人間だから、真也についていけるのかなって考えちゃうんだよね？　じゃあ、エミリアが人間じゃなくなったらどうかな。

ガブリエル：……それは真也と同じ存在になれって意味か？

グレムリン：うん、それもひとつの手だと思う。真也の持つ究極のレネゲイドはレネゲイドを進化させる力があるらしいし、エミリアひとりぐらいなら、自分と同じ領域まで引っ張り上げられるんじゃない？

アイヴィ：で、でも、それってつまり、ジャーム化しろってことですよね？

グレムリン：そうなるね。でも、今までの自分と決別して真也と同じ存在になれば、彼と同じ方法で旅立つことができるのに納得できるんじゃないかと思ってさ。

エミリア：そっか、そういうやり方もあるんだね。

ＧＭ：ふ～む。それは面白い演出ですな。

ガブリエル：真也と行くために、あえて今までの自分を捨てるってわけか。

ＧＭ：この物語の最後の選択肢としては、それぐらいの重さはあっていい気がします。エミリアはどう思いますか？

エミリア：そうだね…………。




　求めてきた日常か、それとも真也か。

　その場にいるみんなが固唾を吞んで、エミリアの答えを待つ。

　そして、彼女が出した答えは───。




エミリア：…………うん、決めた！

アイヴィ：ど、どうするんですか？

エミリア：あたしは……真也と一緒に行くよ！　だから、自律判定に失敗して彼と同じ存在になる！

一同：おおっ!?

エミリア：そうした方が、真也のことも理解できるようになる気がするしさ。

ＧＭ：より近しい存在の方が、確かに互いを理解することはできる気がしますね。

エミリア：うん。それにやっぱり、真也を放っておけないから。でも、あたしはこれが永遠の別れとは思ってないよ！　絶対に地球に帰ってこれる方法を見つけ出してみせるから！

ＧＭ：な、なるほど！

アイヴィ：エミリアさん、最後までポジティブ思考ですね（笑）。

エミリア：それがあたしの取り柄だからね！（笑）ＧＭ、あたしは真也と一緒に行く！　そして、自分たちの日常を見つけ出してみせる！

ＧＭ：……分かりました！　では、少々変則になりますが時を遡さかのぼり、クライマックスの直後。ステーション・エンピリオのマイクロ波照射装置を使って、真也が旅立つ直前からシーンを始めましょう。エミリアだけでなく、他のみなさんも登場していただけますか。

一同：はーい！

ＧＭ：ありがとうございます。みなさんの目の前、真也が背を向けて旅立とうとしています。その身体が淡く輝き、肉体が電子情報へ変換されていく。

エミリア：声を振り絞って、真也に向かって叫ぶよ。……真也、待って！　お願い、あたしも一緒に連れていって！

ＧＭ：エミリアの叫びに、驚いた真也が思わず振り返ります。「エミリア、何を言って……」

エミリア：真也……ひとりで旅立つなんて寂しすぎるよ。だから、あたしも一緒に行かせて。

ＧＭ：「……いいのか？　エミリア、あんなにお母さんに会いたがってたのに……」

エミリア：ママに会えなくなるのは寂しいよ。でも、真也のことを放っておくなんてできないもの。約束したでしょ、一緒に日常に帰ろうって！

ＧＭ：「エミリア……」真也の表情に驚きが浮かびます。

エミリア：それとも……真也はあたしが一緒だと迷惑かな？

ＧＭ：不安そうに訊くエミリアに、真也はしばらく呆然としていましたが、やがて微笑みを浮かべて言います。「いや、嬉しいよ……。ありがとう、エミリア。僕からもお願いするよ。一緒に……来てくれるかい？」

エミリア：うん！　さーて、今までは故郷に帰る方法を探してきたけど、今度は地球に帰る方法を探さないとだね。

ＧＭ：「エミリアは、本当にいつもポジティブだな」（笑）

エミリア：それがあたしの取り柄だからね！（笑）そう言って、真也に駆け寄るよ。

アイヴィ：じゃあ、そこで思わず、エミリアさんの服の裾すそをきゅっと握っちゃいます。……エミリアさんまで行っちゃうんですか？




　寂しそうに問いかけるアイヴィ。

　そんな彼女を元気づけるように、エミリアは穏やかな笑みを浮かべて答える。




エミリア：ごめんね、アイヴィ。でも、あたしさ、真也をひとりにしたくないんだ。

アイヴィ：エミリアさん……。

エミリア：そんな悲しい顔しないで。大丈夫だよ。しばらく会えなくなるけど、必ず帰ってくるから！　そう言って、アイヴィの手をそっと握り返すよ。

アイヴィ：……分かりました。今度は真也さんを見失っちゃダメですよ。あと、いつか絶対に、ちゃんとふたりそろって帰ってきてくださいね！

エミリア：もちろんだよ！　じゃあ、約束の証に指切りげんまんしよう（笑）。

アイヴィ：日本で覚えたんですね（笑）。

エミリア：そうなんだけど。「あれ？　薬指だっけ？」って、ちょっと考え込んで（笑）。

アイヴィ：小指ですよ。もう、しょうがないですね（笑）。

エミリア：えへへ、ごめんごめん（笑）。

グレムリン：最後まで仲がいいね、キミたち（笑）。

ガブリエル：さて、せっかくだから俺からもひとついいか？

ＧＭ：「なんだい？」真也がガブリエルに怪訝そうに問い返す。

ガブリエル：お前らにひとつだけ頼みがあるんだ。親に別れを言ってやってくれ。

エミリア：ママに……。

ガブリエル：親と子どもはいつか別れるもんだ。それは仕方がないと思う。ただ、別れの言葉は残してやって欲しい。そうすれば、お前らが元気に旅に出るんなら親は祝福するさ。

ＧＭ：「分かったよ。約束する」ガブリエルの頼みに、真也はしっかりとうなずき返す。

ガブリエル：なら、これ以上、俺から言うことはない。……元気でな。

エミリア：うん、みんなもね！

ＧＭ：では、別れの挨拶を終えたところで、真也がエミリアに手を差し伸べる。

エミリア：その手をそっと握り返すよ。




　その瞬間───今まで見えていた世界が姿を変え、途方もない孤独感に襲われた。

　エミリアは、これが今の真也の生きる世界なのだと理解する。

　だけど寂しさはない。自分の手を握ってくれる、大切な人の温もりが感じられたから。

　エミリアと真也は微笑みを交わし、苦楽を共にした仲間の方へと振り返る。




「さようなら。今までありがとう」

　万感の想いを込めて、真也が言葉を紡ぐ。

　そして、それを受け継ぐようにエミリアが晴れやかな笑顔で告げる。

「それじゃあ、またね！」

　ふたりが別れの言葉と再会の約束を口にした直後、その姿が忽然とかき消えた。





＊　　　＊　　　＊






　その日、空を走るふたつの流れ星が世界各地で観測された。




　ＵＧＮの病院の一室。昌喜が友恵と身を寄せ合い、流星を見つめてささやく。

「行ってこい、真也……」

「あの子のことをよろしくね、エミリアさん」




　暮林市、暮林高校。グラウンドで部活の後片付けをしていた亮太が、ふと空を見上げる。

「真也……？　いや、まさかな……」




　故郷のフランスに帰ってきたユーリが空港から出ると、ふと空から聞き覚えのある声が聞こえてきた気がした。少年は思わず空を仰ぎ見る。

「エミリアさん……真也さん……？」




　イタリアの裏路地。ひとりの占い師の女性が、テーブルの上にタロットをめくる。

　姿を現した絵柄は〝愚者〟の正位置。その意味は───〝ゼロからの出発〟。

「旅に出るのね、エミリア。でも、いつでも帰ってらっしゃい。私は待ってるから」




　ふたつの流れ星───真也とエミリアは地球を瞬く間に一周した。

　その後、ふたりは軌道を大きく変えて太陽系の外を目指して進み出す。




「どこに行こうか？」

　真也が訊く。




「真也と一緒ならどこへでも！」

　エミリアが満面の笑みで答える。




　互いに笑顔を交わし合い、ふたりは走り出す。

　無限に広がる広大な宇宙へ。




　そのどこかに、ふたりが日常を手に入れられる世界があると。

　いつか失ったものを取り戻せると信じて。




　そして───。

　みんなと再会できる日がきっと来る！




　真也とエミリアは旅立つ。

　自分たちの未来に───。
















　希望にあふれる日々があると信じて！











ダブルクロス・リプレイ・エクソダス『懐なつかしきデイリーライフ』




fin


















　　　あとがき




　かくて長き逃亡の旅は終わり───。




　本書を読んでいただき、ありがとうございます。

　この本の著者の伊藤和幸です。




『ダブルクロス・リプレイ・エクソダス③　懐かしきデイリーライフ』、お楽しみいただけたでしょうか？

『エクソダス』シリーズは本巻が最終巻となっております。

　前巻『愛しきプレシャスタイム』の衝撃の結末をベースに置き、物語のしめくくりにふさわしい内容にすると同時、『エクソダス』シリーズに最後まで付き合って下さった読者の方々が読んでよかったと思える結末を目指して、全力で取りかからせていただきました。




　シリーズでリプレイを手がけるのは初めてで慣れておらず、つまずきそうになったこともありましたが、多くの方々の協力を得て、何とかここまでたどり着くことができました。

『エクソダス』シリーズ執筆のため、惜しみない助力をしてくださった先達の方々や友人たち、そしてこの作品に最後まで付き合って下さった読者の方々に感謝を。




　本当にありがとうございます。




　Ｘ島から始まった脱走劇は、本巻で終わりを迎えることになります。

　ですが、その結末はシリーズ開始当初に、俺が予想していたものとは大きく違う方向へと到ることになりました。

　シリーズの最後をどのような演出にするべきだろうか……。

　さんざん悩んで、今回のような形にまとめたのですが……いかがでしたでしょうか？




　読者のみなさまのうち、ひとりでも多くの方が、本書を読んで良かったと思っていただけたならば、それに勝る喜びはありません。




　さて、ここから先はシナリオのネタバレを含みますのでご注意を。

　まだ未読の方は、是非本編を読んでから先にお進み下さい。




■第五話

　このシナリオの焦点は、やはり〝真也〟です。ジャーム化した彼をどう扱うのか。それは『エクソダス』の物語の結末にも関わることなので、当然ながら大変悩みました。

　安易にジャーム化から救ってしまっては『ダブルクロス』という世界の持つ魅力を損ねてしまいます。でも、救いは残したい。そこで思いついたのが、「いっそのこと、真也を進化させちゃったらどうだろう？」という展開でした。

　その結果、ＰＣたちは真也を救うために奮闘し、大いにセッションは盛り上がりました。

　ちなみに、クライマックスの真也争奪戦でＰＣたちが真也を守り切れていた場合、第六話は真也とエミリアの触れ合いを中心に、ファントムセルから真也を守る展開にするつもりでした。敵に追い詰められていく中、逆襲に転じて勝利を手に入れる───「そんな展開も燃えるな～」と思いつつ、真也を奪取するべく戦闘に挑んでいました。




■第六話

　最終セッション。ファントムセルの本拠地を宇宙ステーションにしたのは、俺が今まで見てきた物語の多くで、悪の組織の本拠地が宇宙や異空間など、普通ならば到達できない場所にあったことに起因します。普通では不可能なことをやってのけるのが悪の組織の華！

　そして、第六話の見所はやはり藤澤さんが担当するエミリアでしょう。

　真也を救うために奮闘し、そして最後は共に旅立った彼女に幸多からんことを！

　ちなみにマスターファントムの正体などの各種設定は、あくまで『エクソダス』シリーズにおける真実です。みなさんが『ＤＸ２』を遊ぶ際、これに縛られる必要はありません。ただ、本書の設定を『ＤＸ２』ライフの一助にしてもらえるなら、それに勝る喜びはありません。





＊　　　＊　　　＊






　さて、いよいよ残りページも少なくなって参りました。

　名残惜しいですが、そろそろお別れのご挨拶を。

　まずは、本リプレイのプレイヤーの四人に感謝を。特にエミリアを担当した藤澤さんには、大変お世話になりました。

　そして、『エクソダス』シリーズ製作にあたって協力していただいた多くの方々と、最後まで付き合ってくださった読者の方々に感謝の意を表してシリーズを終えたいと思います。




　本当にありがとうございました。それでは、また会えるその日まで。





二〇〇九年三月十二日　伊藤和幸
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